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この報告書 は,日 本 自転車振興 会 か ら競輪収 益の一 部 であ

る機械工業振興 資金 の補助 を受け て昭和52年 度 に実施 した
ロ

「海外 におけ る情報処理 お よび情報処理 産業の実態調査」 の

一環 として と りまとめた ものであ ります。
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昭和52年 度事業成果報告書要約

欧 米 の デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス

(海 外調査員報告)

52-ROOI

ヨー ロ ッパ 編

デー タ ベー ス関 連 事 項 を調 査 の 中 心 テー マ と した今 次 調 査 の 訪 問先 は,イ

ギ リス,ド イ ツ,フ ラ ンス3カ 国計14機 関 で あ る が,こ の 中 に は西 ヨ ー ロ

ッパ に お け る情 報 処 理 産 業一 般 の 調 査 を行 った1機 関(イ ギ リス,Quantum

ScienceCorp.)と 情 報 処 理 振 興 を主 目的 とす る政 府 な い しは,政 府 関連

機 関 計3機 関 とが 含 ま れ て い る。 他 の10機 関 は,い ず れ もデ ー タベ ー ス保

有 企 業(団 体)で あ るが,理 解 の便 宜 上 デ ー タベ ー スの用 途 別,保 有 主 体 別

に分 類 す る と 図 の とお りで あ る。

今 回 訪 問3カ 国 の うち特 に西 ドイ ツお よび フ ラ ン スの 両 国 に つ い て は,デ

ー タベ ー スは い ず れ も政 府 指 導型 とな ってい る。 膨 大 な情 報 を収 集 加 工,メ

ン テ ナ ン スす る こ とは,巨 額 の投 資 を必 要 とす る上,大 きな リス クを負 うこ

と もあ って,こ れ らの諸 国 で は 未 だ 完 全 な コマ ー シ ャル ・ベ ー スの デ ー タベ

ー ス ・サ ー ビ ス機 関 は 存 在 しない とい って も過言 で はな い 。 ヨー ロ ッパ に お

いて は,デ ー タベ ー ス,特 に ドキ ュメ ンテ ー シ ョンに関 す る情 報 の整 備 は全

ての プ ロ ジ ェ ク トの 基 礎 に な る との 考 え か ら,政 府 が強 力 な バ ック ア ッ プを
、

財 団 法 人 日本 情 報 処理 開発 協 会

東京都港区芝公園3-5-8(機 械振興会館内)電 話434-8211(大 代表)

本報告書 につい ての ご照 会は,内 容 については調査課(内 線538)に,入 手にっ いて

は,普 及課(内 線535)へ ご連 絡下 さい。



(用 途別)

内 部 用

外 部 提 供 用

(保 有 主 体 別)

官 庁

1.国 防 省(ド ィ ッ)

公 共 機 関

2.ELC(ド イ ツ)

3.ZMD(ド イ ツ)

4.CIDA(フ ラ ン ス)

業 界 団 体

5.IDC(ド イ ツ)

6.CATED(フ ラ ン ス)

7.且OSPITAL・NECKER(フ ラ ンス)

情 報 処 理 産 業

8.CSC(イ ギ リ ス)

9.CENTRE・FILE(イ ギ リ ス)

10.SCICO・N(イ ギ リ ス)

行 って い る。 その現 わ れ が,西 ドイ ツにお け るIUD計 画 お よびIBS計 画 で あ り,

ま た フ ラ ンスに お け る行 政 所 管 の 横 割機 能 を発揮 す るBNISTの 設 立 で あ る。

ア メ リカ編

ア メ リカに お い て は,政 府 機 関/民 間企 業 の 密接 な 協 力 の も とに,デ ー タベ ー

ス ・サ ー ビスの流 通 機 構 が 確 立 して い る。 特 に ,経 済 デ ー タベ ー スお よび文 献 検

索 サ ー ビ ス とい った オ ンラ イ ン型 の デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスで は,ソ ー ス ・デ ー

タ作 成,提 供(政 府)→ デ ー タベ ー ス作 成(民 間DBプ ロ ジ ュー サ)→ デ ー タベ

ー ス流 通(民 間 ネ ッ トワー ク業 者)→ エ ン ド・ユ ー ザ ー とい う分 業 体 制 が 形 成 さ

れ てい る。

デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス市 場 と して は,郵 送 ・電 話 ・テ レ ックス な ど に よ る バ

ッチ型 の もの(企 業 信 用 情 報 な ど)が 大 きい が,こ れ ら も急 速 に オ ン ライ ン型 へ

移行 しつ つ あ る。 ター ミナル お よび 通信 コ ス トの 低 下,さ らに はTelenetな どい



わ ゆ るVAC(付 加 価 値 通 信 業 者)の 台頭 に よ って,ア メ リカの オ ン ライ ン ・デ

ー タ ベ ー ス ・サ ー ビスは将 来 か な りの市 場 規 模 を形 成 す る こ とに な ろ う。

オ ンラ イ ン ・デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスの 流 通機 構 を支 え る3本 柱 は,政 府 機 関,

デ ー タベ ー ス ・プ ロジ ュー サ,同 デ ィス トリ ビ ュー タ と言 え る。 政 府 機 関 で は特

に,商 務省 統 計 局 が 重 要 な役 割 りを果 して お り,人 口統 計 デ ー タな ど各 種 セ ンサ

ス ・デ ー タを民 間/公 共 分 野 を問 わ ず1律 料金 で 提供 して い る。 プ ロ ジ ュ ー サに

は,調 査会 社,出 版 会 社,協 会 学 会,政 府 機 関 な ど多様 な 企 業 あ るい は機 関 が 参

画 し て い る。 これ らプ ロ ジ ュ ー サ は,例 外 的 に 独 自 の 専 用 ネ ッ ト で デ ー タ

ベ ー スを提供 し てい る所 もあ るが,通 常 は ネ ッ トワー ク会 社 に その 流 通 を委 ね て

い る。 例 えばLockheed,SDCの よ うに 各 種 の文 献 デー タ を流 して い る もの,

Rapidata,ADPNetworkServicesの よ うに,経 済 ・証 券 デー タを 流 して い

る もの な どで あ る。

ユ ーザ ー も,デ ー タの 提 供 あ る い は外 部 サ ー ビスの 利 用 に 意 欲 的 な態 度 を示 し

て お り,こ れ ら諸 要 素 が 機 能 的 に作 用 して,ア メ リカの デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス

の 発 展 に拍 車 を か け て い る。
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当財 団 は ・ わ が 国 にお け る情 報処 理 産業 の 発 展 に資 す るた め ,昭 和43年 以 来,

毎年 海 外 に 調 査 団 を派遣 し,ア メ リカお よ び ヨー ロ ッパ諸 国 に お け る情 報 処 理 関

係 の 諸 問 題 の 実 態 を明 らか に して ま い りま した。 本年 度 は,発 展 しつ つ あ る ア メ

リカの デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスの 背 景,西 ヨー ロ ッパ諸 国 にお け る政 府 主 導 型 の

デー タベ ー ス整 備 計 画 な ど を把 握 し,わ が 国 の デー タベ ー ス ・サ ー ビス整 備 に 役

立 て る こ と を 目的 と して,イ ギ リス,西 ドイ ツ,フ ラ ンス ,ア メ リカの4カ 国26

機 関 に調 査 員 を派遣 し,現 状 な らび に動 向 を調 査 い た しま した。 こ こ に その 結 果

を と りま とめ,海 外 の情 報 処 理 に関 心 を もたれ る方 々の ご参 考 に供 した い と思 い

ま す。

な お,本 調 査 実 施 に 当 って ご尽 力 い た だ い た調 査 員 各 位 ,ご 支 援,ご 協 力 を賜

わ りぽ した 在 日各 国 大 使 館 をは じ め,調 査 訪 問 先 等 関 係 各 位 に 対 し心 よ り感 謝 の

意 を表 しま す。

昭和53年3月
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財団法人 日本情報処理開発協会

植 村 甲午郎
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調 査 の 概 要

1.目 的

海 外 諸 国 に お け る情 報 処 理 お よ び 情 報 処 理 産 業 に つ き,そ の 実 態 を 調 査 す る と

と もに 各 国 で の 発 展 の 背 景 と 今 後 の 動 向 を 把 握 し,わ が 国 に お け る 情 報 処 理 お よ

び 情 報 処 理 産 業 の 発 展 に 資 す る こ と を 目 的 と す る。

2.調 査 事 項

オ ン ラ イ ン ・ デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ スの 現 状 と展 望

3.調 査 対 象 国

イ ギ リス,西 ド イ ツ,フ ラ ン ス,ア メ リ カ

4.調 査 時 期

ヨ ー ロ ッパ 班 昭 和52年11月6日(日)出 発

昭 和52年11月19日(土)帰 国

ア メ リカ 班 昭 和52年11月25日(金)出 発

昭 和52年12月10日(土)帰 国

5.調 査 機 関

イ ギ リスQuantumScienceCo「Po「ation

ComputerScienceInternationa1,U.K.

Centre-fileLimited

SCICONComputerServicesLtd.

西 ド イ ツInternationaleDokumentations-gesellschaft

-1一
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フ フ ン ス

ア メ リ カ

f'UrChemiem.b.H.

Zentralstellef'UrMaschinelleDokumentatioll

InstitutfurDocumeptationswesen

BundesministeriumdurVerteidigung

Bundesmini .steriumfUrForschungundTechnologie

InternationalUnionforConservationNature

andNaturalResources

'

-EnvironmentalLawCenter・

BureauNationaldel,InformationScientifique

etTechnique-

Centred,AssiStanceTechniqueetdeDocumentation

Groupe且ospitalierNecker-Enfants-Malades

CentreInformatiqueetdeDocumentation

A・t・m・tiq。 ・U・iversit6P・ ・i・Va

InternationalDataCorp.

Rapidata,Inc.

NewYorkTimesInformationBank

NationalTechnicalInformationService(NTIS)

NationalLibraryofMedicine(NLM)

BureauoftheCensus

ADPNetworkServices

UniversityofMichigan,GraduateSchool

ofBusinessAdministration

LockheedInformationSystems

StanfordUniversity,BallotsCenter

INPUT

SystemDevelopmentCorporation(SDC)
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6.調 査 員

ヨー ロ ッパ班

楯 沢 政 司

山鳥 雄嗣

アメ リカ班

栗 原 茂 明

松 村 邦雄

(財)日 本情報処理開発協会 常務理事

(財)日本情報処理開発協会 調査課長代理

行政管理庁長官官房総務課 課長補佐

(財)日 本情報処理開発協会 技術調査部長
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第1章 総 論

t

は じ め に

デ ー タベ ー ス 関連 事項 を調 査 の 中 心 テ ー マ と し た今 次調 査 の 訪 問先 は,イ ギ リ

ス,ド イ ツ,フ ラ ンス3カ 国計14機 関 で あ るが,こ の 中 には 西 ヨ ー ロ ッパに お

け る情報 処理 産 業 一般 の 調 査 を行 っ た1機 関(イ ギ リス ・QuantumScience

Corp.)と 情 報処 理 振 興 を 主 目的 とす る政府 お よび政 府 関連 機 関計3機 関(ド イ

ツ ・IDWお よ び研 究 技 術 省,フ ラ ンス ・BNIST)と が 含 ま れ て い る。

他 の10機 関 は,何 れ もデ ー タベ ー ス保 有 企 業(団 体)で あ るが,理 解 の 便 宜

上 デ ー タ ベ ース の用 途 別,保 有 主体 別 に分 類 す ると以 下 の通 りで あ る。

●

(用 途別)

内 部 用

外 部 提 供 用

(保 有主体別)

官 庁

国防省(ド イツ)

公 共 機 関

1)ELC(ド イ ツ)

ii)ZMD(ド イ ツ)

lii)CIDA(フ ラ ン ス)

業 界 団 体

iv)IDC(ド イ ツ)

V)CATED(フ ラ ンス)

HOPITAL・NECKER(フ ラ ン ス)

情 報 処 理 産 業

vDCSC(イ ギ リス)

CENTRE・FILE(イ ギ リス)

SCICON(イ ギ リス)

図1:調 査 の 分 類(ヨ ー ロ ッパ)

一5一



注1)EnvironmentalLawCentre

")ZentralstelleflirMashinelleDokumentation

iiDCentreInformatiqueetdeDocumentationAutomatique

iV)InternationaleDokumentationsgesellschaftfUrChemie

m.b.H.

V)Centred'AssistanceTechniqueetdeDocumentation

Vi)ComputerSciencesCbmpanyLtd.

これ らの各機 関は その性格,事 業内容等 が それ ぞれ異 るが,わ れわれの うけた

印象 を以 下簡 単に概括 す る。

1.デ ー タベ ース に対 す る ユ ーザ の 満足 度 等

(1)デ ー タ授 受手 段 と して は,テ レ タ イプ,電 話,郵 送 等 に よ る もの が多 いが,

ユ ーザ と して の終 局 的 な満 足 は 完全 な オ ンライ ン ・システムによ っ て の み み た

され るで あ ろ う。

(2)通 信 回 線 使 用 の場 合,回 線 料金 自体 に つい て は特 に ユ ーザ の不 満 は ぎか れ

な か ったが,デ ー タ ・サ プ ラ イヤ ー とし て は広 域 サ ー ビ スの必 要上,ヨ ー ロ

ッパ各 国 と も回線 サ ー ビス は独 占体 制 に あ る他,そ れ ぞれ料 金 体 系 お よび規

制条 件 が異 な る点 に い ろ い ろ 問題 を か か え て い る。 た だ し料 金 体 系 につ い て

は,先 般ECに よ り調 整 規 約 が 制 定 され て大 巾 に改 善 され た とい う。

(3)ア メ リカ系 企 業 の情 報 処 理 分 野 へ の進 出 は 近年 と くに 目覚 ま し い ものが あ

るが,デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス につ い て もア メ リカ大 手 企 業者 の進 出 に よ り

一 部市場 に おい ては 将 来 極 めて 厳 しい競 争 条件 に さ らされ るで あ ろ う との意

見 が 聞 か れ た 。 もっ と もこ の点 は ユ ー ザに とっ ては 歓 迎 され る傾 向 か もしれ

な い。

(4)デ ー タ内容 に 対 す るユ ー ザ の ニー ズ は,最 新 か つ 詳 細 な情 報 で あ る こ との

ほか,漸 次 客観 的 情 報 な い し評 価情 報 の 要求 へ と進 ん で きて お り,,こ の こ と

は評 価 能 力 お よ び コス トと マ ンパ ワ ーの点 か らサ プ ライ ヤ ー に とっ て 重要 な

検 討課 題 とな りつ つ あ る。

勺
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2.デ ー タベ ー ス ・シス テ ム の振 興,育 成

(1)情 報 処理 業者 が カス トマ ー ・オ リエ ンテ ッ ドで作 成 す る主 と して財 務 関 係

を中 心 とす る デ ー タベ ー スは別 と して,一 般 に デ ータベ ー ス ・シス テ ムの 製

作 は そ の 重 要 性 に比 較 して コ ス ト ・パ フ ォー マ ンス が 低 く,ま た技 術 的 に も

高 度,困 難 で あ る場 合 が 多 い とこ ろ か ら,各 国 と もそ の研 究 開 発 には,主 と

して 政 府 関 連 機 会 を通 じて 多 方面 に経 済 的補 助 を与 えて い る点 が 注 目 され た

(例 え ば,フ ラ ンス ・BNISTお よ びIRIA,ド ィ ッ ・IDWな どの 政 府 関

連 機 関 ない し第3セ ク タ)。

② デ ー タベ ース の基 礎 とな る ドキ ュ メ ンテ ー シ ョンにつ い て は,従 来 か ら西

ドイ ツ が政 府 と して 最 も力 をいれ て い る よ うで あ る。 最 近 で は,政 府 の五 ケ

年 計 画(1&D・PROGRAMME)の 一環 と して1978年 にIFD,ZMD他3

団 体 を統 合 してGID(情 報 ドキ ュ メ ン テ ー シ ョン協 会)を 発 足 させ る こ と と

し て い る が,注 目す べ きは ドキ ュ メ ンテ ー シ ョン関係 の 研 究 開 発,維 持 運 営

に 対 す る シス テ ィマ テ ィ ッ クな 計 画 性 と重 点指 向で あ る。

3.情 報 処 理 ユ ー ザ の意 識 レベ ル

(1)デ ー タの安 全 性確 保 と機 密保 持 につ い て の 情報処 理 業 者 の対 策 と配 慮 は 極

め て徹 底 した もの が あ り,し か も一般 に こ と さ らこれ を強 調 して い る よ うす

もみ られ な い。 当然 の こ と とし て対 応 して い る点,逆 に顧 客 で あ る ユ ーザ の

意 識 の高 さを思 わ せ る。

② そ の反 面,一 般 的 に言 って 顧 客 各 社 の発 注 態 度 は,徒 らに 社 内で の 自己 処

理 に 固 執 す る こ と な くむ しろ 社 内 処理 を最 少 限 に とど めて,積 極 的 に 外 注 し

※
て ゆ く方 向 に あ る。 これ に よ って,保 有 コ ン ピ ュー タの レベ ル を最 少 限 に抑

え る と と もに,最 低 人員,最 少 残 業 で処 理 コス トを節 減 し,併 せ て専 門 業 者

の もつ効 率 性 を活 用 しよ うとい う狙 い で あ る(こ うした方 針 は他 面 ファ シ リ

テ ィ ・マ ネ ー ジ メ ン トの採 用 とい う形 で 徹 底 化 され るわ け で あ る)。

※(特 に 情報 処理 業者 のNIS-NETWORKINFORMATIONSERVICE
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以 下 同 一 を利用 し,社 内の 各現 場 か ら業 務 担 当 者 が ター ミナル を 通 じ直 接

ア クセ スす る方 式 が 急 速 に普 及 して い る)

(3)一 方 専 門業 者 と しては,情 報 処 理 の 仕様 を統 一 化 も し くは標 準 化 す る こ と

に よ って,能 率化 とコス トを低 減 す る必 要 が あ るわ け で あ るが・ わ が 国 で は

必 ず し も容 易 で な い,こ の よ うな標 準 化 の 要 求 が ユ ーザ に よ って 比 較 的 ス ム

ース に受 け 入 れ られ て い る とい う点 が 注 目され る。

(4)自 己 の デ ー タベ ース ・シス テ ム を活 用 して情 報 提 供 を行 お う とす る場 合に

つ い ては,ユ ーザ ・サ イ ドの情 報 価 値 に対 す る認 識 の 未 成 熟 が そ の 運用 上 大

きな 陸 路 とな っ て お り,こ の た め訪 問 先 各 国 と もパ イ ロ ット・モデル その 他 各

種 の段 階,分 野 に対 して少 な か らぬ財 政 援 助 を行 って い る状 況で あ る。

㈲ 最 近注 目 され て い る小 型 コ ン ピ ュー タの高 性能 化 と,大 型 機 過 信 へ の 反 省

か ら,分 散 処理 シ ス テ ムへ の小 型 機 採 用 な どが み られ るが.デ ー タ ベ ース ・

シス テ ム につ い て も主 として コ ス ト ・ダ ウ ン対 策 か ら小 型機 を利用 す る もの

が 現 わ れ て い る(フ ラ ンス ・パ リ大 学 ・CIDAのDARCシ ステ ム)。

西 ヨー ロ ッパ に お け る情 報 処理 産 業

西 ヨ ー ロ ッパ15ケ 国 の コン ビ=一 夕 ・サ ー ビス 企 業 は約3,000社 とい われ

(フ ラ ンス,西 ドイ ツ,イ ギ リス の 順 に企 業数 が 多 い),1977年 に約40億 ド

ル(対 前 年比20%増)の 売 上 が予想 され て い るが ・ そ の約三 割 が ア メ リカ系大手サ

ー ビス 業 の 影響 下 に あ り(NISサ ー ビス 業 につ い ては,HonewelLCDC等 の ア

メ リカ企 業 に よ り約 四割 の市 場 が カバ ー され て い る と言 わ れ る),し か もCEGOS・

Tayl・rixと い っ た ヨ ー ロ ッパ で独 自 に発 展 して きた名 門 企 業 の 多 くが ・ これ ら

と提 携 関 係 に あ る こ とが 注 目 され る。

次 に売 上(サ ー ビス)内 容 の傾 向 を み る と ・ ファ シ リテ ィ ・マ ネ ー ジ メ ン トの

成 長 率 が 最 も高 く(今 後五 年 間 の年 平 均 成 長率 予 測 約27%),り モ ー ト ・バ ッチ

が これ に 次 いで い る。 ま た ソ フ トウ ェ ア ・サ ー ビス(売 上 総 額 の約 三 分 の一 を占

め る)に つ いて は,パ ッケ ー ジ販 売 が さ らに その 内 の 約三 分 の 一 とい うと ころ で

¶

,
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略定 着 して い る よ うで あ る。

一 方 ・ 予想 され る オ フ ィス ・コ ン ピ ュー タ(現 在,西 ヨー ロ ッパ に約15
,000

台 設 置 され て い る)の 発 展 や 通 信 コス トの低 下 と性 能 向上 は ,将 来 ユ ーザ の 自社

内 処 理 を促 進 す る大 きな要 因 とな ろ うが,こ れ に対 し情 報 処 理 業者 と して は逆 に

オ ーバ ー ・フ ロー分 の外 注(特 にNISサ ー ビス に期 待)増 加 ,ソ フ トウ ェ ア ・サ

ー ビス の増 大 とな
って は ね返 って く る とみて お り,全 体 と して売 上 高 は年 平 均

15～16%程 度 の 成 長 が 期待 され てい る よ うであ る。

な お,推 計 に よれ ば西 ヨー ロ ッパ全 体 のEDP経 費 は1976年 に約300億 ドル ,

内外 注 費33億 ドルで あ り・外 注 率11%と な っ て い る(因 に1975年 に お い て ,

アメ リカで は,同328億 ドル対48億 ドル ,外 注 比率14.6%と い う数 字 が 同 じ

調査 会 社 か ら報 告 され て お り,情 報 処理 の普 及段 階 の差 が 外 注 比 率 に反 映 され て

い る とみ て よ い の で は な か ろ うか) 。

喝

ユ ー ザ ・オ リエ ンテ ッ ドの デ ー タベ ー ス と情 報 処 理 業者

ア メ リ カCSCは 周 知 の よ うに サ テ ラ イ トを使 用 して ヨ ー ロ ッパ
,ア メ リカ,

南 アジ アに及 ぶ い わゆ るINFONETサ ー ビス を展 開 してい る最 大手 サ ー ビス会 社

で あ る が,イ ギ リスCSIは この ネッ トワーク を利用 して現 在 イギ リス国 内90社

に サ ー ビス して い る。 そ の半 数 以上 が 多国 籍 企 業で あ り,政 府 も利 用 して い るが,

機 密保 持 に対 して は,徹 底 的 な対 策 を講 じて い る。

CENTER・FILE(従 業 員600人,売 上 高650万 ポ ン ド/年
,ユ ー ザ1,500社

に サ ー ビス)は,ウ ェ ス トミン ス タ ー銀 行 の 子 会社 と して の 関係 もあ るか と思 わ

れ るが,BUILDINGSOCIETY(個 人住 宅 建築 資金 融 資金 庫 ,イ ギ リス全 体

に500社 あ り・内C・F社 は 大 手75社 のFILE ,250万 人 分 を受 託)と 証券 会

社(全 ロ ン ドン115社 中 大手25社 のFILEを 受 託)に 対 して オ ン ライ ンで デー

タベ ース'サ ー ビス を行 っ て お り・ こ こで も機 密 保 持 に は 二 重 の保 護 手段 を講 じ

て い る。 ま た,CSI(コ ン ビ=一 夕は シ カ ゴ セ ンタ ー の もの を使 用)
,SCICON

と と もに,コ ンピ ュ ー タは24時 間 操 業 で あ り,特 にNISサ ー ビス業 に あ っ て は ,
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ア メ リカ の それ と同 様 マ シ ン タイ ムの フル 活用 は既 に経 営 の常 識 とな って い る。

次 に,情 報 処 理 業 の う ち,い わ ゆ る非(コ ン ピ ュ ー タ)メ ー カ ー系 にっ い て み

る と,わ が 国 同様 中程 度以 上 の もの に,特 に 大 規模 ユ ーザ か らの ス ピン ・ア ウ ト

企 業 が 多 い。 い きお い 売 上 高 で の親(親 元)企 業依 存 度 が 高 くな るが ・ 自然 の方

向 と して 依 存 度 の低 減 がは か られ,完 全 な 独 立 を理 想 形 態 として努 力 され るの が

一 般 で あろ う(な お ,西 ヨ ー ロッパ全 体 の 情 報 処理 業 総 売上 高 中 親企 業 に 対 す る

依 存 度 は17%で これ は漸 減傾 向 に あ る)。SCICONは,こ の 点特 異 な沿 革 を も

ち,1960年 に 情報 処 理 企 業CEIRの 子 会 社 と して発 足 し,66年 大 手 の 顧 客 で

あ った イギ リス石 油BP(BritishPetroleum)の 傘 下 に入 っ た 会社 で あ るが,

BPへ の依 存 度 は当 初 の80%か ら,10年 後 の現 在10%と な り,い わ ば,営 業

上 完 全 な 独 立 を果 した例 で あ る。

同 社 は ま た,RELIABILITY(信 頼 性),SECURITY(安 全 性),EX-

PANTION(拡 張 性)を 経 営 の 方針 として い るが,デ ー タベ ース の安 全確 保 や 防

災対 策,業 務 環 境 保全 に 徹 底 を期 して お り,例 えば,防 災対 策 で は表 彰 を受 け た

とい う。

なお,経 営 の将 来に つ い ては 特 に 問 題 は な い と して い るが,オ フ ィス ・コ ン ピ

ュ ー タの発 展 や 分散 処理 方 式 の普 及 に対 して は一 応警 戒 して い る とい う こ とで あ

った。,

業 界 団 体

デ ー タベ ース の保 有 者 が,情 報 処 理 業 者 で あ るか,業 界全 体 か ・或 いは 公 共 機

関 で あ るか は 一 般 に デ ー タベ ース に対 す る ニ ー ズの発 起 者 ・ デー タベ ー ス'サ ー

ビス の対 象 者 が,そ れ ぞれ 特 定顧 客,団 体 構 成 員,不 特 定 多数(公 共機 関 につ い

て は,発 起 者 は 多 くの場 合行 政 機 関)で あ るか に よ るが,こ の こ とは サ ー ビスの

提 供 組 織 や そ の運 営 方 法 に もあ らわ れ て い る。 業界 団体 の場 合 は全 員 制 を基 本 と

し(法 人 格 は,公 益 法 人 もし くは 営利 法 人),経 営 上 の 必 要 や デ ー タベ ー ス の性

格 上 漸 次 第 三 者 の加 入 を 拡 大 し て ゆ くとい うの が 一 般 的 な方 向 の よ うで あ る。
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会 員 制 の 運用 に つ い て も,そ れ ぞれ の 沿 革 に応 じ,必 ず し も単 一 の形 態 で は な

い。IDC(国 際 化学 文 献 情 報 セ ン タ ー)は,前 大 戦 後IGFARBENが 解 体 され

て で き たBASF,BAYERお よびHOECHSTの 化 学 特 許 情 報 の総 合 化 の要 請 を契

機 として 設 立 され た が,現 在11社(わ が 国 では 帝人 が加 盟)の 会員 に対 する分担

金(年 間 予算13億 円 の87%,な お残 り13%は 政 府補 助 金)の 賦 課率 は,各 社

所 属 の 化学 技 術 者数 に よ って い る。 またCATED(全 フ ラ ンス建 築 土 木 連 盟 に よ

って 設 立 され た,土 木 関係 技 術 援 助資 料 セ ン タ ー)は,経 費 の75%を 連 盟 よ り

(こ れ に よ り連 盟 会 員 に 対 して は無 料 サ ー ビス),25%を 一 般 事 業収 入(デ ー

タベ ース ・サ ー ビスの 他,出 版,教 育 等 の 事 業 に よ る。 将 来50%に まで 伸 ば す

こ とを経 営 目標 の 一つ とし て い る)に よ って い る。

デ ー タベ ー ス ・シス テ ムは 多 くの場 合,そ の開 発 費,運 用 費 に対 して 事 業 収 入

が 遠 くお よ ぱ な い とい うの が 一般 の傾 向 で あ るが,会 員 か らの コー ル 数 は ど うで

あ ろ うか 。IDCで は 原 則 とし てM/Tベ ースの 情 報提 供 で あ るが(会 員会 社 は そ

れ ぞ れ 大 型 デー タ ・センターを もって い る こ と,ア クセ ス ・アイ テ ム の機 密 保 持 の

た め オ ン ライ ン検 索 を希 望 しな い),ロ ー カル ・センターまでを デ ィス プ レ イ端 末

に よ る オ ン ライ ン,そ の先 のユ ー ザ まで を電 話 ま たは郵 送 に よっ て い るCATED

で は,フ ラ ンス全 体 で 一 日 当 り200件(パ リ地 区,同100件),年 平 均4万 件 で

あ る。 またNECKER病 院(DUCROG教 授)が 中 心 とな っ て設 立 され たBIAM

シス テ ム(薬 品 自動 デ ー タ ・バ ン ク。パ リ市 内 の医 師,薬 剤 師 を会 員 と し,現 在

は 製 薬 会社 が ス ポ ン サ ーで あ る。 開 発 費 の半 分 は政 府 補 助)で は,半 年 間 の フ ィ

ジ ビ リテ ィ ・テ ス トの結 果 か ら,年 間 約1万 件 の イ ン ク ワイ ア リ(開 業 医,病 院,

薬 剤 師 よ りそ れ ぞれ三 分 の 一)が あ る と推 定 し てい るが,将 来 フ ラ ンス全 体 に サ

ー ビス ・エ リ アを拡 大 す る計 画 で あ る。 この場 合,開 業 医(フ ラン ス国 内 に 約5

万 人)1人 当 り年 間40フ ラ ンの 負 担 で運 営 費 を賄 える計算 で あ るが,医 師 の

「情 報 は無 料 」 とい う従来 か らの感 覚 の払 拭 が 大 きな課 題 だ とい うこ とで あ っ た 。

この シス テ ム で は,新 薬 情 報,副 作用 情報 等 が 提 供 され て お り,最 近 の薬 剤 副 作

用 に 対 す る訴 訟 問 題 か らの この シス テ ムに よ る免 責 が考 え られ つつ あ り(こ の よ
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うな 情況 に 対処 す るた めBIAMシ ス テ ム で は,最 近 その 提供 情報 に保 険 を付 した)

新 しい ニ ーズ の発 生 と して注 目 され て い る。

デ ー タベ ー ス ・シス テ ム では,多 くの場 合 そ の 開 発,デ ー タ作 成,研 究 開 発 等

に 多 くの マ ンパ ワ ーを必 要 とす るだ け で な く,高 度 の専 門家,技 術 者 の協 力 に よ

らな けれ ば な らな い。IDCは,職 員 の50%が 化 学 者,10%が 数 学 者 で あ り,

CATEDで は20%が デ ー タの イ ンプ ッ ト,70%が ユ ーザ ・サ ー ビス(顧 客 総 数

6,000社)の 専 従 者 で あ る。 また,BIAMシ ス テ ム では,10人 な い し20人 の専

門 家 が パ ー トタ イムで デ ー タの収 集,整 理 に 当 り,7年 間 を要 して い る。 こ うし

た 事 情 か ら,デ ー タの1/Oに つ い て も,省 力 化,迅 速 化 が 大 きな留 意 点 の 一 つ

とな って お り,例 外 な くキ ー ・ボ ー ド ・デ ィス プ レ イに よる直接 入 出力 方 式 が 採

用 され て い る(わ が 国 に お い て もこの方 式 に もっ と注 目す べ きで は ない だ ろ うか)。

吟♪

`

公 共 機 関

ZMD(機 械 化 ドキ ュ メ ン テー シ ョン ・セ ン タ ー,わ が 国 の国 立 国 会 図書 館 の

コ ンピ ュ ー タ部 門 を独 立 させ た よ うな組織,年 間 の デ ー タ ・イ ンプ ッ トは約10

万件),ELIS(環 境 関係 法 規 情 報 シス テ ム,国 際 自然 保 護 連 合IUCN所 属 機

関 で あ るBONNの 環 境法 規 セ ン ターELCに よ って運 営 され て い る),CIDA

(パ リ大学 工 学 部所 属 の 化 学,電 子 の研 究 所 で あ る自動 情 報 資料 セ ンタ ー,運 用

シス テ ム名DARC)と もに,開 発 経費 の 全 額 と運 営 費 の全 部(将 来 は 一 部 を ユ ー

ザ か ら徴 収 す る)が 補 助 金 に よって 賄 われ て い る。 即 ちZMDは 年 間624万 マ ル

ク を中 央 政 府 と 州政 府 の 折 半 負担 に よ り,ELCはIUCNの 他,西 ドイ ツ政 府 の補

助 を うけ,ま たCIDAは,開 発 に はIRIA,維 持 にBNIST(何 れ も政 府 関連 の

特 殊 法 人)を ス ポ ンサ ー と して 運営 され て お り,ド イ ツ,フ ランス 両 国政 府 の ピ

う した基 礎 的 な 調査,研 究用 デ ー タ ベー スへ の積 極 的 な育 成 態度 が うか が われ る。

ま た,こ れ らの機 関 が 何 れ も情報 提 供 の 方 法 につ い て オ ン ライ ン指 向 で あ る点

が注 目 され る。ZMDは,将 来 全 国16の 国 立 専 門 情 報 セ ン ター(医 学,化 学,原

子 力 等 分野 別 に特 化 して い る)と オ ン ライ ンで 結 び,一これ を中 継 とし て最 終 ユ 一
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ザ にサ ー ビスす る予 定 で あ り,ま た,CIDAは 現 在CYCLADESに っ な が っ てい

るが,さ らにEURONETの ス タ ー ト(1979年)を 期待 して い る。 これ は,一 つ

に は デ ー タ の性格 上,そ れ が比 較 的 短 文 で あ る こ とと,何 よ り もユ ーザ の ニ ー ズ

が 応 答 の迅 速 性 に あ る こ とに よ る と思 わ れ るが,必 然 的 に コ ス ト的 に は 極 め て高

価 な もの とな り,こ うし た点 もコ マ ー シャ ル ・ベ ースに よれ な い理 由 の 一端 で あ

ろ う。

さ らに,専 門 家 ス タ ッ フの協 力 を得 る とい う点 で も公 的機 関 の立 場 とそ の援 助

は 極 めて重 要 で あ る。ELCで は130ケ 国 に わ た り2万 の関 係 法 令,判 例 を20

の カテ ゴ リー別 に わ け て キ ー ・ワー ド,キ ー ・コ ンセ プ トを作 成(イ ギ リス,ド

イ ツ,フ ラ ンス語)し,法 規 の戸籍 作 り,内 容 の分 析(各 国別,分 野 別 に規 制 状

況 を即 時 に検 索 で き るよ うに す る こ とが 目的 で あ る)を 行 っ て い るが,19名 の ス

タ ッフ中 法 律 専 門 家 は14名 であ り,必 要 に 応 じ順 次各 国 か ら出 向(現 在,日 本

1名)し て い る(な お,コ ン ピュ ー タは デ ュ ッセ ル ドル フの サ ー ビス 業者 の もの

を使 用,ボ ンか らは,オ ン ライ ン端 末 で ア ク セ ス)。 分野 は 異 な るがZMD,CI

DAに つ い て も,国 内各 機 関 か ら人 材 の積 極 的 な参 加 を得 て い る。

デ ー タ ベ ース の前 提 とな る デ ー タ作 成 に関 連 して外 国語 の 問題 も重 要 で あ る。

ヨー ロ ッパ 各 国 で は国 内 市 場 の限界 もあ り,通 信 線 の発 達 した現 在 ,諸 種 の サ ー

ビ ス も国 境 を越 えて 行 われ る方 向 に あ り,サ ー ビス業 者 が各 国 に拠 点 を設 け ,あ

るいは外 国 企 業 と提 携,合 併 をす るの も基 本 的 に は 同 じ事 情 に よ る と い え よ う。

従 って 公 共機 関 に よ る大 型 デ ー タ ・バ ン クに おい て,特 に デ ー タの数 テ国語 翻 訳

は(国 際 間)広 域 サ ー ビ スの た め に は必 ず直 面 しな けれ ば な らな い大 きな課 題 と

な って い る 。

西 ドイ ツ国防 省 のLEXICOGRAPHIC・INFORMATION・SYSTEM(辞 書

編 集情 報 シ ス テ ム)は,コ ン ピ ュ ータ に よ る 自動 翻 訳 につ な が る もの と して も興

味 あ る シス テ ム で あ るが ・上 述 の 問 題 と関連 して注 目に値 す る もの と思 わ れ る。

同 省 では,省 内用 の 外 国 文 献(英 語70%フ ランス語10%ロ シア語10%)と して年

間25万 頁 の 翻訳 を行 っ てお り(経 費2,500万 マ ル ク),こ の シス テ ムは,用 語
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の定 義統 一 を主 な目 的 として い るが,750人 の翻 訳 ス タ ッフ(内300人 は大学 教

授)と 彪 大 な コス ト節 減 の た め,数 年 後 を 目標 に 自動 翻 訳 シ ステ ム を完 成 し たい

と して い る(開 発 コス トは このLISの 約20倍 に な る とい う)。

各 国 の 振 興 対 策

西 ドィ ッ政 府 は,デ ー タベ ース(あ る い は広 く ドキ ュメ ンテ ー シ ョン)の うち,

パ ブ リ ッ クな もの に対 して は,開 発,維 持 運 営 費 の全 額 を政府(多 くの場 合,州

政 府 が これ に加 わ る)負 担(一 部利 用 者 か ら,実 費 徴 収 す る場 合 もあ る)と し,

プ ラ イベ ー トな もの につ い て も,重 要 性 に応 じ40～50%の 補 助(例 え ば 業界 団

体)を 行 う こ とと して い る。

具 体 的 な実行 は,一 般 分 野 に つ い ては 特 殊 法 人IDW(ド キ ュメンテ ーシ ョン研

究 所)を 通 じ(補 助 の た めの年 間 予 算 は1,700マ ル ク),特 殊 分野,例 えば エ ネ

ル ギ ー関係 は 完全 に政 府 サ ポ ー トで,ま た,ビ ッ グ プロ ジェ ク トす な わ ちベ ーシ

ッ ク ・リサ ーチ につ い ては マ ッ クス ・プ ラン ク,個 別的 な ものは,バ ッテ ル研 究

所等 とコ ン トラク ト ・ベ ー スで直 接 実 施 して い る。

IDWは,(1)ド キ ュメ ンテ ー シ ョ ンに 関 して,国 際 的立場 で調 査 ・指導(WA-

TCHING,OBSERVATION,MONITORING)す る こ と,(2)INFORMATI-

ONFACILITIES(OFFICE,研 究 所,コ ン ピ ュ ー タ等)の 設 置 並 び に そ の

維 持,運 営 をサ ポ ー トす る こ と を 目的 と して,政 府,産 業 界 の 協議 の結 果,1961

年 に 設 立 され た機 関 で あ る が,援 助 の 対 象 は 諸 施 設 の ほか ・ 要員 研 修 ・RE-PRO

DUCTION(フ ォ トコ ピー,フ ィル ム等)等 をふ くみ,ま た・一 般 コ ンサ ル タ ン

ト,政 府 へ の ア ドバ イ ス,渉 外 事項 の ア レン ジな ど広 く関連 事 項 を カバ ーす る よ

うに な っ て い る。

と ころでIDWが 研 究 技 術 者 の施 策 の 実 施 機 関 的 な性格 を もっ て い る の に 対 し

て,フ ラ ンスのBNIST(科 学 技 術 情報 振 興 機 構,特 殊 法 人,科 学 技 術 関係 の ド

キ ュメ ンテ ー シ ョンの取 得及 び そ の 自動 化 一 コ ン ピ ュー タ'リ ゼ ー シ ョン ー

に 対 す る財 政援 助 を主 目的 とす る)は,行 政 所 管 の横 割 機 能 を期 待 して 設 立 され

つ

●
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た比 較的 新 しい 試 み で あ る点 に特 色 が み られ る(1973年 設 立)。 す な わ ち,

BNISTの 理 事 会 は,産 業省,大 蔵 省,外 務 省,大 学 庁,防 衛 庁 の 代表 各1名 と

科 学 技 術 関係 専 門 家1名 の 計6名 で運 営 され て い るが,そ の意 図 す る と ころは,

で き るだ け 広 い角 度 か ら総 合 的 に情 報 化 を促 進 す るこ とに あ る と して い る(た だ

し,予 算 配 布 は産 業省 経 由)。

ま た,ド ィ ッ,フ ラ ンス両 国 の各 振 興機 関 共通 の方 針 と して,関 連 事項 を巾 広

く と りあ げ て,い わ ば肌 目細 か くサ ポ ー トの対 象 と してい る点 が 注 目され た 。

■

■
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第2章 各 論

2.1QuantumScience社 に よ る特 別 セ ミナ ー

(ヨ ー ロッパ に お け る コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス 産 業 の 動 向)

●

θ

調 査 先;

所 在 地;

調査期 日;

面 接 者;

調 査 員;

QuantumScienceCorporation

16Charles皿Street

LondonSWlY4QY,UnitedKingdgm

1977年11月7日

Mr.GrahamS .Kemp(VicePresident)

Mr.PeterReichert(SeniorConsaltant)

梧 沢,山 鳥

ひ

`

1.は じ め に

今 回 の ヨ ー ロ ッ パ に お け る調 査 に あ た っ て 私 共 は ま ず,著 名 な 調 査 お よ び コ ン

サ ル タ ン ト会 社 で あ るQuant"mScience社 に よ る 特 別 セ ミナ ー を 受 け た 。 この

セ ミナ ーの 内 容 は 「ヨ ー ロ ッ パ に お け る コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス 産 業 の 動 向 」 と

題 す る もの で あ り,同 社 が 最 近,ヨ ー ロ ッ パ の コ ン ピ ュ ー ータ ・サ ー ビ ス機 関 の 協

会 で あ るECSA(EuropeanComputingServicesAssociation)カ ・ら受 託 し

た 「 ヨ ー ロ ッ パ に お け る コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス 産 業 調 査 」 を ベ ー ス と し た もの

で あ る。 な お ・QuantumScience社 は 本 社 を ア メ リ カ に置 く調 査 お よ び コ ンサ ル

タ ン ト会 社 で あ るが,ヨ ー ロ ッ パ に 関 す る調 査 は,ロ ン ド ンに 所 在 す る同 社 の 支

社 が 中 心 と な っ て 行 っ て い る 。 ヨ ー ロ ッ パ 支 社 は,最 近 ヨ ー ロ ッパ の 政 府 関 係 の

受 託 ・ あ る'い は 今 回 のECSAの 受 託 等,同 社 の活動 範 囲 は 次第 に拡 張 され て お り,・

調 査 に 対 す る 成 果 に つ い て は 高 い 評 価 を 得 て い る。 同 支 社 は,受 託 調 査 の 他 に,

毎 年 行 う ヨ ー ロ ッパ の 戦 略 プ ロ グ ラ ム と し て 「コ ン ピュ ー タ ・サ ー ビス 」,「 コ

ン ピ ュ ー タ お よ び デ ー タ ・ コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン装 置 」,「 オ フ ィ ス ・テ ク ノ ロ ジ
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一 」な どが あ る
。 ロ ン ドン事 務 所 の ス タ ッフは現 在約20名 で あ るが,大 規 模 プ

ロジ ェ ク トの場 合 に は,必 要 に応 じて専 門 ス タ ッフが パ ー トタ イムで 顧 用 され る。

以 下 に同 社 で の特 別 セ ミナ ーの概 略 を示 した。

2.概 況

ヨ ー ロ ッパ に お け る コン ピ ュー タ ・サ ー ビス産 業 は,1976年 に は約33億 ド

ル の市場 に達 した が,そ れ まで の年 間 成長 率18%か ら,今 後1980年 代 にか け

ては15.7%と ス ロ ー ・ダ ウ ン す る こ とに な ろ う。 この 理 由 と して は,す で に今 日

にお い ては,コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス産 業 が 飽 和 状態 に な って い る こ とが 挙 げ ら

れ る。 ま た,コ ン ピ ュー タの処 理 サ ー ビス の メイ ン を占 め て い た ロ ー カ ル ・パ ッ

チ ・サ ー ビス の売 上 の成 長 率 が,オ ン ラ イン ・サ ー ビス の台 頭 もあ っ て次 第 に減

少 して い る こ と,ビ ジネ ス ・コ ン ビ㌧ 一 夕等 ミニ コ ン ピ ュ ー タの コ ス トの低 下 と

共 に各 社 が競 って こ うい った小 型 コ ン ピュ ー タの 導 入 を始 めて い る こ とな ど も成

長 率 の低 下 に結 っ てい る。

一方 ,処 理 サ ー ビス とは 別 に ソフ トウ ェ ア ・サ ー ビ スにつ い て は,極 め て高 い

成 長 率(年 間 成 長率18.1%)を 示 して お り,こ の中 で も特 に ソ フ トウ ェア ・パ ッ

ケ ー ジの販 売 な ど ソ フ トウェ ア製 品 に 対 す る売 上 が 高 い 。 ソフ トウ ェアに 対 す る

ニ ーズ は,今 まで の各 ジ ョ ブ毎 の 単 一 ソフ トウ ェア か ら,業 界 に ま たが る よ うな

総 合 的 な ソ フ トウ ェ アに まで 幅 広 く拡 張 され つ つ あ る。 表1に ヨー ロ ッパ に お け

る コ ンピ ュ ー タ ・サ ー ビス産 業 の動 向 にっ い て示 した。

ヨ ーロ ッパに お け る コ ン ピ ュー タ ・ユ ーザ は,最 近 の ミニ コ ン ピ ュー タ,ビ ジ

ネ ス ・コ ン ピ ュー タ の コス トの低 下 に と もな って,自 社 で コ ン ピ ュ ータ の導 入 を

図 る傾 向 に ある こ とにつ い て は前 に も述 べ た が,中 小 企 業 に とっ て は ・ こ うい っ

た コン ピ ュー タを 自社 で 導 入 す るのが 良 い のか,外 部 の コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス ・

特 に オ ン ラ イ ンに よ るサ ー ビス を受 け るのが 良 い のか を コス ト/パ フ ォ マ ン スの

観 点 か ら真 剣 に考 えて い る。 い ずれ に しろ,ユ ーザ の コ ン ピ ュ ー タ'サ ー ビス へ

の支 出 度 は,今 後 も伸 び て い く もの と考 え られ て お り・ 全EDP支 出 に 占 め る コ
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表1ヨ ー ロ ッ パ に お け る コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 産 業 の動 向

じ

∂

(単 位:百 万 ドル)
年 間197619771978197919801981

嶋

コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 215025803010342038004210144
*NIS

oア ベ イラプル 542702878106012501500226

会 話 型 141182224257289319177

リモ ー ト ・バ ッ チ 3634755977318891090246

インク ワイア リ 37.544657267,276,387,518.5

。キャ プテ ィプ* 117134151170196226141

⑨バッチ{窃 二= 12001440165018301970209011.7

289310332358 .3803986.6

ファシリティ・マネージメント アベイラフうレ 64883.0108.4139.8177421&3275

キャプティブ 26,433.642956.47α987927㌧2

ソ フ トウ ェ ア ・サ ポ ー ト ・サ ー ビス 1030131015701920215023701&1

ソフトウエ製 品{㌫ 鶏 28038047656765072721.0

6&18α293.510812213815.2

ソフトウエアサポート認 諾 59374588411201240135017.9

87010311713014115311.9

装 置 サ ポ ー ト ・サ ー ビス 1『5718221224728733516.4

教 育 4L247.053.262.07α18α6143

そ の 他 11613515818521725416.9

合 計 コ ン ピ ュ・一 夕 ・サ ー ビ ス 33304080479055906240691015.7

アベ イ ラ ブル

{キャプテ イブ
2770345041004820540060001.6.7

5616276947668399151α3

` *ア ベ イ ラ プル お よ び キ ャ プ テ ィ ブ市場:

コ ンピ ュー タ ・サ ー ビス ・ベ ン ダーの殆 ん どは,あ ら ゆ るサ ー ビス分 野

に 進 出可 能 で あ る が,大 企 業 か らの ス ピン ・オ フに よ る ベ ンダ ーが親 会

社 とか,関 連 部 門 に対 して行 うサ ー ビス が あ り,こ の 分野 では 他企 業 の

進 出 が困 難 で あ る。 この他 企 業 が 食 い込 め な い市 場 をキ ャ プ テ ィ ブ市場

と呼 び,逆 に全 て の ベ ンダ ーに対 して オ ープ ンな マ ー ケ ッ トを アベ ィ ラ

ブル市 場 と呼 ぶ 。 コ ン ピ ュ ー タ ・メー カ が ユ ーザ に対 して行 う ソ フ トウ

ェ アの供 給 な どは キ ャ プ テ ィ ブ市場 とな る。
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ン ピュ 一 夕 ・サ ー ビス の割 合 は 次 表 の とお りで あ る と予 測 され る。

表2:ユ ーザのEDP支 出 に 占 め る コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビスの 割 合

1975 18.6%

1976 19.1%

1977 20.0%

1978 20.3%

1979 20.8%

現 在 ヨ ー ロ ッパ に は約3,000の コ ンピ ュ ータ 。サ ー ビス会 社 が あ るが,こ れ ら

の うち独 立 系機 関 は全体 の約80%を 占 め て い る。 第3表 に これ らのサ ー ビス 企

業 の分 類 を示 した。 ま た第4表 に は,ヨ ー ロ ッパ に お け る コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビ

ス機 関 の トップ30に つ い て 示 した 。

表3;ヨ ー ロ ッパ におけ るコンピュータ ・サ ー ビス機 関 の分 類

全企業 に占める割合 全 売上 に占め る割 合

独 立 系 企 業 78.2 55%

企 業 の サ ー ビス 部門 1α3 21〃

事業体/共 同事業 8.6 6〃

公 共 事 業 体 26 3〃

装 置 メ ー カ ー α3 15〃
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表4 ヨ ー ロ ッ パ に お け る コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 機 関 トッ プ30

(1976年 末)

順位 サ ー ビス機 関名 国 親 会 社
ソフ トウェア

製 品

システム

サポー ト NIS パ ッチ FM 従業員数
売 上 合計
(単位:百 万 ドル)

1 CISI/SIA France GEA(Government) × × × × 1280 65.3
2 GSI Fran㏄ cqE/SG/CCF × × × × × 1,400 50.8
2 CAP/GEMINI/SOFETI France Sogeti/CISI × × × 2,016 .50.0
4 METRAINTERNATIONAL Franoe MetraGrOup × × × × × 1,450 48.0
5 DATEMA Sweden AxelJohnsonGroup × × × × × 765 37.5
6 SPADAB Sweden SavingsBanks × × 426 35.0
7 DATEV F.RG. TaxAdvisorsCooPerative × × × 764 34.0
8 SLIGOS France CreditLyonnais × × × × 1,200 31.6
9 DATACENTRALEN Denma水 GOVernment × × × × 900 30.0
10 UCC/AC U.S. wylyCorp × × × × 950 29.2
11 G-CAM

・

France CaisseD.&C. × × 700 28.9
12 MANNESMANN F.R.G. MannesmannAG . × 730 27.4
13 NATEL France BNP × × × 1,200 24.9
14 CCMC France CCMC/S.G. × × 927 24.7
15 SAMM France ThOrhson-CSF × × × × 1,000 24.2
16 KOMMUNEDATA Danmark Governnlent × × 700 22.0
17 GFI Fran6e Independent × × × × 1,000 21.9
18 M.B.B. F.R.G. Messers(由mitt-BolkolrBlohm

GM.B丑. × × × 500 20.5
19 C.V.1. Netherlands StateRailways × × × 519 17.0
20 SCICONGROUP UK. BP. × × × × × 700 15.2
21 STERIA F職n㏄ IndePendent × × 600 14.9
22 CIG/GTS BelgiUm SocieteGenerale × × × × 300 14.7
23 CERCI F資mce Jeumont-Schneider × × 298 14.2
24 FIDUCIA FR.G. Independent × × 345 14.0
25 DAFA Sweden Government × × 345 14.0
26 ITALSIEL ltaly IRI(Government) × × × × 389 14.0
27

28

V.T.KJ(.、
DATASKIL

Finland

uＬi(.

GOVernment

ICL

×

×

×

×

× ×

×

670

846

13.7

13.7
29 COMPTATECHNIQUE France Independent × 550 13.5
30. BOCDATASOLVE UK. BritishOxygen × × × × 650 13.3



3.フ ラ ンス ・イ ギ リス ・ドイ ツ の コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス業

(1)フ ラ ンス

1976年 中 に お い て フ ランス経 済 は,最 初 の半 年 間 の イ ン フレ と後 半 の デフ

レが相 つ い で 起 り,こ れ が コン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス産 業 に も影 響 を及 ぼ した 。

現 在 フ ラン ス にお け る コ ン ピュ ー タ ・サ ー ビス機 関 は約600社 で あ るが,こ れ

らの企 業 規 模 は他 国 と比 較 す ると大 きい と言 え る。 例 えば,前 述 の表4に も示

した よ うに,ヨ ー ロ ッパ の コ ン ピュ ー タ ・サ ー ビス機 関 トップ30の うち,フ

ラ ンス 国籍 企 業 は 実 に13社 を 占 め てい る。 ま た,ト ップ4社 は い つ れ も フラ

ンス企 業 とな っ て い る。 し か し,新 カス トマ ーの 開 拓,新 製 品 のデ ザ イ ン,開

発,マ ー ケ ッテ ィ ン グ な どに 問題 は 残 され てい る。 次 の 表5に フラ ン スに お け

る コン ピュ ー タ ・サ ー ビス 産 業 の動 向 に つ いて 示 し た。

表5:フ ラ ンス に お け る コ ンピ ュ ータ ・サ ー ビス売 上 の 推 移

(単 位:百 万 ドル)
サ ー ビ ス 内 容

1976 1977

コ ン ピ ュ ー タ 処 理 525.3 637.6

・カ ス トマ ー専 用 プ ロ グ ラ ム 12α7 146.3

・パ ッ ケ ー ジ ・ プ ロ グ ラ ム 210.6 235.4

・時 間 貸 1040 235.9

専用 サ ー ビス 252.7 306.0

・コンサ ル タ ン ト,シ ステム ・インプリメンテーション 146.2 1772

・タ ー ン キ ー ・シ ス テ ム 提 供 106.5 128.8

デ ー タ準 備 144 17.5

そ の他 の業務 56.6 60.0

・ フ ァ シ リ テ ィ ・マ ネ ー ジ メ ン ト 10.5 23.7

・ソ フ トウ ェ ア製 品 の販 売 とか ライセ ン ス 3.9 5.2

・教 育 訓練 3.7 41

・そ の 他 29.5 36.0

合 計 849.0 1,030
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(2)イ ギ リス

イギ リスに お いて は,行 政 上 の不 安 定 の と社会 不安 が コ ン ピ ュ ータ ・サ ー ビ

ス業 界 に影 響 を与 え て い る もの の,サ ー ビス 全体 か ら見 た場 合,わ ず か な が ら

上 昇 気 運 が見 受 け られ る。現 在 イ ギ リス には約520社 の コン ピュ ー タ ・サ ービ

ス 会社 が競 合 して い る が,こ の うちの6%の 企 業 が,1976年 の売 上 全体 の

46%,す な わ ち4億 ドル の売 上 を占 め た。 表6に イ ギ リス に お け る コ ン ビa

－ 夕 ・サ ー ビス売 上 の推 移 を示 した。 イ ギ リス に は現 在 す で に ア メ リ カの 大手

サ ー ビス企 業 の出 先機 関 が活 動 を開 始 して い るが,特 に ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビ

ス機 関(CSLTYMSHARE等)の 台 頭 が著 し く,イ ギ リス 国籍 サ ー ビス機 関

に と っては 厳 しい 状 況 下 に あ る。 また,コ ン ピュ ー タ要 員 の確 保,新 製 品 の開

拓 な どにつ い て も今 後解 決 され な けれ ば な らな い問題 と して残 され て い る。

表6:イ ギ リス に お け る コ ン ピュー タ ・サ ー ビス売 上 の推 移

(単 位:百 万 ドル)
サ ー ビ ス 内 容

1976 1977

コ ン ピ ュ ー タ 処 理 2027 233.9

・カ ス トマ ー専 用 プ ロ グ ラ ム 940 108.6

・パ ッ ケ ー ジ ・ プ ロ グ ラ ム 79.8 920

・時 間 貸 2&9 33.3

専用 サ ー ビ ス 133.1 153.4

・コンサル タン ト・システム'イ ンプリメンテーション 116.0 133.8

・タ ー ンキ ー ・シ ス テ ム 提 供 17.1 19.6

デー タ準 備 6.8 7.9

その他の業務 61.4 7α8

・ フ ァ シ リ テ ィ ・ マ ネ ー ジ メ ン ト 14.4 16i3

'ノ フ ト ウ ェ ア製 品 の 販 売 とか ライセ ンス 16.1 18.6

・教 育訓練 5.9 7.0

・そ の 他 25.0 28.9

合 計 404 466
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(3)西 ドイツ

西 ドイ ツに は,現 在 約650の サ ー ビス 企 業 が あ る が,殆 ん どは中 小 の独 立

系機 関 で あ る。 しか し,こ の う ちの24社 は年 間500万 ドル以 上 の売 上 を得 て

お り,さ らに この う ちの5社 は年 間1,500万 ドル の売 上 を上 げ て い る大企 業 で

あ る。

西 ドイ ツに おい て は,フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ー ジメ ン ト ・サ ー ビス の分 野 は 極

め て小 さ い マ ーケ ッ トで あ る。 一方,ソ フ トウ ェ ア製 品 につ い て は,非 常 に 高

い売 上 を示 して お り,特 にADV,ORGA,SOFTWAREAG,SYSTOR,ZEDA

な どの 各 社 が 開 発 した ノフ トウェ ア ・パ ッケ ー ジは 他 の国 に おい て も高 く評 価

され,販 売 実績 を上 げ て い る 。表7に 西 ドィ ッに お け る コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビ

ス 売上 を示 した。 西 ドイ ツ では 自由 競 争 の立 場 を取 っ て い るが,最 近 の アメ リ

カ 国籍 企 業 の コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス機 関(ロ ッキ ー ド社等)の ダ ン ピ ン グ料

金 に よ る 西 ドイツ マ ーケ ッ トへ の 侵 入 に対 して頭 を痛 め てい る。

表7:西 ドイ ツ にお け る コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス 売上 推 移

(単 位:百 万 ドル)
サ ー ビ ス 内 容

1976 1977

コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 363.6 429.0

・ ロ ー カ ル ・バ ッ チ 239.5 277.3

・リモ ー トバ ッチおよ びインタ ラクテ ィブ 124.1 151.7

専用 サ ー ビス 220.6 304.8

・ タ ー ン キ ー 95.0 125.4

・そ の 他 125.6 179.4

デ ー タ準 備 30.2 37.1

その他の業務 77.2 95.9

・ フ ァ シ リ テ ィ ・ マ ネ ー ジ メ ン ト 29 3.4

・ソ フ トウ ェ ア製 品 61.4 77.7

・教 育 訓練 7.4 8.4

・そ の 他 5.5 6.4

合 計 691.6 866.8
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2.2イ ギ リス で のINFONETサ ー ビス を始 め たCSI
,U.K.

調 査 先;

所 在 地;

調査期間;

面 接 者;

調 査 員;

ComputerScienceInternational,U .K.

HeathcoatHouse,20SavileRowLondonWIXIAE,

UnitedKingdom

1977年11月7日

Mr.NeilLWarden

梧 沢,山 鳥

"

、

1.概 要 お よ び所 感

私 達 が訪 問 したCSI(ComputerScienceInternational),U.K.は,今 年

1977年 に オ ー プ ン した ば か りで,現 在 顧 客 開 拓 に努 力 してい る最 中 で あ る。 い

ず れ に し ろ,CSI.U.K.の 親 会社 で あ るCSCは,ア メ リカ の コ ン ピ ュー タ ・サ

ー ビ ス業 界 の独 立 系 サ ー ビス機 関 と して は トップ に ラン ク され る大 企 業 で
,私 達

は 同 社 が 行 っ てい るINFONETサ ー ビス に関 す る話 を中 心 に説 明 を受 、けた 。IN-

FONETに つ いて は 後 に詳 述 す る として,ま ずCSI,U .K.の 設 立,特 にCSCが

ヨ ー ロッパ に進 出 を開 始 し,サ ー ビス を拡 大 して い る理 由 か ら述 べ る ことに す る。

ヨ ー ロ ッパ に対 す るINFONETサ ー ビスの開 始 理 由:

。主 と し て ア メ リ カに本 社 を持 つ 外 国籍 企 業 に対 す るINFONETを 通 じて の 本

社,支 社間 の サ ー ビス の提 供

・ アメ リカ政 府 の 海外 出 先 機 関 に 対す るサ ー ビ ス(INFONETサ ー ビス の う ち,

ア メ リカ政 府 に対 す る売 上 は50%以 上 を占 め て い る。)

。1966年 に ブ ラ ッセ ル にCSCの 支 社 を開 設 し て以 来,ヨ ー ロ ッパの カス トマ

ー を獲 得 す る こ とに努 力 して い る
。 これ は,ア メ リカ全 体 に 設 置 した10以 上

の 大 規 模 コ ン ピ ュ ータ(UNIVAC1108)の 有 効利 用 を計 るた めで もあ る。

CSCで は,現 在 ヨ ー ロ ッ パ主 要 国 の殆 ん どに100%出 資 の子 会 社,支 社,合
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弁 会 社 を持 っ て お り,こ れ ら を通 じ て の ヨ ー ロ ッ パ内へ の サ ー ビス は,ブ ラ ッセ

ル に あ るセ ン タ ー とア メ リ カ本社 間 の衛 星 通 信 を 通 じて行 わ れ る。 な お,最 近

CSCで は ス ペ イ ンに1108を 設置 し,直 接 本 社 と接 続 して い るが,こ の 他 オ ー

ス トラ リ ア ・南 ア フ リカ に もそれ ぞれ コ ンピ ュー タ ・セ ン タ ー を設 置 し てい る。

現 時 点 で のINFONETサ ー ビスの カバ ーす る分 野 は図1の と お りで あ る。

CSI,U.K.で は,す で に サ ー ビス の 開 設 以 来 約90の 顧 客 を得 てい るが,こ の

うち の約25～35は 多 国籍 企 業 とな っ て い る。U.K.オ フ ィ ス と ブ ラ ッセ ル の セン

ター は9600bpsの 通 信 回 線 で 接 続 され てお り,ま た ブ ラ ッセ ル と ア メ リ カ間 は

図1の よ うに衛 星 通 信 で結 ばれ て い る。 イギ リスの顧 客 がCSCの コンピ ュータ を

使 用 す る場 合 は,シ カ ゴ に あ る セ ン タ ー が 利 用 さ れ る が,こ れ は 時 差 等 と の 関 係 一一⌒・'-L-L.・一一一

か ら最 も効 率 が良 い か らと して い る。 も と も と,CSI,ヨ ー ロ ッパ は,ア メ リカ

国籍 の 多 国 籍 企 業 に対 す るサ ー ビ ス を行 うこ とが そ の目的 の1つ とな って い るが,

す で に イ ギ リスで 見 られ る よ うに イ ギ リス 国 籍 企 業 が それ も多国 籍 企 業 で な い顧

客 が60%以 上 も占 め る現 象 が生 じて い る。 この理 由 として は,自 社 内 で コ ン ピ

ュ ータ を設置 す る メ リ ッ トが な い上,バ ッチ ・サ ー ビス には魅 力 が な い。 ま た イ

ギ リス国 内 の オ ン ラ イ ン ・サ ー ビス機 関 を含 め イ ギ リスで 利用 で き る全 ゆ る リモ

ー ト ・コ ン ピ ュ ーテ ィ ン グ ・サ ー ビス機 関 を検 討 し た結果
,料 金,サ ー ビス 内容,

保 有 ア プ リケ ー シ ョ ンの整 備 な どか らCSI,U.K.が 最 も適 当 だ との 結 論 に達 し

た か らだ とい う回 答 を 受 け た と説 明 し て い る。 こ こに もCSIの 自信 の程 が伺 が え

るが,CSI,U.K.で は 今 後 共 マ ー ケ ッ トの拡 張 に 努力 した い と述 べ てお り,す

でに イギ リスに 進 出 して い るTymlh・ 「e裡 よ るT・m・etサ'一 ビス との 今 後 の競

合が 注 目 され る。

な お,CSI,U.K.で 行 うINFQNETサ ー ビスは,契 約 に つ いて は ヨ ー ロ ッパ

全 体 に共 通 して い る が・ こ の契 約書 とU.K.内 で の サ ービ1料 金 を最 後 に 原 文のま

ま添 付 した。
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図1:CSCに よ るINFONETサ ー ビ ス

この地 図 に示 され るINFONETサ ー ビスの 総 延 長 距 離 は140,000マ イ ル に達 し て い る 。 ま た ア メ リカ国 内 で は125の

都 市 が サ ー ビスを受 け る こ とが で きる。
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2.詳 論

1959年 に わず か12人 で 始 めたCSC(ComputerScienceCorporation)

は,1976年 に は7,000人 以 上 の スタ ッフを抱 え る独 立 系 コ ン ピュ ー タ ・サ ービ

ス機 関 と して は アメ リカー の企 業 とな っ た。 一 方,売 上 につ い て は,1960年 に

23万 ドル であ っ た もの が,1976年 に は2億2千 万 ドル に達 して い る。表1,表

2,図2に そ れ ぞれ これ まで のCSCの ス タ ッフ数 の推 移,年 間 売 上 の推 移 お よ

びCSCの 組 織 図 を示 した 。

表1:CSCの 従 業員 数 の推 移

会 計 年 度 ス タ ッ フ数(全 世界)

1959 12人
一 一 一 一 一 一

1965 954人

一 ー ー 一 一 _______一_一 一 ー 一 一

1970

====一 ー 一 一

3,492人
一 一 ー 一 一

1972 4,500人

a
1973 5,673人

1974 6,585人

1975 7053人

1976 7,196人

表2:過 去5年 間 に おけ るCSCの 売 上 推 移(単 位
:百 万 ドル)

INFONETサ ー ビス 契 約 に よ るサ ービス 合 計

売 上 前年度 との
比較(%)

売 上 前年度 との比
較(%)

売 上 前年度 との
比較(%)

1976
一

48.5 +28% 171.4 +23% 219.9 +24%

1975 37.9 +65% 139.5 +13% 177.4 +21%

1974 23.0 +60% 1240 +18% 147.0 +22%

1973 14.4 一 106.1 +6% 12α5 +20%

1972 一 一 10α3 一 10α3 一
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CSCは,も と も と コ ン ピュ ー タ ・メ ーカ ーに対 す る コ ンサルティ ング ・サ ー ビ

ス と か ソフ トウ ェ アの 開 発 をその 主 業務 と して い たが,飛 躍 的 に発 展 す る契 機 と

な った の は,Honeywell社 製 コ ン ピ ュ ー タ用 の コンパ イ ラ ー,FACTの 開 発 で

あ っ た。 そ の後 同 社 は,UNIVACの 技 術 計 算用 の コ ンパ イラ ー,LARCの 開 発,

さ らに はUNIVAC,1107のOSと コ ンパ イ ラ ー の開発 と着 々 とそ の地 盤 を固 め

て い った。

CSCは,そ の 後 アメ リカ連 邦 政 府 の 国防 省 か らの受 託 業務 が増 加 し,相 当 の売

上 を得 た が,一 方,一 般 調 達 庁 のGSAか らの政 府 内 の情報 流通 等 に つ い て の 受

託 を受 け た。CSCは す で にINFONETの 構 想 を持 っ て いた が,こ れ を実 施 す る

動 機 とな っ た のは,国 防 省 か らの 受 託 が将 来 減 少 す るで あ ろ うとの懸 念,ま た

GSAか らの 受 託 に よ る連 邦 政 府 に対 す る業 務 の増加 等 に よ る もの で あ る。当 初,

INFONETは 赤 字 であ っ た が,そ の 後 数 年 で 黒字 に 転換 し,最 近 で はCSC全 売

上 の25%に 達 し て い る。INFONETサ ー ビス の た め に,CSCで は アメ リカ国内

に13台 のUNIVAC1108を 設 置 して い るが,設 置 場 所 は,東 海 岸 の オ ー ク ブ

ロ ッ ク,シ カ ゴの イ リノ イ,西 海 岸 の カル フ ォ ニ ア州 エ ル セ グ ン ドの3ヵ 所 とな

って い る。 な お,ヨ ー ロ ッパ のユ ーザ は,前 述 した よ うに イ リノ イに あ る コ ンピ

ュ ー タ ・セ ン タ ーの もの を使 用 して い る。INFONETに 対 す る評 価 は 極 め て高 く,

ア メ リカの 最 大 手 ユ ーザ 数 社 は,現 在 ア メ リ カで利 用 で き る コン ピ ュー タ ・ネ ッ

トワ ー クの う ちでは,CSCの もの が一番 効 率 的 で あ る と して い る。

今 回 の訪 問 で は,INFONETで 利 用 で き る アプ リ ケー シ ョンに つ い て か な り

詳 し く説 明 を受 け た の で,こ こに その 主 な もの の概 略 を示 す。

●FLARES

財 務 分 析 お よ び報 告 を行 うた め の言 語,例 えば,リ ース が良 い か 買 取 りが良 い

か の分 析,利 益計 画,キ ャ ッ シ ュ ・マネ ー ジ メ ン ト,受 取 ・支払 勘 定,税 金 な

ど。

・ENCORE

オ ン ラ イ ンに よ る グ ラ フィ ッ ク ・デ ィス プ レイ ・シ ステ ム
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理 事 長

理 事 長,社 長

W.R.Hoover

1
社 長 補 佐

D.A.Jackson

システム ・グルプ

副 社 長

A・E.Nashman

プログ ラム開発

副 社 長

V.R.

Grillo,Jr.

法 律 関 係

副 社 長 ・秘 書

E・R.

Grodner

副 社 長

R.Nutt

財 務 関 係

副 社 長

G.Barratt

・「.、 P
、

,.「 '

,一

シ ス テ ム 部
.一 一

システム科学部 国際 システム部 応用 技 術部
一 ー 一 一.

コ ミ ュニ ケ ー シ ョ

ン ・サポ ー ト

FM

シ ミ レ ー シ ョン

コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョン ・モ デ リノ グ

エネルギー研究部 Computer

Sciences
International

一 一 一 ⇔ 一 ⇒.

INFONET

情報 ネ ットワーク

_一 一袈.

コマー シ ャル部
一 層 一.

リ ー シ ン グ部

コ ミュニケーショ

ン システム ・エ

ン ジニ ア リング

システ ム分 析 と

プ ログラ ミン グ

OlW

マネ ジメノ ト・

コンサルテ ィノグ

航空宇 宙科学

デ ー タ変 換

ミッショ/の サポ
ー ト

公害 コン トロール

システム分 析 と

技 術 プログラ ミ

ノグ

シミュレーション

とモデ リング

一 ー ーー 一

システム部 と

同様

地球物理

鉱物技術

ERDAの

サポート

地張学

シス テ ム ・

ソフ トウェア

システム分析 および

プ ログラ ミング

FM

アプリケーション・

パ ッケージ

!「

ヨ ー ロ ッパ 部 門 オノライン ・サーヒ

スTSS'

パ ッ チ処 理

パ ッ ケ ー ジ

i
l

1

1

____1______「 一 一 ー 一
.一 「

1「1

CS

CanadaLtd.

CS

Australlia

PTY,Ltd.

CS

Sigma,Ltd.

■

図2CSC組 織 図



●ALADIN

各 種 デ ー タ ・ベ ース を用 い た意 志 決 定 の た め の シス テ ム,こ れ は上 記FLARES・

ENCOREと セ ッ トで利 用 す る こ とが で き る。

・IGIM

INFONET専 用 の汎用MIS

・IFMS

電 話 業界 の た めの 電話 量 の予 測,ス ケ ジ ュ ー リン グ・電 話 オペ レー タの配 置 等

に 関 す る シス テ ム

・GAINS:在 庫 管 理 シス テ ム

・System2000':デ ー タ ・マネ ー ジ メ ン ト ・シス ァ ム

・TSP:計 量 経 済 学 分 析 シ ス テム

・ANSYS:エ ン ジニ ア リング分 析 シス テ ム

・TRIFLX:パ イプの 融 通性 分 析

・GASPX:土 木 工学 構 造 分 析 に関 す る もの

・STRESS:土 木工 学 に 関 す る もの

・SUPERB:構 造 分 析

以 上 述 べ た よ うな シス テ ム をCSCで は 自社 の リス クで ・あるい は特 定 のユ ーザ

か らの受 託 をベ ースに 汎用 化 した もの として 開 発 して い る。

以 下 にINFONETの ヨー ロ ッパ に お け る契 約 書,CSC,U.K.の 料 金 を示 した 。

3.参 考 資 料

・INFONETlibraryofapplicationprograms

・INPUTCompaniesAnalysis

－32一
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INFONETEUROPE

SERVICESAGREEMENT

ByandBetWeen

INFONET

OivisionofCS|UK
Customer

ANO

、

●

`

■

COMPVTERSCIENCESINTERNATIONAL
UNtTEDKfNGDOMLTD{"INFONET")

infonetagreestofumishandCustomeragreestoacc叩t|nforma・

tionNetworkservicessubiecttothefollowingtermsandconditions:

1,Term

Thisagreementwillremainineffectuntilterminatedasprovided
herein.Customermayterminatethisagreementattheendofany
calendarmonthuponnoticeinwritingtolnfonetatleastthirty{30}
cteardaVspriortotheterminationdate.tnfonetmayterminatethis
agreementettheendofanycalendarmonthuponnoticeinwriting
toCustomeretleastsixty{60)cleardayspriertothetermination
date.

2.PriceSchedule

Allpricesforserviceswi川beinaccordancewiththeestablished

lnfonetPriceSchedu|e{s)annexedheretoandpaVmentwillbedue

uponreceiptofamonthlVinvoice.lntheeventofnonpaymentof

anyinvoicewithinthirty{30}daVsafte了itsreceipt,lnfonetmay,in

edditiontoal|otherrightsandremediesunderthiscont了actandin

law,suspendanyorall$ervicesorterminatethisagreementwithout

priornoticetoCu$tomθr.lnvoiceswillbedeemedreceivedtWodaVs

afterdispatchbVordinaryfirstclassmaiL

3,PriceSCheduleMedification

ThelnfonetPriceschedu|e{s卜i∬ubiecttomodificationatanVtime

uPonnoticeinwritingtoCustomerat|eastsixty(60}
priortotheeffectivedateofanVmodification.

4.Addition●lS6rりic"andCharge$

cleardavs

lnfonetmaVatits$olediscretionoffer'neworadditi6nalservicesor
makechangesinordeletionsfromprograms,methedsofoperation,
typeoftermina|andsystemequipmentormaychangetheData
CentrefromwhichCustomerisserved.Noexerciseofitsdiscre.
tionbylnfonetsha|lconstituteabreachofthi$Agreement.

5.Discleirnersandtndemnities

(a}Any|iabilitVoflnfonetforbreachofanVwarrantyorcon・

dition,expres$orimplied,isherebVexcludedtotheextentsuchex-

c|usionisnotlimitedbystatutorVprovisions.

{b)Subiectto5(c},lnfonetshatlnotbeiiabletoCustomer

冊rtoanyotherperson.foranyclaimsorfordamages.whether

directorconsequential,arisingdireetlyorindirectlyfromthe

furnishingof|nformationNetworkservicesunderthisAgreement,

orforinterruptionorlossofusethereoforforanyothercausewhat・

Dated

SOeVer,NeithertnfOnetnerth90WnerOfanVCOmpUterprOgram

ticensedtolnfonet・andmadeavaibbletoCustomerheremder

sha|lbehe|dresponsib|eforanyapPlicationoftheresultsobteined

fromtheuseofthebformationNgtworkservicesorforunintended

or"foreseenresultsobtainedbyCustomerintheuseofsuch

se四Ices.

{c)TheliabilitVoflnfonetitsemploye2sandagentsfor冊gli・

gence(whetherarisingcont了actuallyorintort}$hallnotexceedthe

averaOemonthlycha「OespaVablehe「eunde「byCuStomerforthe

six{6}monthsimrnediatelVprecedingth8monthinwhichtheaL

legedlyneg|igentectoccurred(ortheaveragemonth|Vchargespay・

ablefortheel叩sedperiodoftheAgreementwhereitshallhave

beeninforceforlessthansixm卯ths}.

{d}CuStomeragreesthattheessentiaipurposeforusinglnfonet

servicesisdetaprocessingandthatthetnfonetcommunications

faci撤iesprovidedareincidentaltoandnecessaryfortheattainm加t

ofthatpurpose,CuStomercovenantsthattnfonetservice$willnot

beusedincontraventionofnationalorintemationalcommuni-

cationsregulations,laws,ortariffs、lnfonetreservestherightto

takea|lactions,includingterminationofservicespursuanttothis

Agreement,w揃chitconsidersnece額arVtocomplywithapplicable

regulations,laws,ortariffs,ShoufdanVunauthorizedmisuseofsuch

servicesbyCu"omer陀sultintheim叩sitionoflega!senctions

egeinstlnfonetbVanydUlyconStitutedauthority,Customeragrees

tOUnCOnditiOna||yandfUllyindemnifYlnfOnetfOranVreSUItant

consequences.

6.EntireAgreement

ThisAgreementconStittitestheentireunderstendingbetweenthe

partieswithrespecttoprovisionoflnformatienNetworkservices

andellpriordocumentSorrepresentations{verba|ornot}areofno

effect.

ThisagreementmaVonlybeamendedinwriting,dulyexecutedon

behalfofbothparties:itisexpressiyagreedthatifCustomerissues

aPurchaseOrderorotherdocumentfortheservicesprovidedunder

thisAgreement,suchinstrumentwillbedeemedforCustomer's

internaluseonly,andanyProvisionscontainedthereinshallha》eno

effectwhatsoeveruponthisAgreement.

7.ApPlicableLrwandＬurisdiCtion

This∂greementshallbegovernedendcon$truedbVtheLawtsof

Englandandthepartiesherebyexpresslyagreetosubmittothe

jurisdictionoftheHighCourtinしondon.

INWITNESSWHEREOF,thepartieshaveexecutedthisAgreementasofthedaVandVearfirstabovewritten.

eNFONET-0|VISIONOFCSIUK-COMPUTERSCIENCES

|NTERNATtONALUNITEOKINGDOMLTO Customer

8y= 8V:

Title: Title=

一33一



INFONETEUROPE

UNIT'EDKINGDOM

ADivisionofCSIUK

COMPUTERSCIENCESINTERNATIONALUNITEDKtNGDOMLtd,

HeathcoatHouse.20SavileRow,LondonWlXIAE

O14373043

STANDARDSERVICESAGREEMENT
PRICESCHEDULE

」

'

■

CONVERSATIONALSERVICE

CentralProcessorServices:

PrimeTime

Non'PrimeTime

TerminalConnect-SharedAccess=

FixedRateOption5《 ト300Baud

CharacterRateOption5(}300Baud

£0.283/SRU

£O.183/SRU

£5.56/hour

£2.78/hourplus£0.195

/1000characters

ら

BATCHCENTRALPROCESSORSERVICES

BatchPrime

Priority

0

9

8

7

6

5

4

3

2

1 0.283

0.222

0.195

0.167

ε/SRU

Non・Prime

0.093

0.084

0.078

0.070

0.064

0.058

O.183

0.142

0.111
0.093

NormalPr㏄essing

StartTime

Lessthan30minutes

Lessthan2hours

Lessthan4hours

Lessthan8hours

Lessthan12hours

Lessthan18hours

Lessthan24hours

Lessthan36hours

Lessthan48hours

Greaterthan48hours

AppticabtePrime!Nop・PrimerateisdetermpinedbVthescheduledstarttime日cheduledstarttimeistimeof

submissionplusnormalprocessingstarttime.舗ouldabatchjobstartprocessinglater廿hanthescheduled

starttime,therateassociatedwiththeactua|starttimewillbeapplicable,Priority10restrictions:maximum

ofaρproximatelyIOOSRUsandnoprivatedevices.

↓

8ULK垣 「ERM|NALCONNECTCHARGES

200(ト4800Baud

ON・LINESTORAGESERVICES

Disk

PRIVATEDEVICESERVICES

MagneticTape

ADDITIONALCHARGES

lnitiationofService

Minimummonthlycharge

Speciatproductsservices

/heurplus£O.17

/100records

£O.Ol7/page/ca|endardaY

{page=512words)

£9.72/hour/tapedrive

£85

£85{Effectivethe4thmonthafterinitiation-no

minimumduringthefirst3months}

SeeschedulePSOOO11-∪,K.

'
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'

1

●

Supplies

Multlpartcontinuousformpaper

{Uptosix・partavaitable}

£0.27/1001ines

£O.221100cards

£O.89/100cards

£0.14/reel/calendarday

£O.14/box/calendarday

!1001ines/part

GENERALCONDtTtONS

tnfonetservicesareprovidedpursuanttothewrittenagreementbetweenthecustomerandINFONETEurope

UnitedKingdom,DivisionofCSIUKComputerSciencestnternationalUnitedKingdomLtd.

ApPlicationservicechaγgesarenotdiscounted.

PrimeTime・ …・・'・Monday-Friday t7am-7pmGMT

Non・PrimeTimeNSotherhoursofoperation

ThecuStomerwitlberesponsl}1eforfurnishingcompatibieremoteinput/outputdevices ,dataSbtsandappropriate
commumcat|onservlcesnecessarytocommunicatewiththetnfonetsystemandpayallchargesass㏄iatedtherewith .

Pricesdonotincludevalueaddedtaxeswhichshallbeinadditiontopricesquotedherein .

TheaccountingrecordsoflnfonetEuropeUnitedKingdomtdivisionofCSIUK,witlbeusedasthesolebasisfor

billing.

・SRU=SystemResourceUnit

`

⑨

■
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1]NFO]NETEUROPE

UNITEDKINGDOM

ADMsionofCSIUK

COMPUTERSC‖ENCESINTERNATIONALUNITεDK‖NGDOMI_td.

HeathcoatHouse、20SavileRow,LondonWIXIAE

O14373043

CSTS APPLICATIONPROGRAMS

PRICESCHEDULE

GENERALINFORMATION

Th,、PPIica・i。 。,"…di・thi・P・iceS・h・d・lea・e・p・ci・llyp・i・edp・ ・9・am・av・il・bl・f・ ・u・ageunde・ ・h・INFONETCSTS

Service.

ApPli,、 ・i。・、li・t・dwi・h…pecifi・dp・icet・bt・en・ ・ywillincu・APPLICATIONSERVICE・h・ ・g・・c。・・i・ti"goftheSRU's

conversationalconnect,andprivatedevicecharges.

ApPlica,i。 。、li、t・dwi・h・ ・pecifi舗P・icet・b!ee…Vi・cu・APPLICATIONSERVICE・h・ ・9・・d・te「minedbymultiplying

.、ag,。 。,おtm… 苗・由'd・ate・,tim・ ・th・ 卿 〃・・ti・nfa・r・ 乙pl・ ・a・u・ch・ ・g・ifapP"cabte・

Additi。nalp,i、i・garrang・m・ ・t・m・Yincl・deu・agech・ ・g・d・t・ 仇 情 缶 ・・a用 陪 ρ・・'～・仇Th・u・ag・ ・nitsincludedinthe

APPLICATIONSERVICEchargesareSRU's,conversationalconnect,andprivatedevice・NotethatonlytheapPlication

factorsotherthan1.Oand/orspecialchargesareincludedinthisschedule

lNFONETPriceSchedule(PSOOOO6・UK}containstheapplicablestandardrates;however.APPLICATIONSERVICE

chargesarenotapplicabletotheVolumeDiscount.

ENGLNEERINGANALYSIS

STRUCTURAL/MECHANICAL

ADGASP

ANSYS

BANDIT

DAGS

DAGl

ETC

FORBAR

KSHEL・1

KSHEL・2

08L

PREBES

PRE8LO

PR∈SUB

PRtNST

SAGS

SAGSPL

SAGXX

SAG1

SASA

SASAPL

SPtN

SPINPL

SPOTSl

SPOTS2

SPOTS3

SUPER

SUPERB

TASS

TORK

ELεCTRtCAL

TRAC

TRAMP

HYDRO

HYNA」

MASGRO

S80XA

STORM

Price

Table MANAGEMENTSCIENCES

FASTLP

GPSS

SPSS

PROJECTMANAGEMENT

MtSTER

SPRεDP

SPREDX

SPRED6

DATAMANAGEMENT

ALAD|N

ALAREN

ALAREP

BMtSSM

FlRES

旧80

tD8SRT

IGtM

SYS2K

FINANCIALANALYSIS
ANCASH

ANHIST

APR〕N

DEPREC

FLARES

LESSOR

LOAN

SCM日tN

SECASH

SEH|ST

SPRLIN

TSP

GRAPHICS
ENCORE

DATABASE
NBER

tNFONETPriceScheduLePSOOO11・UK{3/76[Thisprice$cheduteiseffectiveasofMerch1.1976,
endsupersedesanVpreviouslVpuUishedprice5chedule

Price

Table
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ら

命

,



`

CS'「SAPPLICATIONPROGRAMSPRlCETABLES

ApPlicationFactors{otherthan1.O)

and/orAdditionalCharges/Rates

£2.92Run

£4.86/Transistor

£2.43/Diode

O.OonSRU

£O.241Run{checkprogram}

SubroutineChargeperCross・SectionComputed=

SYTGRDandSYTEX

SUBLOTandROAD

TEMP

(主9DataPoihts

O・9DataPoints

O・9Data・Points

£O.05/DataPointinexcessof9

£0.05/Materiat

£0.53

£0.63

£0。73

4.OonSRU

£97.221nitiation

£63.19/month/accountnumber

O.80nSRU

O.750nSRU

1.500nOn・LineStorage{StandardstoragediscountsareapP|icable}

G,K,L,and・Mareapplicationfactorsandnotamounts

Thisprieeschedule

endsupersedesany

iseffeCtiveasofMerch1,1976,

previeuslVPuUishedpriceschedule

、

|NFONεTPriceSchedu|ePSOOO11・UK{3t76)

.

`
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2.3証 券 業 界/金 融 業 界(住 宅 金 融金 庫)に デ ー タベ ース ・

サ ー ビス を提 供 す るCentre-file社

調 査 先;

所 在 地;

調査 期 日;

面 接 者;

調 査 員;

Centre-fileLimited

LowndesHouse1/9CityRoadLondonECIYIBJ

UnitedKingdom

1977年11月7日

Mr.D.M.Stranack,(Manager,BuildingSocietyService)

Mr.AlanLindsay,(Manager,Stockbroker)

楯 沢 、 山 鳥

'

1.概 要 お よ び所 感

Centre-File社 は,ナ シ ョナル ・ウ ェス トミンス タ ー銀 行 の 子 会 社 で.現 在

600人 の 全 従 業 員 の う ち約400人 が コ ン ピ ュ ー タ関連 の ス タ ッフ で あ る。 年 間

売 上 は,1976年 が750万 ポ ン ド,そ の うちの約8%の みが 親 会社 に対 す る サ ー

ビス と な っ てい る。 な お,親 会 社 との 関 係 は,図1に 示 す とお りで あ る。

ナ シ ョ ナ ル ・ ウ ェ ス ト

ミ ン ス タ ー 銀 行 理 事 会

銀行に関 す る

サ ー ビス

」

、
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Centre-life社 は,か つ て ナ シ ョナ ル ・ウェ ス トミンス ター銀 行 の 業 務 を主

と して 行 って い た が,現 在 で は そ のサ ー ビス は拡 張 され,親 会 社 に対 す る仕 事 率

は,前 述 の よ うに極 め て低 くな って い る。 今 回の 訪 問で は,主 として 個 人 住 宅 信

用 金 庫(BuildingSociety)に 関す る サ ー ビス と株式 の売 買 に関 す る情 報 サ ー

ビス(PortofolioMaintenanceService)の2種 の サ ー ビスに つ い て 説 明 を

受 け たの で,こ れ らにつ い て は後 に詳 述 す る と して,こ こ で は同社 が行 って い る

そ の他 の サ ー ビス につ い て概 略 を述 べ る こ とに す る。

(1)証 券 会 社 サ ー ビス

リア ル ・タ イム に よ る契 約 書 の作 成,証 券 明細 の 自動 的 ア ップデ ー トと評 価,

統 計 デ ー タの提供,株 式 取 引 報 告 書,証 券 会 社 元 帳 の メ ンテナ ン スな ど主 と し

て証 券 会 社 に対 す る コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス。

(2)CENTERPAY

この サ ー ビスは,各 種 の イ ンプ ッ ト ・ドキュ メ ン ト,給 与 明 細 の 作成 とか 国

民保 険,年 金 の 支払 い等 に 関 す る財 務 レ ポ ー トの 作 成 。 給与 の 自動 支 払 い とか

各 種 請 求 書 の 自動払 い な ど。

(3)年 金 支 払 サ ー ビス

年 金 に 関 す る全 ゆ るイ ンプ ッ ト ・ドキ ュ メ ン ト,支 払 い 明 細書,財 務 レポ ー

トの作 成 な どを行 う。

(4)販 売 元 帳

付 加 価 格 税 とか販 売 管理 分 析 等 を含 む全 ゆ る販 売 元帳 に 関す る レポ ー トの 作

成 。

㈲ 百 貨 店 サ ー ビ ス

百 貨 店 に ミニ コン ピ ュー タを設 置 し,日 常 デ ー タの集 計 と処理 を行 っ た結 果

をMTカ セ ッ トに収 録,そ の後 毎 週,中 央 の コ ンピ ュー タで この デ ー タを基 に

購 入 元 帳.商 品 の レポ ー トの作 成 とか,注 文管 理,支 払 いの チ ュ ッ クな どを行

う。

(6)購 入 元 帳
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この サ ー ビス は,前 述 の販 売 元 帳 サ ー ビス と併 せ て用 い る こ と もで き るが,

勘 定 目録 の作 成 とか,送 金 の 連 絡,ク レ ジ ッ トの送 付 な ど を行 うこ と を目 的 と

して い る。

(7)法 律 協 会 時 間報 告 サ ー ビス

法 律 協 会 に よ って設 置 され た特 別委 員 会 の要 請 に応 じて デ ザ イ ンされ た,毎

週 の 時間 報 告 シ ス テ ム。

(8)直 接 引 出 し

コ ン ピュ ー タに よ る,銀 行 の 自動 手 形 交 換 シ ス テ ム を通 じ た直 接 引 出 しサ ー

ビス

以 上述 べ た よ うな,主 と して 事務 計 算,特 に 金 融 サ ー ビス の他,科 学 技 術 計算

とし て のPERTの サ ー ビスな ど も行 って い る。 また,コ ン ピュ ー タの時 間 貸 し と

か,カ ス トマー に対 す る個 別 シ ス テ ム の開 発 な ど も行 っ て い る。 しか し,Centre

-fileの 現 在 の メイ ン ・ジ ョブ は,後 に 述 べ る証 券 サ ー ビス と,住 宅 金 融 金 庫 サ

ー ビス で あ る。

'ゼ

w

2.詳 論

(1)シ ス テ ム構 成

Centre-file社 は,現 在IBM370/155を2台,本 社 に 設 置 し,支 店 に 各

種 の タ ー ミ ナ ル を導 入 して オ ン ラ イ ン に よ る業 務 を 行 っ て い る 。 ま た ・ ソ フ ト

ウ、 ア の 開 発 とデ バ ッ ク お よ び 新 し い ア プ リ ケ ー シ ョ ン業 務 の た めPDP11/

4を 導 入 して い る。 ハ ー ド ウ ェ ア の 主 な 構 成 は 以 下 に 示 す とお りで あ る。

① コ ン ピ ュ ー タお よ び 周 辺 端 末

・IBM370/155,3台(各2メ ガ バ イ ト)

・VDUコ ン ソ ー ル

・OMRり 一 ダ ー

・CMCデ ー タ ・プ リパ レ ー シ ョ ン

・RBT
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・DATA100

・PDP11/4:10台

② タ ー ミ ナ ル お よ び サ ポ ー ト機 器

・IBM3940

・IBM1050

・DATA100MXT78

・Ventek
,Datapoint2200

③ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 装 置

・4×IBM2703

・3×IBM2701

・IBM3705

④ 使 用 言 語

・ア セ ン ブ ラ ー
,RPG,ANS,COBOL,RPG,PLI,FORTRAN

現 在 タ ー ミナ ル の 設 置 個 所 は 約200ヵ 所 と な っ て お り,こ れ らの タ ー ミナ

ル と は 最 高9600bpsの 半2重 回 線 で 接 続 され て い る。 銀 行 の 支 店 と か,証 券

会 社 に 設 置 され た タ ー ミ ナル か らの ア ク セ ス に 対 す る セ キ ュ リテ ィ の た め,

Centre-file社 で は 厳 重 な チ ェ ッ ク機 構 を 設 け て お り,そ の 主 な もの は,ア

ンサ ー ・バ ッ ク確 認,パ ス ワ ー ドの 末 消,パ ス ワ ー ドに お け る ノ ン ・プ リ ン ト

キ ャ ラ ク タ ー の 使 用 な ど で あ る 。

(2)株 式 売 買 情 報 サ ー ビ ス(portofolio)

Centre-file社 で はPortof・lioメ ン テ ナ ン ス ・サ ー ビ ス と呼 ば れ る株 式

へ

売 買 情報 サ ー ビス を ロ ン ドン に 本社 を持 つ115の 証券 会社 の うち大手25社 に

対 して行 っ てい る。 なお,こ の サ ー ビスの 主 な ものは 以下 に 示 す とお りで あ る。

①Portofolio評 価

株 式 売 買 に 関 す る各 種 株 の評 価 に つ い て以 下 の情 報が 自動 的 に 提 供 され る。

・株 式 名 ・価 格,現 在 の 価格,持 株,価 値,収 益,帳 簿 コス トで の収 益 ,配

当,過 去 か らの株 の動 き,株 式 優先 権 の訂正,特 別配 当金 の 発 行,譲 渡,

一41一



増 資 そ の他

② 株 式 発 行/譲 渡 リス ト

株 式 の併 合,譲 渡,発 行等 に関 す る情報,株 式 の精 算 な どが,ユ ーザ の 要

求 に 応 じて 毎 日 ア ウ トプ ッ トされ る。

③ 証 券 明 細 書 の発 行

要求 に応 じ て証 券 明細 書 が,現 在 の価 値 も含 め て翌 朝 まで に プ リ ン ト ・ア

ウ トされ る。

④ 株 式 リス ト

もしユ ーザ が,多 くの 分割 され た証 券 明細 書 を保 持 して い る場 合 は,特 別

な株 とか グル ー プ株 を含 め た全 て の 証券 明細 書 が,夜 間 プ リ ン トされ 翌 朝 提

供 され る。 こ の場 合,も し可能 な ら,各 明細 書 の責 任 者 名 とか,持 株 の 価値

な ど も知 ら され る。

⑤ 通 告 リス ト

各週 毎 に各 ユ ーザ に通 告 リス トが プ リ ン トされ る。 こ の リス トは,株 式 の

評 価 を行 う もの で,ユ ーザ は そ の 明 細 書 に 追加 し た り,削 除 し た り精算 あ る

い は 必 要 な場 合 に は,新 だ に ス ケ ジ ュ ール を組 み変 えた りす る こ とが で き る。

(次 頁 に 株 式取 引 明細 書 に 関 す る契 約 用 紙 と リス トの アウ トプッ トの例 を示 した)

(3)住 宅金 融金 庫(BuildingSociety)サ ー ビス

BuildingSocietyは,ア メ リカ のSavinlny&LoanAssociationと 同

様 の機 能 を持 つ もの で,個 人 が住 宅 を ロ ー ンで 購入 した い場 合 の 貸付 金融 機 関

と して 誕 生 した。 そ の 後,こ の機 関 は個 人 の預 金 業務 も行 うよ うに な り,通 常

の銀 行 と同様 の 機能 を 有 し,そ の 利 率 は 銀 行 よ り高 くな って い る。 ま た ・ 個 人

が 住 宅 の ロ ー ン を受 け る場 合 には この金 融 機 関 に 預金 して お くと有利 な扱 い を

受 け る。現 在,イ ギ リスに は約500社 の住 宅 金 融金 庫 が 業務 を行 っ てい る が,

Centre-file社 は,こ の うち の 大手75社 か ら共 同 で コ ン ピ ュ ー タに よ る業

務 を受 託 して お り,個 人 の預 金,ロ ー ンの返 済 等 の デ ー タベ ース を250万 人 分

有 し てい る。 な お.同 社で は 大 手 の 各 取引 金 庫 に は それ ぞれ ター ミナ ル を設 置
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し,オ ン ライ ンで イン ク ワイ ア リ ・サ ー ビス を行 っ て い るが,小 規模 な金 庫 に

対 して もバ ッ チに よ るサ ー ビス体 制 を確 立 して い る。 この イ ン ク ワ イ ア リ ・サ

ー ビス の機 能 と して は ,以 下 の ものが 含 まれ る。

。抵 当 の請 戻 し状況

o投 資 に対 す る決 算

。緊急 の取 消 し を確 認 す る ため の現 在 のバ ラ ンス 状況

。通 帳 を完 全 に す るた め の元 帳 の プ リ ン トとか 遅 滞 に対 す るチ ェ ッ ク

一方 ,夜 間 に処理 を行 い翌 朝 サ ー ビス を行 う もの と して は:

・特 定 の 支 店 で の個 人 の貸 借 計 算 書

。特 定 の 金 額 以上 もし くは以 下 の バ ラ ンス を持 つ 貸 借計 算書

。設定 され た抵 当 権 等 に関 す る情報 を備 えた貸 借 記 録

○遅 滞 の コ ン トロ ール

O直 接預 金 引 出 し

o利 率 の 変 更 処理(借 手 へ の通 告 書 の 作 成 を含 む)

・投 資者 の計 算 書 と支払 い 命令 書

○ マイ ク ロ フ ィ ル ムに よ る元 帳 の 作 成

以 上 の住 宅 金 融 金 庫 の 業 務 は,各 支店 に配 置 され た ター ミナル に よっ て サ ー ビ

スが 行 われ て い るが,最 近 で は,ハ ウス マス ター ・サ ー ビス と呼 ばれ るサ ー ビス

に拡 張 され つ つ あ る。 これ は,現 在 ター ミナル が 設置 され て い る場 所 に ミニ コ ン

tf=L－ 夕 を置 き,こ れ ら タ ー ミナル(VDU,キ ー ボ ー ド,1/O装 置 等)の コ ン

トロ ール,フ ロ ン ト ・エ ン ド機能,さ らに ス タ ン ドア ロ ンと して の機能 を持 た せ

よ うとす る もの で あ る。

こ うい っ た住 宅金 融 金 庫 の業 務 は,ル ーチ ンの 仕 事 が殆 ん どで あ る上,自 社 で

コン ピュ ー タを導 入 す る程 の 仕 事量 を持 って い る所 は 少 な い。 ま た,す でに 完 成

して い る複 雑 な ア プ リケ ー シ ョ ンを有 効 に利 用 す る ことは ・ これ ら金 融金 庫 に と

って も効 率 の良 い と ころ で あ る。
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2.4幅 広 い情 報処 理 サ ー ビス を行 うSClCON

調 査 先;

所 在 地;

調査期 日;

面 接 者;

調 査 員;

SCICONComputerServicesLtd.

BrickClose,KilnFarmMiltonKeynes,MK113EJ

UnitedKingdom

1977年11月8日

Mr.J.OMalley(Director)

Mr.PaulBryan-Taham(OverseasCo-ordinator)

Mr.V.Roberts(SeniorManager,Operations)

栩 沢,山 鳥

⑯

1.概 要 お よび 所感

SCICON(ScientificControlSystems)社 は,1960年 アメ リ カの ワ シ

ン トンに あ っ たCEIR社(タ イム シ ェ ア リン グ ・サ ー ビス会 社)の 子会 社 として

発 足 した 。 そ の後,イ ギ リス石 油(BritishPotroleum)が 同社 の大 手 顧 客 と

な り,1964年 に はSCICON(当 時 はCEIR)の 株 の過半 数 を取 得 す るに至 った

結 果,2年 後 に は完 全 な 親 会 社 とな っ た。 した が って,CEIRと い う会 社 名 は,

ク ラ イ ア ン トに混 乱 を起 す た め,ま た新 しい 企 業 イ メ ー ジを得 るた め,1968年

に現 在 の 名称 で あ るSCICONに 企 業名 を変 更 し た。

SCICONは,過 去10数 年 に わ た る経 験 を基 に,小 は100ポ ン ド以 下の もの

か ら,大 は 数 千 ポ ン ドの もの に至 る まで,あ らゆ る種 類 の コ ン ピュー タ ・サ ー ビ

ス を,主 と して イ ギ リス 国 内 の官 庁 関 係,公 共 団体,大 手 企 業 に対 して行 っ て き

た。 な お,こ れ らのサ ー ビスは 現 在,ヨ ー ロ ッパ の他 の 国,東 ヨ ー ロッパ,ア ジ

ア諸 国 へ と拡 張 しつ つ あ る。 これ らの サ ー ビス は,SCICONが 所 有 す る 子 会 社

を通 じて行 われ るが,例 えば,1969年 には 西 ドィッ にSCSGmbHを 設 立 し・

同 社 は エ ッセ ン,ス タ ッ トガ ル ト,ミ ュ ンヘ ン,ハ ン ブル グに 事 業所 を持 って活
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動 して い る。 さ らに1970年 に は中 近 東 に,ま た1972年 に は東南 ア ジ アへ の

サ ー ビス と し て シ ンガ ポ ール に子 会 社 を設 立 した。

同 社 の最 近 の年 間 売 上 は,約500万 ポ ン ドに達 してい るが,こ の うち約50%

は本 社 に 設 置 した2台 のUNIVAC1108と ター ミナ ル群 を通 じ て行 うコンピ ュ ー

タ ・サ ー ビス に よ っ て,残 りの50%は 官 庁 関係,業 界,コ ン ピ ュー タ ・メーカー

等 に対 す る コ ンサ ル タ ン ト ・サ ー ビス に よっ て得 て い る。SCICONは,も と も と

科 学 技 術 計 算 分 野 に お け るサ ー ビス をメ イ ン として い る が,現 在 は,次 第 に 事務

計 算 分 野 の 仕 事 も増 加 して い る。 同 社 の 本 社 は,最 近 ロ ン ドン郊 外 のMilton

Keynesに 新 設 され た が,こ こでは 以 下に 示 す よ うな各 種 の安 全対 策 が 構 じ られ

て い る。

o電 力 関係

UNIVACは ア メ リカ の機 関 で あ る た め,電 力 は60Htzと な って い る。 した

が って イギ リス の50tzに 変 換 す る た めの装 置 と,安 定 し た電 源 を供 給 す るた

めの安 定 装置,さ らに は停 電 時 の た めの 自家 発 電 装 置 を設 け た。

・災害 対 策

火 事 等 の 災 害 に対 応 す る た め,SCICONで はCO2floodシ ス テ ム を設置 した。

こ の シ ス テ ムは,コ ン ピ ュ ー タ室 の天 井,床,人 間 の い る場 所,施 設 室 の4つ

の ゾ ー ン分 け完 全 な 自動 化 モ ニ ター に よ って 災害 に 対 す る対 策 を構 じて い る。

Oキ ー ・カ ー ドに よ るセ キ ュ リテ ィ

全 て の 部 屋 は,キ ー ・カ ー ドに よ っ てセ キ ュ リテ ィが 行 わ れ て い るた め,こ の

カ ー ドを 持 た ない 人 は特 定 の 部屋 に入 る こ とは で きな い。 な お,こ の カ ー ドに

は幾 つ かの 種 類 が あ っ て,プ ライ オ リテ ィが付 け られ てい る。

oデ ー タ ・セ キ ュ リテ ィ

全 ての マ ス タ ー ・フ ァイ ル は,完 全 なエ ア ・コ ンデ ィ シ ョン とセ キ ュ リ テ ィの

基 に格 納 され て い るが,災 害 時 のた め に 別 の場 所 に も全 く同 じ もの が格 納 され

てい る。

SCICONで は,MILTONKEYNESの 本 社 に設 置 した ホス ト ・コ ン ピ ュ ー タ
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に よ り,各 地 の 事 業所,支 店,子 会社 に オ ン ライ ンでサ ー ビス を行 っ て い るが,

その状 況 は 図1に 示 す とお りで あ る。

＼
Loughborough

-・ ＼

/㍗ ＼
Bristol

図1:SCICONコ ンピ ュータ ・ネ ッ トワー ク

白 い 近 代 的な ビル に 収 め られ た コ ン ピ ュー タ,コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン関 連機 器,

マス タ ー ・フ ァ イル 等 に対 す る完 全 な まで の セ キ ュ リテ ィ装 置 は 余 りに も神 経質

で は な か ろ うか と い う印 象 を受 け た 。例 えば,CO2対 策 シス テ ム,煙 検 査 器,地

下 の全 フ ロ ア を占 め る電 力 装 置,プ ロ グ ラ マ ー室 の幅 広 い 災害 時用 の ス ペ ース,

何 枚 もの セ キ ュ リテ ィ ・カ ∴ ド,ス プ リ ン グ ・ク ー ラー検 査 な ど,こ れ らの災 害

防 止 の た めだ け に数 人 の ス タ ッ フに よ る1セ ク シ ョン と専 門 マネ ー ジ ャ を配 置 し

て い る ζ とか ら もい え る。
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2.詳 論

ω シ ス テ ム 構 成

前 述 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ネ ッ ト ワ ー ク ・シ ス テ ム に お い てSCICONで

は,フ ロ ン ト ・エ ン ド ・プ ロ セ ッサ と し てPDP11/40を2台 使 用 し 成 果 を 得

た。 こ の フ ロ ン ト ・エ ン ド ・プ ロ セ ッサ を設 置 す る こ と に よ り ホ ス ト と タ ー ミ

ナ ル 間,ま たUNIVAC1108間 の コ ン トロ ー ル が 極 め て ス ム ー ス に 行 え る よ う

に な っ た 。 テ レ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ネ ッ トワ ー クの 調 整 は,ラ イ ン ・コ ン ト

ロ ー ル ・コ ン ソ ー ル に よ っ て 行 われ る が,こ れ らは ま た フ ロ ン ド ・エ ン ド ・プ

ロセ ッサ の サ ポ ー トを 受 け て い る。 現 在 約200の ラ イ ン が あ る が,こ の コ ン ゾ

ー ル か ら全 て の ラ イ ンが タ ー ミナ ル の 効 果 的 オ ペ レ ー シ
ョ ン を行 う た め に モ ニ

タ リ ン グ が 行 わ れ る。 ネ ッ トワ ー ク の 構 成 と,ホ ス ト ・コ ン ピ ュ ー タの 構 成 を

図2,図3に 示 し た 。

(2)ソ フ トウ ェ ア ・サ ー ビス

SCICONで は,ク ライ ア ン トの要 望 に 応 え る た め,ア プ リケ ー シ ョ ン ・ パ

ッ ケー ジのサ ー ビス を行 っ てい るが,こ れ は① エ ンジ ニ ア リン グ,② 数 学 プロ

グ ラ ミン グ,③ 統 計,④ 商用 デ ー タ処 理 の4分 野 に分類 され る。

① エ ン ジ ニ ア リン グ

。海 底 油 田 開発 に 関 す るエ ン ジニ ア リン グ

MARCS,STRUDL,NPLWAVE,ASAS(・ 最近 開 発 され た金 属 疲 労 に 関

す る パ ッケ ー ジ)

。化 学 エ ン ジ ニ ア リン グ

熱 力 学,生 産 工 程,流 体 の流れ に 関 す る問 題,熱 交換 関係 等 の パ ッケ ー ジ,

CONCEPT,HTFS,STEM

。高 速 道 路 お よび 運 送

道路 建 設 デザ イ ンに 関す るパ ッケ ー ジ,BIPS,HOPS,MOSS,

運 送 計 画 用 パ ッケ ージ:ENVPLAN
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。土 木工 学

橋 梁 デ ザ イ ン,土 壌 力 学,構 造 分 析等 の土 木工 学 に 関 す る パ ッ ケー ジ:

ICES,GENESYS

② 数 学 関 係 プ ロ グ ラ ミン グ

。混 合

食 品 の加 工,混 合 の 最 適 化 に 関 す る数 学 モ デ ルを使 用 した ア プ リケ ー シ ョ

ン

O配 送および運送

線型 計画 法に基 づいた最適輸送計画用 ソ フ トウェ ア:PATHFINDER

。投 資計画

財務投 資の最適化技術 に関す る アプ リケ ーシ ョン,例 えば株式投 資明細,

証券 の書換,委 節 に よ るキャ ッシュの必要性等

。生産計画

線型 計画法等 を用 いた機械 の最適使用 計画 など生 産計画 に関す る アプ リケ

ー シ ョ ン

③ 統 計

・マ ーケ ッ ト分 析

生産 品 の 有効 なマ ーケ ッ ト戦略 に関 す る アプ リケ ー シ ョ ン・例 え ばマ ー ケ

ッ ト調 査,生 産 体 制 の 整備,価 格戦 略,配 送 等

。予 測

需 要 予 測,マ ーケ ッ ト予 測 な ど企 業 に と って直 接 生 産 計 画 に 関連 す る もの

。実験 分 析

実験 に基 づ くデ ー タが 生 産計 画等 に使 用 され る もの・ 例 えば サ ン プ リ ン グ

技 術 な ど。

・財 務分 析

この分 野 の統 計 は,主 として 株 価 の動 向 等 に使用 され る もの。

④ 商 用 デ ー タ処理
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。給与計算

多 国籍企 業であ って,各 種 の通貨 で給与が支払 われ る もの

。株式 明細 に関す るマネージメン ト

イギ リス国 内お よび海 外の証券に関す る情報。例 えば その時点 での株 価の

動 き,投 資計画,掘 り出 し物 の株等。

。病 院の会計 事務 とか料金計算

。財務 コン トロール

地方官庁 における給与計算,貸 越勘定,出 費 に関す る分 析,勤 務時 間分析,

予算評価。

以 上述 べ た よ うに,SCICONで は,か つ て技 術 計 算 分 野 か ら出発 し,現 在 で も

メ イ ンは技 術分 野 で は あ る もの の 商用 デ ー タ処 理 の分 野 に着 々 とその サ ー ビス を

拡 張 しつ つ あ る。 同 社 で は,今 後 共 これ らのサ ー ビス を拡 張 し,オ ーバ ー オ ール

な サ ー ビス を完 備 した い と して い る。
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2.5西 ドイ ツ に お け る化 学情 報 分 野 を代 表す るIDC

調 査 先;

所 在 地;

調査 期 日;

面 接 者;

調 査 員;

InternationaleDokumentationsgesellschaftf{fr

Chemiem.b.H.

Ha血burgerAllee26-28

6000FrankfurtamMain90

FederalRepublicofGermany

1977年11月10日

Dr.RhoderichHoll(Diplom-Chemiker)

Mr.JamesSeals(MasterofArts)

Dr.BerndWeckend(Diplim-Clemiker)

梧 沢,山 鳥

v

1.概 要お よ び所 感

国 際 化 学 ドキ ュメ ンテ ー シ ョ ン協 会IDC(InternationaleDokumentations

gesellschaftfurChemiem.b.H)は,か つ て 巨大 な化 学 会 社 と して存在 した

IGFarbenが 第2次 大 戦 後,BASF,BAYER,HOECHSTの3社 に解 体 され

た が,こ れ ら3社 の特 許 情 報 を含 め た化 学 情 報 の 総 合 化 の要 請 を契 機 として

1967年 に設 立 され た 。設 立 の 目 的 は,化 学 文 献 の 抄録 か らキ ー ワー ドを選 び ・

これ につ い て のCREMASフ ラグ メ ン ト ・コ ー ド化,検 索用 磁 気 テ ープ の製 造,検

索 サ ー ビス,高 分 子 と無 機 化 合 物 の コ ー ド化 法 の開 発,'化 合物 コ ー ドの イ ン プ ッ

トと検 索 サ ー ビス等 とな っ て い るが,現 在 同社 で は,会 員11社(わ が 国 の帝 人

を含 む)に 対 す る これ らのサ ー ビス を主 とし て行 って い る。財 政 的 には ・連 邦 政

府 に よ る基 金百 万 マ イ ル の他 ・年 間予 算 と して!ま ・ 会 員11社 に よ る分担 金 と ・

政 府 か らの補 助 金 に よ っ てい る。 ちな み に1976年 の年 間 予 算 は,邦 価 に対 し て

約13億 円 で あ っ たが,こ の うち約87%は 会 員 各位 の分 担 金,残 り13%が 政 府
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か らの補 助 金 とな って い る。 な お,会 員 各 位 の分担 金 の賦 課 率 は,各 社所 属 の 化

学 技 術 者 数 に よ って い る。 ・

現 在 収 録 され て い る デ ー タは,化 学 文献 書誌 と して は,26カ 国の6万 件 の アブ

ス トラ ク トを含 む30万 件 の ア ブス トラク ト,1万4千 件 の ジャ ー ナル,12万 件 の

特 許 情 報 に 達 して い る。 また,化 学 化 合物 につ い て は,す でに3百 万 以上 の 基 本

化 合物 の検 索 で は,化 学構 造 以 外 の要 素,例 え ば その 化 合物 の 性質,ス ペ ク トル,

生 物 活 性,応 用 面 な どの組 み 合 わせ が 必 要 とな る場 合 が 多い が,IDCの シス テ ム

で は これ らを カバ ー して い る上,グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ィス プ レ イ を利 用 して の,類

似 し た化 合 物 の 検 索,メ ニ ュ ー の組 合せ に よ る複雑 な 化学 式 の構 成 な ど を,目 で

見 な が ら ライ トペ ン を使用 して 容易 に で き る よ う設 計 され て い る。

コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムは,IBM370/145,Siemence,StandardRD186

等 の プ ロセ ッサ ーの他,SIG100グ ラ フィ ック ・デ ィス プレ イ,MDS200磁 気

テ ー プ ・ドラ イ ブ その 他 の周 辺 機 器 を使 用 して お り,こ れ らは また ベ ル リン,デ

ュ ッセル フ ドル フ等 と専用 回線 で 接 続 され て い る。 一 方,従 業 員 に つ い て は,全

従 業 員 の うち約50%が 化学 の専 門 家 で あ り,残 り15%が プ ロ グ ラマ ー,そ の

他6人 ～10人 の 数 学 者,ほ か とな っ てい る。 サ ー ビス は,現 在 バ ッチが 主 体 と

な っ てお り,メ ンバ ーに は磁 気 テ ープ の送 付 な ど を行 って い るが,こ れ は オ ンラ

イ ン に よ るサ ー ビス の ニ ー ズが それ程 高 くない こ とか らきて い る。

IDCで は,膨 大 な化学 情 報 書 誌,ア ブス トラ ク トの格 納 お よ び検 索 の た め,I

DC独 自の シ ソー ラス を 開発 した が,こ れ は,情 報 の 蓄 積 一検 索 とい う一 連 の プ

ロセ スの,よ り突 込 ん だ分 析 に基 づ き,シ ソー ラス の 役 割 をは っ き りと位 置 付 け

て い るこ と,例 え ば,索 引 作 業 に おい ては,対 象 主題 オ リエ ン テ ィ ッ ドで あ り,

主 題 に っ い ての 専 門 家 が用 語 規 則 や ボ キ ャ ブ ラ リーの統 制 に煩 わ され る こ とな く,

索 引 作 業 の指 針 に のみ 従 っ て 「自由 に 」索引 す るべ きで あ り,一 方 検 索 にお い て

は,蓄 積 され て い る情 報 の内 容,形 体 が完 全 に理 解 で きるべ きで あ る として い る

た め,ユ ニ ー クな もの とな っ てい る。 この シ ノー ラス の作 成 方 式 は,西 ドイツの

他 の 情報 機 関(電 気,機 械,乗 物等)に お い て も手本 と され,伝 統 的 な 化学 主 導
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の形 を とっ てい る こ と,ま た 国 際標 準 機 関ISO2788に ドィ ッ ・サ イ ドとして の

IDCシ ソ ー ラス の寄 与 が極 めて 高 い こ と を裏 付 け て い る。

な お,IDCは またEURONETの 窓 口で もあ る。

2.詳 論

IDCは,西 ドイツ に お け る化 学 情 報(特 許 情 報 を含 む)に 関 連 す る総 合 機 関

と して設 立 され た こ とは 前 に も述 べ た が,こ こでは まず 設 立 後 の業 務 お よび サ ー

ビス の変 遷 につ い て簡 単 に触 れ る こ とに す る。

IDCで は,か つ て特 許 の デ ー タ ・ベ ース とし て はPateDtDocumentation

Groupの もの を利用 して い たが,1970年 にCPIの ものに 切 り換 えた た め特許

抄録 は全 て 英 文 で扱 え る よ うに な った。 その 後,こ れ らの特 許 情 報 に 関 して特許

デ ー タ ・パ ン クと称 す る特 許 の 書 誌 事 項検 索 サ ー ビス を開 始 し た。 な お,こ の デ

ー タ ・バ ン クは ,定 常 的 に会 員 に よ る デ ー タ追 加 あ るい は エ ラー修 正 が 行 われ て

い る。1974年,IDCは 無 機 化学 ドキ ュメ ン テー シ ョン ・サ ー ビス を開 始 す る

と共 に,GREMASシ ス テ ム を使 用 し始 めた(GREMASシ ステ ム に つ い て は後述)

そ の後,IDCで はCAS(ChemicalAbstractsService)と の協 定 でCAS

の全 製 品 を扱 え る こ とに した た め,化 学 ドキ ュメ ン テ ー シ ョン を 大幅 に 拡 大 す る

こ と とな った上,全 て 英 文 抄録 で 読 め るよ うに な っ た。IDWの 所 で も述 べ た よ

うに,現 在 西 ドイ ツで は16の 専 門 情 報 セ ン タ ーの 設 立 を計画 し て い るが,IDC

は この うち化学 分野 の情 報 セ ン ター とな った。 した が って,1977年 に は,今 ま

で の 会 員 に対 す るサ ー ビスだ け で な く,一 般 に対 す るサ ー ビスへ の責 任 も持?よ

う{こな っ たo

な お図1に 現 在 のIDCと 他 の化 学 情 報 セ ン ター との関 係 を示 し た。 ま た,前 述

のIDCの 会 員 名に つ い て は表1に 示 し た。

o
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セ ンター
パ ー トナー組織

協力協定

Arbeit5gemeinschaftChemie・Dokumentatione.V..6000FrankfurtamMain90 ,H
ambu㎎erAllee26・28,Telefon:{0611)7917・1

B
.eilstein・lnstitutfUrLiteraturderOrganischenChernie,6000FrankfurtamMain90,V
arrentrappstraSlc40・42,Telefon:(0611}7917-1

Bundesvert)andderPharmazeutischenIndustriee.V.,6000FrankfurtamMain2

KarlstraBe21,Tclcfon:(0611)239271,Telex:411372vcifd

Pharrna・Dokumentationsrmge.V., .c/oScheringAG,1000Berlin65,MlillerstraBe170T
clcfon:(030)4682・1,Telex:(SchC血g}181777schbd

DeulscheGcscllschaftfUrchemischesApparatewescn ,FrankfurtamMain97,
Theodor・Hcuss-Allee25,Telefon=(0611)7564・1 .Telex:412490dchmad

ForschungsgesellschaftKunststoffee.V .(ftirdasDeutscheKunststoff-lnstitut}

6100Darmstadt,SchloBgartenstra6e6R,Telefon:(06151)162204

GesellschaftDeutscherChemiker,6000FrankfurtamMain90 ,VarrentrappstraSe40・42,
T『lefon:(0611)7917・1,Telex=412526gmelidfuergdch

mltAbtcil岨gCIDB:ChemieInforTnat輌onundDokumentationBerlin ,1000Ber!in12,S
teinplatz2,Telefon:(030)310581

鮒 ㌫ 畿 、i-k。㌻三編 ご。㌫rl二'蒜'gζa㌫蒜;鎧 趨IF6』 ・・
Telefon:(0611)7917・1,Telex:412526gmelid

InternationaleDokumentationsgescllschaftftirChemiembH
,FachinformationszentrumCh

ernie,6000FrankfurtamM90,HamburgerAllee26・28,Telefon:(0611)7917・1,

Telex:412114idcd

VerbandderChemischenlndustrlee.V.,6000FrankfurtamMain2 ,KarlstratSe21,T
elefon=(0611)2556・1,Telex:411372vcifd

図1:IDCと 他 の化 学 情報 セ ン ター との 関係
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表lIDCの 会員 名(11社)

BASFAG,Ludwigshafen/Rhein,

ChemischeWerkeHUlsAG,Mar1,

Degussa,Frankfurt/Main,

DynamicNobelAG,Troisdorf,

BAYERAG,Leverkusen,

FarkwerkeRoechstAG,Frankfurt/Main-Hoechst,

HenkelundCieGmbH,Dusseldorf,

ChemieLinzAG,Linz/Donau,

RuhrchemieAG,Oberhausen-Holten,

TeijinLtd.,Tokyo,

Veba-ChemieAG,Gelsenkirchen-B"ep.

(1)GREMASシ ステ ム

IDCで は,抄 録 か らキ ー ワ ー ドを 選 ぶ場 合,化 合 物,反 応,そ の他 の性 質 や

応用 に 関 す る学 術用 語 の3種 類 を必 ず取 り出 す よ うに して い る 。 化 合 物 は,

GREMASの フ ラ グ メ ン ト ・コ ー ド化 法 で コー ド化 され,ま た反 応 はGREMAS

の反 応 コー ドで コ ー ド化 され る。 そ の 他 の 学 術用 語 は,シ ソ ー ラスに よ り,そ

の 中 の 該 当す る コ ー ドを記 入 す る よ うに な っ て い る。 シ ソ ー ラスは,同 義 語,

上 位 語,下 位 語,関 連 語 か らな り,上 位,下 位 の 語 は 階層 関 係 で 配 列 され て い

る 。

GREMASシ ステ ム に つ い て は 図2に 示 したが,マ ス)一 ・テ ー プ の中 に

52の 機 械 語 が用 意 され て い て,こ こにGREMASコ ー ドを簡 略 化 し た もの を

格 納 し,こ こで前 もっ て ソ ー トす る こ とに な る。 反 応 に 関連 した原 子 に着 目 し

たGREMASコ ー ドはEテ ー プ に収 め られ,シ ョー ト反 応 の もの に つ い て は マ ス

タ ー ・テ ー プに 格納 され て い る。 な お,化 学 反 応 の検 索 には 「単 一検 索 」と

「同格 検 索 」の2つ の 方 法 が用 い られ るが,こ の うち 「単一 検 索 」は,化 学 反

応 を反 応 生 成物 か らと らえ る場 合 で,マ ス タ ー ・テ ー プ を使 用 し,ま た,出 発
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物質 と反 応生 成物 を共に指定す るのが 「同格検索 」で,こ の場 合 はEテ ープを

使用 す る。
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卿 図2GREMASシ ステム

② 化 学構 造 モ ジ ュ ール ・シス テ ム

IDCは,AEG-TELEFUNKENと 共 同 で 化学 構造 モ ジ ュ ール ・シ ス テ ムを

開 発 し たが,こ の シス テ ム は化 学 構 造 を直 接 グ ラ フィ ッ ク ・デ ィス プ レイ上 に

表 示 し,こ の構 造 に 類 似 した もの を選 ん だ り,化 合物 の結 合 を行 うこ とが で き

る。 ソ フ トウェ ア ・シ ス テ ムは,AEG-TELEFUNKENの 開 発 したOS,TR86
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アセ ンブ ラ ・シス テ ム お よび ル ーチ ン をベ ー ス として,IDCとAEG共 同 で ア

プ リ ケ ー シ ョン を開 発 した。 なお,ハ ー ドの構 成 につ い ては 図3の とお りで あ

る。

　 {＼ 噛

RD186with

acorestore

capacityof

32K

麗

Keyboard

MDS

200

SIG100

Keyboard
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図3:化 学 構造式表示 システム
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3.参 考 資 料

・西 ドイ ツに お け る情 報 活 動 の理 念 と実 際

(情 報 管 理Vol.20,Ma5)

・IDCシ ソ ー ラス

(情 報 管i理Vol.20,MalO)
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2.6情 報 ドキ ュメ ンテ ー シ ョンのEDP化 を計 るZMD

調 査 先;

所 在 地;

調査 期 日;

調 査 員;

ZentralstellefUrMashinelleDokumentation

Herriotstrosse5,Postfach710370D-6000,

FrankfurtamMain,FederalRepubl・icofGermany

1977年11月11日

梧 沢,山 鳥

1.概 要お よ び 所 感

ドキ ュ メ ンテ ーシ ョ ン機 械 化 セ ン タ ー ・ZMD(ZentralstellefurMashi-

nelleD・kumentation)は,1964年 に 西 ドイ ツの連 邦 政 府 と,MaxPlank

協 会 に よって設 立 され た非 営 利 の研 究 機 関 であ る。財 政 的 に は,運 営経 費 の50

%が 連 邦 政 府,残 りの50%が 州 政 府 と産 業界 が 支 援 を行 って い る。

西 ドイツ では,1974年 ～1977年 の 間 に おけ る情 報 ドキ ュ メ ンテ ー シ ョン

を推進 す る連邦 施 策 と してIuD計 画 が あ る こ とは前 に も述 べ た が,こ の 目的 とす

る1つ は,科 学 技 術 情 報 を編成 換 え した り,ま た新 規 に組 織 化 す る こ とに よ って

これ まで 分散 して い た ドキ ュ メ ンテ ー シ ョ ン機 関,中 央 図書 館 お よ び翻 訳 機 関 を

16の 大規 模 な 広域 専 門 情 報 シ ステ ム に ま とめ てい き,系 統 的 に効 率 の よい単 一

構 成 に発展 させ る こ と で あ った 。ZMDで は,こ の 計画 を基 に これ らに 関す る全

ゆ る情 報 の コ ン ピ ュー タ化 に対 す る仕 事 を行 っ て い る。 これ ら16の 分 野 に つ い

て は,分 野 毎 に 収 集 され た文 献 情報 をZMDで 入 力 デ ー タに変 換 され,磁 気 テ ー

プに作 成 され て 外 部 に供 給 され る。 また,索 引 誌,抄 録 誌 の編 集 作 業 も行 われ て

い る。

ZMDが 扱 って い る情 報 は以 下 の3分 野 に 分 類 され る。

(A)一 般 の本 屋 等 で販 売 され て い る書 籍

(B)政 府 刊 行 物 等 一 般 に市 販 され て い ない 書 籍,刊 行 物
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(H)大 学 の博 士 論 文等 の専 門 文 献

ZMDで はt・上 記A・B,Hの 分 類 に よ っ て,ド イ ツ国 立 図書 館 の 書 籍 全 般 にっ

い て コ ン ピュ ー タに よ る索 引 を完 成 したが,1972年 か ら1975年 の 間 に33万

件 の 収 録 を行 い,現 在 で も年 間 約8万 件 か ら10万 件 の ア ップ デ ー トを行 っ てい

る。

コ ン ピ ュー タと特 殊 印字 装 置 に よ る ア ウ トプ ッ トに よ ってZMDで は,文 献 目録

を印 刷 し てい るが,1976年 度 に 収録 した項 目は82,389項 に達 して お・り,真数 に

して41,527頁 とな っ た。 また,こ れ と併 せ て 新 刊書 速 報 サ ー ビス(CIP)も 拡

張 して い る。

ZMDは,こ うい っ た文 献情 報 に関 す る コ ン ピュ ー タ処 理 の実 務 とシ ス テ ム 開

発 の他 に情 報 処理技 術 者 の 養 成 と訓 練 も行 っ てお り,1976年 に は ドキ ュ メ ンタ

ー とし て の資 格 を得 るた めに7名 の高 校 卒 業 生 を訓練 した
。

こ うい っ た業 務 の た め,現 在ZMDで は約80名 の ス タ ッフを抱 え てい る。一 方,

コ ン ピ ュ ー タ ・シス テ ムは,1976年 度 に かつ て のIBM1460か らIBM370-

148に リプ レー ス し,完 全 な コ ンバ ー ジ ョンを実施 す る と共 に,部 分 的 に は シス

テ ムの概 念 そ の もの の修 正 も行 っ た(シ ス テム の構 成 につ い ては 後 述)。

ZMDで は,す で にZMDネ ッ トを構 成 してお り,各 地 区 と通 信 回 線 で 結 ん だ

サ ー ビス を実施 して い る。 地域 に よ っ て利 用 され て い る 回線 は異 な るが,こ れ ら

の地 域 に は 通 常 デ ー タ ・ス テ ー シ ョン,プ リン ター等 が設置 され て い る。

ドイツ連 邦 研 究 技 術 省 で は,オ ンラ イ ン ・ドキ ュメ ンテ ー シ ョン情 報 ネ ッ トワ

ーク(ODIN)を 建 設 す る計 画 を持
っ てお り,こ の ネ ッ トワ ー クにZMDネ ッ ト

が 接 続 され,さ らにZMDはEURONETの 窓 口 にな る ことに な っ て い る。 従 って

将 来 ヨー ロ ッパ 内 の各 国 に 対 し,ド イ ツで 出版 され た全 ゆ る文 献 に つ い て の情 報

の 提 供 サ ー ビス を実施 す る こ とが で き る。

以 上 の よ うに,ZMDは 西 ドイ ツに お け る全 ゆ る出版 物 に対 す る コンピュー タを

用 い た ドキ ュ メ ン テ ー シ ョン ・サ ー ビス の 中核 的 役 割 を持 つ もの で,ド イ ツが か

ね て よ り,全 ゆ る研 究 開 発 のベ ース に な る文 献 ・情 報 等 の整 備 に対 して行 っ て き
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た姿勢が うかがわ れ る。

2.詳 論

(1)ZMDシ ス テ ム 構 成

1976年,ZMDはIBM370-148の 設 置 と,か つ て 導 入 され て い たIBM

1460か ら の シ ス テ ム ・コ ン バ ー ジ ョ ン を 完 了 し た 。 この シ ス テ ム を用 い て,

ZMDで は1971年 ～1976年 の 定 期 刊 行 物 文 献 目 録(範 囲 は,A,Bの28,800

件)の 収 集 処 理 を 行 い 磁 気 テ ー プ に 収 録 し た。 こ の 目録 は,本 文 約2,800ペ ー

ジ,登 録 部 分 約1,300ペ ー ジ と し て 公 開 され た 。 な お 図1に シ ス テ ム の構 成 図

を示 した 。 ま た,ソ フ ト ウ ェ ア と し て 完 備 さ れ ・ 使 用 して い る もの は 以 下 に 示

す も の で あ る 。,

Oソ ー ト/マ ー ジ

oPL/1オ プ テ ィ マ イ ズ ・コ ンfxeイ ラ お よ び ラ イ ブ ラ リ

oPL/1チ ェ ッ ク ア ウ ト ・コ ン パ イ ラ

OANS・COBOLコ ン パ イ ラ

oFORTRAN・G1コ ン パ イ ラ

oFORTRANラ イ ブ ラ リMod .1

0FORTRAN・TSO

oCOBOLイ ン タ ラ ク テ ィ ブ ・デ バ ッ グ

OCOBOL・TSO

oTSO・ ア セ ン ブ ラ

oTSO・ デ ー タ ・ユ ー テ ィ リ テ ィ

oDSプ リ ン ト(TSOコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・プ ロ セ ッ サ)

oCICS/VS

oSTAIRS・VS/TLS・RE

qSTAIRS・VL/TLS・T4
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(2)ZMDネ ッ トワ ー ク ・シス テ ム

ZMDで は,IBM370/148の 設定 と同 時 に,コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ー ク

を建 設 し,こ の ネ ッ トワー クを現 在 拡 張 中 で あ る。 この ネ ッ トワー ク の構 成 図

は図2の とお りで あ り,こ れ らに用 い られ る回 線 は,ド イ ツ郵 政 省 の管 轄 下 に

あ る。 なお,各 地 区 の ス テ ー シ ョンに 設置 され て い る機 器 は以 下 の とお りで あ

る。

① フ ラン ク フル ト,ド イツ国立 図 書 館

デ ータ選 択 タ ー ミナ ル5台,プ リ ン タ3台,

ダ イ ヤル 回線 一 搬 送 速 度;4,800ビ ッ ト/秒

② ダル ム シ ュ タ ッ ト,ノ ン ・ニ ュ ーメ リカル 研究 所

デ ー タ選 択 タ ー ミナル2台,プ リ ンタ1台,

ダイ ヤ ル 回 線 一 搬 送速 度;4,800ビ ッ ト/秒

デ ータス テ ー シ ョンCMC721台

デ ー タア ウ トプ ッ ト回線,搬 送 速 度;200ビ ッ ト/秒

③ ハ イ デル ベ ル ク,シ ステ ム工学 研 究 グ ル ープ

デ ータ選 択 ター ミナル1台,

ダ イ ヤル 回 線,搬 送速 度;1,200ビ ッ ト/秒

デ ー タス テ ー シ ョンIBM2741

デ ー タア ウ トプ ッ ト回線,搬 送 速 度;200ビ ッ ト/秒

④ カ ル ル スル ー エ,連 邦 近似 計算 研 究所

デ ー タ選 択 タ ー ミナ ル1台,プ リン タ ー1台

専用 回線 一 搬 送 速 度;1,200ビ ッ ト/秒

⑤ トリエ ル,心 理 学 情 報 ・ドキ ュ メ ンテ ー シ ョ ンセ ン ター

デ ー タ選 択 ター ミナル1台,プ リン タ1台

ダ イヤル 回線,搬 送 速 度;1,200ビ ッ ト/秒

⑥ オ ーベ ル ウル ゼ ル,ド イツ金 属 学協 会

デ ー タ選 択 ター ミナ ル1台,プ リン タ1台
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専 用 回線 一 搬送 速 度;2,400ビ ッ ト/秒

上 記 の 他,1977年 度 に フラ ン ク フル ト(市 図 書 館 及 び大学 図 書 館)お よび

ハ ン ブル ク(連 邦 水 産 研 究 所)に もさ らに ター ミナ ル を設 け る計 画 で あ る。

…-el/

⑤ 匝・eq ・●

○/'

Trier

⑦
?

/』 輌

1'lb②

Darmstadt

▲↓ ③

④

Karlsruhe

①DeutschBibliothek(Ffm)

②lnstitutflirNichtnumerik

③StudiengrupPef廿rSystemforschung

④BundesanstaltfUrErn乞hrung

⑤Zentralstelleflirpsyehologisehe

Informationu.Dokumentation

⑥DeutscheGesellschaftfifr

Metallkunde

図2:ZMDネ ッ トワ ー ク
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このZMDネ ッ トワ ー クは,IuD計 画 の ベ ース とな って い る16の 分 野 に分 類

され た情 報 ドキ ュ メ ンテ ーシ ョ ン ・セ ン ター の各 々へ と拡 張 し,将 来 これ らの セ

ン ター と完 全 に リ ンク した い と して い る。 これ に よ ってZMDは ドイツ 内 の 情 報

ドキ ュメ ン テ ーシ ョ ンの セ ン ター と して,ま たEURONETの 窓 口 と して,コ ン ピ

ュ ータ 化 され た情 報 ドキ ュ メ ンテ ー シ ョ ンの中 核 的 存 在 とな る。

3.参 考 資 料

・ZMDArbeitsbericht1976

・西 ドィ ッ に お け る 情 報 活 動 の 理 念 と実 際

(情 報 管 理Vol.20,%5)

'
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2.71UD(情 報 ドキ ュメ ンテ ー シ ョン)計 画 を遂 行 す るIDW

●

◆

調 査 先;

所 在 地;

調 査 期 日;

面 接 日;

調 査,員;

Institutf、UfDocumentationswesen

FrankfUrt-Niederrad

FederalRepublicofGermany

1977年11月11日

Chem.一 －Ing.HeingMarloth

柑 沢,山 鳥

令

1.概 要 お よび 所 感

西 ドイ ツの 情報 ・ドキ ュ メ ンテ ー シ ョ ン政 策 は,1971年5月 に連 邦 内務 省 よ

り発 表 され た 情報 バ ン ク ・シス テ ム(IBS)と1973年 に 実 行 計画 と して発 表 さ

れ たIUD計 画 が そ の柱 とな って い る。

1967年12月,西 ドイ ツ政 府 は国会 決 議 に基 づ い て,行 政 機 構 の 中 でEDP

の効 果 的活 用 につ い て 政 府 が 行 った措 置 につ き報 告 す る よ う求 めた。 その 要 請 に

よ り提 出 され た最 初 の報 告 では,国 家 の政 索 実施 の 運 営 を計 る上 で必 要 な情 報 を

必 要 な 時 に 得 るた め に,政 府 に と って基 本 的 情報 を計 画 的 に 蓄積 す る こ との 重要

性 を説 い て お り,こ の た め デ ー タ ・パ ン ク網 を 設 立 す るこ と,集 中 的 ドキ ュメ ン

テ ー シ ョ ンを行 うこ とに よ り,国 民 経 済全 般 に 高 い利 用 効 率 を生 む よ う計 るこ と

な どが 提 起 され た 。

こ うし た 事情 を基 に,西 ドイ ツ連 邦 政 府 で は,国 会決 議 に従 って,1970年4

月 に 内 閣 直 属 の ワー キ ン グ ・グル ー プ を編 成 して,西 ドイ ツ情 報 バ ン ク ・シス テ

ム の計 画 を提 案 す る よ う諮 問 した 。 そ の結 果,1971年5月,「 西 ドイツ にお け

る作 業 分 担型 一 般 情 報 バ ン ク ・シス テム の企 画 と設置 の た めの提 案 」 とい う副 題

をつ けた 「情 報 バ ン ク ・シス テ ム 」(IBS)を 発 表 す るに 至 っ た。IBSに は 誰

で も入 手可 能 な 開 放 性 の情 報 の み で な く,個 人 や機 関 の法 的 に保 護 され ね ば な ら
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な い プ ライバ シ ーや機 密 範囲 に 属 す る よ うな情 報 も含 まれ るが.こ の中 で も特 に

科 学 技 術 情報 活 動 に対 す る示唆 が か な りの ウエ イ トを占 め て い る。

一 方,IBS計 画 と して 「1974年 ～1977年 の間 に お け る西 ド ィッ で の情 報

ドキ ュメ ンテ ー シ ョンを推 進 す る連 邦 施 策IUD(InformationundDokmen-

tation)」 が1973年 発 表 され た。

IuD計 画 は,近 代化 社 会 の知 識 の増 加 な らび に情報 ニーズの増大 に 合 った科 学

技 術 情 報 サ ー ダス業務 の編 成 を促 し・ サ ポ ー トす る と共 に ・西 ドイ ツに お け る科

学,経 済,技 術,政 治,社 会 の諸 課 題 を解 決 す るた めに,世 界 中 に存 在 す る知 識

な らびに 事実 が活 用..され,重 複 作 業 や誤 っ た投 資 が 回 避 され る よ うに,種 々の専

門 課 題 領域 か らあ らゆ る種 類 の 情報 に対 して よ り効果 的 に ア クセ スで き るこ とを

目的 と して い る 。

この た めIuDで は,① 科 学 技術 情 報 組 織 を編 成が えし た り,ま た新 規 に 組 織 化

す る こ とに よっ て,こ れ ま で 合理 的 に分 散 して い た ドキ ュメ ンテ ー ショ ン機 関,

中央 専 門図 書 館 お よび翻 訳 機 関 を お よ そ16の 大規 模 な 広 域 専 門 情 報 シ ステ ムに

ま と め てい き,系 統 的 に 効 率 の よい 単 一 構 成 に発 展 させ る こ と,② ま た,関 連 す

る基盤 フ ァイル を幅 広 い ベ ー ス の上 に立 って改 善 す る こ とに よ り,効 率 の よい 国

立 情報 組 織 を設 置 し,国 際 的 プ ロ ジ ェ ク ト;特 に 国 際 的 情報 シ ス テム に お け る実

施 効 果 を 上げ るた め科 学 的,技 術 的,人 間 的,組 織 的 か つ そ の他 の 一 般 的 原 則 を

設 定 す る こ と,を 具体 的 に 実 施す るこ とを計 画 した。

IuD計 画 実施 の た めに1974年 ～1977年 の 間 に総 額4.5億 ドイ ツ ・マ ル ク

の 助 成 を行 っ たが,こ の 大規 模 な プロ ジ ェ ク ト実 施 は 西 ドイ ツ の2機 関,ド キ ュ

メ ンテ ー シ ョン研 究 所IDW(InstitutfUrDokumentationswesen)お よび情

報 ・ドキ ュメ ンテ ー シ ョ ン協 会GID(GesellshaftfUrInformationund

D・kumentation)が 分担 して 行 うこ ととな った。

し たが って,IWDは,IuD計 画 を遂 行 す るた め各 種 事 業 を行 って い るが ・そ

の 内容 等 につ い て は,以 下 の詳 論 を参照 され た い。

西 ドイ ツでは,各 種 大 規模 プ ロ ジ ェ ク トを遂 行 す るた めに は,そ の基 盤 とな る
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情 報 を いか に 整 備 す るか が 重要 な要 素 で あ る こ との認 識 か ら,今 回 の計 画 の 実 施

とな った が,こ れ を見 て も分 か る よ うに,土 台 か らの積 み上 げ を大 事に して い る

こ とが 理 解 で き る。 ま た,ア メ リカ と異 な って,他 の ヨ ー ロ ッパ諸 国 と同様,西

ドイ ツ も政 府指 導 型 の 国 で あ る こ とか ら,政 府 が積 極 的 に この種 の 問題 に取 り組

ん で い る こ とが うな づ け る。

、

今

2.詳 論

IDWは,1961年Max-Plank協 会 傘 下 の 研究 所 と して,連 邦研 究 技 術省 と

州政 府 の 援 助 の下 に 発 足 した 。年 間予 算 は,事 業 費 と して 約500万 ドイ ツ ・マル

クが 計 上 され て い るが,こ の うち約65%は 連 邦 政 府 よ り,ま た35%は 州政府 よ

りそれ ぞれ 財 政 援 助 を得 て い る。

IDWは,IuD計 画 の 実施 に伴 う各 種 事 業の 他,情 報,ド キ ュメ ンテ ー ション

に関 して 各界 ヘ ァ ドバ ィ ス を行 っ て い るが,そ の 目的 の 主 な ものは以 下 に示 す と

お りで あ る。

(1)IuD計 画 の 実施 に伴 う,ド イ ツ連 邦 内 で の ドキ ュ メ ンテ ー シ ョ ン組 織 の

連 携

(2)情 報 ・ドキ ュメ ン テ ー シ ョンに 関 す る教 育 訓練

(3)世 界 の 情 報 の収 集 お よ び情致 交 換 の た め の支 局 の開 設

(4)ド キ ュ メ ンテ ー シ ョン分 野 の ヴィ ジ ター の ア レ ンジ

㈲ 情 報 ・ドキ ュメ ン テ ー シ ョンに 関 す る各 界 へ の ア ドバ イ ス

(1)IDWで は,IuD計 画 の 一環 と して,ド キ ュメ ンテ ーシ ョン機 関 を,16の

大 規 模 な 広 域 専 門情 報 シ ステ ムに ま とめ て い き,系 統 的 に効 率 の よい 単 一 構 成

に発 展 させ る た め,約500個 所 に及 ぶ情 報 ・ドキ ュ メ ンテ ー シ ョン施 設 に 対 し

て調 査 を行 った 。 この うち約200個 所 がIuD機 関 とな っ て い るが ・分野別情 報

機 関 数 は 以 下 の とお りで あ る。
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①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

衛 生,医 学,生 物 学

食 料,農 学,林 学

化学

エ ネル ギ ー,数 学,物 理 学

電 気,精 密,機 械 工学

金 属,材 料,鉱 物 作 業 ・処 理

原 材料生産,地 球,科 学

運輸

地域 計画,建 設 ・都市計画

品

済

律

育

商

経

法

数

社会科学

人文学

国際関係

9

8

0

9

0

2

9

4

8

8

2

8

5

3

0

2

1

2

1

1

1

1

1

2

1

1

合 計197

な お,調 査 の結 果,以 下 の こ とが 判 明 した。

o多 くの機 関 が 狭 く限 定 され た範 囲 に専 門 化 され て い る。

。約45%が5名 を越 えな い もの で あ り,80%が20名 を越 えな い職 員 数 で あ

る。

oコ ン ピュ ー タ処理 を含 む機 械 化 が 行 われ て い る機 関 は3分 の1程 度 で あ る。

以 上 の機 関 を母 胎 と して西 ド イツで は,こ れ ら16の 分野 を効 率 良 く集約 し,

将 来 各 種 ユ ー ザの情 報 ニ ーズ を満 たす 幅広 い サ ー ビス を実施 す る こ と を計 画 し

て い る。

(2)IDWで は,医 学 に 関 す る ドキ ュ メ ンテ ーシ ョ ン補 助 職 員 に対 す る教 育,訓

練 のた め の学 校 をUlmとGebenに 設 立 した.こ の学 校 の 卒 業生 は,そ の教 育 の
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守

履 修 内容 で お よそ ドキ ュメ ンテ ー シ ョ ン学 士 と同 等 とみ な され る。

西 ドイ ツに お い て は,情 報 科学 者 の教 育 は 目下 の と ころ 非常 に遅 れ て い る。

した が っ て ・ ドキ ュメ ンテ ーシ ョ ンお よ び情 報 の必 要性 が 高 ま って きて い る状

況 か ら,情 報 科 学 の必 修 研 究 課 目が 大学 に 導 入 され る必要 が で て きて い る。西

ドイ ツ政 府 で は,特 に 教 育 計 画 に対 す る連 邦 ・州 の委 員 会 に お い て,ま た,州

常 設 文 化 相 会議 に おい て 完 全 な 教 育 ・概 念 が 実現 化 し,そ れ 相 応 の職 業 規則 が

作 成 され る よ う示 唆 して い る。

(3)中 核 的 な 諸 図 書 館 お よび ドキ ュ メ ンテ ー シ ョン諸機 関 か らの具 体 的 委 託 に 基

づ き,ア メ リカか ら科 学技 術 文 献,な か で も入 手 し難 い特 殊 文献 お よび研 究 会

議 レ ポ ー トを調 達(ま た逆 に ア メ リカに対 して提 供 す る こ と もあ る)す る とい

った 課 題 の ほか,例 えば 情 報 分 野 で の新 規 開発 につ い て の 情報 を ア メ リカ に提

供 し た り,収 集 に 関す る連 携 に道 を開 い た りす るた め,ワ シン トンにIDW傘

下 の 支 局 を開 設 した。 ま た同 様 に,1977年 には 東京 に も支 所 を開設 した 。

(4)情 報 ・ドキ ュ メ ンテ ー シ ョ ン分 野 で の情 報 交 換 の ため,外 国へ の訪 問 お よび

出 張,あ るいは 外 国 か らの 同様 の 目的 の 受 け入れ の た めの ア レン ジ を行 い,情

報 ・ドキ=メ ン テー シ ョン専 門 分 野 に お け る2国 間 協力 に よっ て,国 家,学 会,

経 済界 の関 係 機 関 に協 力 を果 す 。

IDWで は 現在10名 以 上 の専 門 ス タッ フ と40名 の そ の 他 の ス タ ッフによ り,

各界 の専 門 家 の援 助 を得 な が ら目的 遂 行 に 努 力 してい る。

.後 3.参 考 資 料

・西 ド イツ に お け る情 報活 動 の 理 念 と実際

(情 報管 理Vol.20,Ma5)
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2.8EDP化 が 進 む ドイ ツ 国 防 省

(BundesministeriumdurVerteidigung)

調 査 先;

所 在 地;

調査期 日;

面 接 者;

調 査 員;

BundesministeriumdurVerteidigung

53Bonn,der14,Postfach1328

FederalRepublicofGermany

1977年11月14日

Mr.Kz.S.Hecht(SeniorOfficerEDP)

Mr.OTLPeters

Dr.Bruns/Horn

梧 沢,山 鳥

1.概 要お よ び 所 感

NATOに 所 属 して い ない 国 に と って は極 め て厳 しい制 限 下 に あ っ て,わ が 国 の

自衛 隊 の 高 官 で も訪 問 が非 常 に 困 難 と され て い る西 ドイ ツ国 防省 を,私 共 は私 共

の客 員 研 究員 で あ った レ ーダ ラ ー中佐 の尽 力 で訪 問 す る機 会 を得 た。 また,同 省

訪 問 に際 して は,在 西 ドイツ 日本 大使 館 の防 衛 駐 在 官,青 砥 一 等 陸 佐 お よび 斉藤

一等 書 記 官 の協 力 を得 た。 ドィッ国 防 省 の本 部 は,ボ ンを 一望 の 下 に 見下 す 郊 外

の丘 の頂 上 に あ って,幾 つか の 部 局 が ボ ン市 内 に散 在 して い る。将 来,こ れ らの

部局 を全 て統 合 し,現 在 の本 部が 所 在 す る場 所 に 移 す計画 を持 って い るが,予 算

の関 係 上,何 時 の 事 に な るか分 か らない と の こ とで あ った。 な お,私 共 が 訪 問 し

た ドイ ツ 国防 省 情 報 管 理 課 は,ボ ン市 内 に そ の本 部 を置 い て お り,ま た,辞 書 編

集 シス テ ム開 発 研 究所 は,や は りボ ン市 内 の 別 の場 所 に所 在 してい る。

西 ドィ ッ 国防 省 で は,か っ て 陸 ・海 ・空 のそ れ ぞれの軍隊 でEDP化 を行 ってい

た が,お 互 の 目的 と して い る所 は多少 異 な る もの の,無 駄 が 多 い上,ま た 全体 を

統 合 す る コ ン ピ ュ ー タに よ る コマ ン ド ・コ ン トロ ール の必 要性 か ら3軍 に共 通 す

る国 防省 情 報 管理 課 が設 け られ た。 現 在,西 ドイ ツに は19の コ ン ビ=・一 夕 ・セ
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■

い

ン タ ーが あ り,1,600人 の要 員 が それ ぞれ の セ ン タ ー-ec配 置 され て い る。これ ら

の コ ンピ ュ ー タ ・セ ン タ ーに設 置 され て い る コ ン ピ ュー タは,殆 ん どがIBMで

そ の うち最 も多 い機 種 がIBM370/135,そ の 他370/145,370/158,2台 の

370/168と な って い る。 ま た,ボ ンに あ る コ ン ピ ュー タ ・セ ン タ ーにはIBM

370/168お よび158が1台 づ っ 設 置 され て い て,通 常 の 業務 の他 に,全 国 に 散

在 す るコ ン ピュ ー タ ・セ ン ター をオ ン ラ イ ンに よ って コ ン トロール した り,あ る

いは アメ リ カ との戦 略 関 係 の情 報 の交 換 の た めに利 用 され て い る。 コ ン ピ ュ ー タ

の利 用 は 国 防 お よ び軍 の 作 戦 と直 接 関 連 す る コマ ン ド ・コ ン トロー ル と,国 防 省

内 の人 事 管理,事 務 管 理 に 関 す るMISの2種 類 に 大 き く分 け る こ とがで き る。

コ マ ン ド ・コ ン トロ ール で は,ド イ ツ の 制海,空 内 で各地 の レー ダ ー と コ ン ピ ュ

ー タ ・セ ン タ ーが直接 接 続 され て い て
,隣 時 に献 索 を行 い,ボ ンの コ ン ピュ ー タ

セ ン ター に 情報 が送 付 され 司 令 を抑 ぐ こ とに な る。 ま た,各 種 の モ デ ルに よ る演

習 の シ ミュ レー シ ョン,衛 星 を使 用 し た軍 の船 団 とに 対 す る コ マ ン ドに 関 す る通

信等 に も コ ン ピ ュ ー タが利 用 され て い る。 一 方,MISで は,国 防 省 内 の16,000

人 ～17,000人 の スタッフの ローテーシ ョン を含 む人 事,軍 人 の登 録,給 与 計算 等 の

デ ー タ処 理,各 種 事務 管理 等 が 行 われ る。

情 報 管 理 課 で は,陸 海 空 の 各 々の コ ン ピ ュー タに 関す る各 種 プ ロ ジ ェク トを統

轄 す る役 目 を持 って い るが,こ うい っ た プ ロ ジ ェ ク トにつ い て は,詳 細 に 記述 さ

れ た 仕 様 書 に 従 っ て提 出 され なけ れ ば な らな い。 提 出 され た プ ロポ ーザ ル は,情

報 管理 課 で詳 し くレ ビュ ー し,コ ス ト/パ フ ォーマ ンス,ス タ ッ フの必 要 性,予

算,利 点,欠 点 等 に つ い て判 断 を下
,し,何 度 も提 出 先 と話 し合 った上,決 論 に持

っ てい くプ ロセ ス を取 っ て い る。 こ うい った プ ロポ ーザ ル は,時 に は数 百 ペ ー ジ

に達 す る こ と もあ る。

西 ドイ ツ国 防省 で は,現 在,EI々 刻 々入 って くる各 種 の 軍 関 係 の 情 報 を翻 訳 す

るた め,750人 の専 門 の翻 訳 者 を抱 え て お り,年 間25万 ペ ージに達 す る各 種 原

文 の翻 訳 を行 って い る。 この翻 訳 は,金 額 に す る と実 に2千5百 マ ル ク/年 とな

っ て い る上,1つ の用 語 が 種 々の解 釈 を持 つ こ とで 翻訳 部 門 の悩 みの 種 と な って
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い る。 した が って,国 防 省 で は,コ ン ピ ュ ー タを利 用 して,完 全 な翻 訳 と ま では

行 か な くと も,各 種 用 語 の解 釈 に 関 す る辞 書 を編 集 す る計 画 を立 て,そ のベ ー シ

ッ ク ・デ ザ イ ンは終 了 した。 現 在,着 々 とボ キ ャ ブ ラ リ ーの累 積 に努 めて お り,

す でに 部分 的 に は 充分 利 用 に供 す る こ とが で き る よ うに な っ て い る。 今後 は,ボ

キ ャ ブ ラ リーの 追 加 を新 しい用 語 が 出 て くる度 に追 加 してい けば良 い訳 で,例 え

ば,1つ の用 語が25種 類 もの解 釈 を持 っ て い る場 合 もあ る。現 在,海 外 の情 報

は,英 文70%,フ ラ ンス 語10%,ロ シ ア語10%,ス カ ン ジナ ビ ア,ポ ル トガ

ル 語が10%の 割 合 とな っ てい るが,将 来,辞 書 編 集だ け で な く,コ ンピ ュ ー タに

よっ て殆 ん ど完 全 な 翻訳 に まで持 って い きたい と して い る。

2.詳 論

第2次 世界 大 戦 後,西 ドィ ッ国防 省 で は,戦 争 の経 験 か ら,情 報 がい か に重 要

で あ るか,ま た,こ れ らを効 果 的 に処 理 す るEDPお よび 大量 の デ ー タを マ ネ ー

ジ メ ン トす るの が い か に 必 要 か を,例 えば 各 種 資材 管 理,人 事管理,病 院 管 理

(5,000人 の 女性 雇 用 者 を含 む)の 分 野 で 認識 した結 果,1955年 西 ドィ ッ内 に

5つ のEDPセ ン タ ーを設 け るこ とか らEDP化 を始 めた 。そ の後,前 述 し た よ

うに陸 海 空 が各 々EDPの 必 要 性 を認 識 し,独 自にEDP化 を始 め よ うと した た

め,国 防 省 で は,こ れ ら3軍 の 共 同EDP化 を促 進 す る母体 として,国 防省 内 に

情 報 管理 課 を設 け る こ とに な っ た 。現 在,コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン ター は,前 に も述

べ た よ うにIBM/370機 種 を中心 に19が 設 置 され,タ ー ミナル数 は500台 に

達 して い る。 な お,将 来 これ らの タ ー ミナル を150台 追 加 して,650台 とす る

計 画 を持 っ て い るが,こ れ らの タ ー ミナ ルは コ マ ン ド ・コ ン トロ ール を目的 と し

た もの では な い 。 コ ン ピ ュ ー タの利 用 は,表1の よ うに コマ ン ド ・コ ン トロ ール

用 と 内部MIS用 の2種 類 の仕 事に 対 して行 われ る。

3
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∀

表1

コ マ ン ド ・コ ン ト ロ ー ル 内部MIS

・ リ ア ル ・ タ イ ム ・ル ー チ ン ・デ ー タ の 処 理

特 徴

・シ ステ ム の長 時 間維 持 ・時間 的緊急 性は必要 としない

・臨 時 の コマ ン ドに 対 応 で き る ・種 々 の デ ー タの長 期 間 保 存

シ ス テ ム

・特別 な構造 ・商用 装 置

必要性
(レ ー ダ ー との 直結) ・バ ッ ク ア ッ プ機 能

・リ ダ ン ダ ン シ イ ・標 準 化 され た ソフ トウ ェ ア

・特 別 な ハ ー ド ウ ェ ア
(商 用 ソ フ トの購 入 も可)

データ

-

小 規模 デ ー タベ ース
}

大規 模 デ ー タベ ース

ベース
(MISの デ ー タを要 求 す る場 合

あ り)

セ キ ュ リテ ィの必 要 性

(1)EDPプ ロ ジ ェ ク トの管 理

ドィ ッ国 防 省 情 報 管 理 課 で は,陸 ・海 ・空 各 部局 か ら提 案 され るEDP計 画

につ いて の コ ン トロ ール を行 う役 目 を持 っ て い るが,ま ず この 計画 につ い て の

詳 細 な 情報 が 要求 され る。 情報 は 図1に 示 した よ うに,提 案,資 料,ス タッ フ

の全 て の ベ ース と な る もの で あ る。EDP化 の提 案 は,情 報 管 理 化 が要 求 す る

以 下 の 項 目につ い て の評 価,見 積 も りが行 われ て い な けれ ば な らない。

。EDP化 の 目的 お よび利 点

・EDP化 にお け る問 題 点

。必 要 と す る費用

O必 要 と す る マ ンパ ワ ー

。費用 対 効 果

提 出 され た プ ロ ポ ー ザル は,時 には 数 百 ペ ー ジに及 ぶ こ と もあ るが,情 報 管

理 課 で は これ らに つ い て,EDP化 の可 能 性,必 要 性 等 につ い て詳 細忙 分 析 す

る。 な お,分 析 の結 果,必 要 性 が 認 め られ た場 合 に は,そ の決 定 と各種 の定 義,
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法 的 な イ ンパ ク ト等 に つ いて検 討 を 行 い,そ の旨 通知 す る。 その後 ドキ ュメ ン ト

の修 正 を行 い,シ ス テ ム の開 発 へ と進 ん で い くが,こ の プ ロセ スに つ いて は 図2

に示 した とお りで あ る。

基 本 的 要 求

↓

実 現 化 コ ン セ プ ト

↓ 、
決 定 ・ 定 義

↓

開 発

↓

利 用

(ド
キ

ュ
メ
ン

ト
の
確
認
)

機

能

の
評

価

図1:EDP計 画 プ ロ ジェ ク ト 図2:EDP計 画 プロジ ェク トのプ
ロセス

ま た,利 用 者 とシ ス テ ムの 提 供 の 両 者 は,常 に 受 け る もの と与 え る者 の 立場

で の密 接 な連 絡 を必 要 と して い る。 この構 造 に つ い て 図3に 示 した。

利 用 者 提 供 者

マネー ジ

プ ロ ジ ェ ク ト

シス テム ・マ ネ ー ジ ャ ー

メン ト プロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ー ジ ャ ー
●

(技 術 ・装 置)
グルー プ

マネー ジ

ユーザが期待 す るもの
メント 提 供 者
●

グル_プ(技 術 に 関 す る)

図3:シ ス テ ム の利 用 者 お よ び提供 者

② 辞 書 編 集 シス テ ム

国防 省 内 の辞 書 編 集 シス テ ム は,IBM370/168を メ イ ンと す る シス テ ム

に よ って7人/年 の マ ン パ ワ ーを か け て開 発 した。 目 的は,前 述 した よ うに ・

膨 大 な海 外 の情 報 を 自国 語 に翻 訳 す るた めの 手段 とす るた め の もの で ・特 に1
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つの用 語が幾種類 もの訳 を持つ場合に手助 け となるよ うにな っている。 シ ス テ

ム構 成 は, 図4の とお りで, デ ィ ス プ レ イ ・タ ー ミナ ル か らオ ン ラ イ ン で 処 理

を行 っ て い る。

∀

`

32773277 3277

コ ン トロ ール ・ユ ー ッ

IBM370/168

図4

コ ン ト ロ ー ノレ ・

コ」ニ ツ

.

3284

4800bps
1

シス テ ム構 成

10タ ー ミ ナ ル

3286-2

す で に 登 録 して あ る用 語 に つ い て, 新 しい解釈 が生 じた場合はその都度 その

用 語 と関 連 す る言 葉 と共 に2週 間 に 一 度 ア ップ デ ー トが 行 われ る。 次 に デ ィス

プ レ イ . タ ー ミナル に表 示 され る ア ウ トプ ッ トの ハ ー ド コ ピ ー を示 し た 。

■

ウ

eSPR^ノ ロPYRICHT綱CTEXTBEZOSENr^BFRACEFRSPR/DeSS4。geg。 、SCHue
、2]e"S

恒昂k`冨FEHし1タ".僑 ・ 了ECHNU1
、nclC∩ しADVANCE

TACTIcAL∧IR(/RAFT
O"0600ゴTACMR40債T∧KTISCHES'LUCZEUC

'43St68STACA3R40∫H`2TAKτISC=HESＬUFTFAHRZEUC

1405、28㊤T◇CA`Z?670002fi◆TAK「J∫CHE∫FLUじZεUC

ROLL-01戊 「 ノril^

03臼59t30ROLA`0560354ERrtE正CHEHbESANCRIFFSKURSES!BEI-

UEAPON∫'fSTEM

O4B3g白41UFAASO、OTritO◆UAFFE .NSYS[EM12i32
e:!フWEAAfS4400T《'O◇WAF}.'ENSYSIE打

DESICN,TO

OgOOア346DESAIFIO†AE杉00◇AUSし .ECEN
O99073占3D[∫AtFIOTAErlOO◆ENTUESFEN

O990フie`PE∫A`F`● 了AEEOO◆KDNST穴UIEREN

120コ フ649DE∫A1∫29DOOOOOENTWEKFEN

O5961506DE∫A`S29DOO`)OOKONSTRU!ErtEN
.Oフ850029DESA`S]]RAOO

目ARKIEr{EN

DESICNクTO(COURSE)

e6057794DESA`V4SoeOOO2AUSHAEt↓CEN'STRECNE,lKANUSLAしOHl

PREPRODUCIION

O344白027PR[AIF{OT良OO◆VORSER:ENFERTICONC

`:e31t35PRεA{S4400TAOO◆VDRSEKIENFERTICUHC

良質曇日規F巨HLT価 酋旬酋婚PRεPRODUCT三 〇NDEVELOPHεNT
.

阿■恒'句FEHLT●b有 爵ロPREPRODUCTrONDEVELOPHENTCYCLε

督芦祷●●FEH」 丁 河●D側祈S了A了ICTEST:NC

ANZAHLABドRASEN:ls

ANZ禽HL●EANTU.A廊FR.=``

ANIAHLFEHＬT-HINW.;4

PROZ.ANTEILFεHLT-HrNU.=26・66=

23.98.77∫EITE: 2

一79一



2.9ド イ ツ 政 府 に お け るEDP計 画

(BundesministeriumfUrForschungund

Technologie)

調 査 先;

所 在 地;

調査期 日;

面 接 者;

調 査 員;

BundesministeriumfUrForschungundTec
.hnologie

StresemannStr.2,5300Bonn-BadGodesberg,

FederalRepublicofGermany

1977年11月14日

Dr.Han8]氏Donth

梧 沢,山 鳥

◎

1.西 ドイ ツ に お け る デ ー タ ベ ー スを 中 心 と し た連 邦 施 策

西 ドイ ツで は連 邦 制 を とっ て い るた め,教 育 お よ び科 学 技 術 活 動 の 面 で も各 州

の 力 が 強 い が,1955年 連 邦 原 子 力 省 が 設置 され,科 学 技 術 行 政 が 連 邦 政 府 に移

管 し た。 な お,ブ ラ ン ド内閣 で は,1969年 これ を教 育科 学 省 に 改組 し,教 育 に

対 して も連 邦 政 府 の権 限 を強 め られ る こ と とな っ た。 この 結果,科 学 技 術 情 報活

動 の意 義 を高 く評 価 し,IDWの 項 で も述 べ た よ うに1974年12月,「 情 報 ドキ

ュ メ ンテ ーシ ョ ン計 画 」(IuD計 画)が 閣 議 決 定 され る こ と とな っ た。 こ の計

画 の 目 的 の1つ は,「 国 際的 な情 報 交 換 に 寄 与 す る と共 に,ヨ ー ロ ッパ統 合 を促

進 す る 」とな っ て お り,特 に国 際 協 力 の分 野 で は,ECに お け る科 学 技 術 情 報 ネ

ッ トワー ク建 設 に対 し,西 ド イツ が イ ニ シ アチ ブ を取 るべ きこ と,そ の た めに必

要 なIuD計 画 とECの 計 画 の調 和 を 図 るこ とが強 調 され て い る。200に 近 い 既

存 の 情報 関係 の施 設 を16分 野 の セ ン タ ーに統 合 し,資 金 と労 働 の集 中 を 図 る と

共 に,国 際 的 な シ ス テ ム の利 用 に よ る情 報 処 理 に お け る効 率 化 を 図 るこ とに つ い

て は 前 に も述 べ たが,こ れ らの1分 野 で あ る保 健 ・医学 分野 で は,DIMDI(DaS

DeutscheIぬstitutefUrMedizinisheDokumentationundInformation

inK61n:連 邦 青年 家 庭 保健 省 の法 人 格 を持 たな い 連邦 外 郭 機 関)が,MEDLARS

に よ るオ ン ライ ン ・サ ー ビ ス を開 始 して お り,ベ ル ギ ー,オ ラ ン ダ,オ ース、トラ
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⑨

リアに も端 末 が伸 び て い る。DIMDIは,す で に 医学 分野 に お け る ヨ ー ロ ッパ ・

ネ ッ トワ ーク の中 心的 地 位 を確 保 して い る こ とか ら も,IuD計 画 で 見 るか ぎ り,

西 ドイ ツ はEURONETの 最 も強 力 な推 進 者 で あ る と言 えよ う。 な お,DIMDI

につ い て は,将 来 と も無 料 でサ ー ビス を行 うよ う指 導 し,財 政 的 援 助 を行 って い

きた い とし て い る。 とい うの は,も しDIMDIを 有 料 に した場 合,DIMDIの デ

ー タベ ー ス を利用 す る各 医療 セ ン ターに 予 算 を付 け る必 要 が あ るた め
,結 局DI

MDIに 一 括 予 算 、を付 け てお い た方 が便 利 だか らで あ る。EURONETは,ヨ ー ロッ

パ の郵 政 事 業 との調 和 を計 りつ つ,ア メ リカのTSSサ ー ビス の ヨ ー ロ ッパへ の

侵 出 に対 し,科 学技 術 情 報 の 流 通 とい う機 能 を通 じ て,ヨ ー ロ ッパ 独 自の ネ ッ ト

ワ ー クを形 成 す る とい うこ と,ま た,従 来,コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー クが コ ン

ピ ュ ー タ ・リ ソ ー スの シ ェ ア とい う'観点 か ら論 じ られ て い た のに 比 較 して,こ の

EURONETは,デ ー タ ベ ー ス の 共 同 利 用 とい う点 を強 調 して い る こ とが 注 目

され てい る。 将 来,こ の ネ ッ トワ ー クに は,約 百 種 類 の デ ー タベ ー スが 接続 され

る計 画 とな って い る。

な お,以 下 に現 在 西 ド ィッ がEURONETに 接 続 し よ うとし て い る デ ー タベ ー

ス に つ い て 述 べ た。

,2.EURONETに 接 続 さ れ る 西 ドイ ツ の デ ー タ ベ ー ス

(1)DIMDI/FIZ1(コ ロ ー ヌ)

生 物,ガ ン,毒 物 関 係 の デ ー タ ・バ ン ク,医 学 関 係 抄 録,IDIS(社 会 医 学)

CAB獣 医 イ ン デ ッ ク ス,国 際 薬 物 ア ブ ス ト ラ ク ト,病 院 の 事 務,MEDLINE,

心 理 学 に 関 す る ア ブ ス トラ ク ト,科 学 技 術 引 用 イ ン デ ッ ク ス(ASCAIV),

TOXLINE(毒 物),ス ポ ー ツ科 学

(2)IDC/FIZ3(フ ラ ン ク フ ル ト)

化 学 結 合 ア ブ ス ト ラ ク ト(CAC),化 学 ア ブ ス ト ラ ク ト項 目 イ ン デ ッ ク ス

(CASIA),化 学 業 界 記 録(CIN),IDC文 献 ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン, ,IDC

特 許 ドキ=メ ンテ ー シ ョン,DEC且EMA'ド キ ュ メ ンテ ーシ ョン,DECHEMA資 料
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デ ー タ,ド キ ュ メ ンテ ーシ ョ ン,プ ラ ステ ィ ッ ク とか ゴムお よび繊 維 等 に 関 す

る文 献 ドキ ュメ ン テ ー シ ョン,プ ロ セ ス ・エ ン ジ ニ ア リン グに関 す る文 献 ドキ

ュメ ンア ー シ ョン

(3)ZAED/FIZ4(カ ール ス ル ー)

天 文学 お よ び天体 物理 学 に 関 す る ア ブ ス トラ ク ト,概 要,エ ネ ル ギ ー ・デ ー

タベ ー ス,NTIS,原 子 核 の 研 究 技 術 デ ー タベ ース(IKK),INIS,INSPEC,

物 理 学,数 学 情 報 シ ステ ム(MIS),NSA,物 理 学 情 報 シス テ ム(PHIS)・ 自

然 科 学 デ ー タ情 報 シス テ ム,高 エ ネル ギ ー自然 科学 デ ー タベ ー ス(HEP),プ ラ

ズ マ物 理 学 イ ンデ ック ス,プ ラ ズマ 物 理学 技 術 イ ンデ ッ クス,平 面 お よ び真 空

物 理 学 イ ン デ ッ クス,ケ ン ブ リ ッジ結 晶 学 デ ー タ ・フ ァイ ル,原 子 核 構 造 評 価

デ ー タ ・フ ァ イル(ENS・DF),エ ネ ル ギ ー,物 理 学,数 学 に関 す る会議 予 定,

航 空 宇 宙 に 関 す る会議 レポ ー ト,研 究 所 に 関 す るデ ー タベ ース

な お,こ れ らの デ ー タベ ー ス を運 営 す るた め,ZAED/FIZ4で は ・連邦 政

府 よ り85%,州 政 府 よ り15%の 補助 を得 てい る。

(4)DOMA,ZDE/FIZ16(フ ラ ンク フル ト)

DOMA機 械 技 術 文 献 デ ー タベ ース,ZDE電 子 技 術 文 献 デ ー タベ ース ・DRE

電 子 技 術 デ ー タ ベ ース,概 要,INSPEC－ 電 子 技 術/コ ン ピュ ー タお よび コ

ン トロ ール(こ の デ ー タベ ー スは,業 界 団体 に よる もの で,政 府 か らの援 助 は

受 け て い ない)

(5)ZMD(フ ラ ン ク フル ト)

AGRIS,農 業科 学 文 献 デ ー タベ ー ス,食 品科 学技 術 ア ブ ス トラ ク ト,SDIM

ドイ ツ文 献詳 論 。(各 論,ZMDの 部 で詳 述)

吟

4

`

3.西 ドイ ツに お ける 情報 処理 振 興 政 策

西 ドイ ツ連 邦 政 府 で は,① コ ンピ ュ ー タ産 業界 に お け る研 究 開発 の 助 政,② 大

学 な ど教 育分 野 に お け る助 政,③ デ ー タ処 理 ア プ リケ ー シ ョンの 開発 促 進,④G

MD(数 理 計 画 研 究 所)の 助 政 の4項 目 を主 目的 として,1967年 以 来,情 報 処
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理 振 興 政 策 を行 っ て き た。 具 体 的 に は,こ の振 興施 策 は,第1次(1967年 ～70

年),第2次(1971年 ～75年),第3次(1976年 ～79年)と 長期 計画 で行

われ,そ れ ぞれ 予算 は,第1次 の3億5,300万 ドイ ツ ・マル ク,第2次 の18億

1,100万 ドイ ツ ・マ ル ク,第3次 の15億7,500万 ドイ ツ ・マ ル ク とな ってい る。

第1次 で は,ハ ー ドウ ェ ア を中 心 とす る技 術 援 助 と して,予 算 が投 入 され,Nix

dorfの 小 型 コ ン ピュ ー タ の面 で 成果 を得 た が,第2次 で は,要 員 の教 育,利 用 技

術 の開 発 を中心 に,予 算 が投 入 され 成果 を上 げ る こ とが で きた。 な お,第3次 計

画 の骨 子 とな っ て い る ものは 以 下 に 示 す もの で あ る。

・超 大型 コ ン ピ ュ ー タ を除 く全 ての 製造 分 野 に お い て,適 正 な競 争 環 境 を育 てて

い く。

。国 民 経 済 お よび 公 共部 門 の 領域 で 必要 と され るデ ー タ処 理 シ ステ ム や,関 連 装

置 を開 発,生 産,供 給 す る。

。デ ー タ処 理 と通 信技 術 な らび に その他 の情 報 関連 技 術 を有 機 的 に 結 合 で き るよ

う,必 要 な知 識 や 人 材 を最 大 限活 用 す る。

。 ミニ コ ン ピ ュー タや ター ミナル ・メ ー カが,迅 速 かつ 技 術 的 な多 様 性 に 即 応 し

た 市場 開拓 が で き るよ うバ ッ ク ア ップす る。

o汎 用 お よ び専 用 の マ イ ク ロ ・プ ロセ ッサ 市 場 で西 ドイ ツ企 業 が 適 切 な シ ェ アを

保 て る よ うに す る。

。中 大型 コ ン ピ ュ ー タ ・メ ーカが 抱 えて い る多 大 の 赤字 を解 消 させ る。

。 ミニ コ ン ピ ュー タ,周 辺 端 末 装置 お よ び汎用 ・専 用 マ イ ク ロ ・プ ロセ ッサ の 開

発 を強 化 拡 大 し,特 に 分 散 型 デ ー タ処理 や中 小 企 業 で の利 用 促進 を計 る。

o生 産 ライ ンの コ ンパ テ ィ ビリテ ィを保 障 す る西 ドイ ツ ・デ ー タ処理 機 器 メ ー カ

相 互 の 協 力 関係 を樹 立 し,汎 用 ミニ コ ンピ ュ ー タお よ び 大 型 コ ン ピ ュー タの 製

造 合 理 化 を促 進 す る。

。デ ー タ処理 シス テ ムの ア プ リケ ー シ ョン を公 共 分 野 に浸 透 させ,特 別 に専 門知

識 を必 要 と しな い装 置 や,プ ロ グ ラム を開発 す る こ とに よ って,新 規 に市 場 議

会 を開拓 す る。
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o西 ドイ ツに本 拠 を置 くメ ー カ と緊 密 な 連 絡 を保 ちな が ら,連 邦 政 府機 関 で現 在

保 有 してい る プ ロ グ ラム お よ び デ ー タの標 準 化 と新 基 準 の導 入 を推 進 し,業 界

の市場 競 争 力 を高 め る。

情報 処 理 振 興 施 策 の第3次 計 画 は,す で に1976年 の 開 始 以 来1年 以 上を経 過

したが,現 在 着 々 とそ の 所 期 の 目的 を達 成 す べ く努 力 して お り,今 ま で の所 大 し

た変 更 もな く順 調 に進 ん で い る と の こ とで あ る。

西 ドイ ツ連 邦 政 府 では,こ の よ うに,情 報 処 理 に関 す る財 政 的援 助 を行 い 振興

策 を構 じ てい る もの の,海 外 か らの 進 出に 対 して は別 に 対 応 策 を構 じ ない で 競争

の原 理 を重 ん じて い る。 した が っ て,官 庁 関係 の コ ン ピュ ー タ導 入 につ い て も.

相 当数 の外 国機 が 設 置 され て お り,特 に 大型 機 に つ い て はIBMが 圧 倒 的強 さ を

示 して い る。 一 方,コ ン ピュー タ ・サ ービス につ い て は,現 在,ア メ リカ の

Lockheed社 がDIALOGシ ス テ ム とい うデ ー タ ・サ ー ビスの 名 の下 に西 ドィッ市

場 に 入 ろ うと して い る。 西 ドイ ツ政 府 で は,こ れ を阻 止 す る何 の理 由 を持 た な い

が,通 常 の3分 の1と い うダ ンピ ン グ ・プ ライス に よ っ て い る た め,将 来 コ ン ピ

ュ ータ ・サ ー ビス分 野 に乗 り出 し,西 ドィ ッ市 場 を混 乱 に落 し 入れ る ので は ない

か と危 惧 して い る。 した が って,業 界 か らの 不 満 と政府 とし て の施 策 を ど う調 整

す るか が,西 ドィ ッ連邦 政 府 の これ か らの課 題 とな って い る。

4

5
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2.10環 境 に関 す る法律 用 デ ー タバ ン ク作成 を推進 す る1UCN

θ

●

調 査 先;

所 在 地;

調査 期 日;

面 接 者;

調 査 員;

InternationalUnionforConserVationNatureund

NaturalResources

-EnvironmentalLawCenter-

214Adenauerallee,5300Bonn,

FedralRepiiblicofGermany

1977年11月15日

Mrs.F.Burhenne-Guilmin(LegalOfficer)

Mr.HirshiNashimoto

梧 沢,山 鳥

ご

b

1.概 要 お よ び所 感

西 ドイ ツ ・ボ ンの 郊外 に あ る環 境 法 律 セ ン タ ーELC(EnvironmentalLaw

Center)は,自 然 と 自然 資源 を保 護 す るた め の国 際組 織,IUCN(Internation

alUnionforConservationNatureandNaturalResources)に 加 盟 して

い る西 ドイツの 組織 で あ る。 このIUCNは,1948年 にUNESCOと フランス政

府 の 間で 行 われ た フ ォ ンテ ー プ ロ ー会 議 に お いて発 足 したが,そ の 後,1956年

に 現 在 の 正 式 名 とな った 。 メ ンバ ー は,政 府,関 係 者庁,協 会 等66カ 国に及 ん

で お り,そ の 他8国 際機 関 もこれ に加 盟 して い る。 この 目 的 と して い る所 は,全

ゆ る動植 物,土 地,風 物 等 の 自然 とか 自然 資 源 の保 護,管 理 を行 うた め,国 際 的

に協 力 を行 お う とす る もので あ る。 この た め,こ れ ら自然 資 源 に 関 す る記 録,写

真,資 料等 の セ ン ターが 運 営 され て い る。 総 会 は3年 に一 度,全 メ ンバ ーの 代 表

者 の参 加 の下 に 行 われ,ま た 幹 事 会 が年 に2度 開 催 され て い る。 このIUCNに 係

る全 ての 資 金 は,メ ンバ ー とな っ て い る各 国 の負 担 が その 大 半 を 占 め て い るが,

そ の他 寄 付金,出 版 物 の 販 売 な どに よっ て 得 た利 益 な ど もそれ に 当て られ る。
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今 回 訪 問 した 環 境 法 律 セ ンタ ーは,IUCNの 目的 の 一 環 と して,現 在,全 世 界

130カ 国 に お け る環 境 に関 す る法 律 を20の 分 類 に 分 け,IUCNの 国 際用 語であ

るイ ギ リス ・ドィッ ・フ ラン ス語 で デ ー タベ ースが 作 成 され て い る。 したが っ て

ユ ーザは イ ギ リス ・ ドイ ツ ・フ ランス3カ 国 に よ るキ ー ワ ー ド,キ ー コ ンセ プ ト

に よっ て,デ ー タベ ース に ア クセ ス し,即 時 に 各 国 の環 境 に 関 す る規 制 状 況,判

例 等 の情 報 を得 る こ とが で きる。 コ ン ピ ュー タ ・シス テム は現 在,デ ュセ ル ドル

フに あ るIBMの コ ン ピ ュー タ ・セ ン タ ーに 設置 され て い るIBMの もの を使 用

してい るが,こ れ はIBMのDPMAが 今 日の プ ロ ジェ ク トに 適 して い る こ とが,

IBMを 選 ん だ理 由 と な って い る。 一 方,ボ ンに あ るELCに は タ ー ミナ ル が設

置 され て い て,オ ン ラ イ ンで デ ュ ッセ ル ドル フのIBMセ ン ターに あ る デ ー タベ

ース に ア ク セス で き る。

な お,現 在 イ ン プ ッ トされ て い る情 報 は,各 国 の環 境 に 関す る法 律 が1万6千

件,判 例 が2万 件 とな っ てい る。 現在,多 くの 国 で は こ う いっ た判 例 とか法 律,

条 令に つ い て コ ン ピュ ー タを利用 す べ く努 力 して い るが,犯 罪 学 に係 る法 律,特

に判 例 は 莫 大 な ボ リ ュ ームに 達 す るた め,イ ン プ ッ トお よ び ア ップデ ー トに 未 だ

多 くの 問題 が残 され て い る。 しか し,今 回のIUCNに よ る環境 法 の デ ー タベ ース

は,各 国 と も比 較 的 新 しい法 律 で あ る上,判 例 も未 だ 多 くな く・最 初 の時 点 で 完

全 な コン ピ ュ ー タ化 の デザ インを行 って お く こ とは,今 後 の ア ップデ ー ト,メ ン

テ ンスか ら見 て も極 め て 有 意 義 であ る。

現 在19名 の ス タ ッ フが 同 セ ン ターの 業務 に 従 事 して い るが,こ の うち約14

名 は法律 の 専 門家 で あ る。 ま た この うち の1名 は 日 本 人 であ り・ わ が 国 の国立 公

害 研究 所 か ら,わ が 国 の環 境 法 に つ い ての イ ン デ ッ クス とか,キ ー ・コン セ プ ト

の 作 成 の ために 派 遣 され て い る。 年 間 予 算 は約50万 ドイ ツ ・マ ル クで ・ これ は

IUCNか ら直 接 出 て い る。

現 在 各 国 で は,公 害 等 の 問 題 を含 め環 境 に 関 す る意 識 が 非 常 に 高 くな っ て きて

い るこ とか ら,環 境 法 の整 備 が 急 速 に要 求 され て い る。 この 点 か らも・ELCに

よ る各 国の 環 境 法,法 令 の デ ー タ ベー ス の整 備 は極 め て有 意 義 で あ る。
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2.詳 論

環 境 法律 情 報 シス テ ム,ELIS(TheEnvironmentalLawInformation

System)は,IBMの ユ ー テ ィ リテ ィ,情 報検 索 シ ス テ ムSTAIRS(IBM

StorageandlnformationRetrievalSystem)を ベ ース に し た もので,最

近 オ ペ レ ーシ ョンに 入 った 。 ホ ス トは,ボ ンか ら数10km離 れ た所 に あ るデ ュ ッ

セ ル ドル フに あ るIBMセ ン タ ーの もの で,環 境 法 律 セ ン タ ー(ELC)に 設 置 し

た タ ー ミナル か らオ ン ラ イ ンで使 用 す る ことが で き る。ELISは,二 国間 お よ び

多 国 間 の条約 等 を含 む法 律,判 例,文 書 等 に適 応 で き る システ ム で あ るが,現 在

の州 法 律,判 例 等 の イ ン プ ッ トが中 心 に行 われ て い る。 イ ン プ ッ トは,IUCNで

開 発 した 多 国語 に使 用 で き る シ ソ ー ラス を用 いて 英 語 に よ るキ ー ワー ド,キ ー コ

ンセ プ トを作 成 す る こと に よ っ て行 って い る。 た だ し,完 全 な イ ンデ ックス作 り

で は,こ れ らの キ ー ワ ー ド,キ ー コ ンセ プ トは,英 語,フ ラ ン ス語,ド イ ツ語 の

3カ 国 を使用 して い るた め,ユ ーザ は この3カ 国 に よる検 索 が 可 能 と な る。

ELISで 用 い て い る分類 は,大 き く分 け ると以下 に 示 す5つ の主 な グル ー プ に

分 け る こ とが で き る。

(1)IUCNソ ース ・ドキ ュ メ ン トの完 全 に内 部 的な もの お よ び,コ ー ド化 プ ロ

セ スに 関 す る内部 の ドキ ュ メン テ ーシ ョン

② 出版 され て い る ドキ ュ メ ン トを完 全 に参 照 で き る書誌 デ ー タ

(3)ア ブ ス トラ ク ト

(4)ド キ ュ メ ン トに使 用 す る基 準 とか ハ ー ド ・デー タ ・セ ッ ト

(5)IUCNシ ソ ー ラスに 関連 して キ ー ワ ー ドお よび キ ー コ ンセ プ トに 利用 す る

テキ ス トをセ ク シ ョン毎 に 分 類 す る た めの記 録

現 在,ELCで は ドキ ュメ ン ト室 で1万6千 件 の法 律 条 文 に つ い て コ ー ド化 作

業 に従 事 して お り,も う間 もな く一般 の サ ー ビス に供 す る こ とが で き る と して い

る。 コー ド化,い わ ゆ る法 律 の戸 籍 作 りは,環 境 に 関 す る法律 を,大 気 汚 染 とか

海 水 汚 染 とい った よ うに19の カテ ゴ リーに分 類 し,各 国 の地域 毎 の番 号 を付 け

て後 に示 した 環 境法 の コー ド化 の 方 法 で 行 な われ て い る 。
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重 複 した条 文 とか落 ち こ ぼれ 等 につ い て ど うす る か,今 後 の運 用 につ い て は ど

うす るか とい っ た問 題 点 は残 され て い るが,・徐 々に これ らを解決 し てい きた い と

して い る。

将 来の 計画 につ いて は,定 期 的 に新 しい法 律 を ア ップ デ ー トして い くこ と,法

律 の 条 文に つ い て の ク ロ ス ・リ ファ レ ンス,オ ン ラ イ ンに よ るユ ーザ のサ ー ビス

の実施 な ど を挙 げ て い る。

●

ぷ
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図1:環 境 法 の コ ー ド化 の 方 法

ド キ ュ メ ン ト番 号

DOCINTERN

ODOマ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ 番 号

OGO重 複 チ ェ ッ ク ・コ ー ド

OPOコ ー ド化 の 日 付

OSOコ ー ド化 の 行 っ た 者

OVOア ッ プ デ ー ト

OYOア ッ プ デ ー トを行 っ た 者

CLASS-NR

O10ク ラ ス 番 号

SUBJECT・"

040サ プ ジ・エ ク ト ・コ ー ド

041サ ブ ジ ェ ク ト

070管 区

DOC-TYPE

lA1ド キ ュ メ ン ト ・タイ プ(ORIG)

1D1ド キ ュメ ン ト ・タイ プ(ENGL)

1G1ド キ ュ メ ン ト ・タイ プ ・コ ー ド

1Jlボ リ ュ ー ム(セ ク シ ョ ン)

1Ml効 力 を持 つ ポ リ=L-一 ム(セ ク シ ョ ン)

lP1ボ リ ュ ー ム(ペ ー ジ)

1Q1効 力 を持 つ ボ リ ュ ー ム

LANGUAGE

lSl言 語(オ リ ジ ナ ル)

1Vl言 語(翻 訳)
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DOCSDATA

1Yl
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裁 判所 のシー ト
裁判所 の関連部門
施行例
翻訳 者名
監修者 名
編集者名
著者 の所 属す る機 関
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REP-DATE
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2.11行 政所管の横割機能 を果すBMST

調 査 先;

所 在 地;

調査 期 日;

面 接 者;

調 査 員;

BureallNationalde1'InformationScientifiqueet

Technique

8-10,rueCrillion

75194.ParisCedexO4France

1977年11月16日

Mr.SergeChambaud(ServiceTechnique)

柑 沢,山 鳥

8

1.概 要 お よ び 所 感

フ ラ ン ス政 府 の産 業 研 究 省(Minist6rede1'IndustrieetdelaComm－

ノ
erceetdeIArtistant)に 所 属 す るBNIST(BureanNationalde1'In-

formati・nScientifiqueetTechnique;国 立 科 学 技 術 情 報 局)は,1973

年3月 に,情 報 処 理 振 興 の 一 環 と して,フ ラ ンス に お け る情 報 政 策 の 立 案,調 整,

推 進 機 関 と し て 設 立 され た 。

ヨ ー ロ ッパ に お い て は,政 府 に お け る 省 庁 間 の 横 の 連 絡 とか 協 調 性 に 欠 け る点

が し ば しば 指 摘 され る が,BNISTは,産 業 研 究 省,大 蔵 省(Minist6redes

EconomiesetdesFinemces),外 務 省(Minist6redesAffairesEtran-

g6res),文 部 省 大 学 庁(Secr6tariatd'EtatanxUniversit6s),国 防 省

(Mini8t6redesArm6es)の5省 庁 の 協 力 の 下 に 設 立 され た た め,省 閥 か ら超

越 し て 機 能 す る こ とが で き る特 徴 を 持 っ て い る。

ま た ・ 研 究 開 発 予 算 と し て 年 間 約1,300万 フ ラ ン(1977年)が 用 意 され,

BNI'ST内 の 評 議 会 に お い て 認 め られ た プ ロ ジ ェ ク トに 対 し助 成 金 が 与 え られ る 。

この た め 各 界 か ら協 力 を得 る こ とが 容 易 に な り,調 整 機 能 が 円 滑 に 発 揮 で き る 。

さ らに,国 際 的 に はEURONETを は じ め 国 際 的 な 情 報 ネ ッ トワ ー ク の フ ラ ン ス の
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窓 口 とし ての役 割 を遂 行 して い る こ と もあ っ て,情 報 政 策 をバ ッ クに した 国際協

力 の方 向 性 が 明 確 に な り,ナ シ ョ ナ ル ・ニ ーズ に沿 っ た 国 際協 力 活動 が積 極 的 に

推 進 で き る。

BNISTの も う一 方 の 目的で あ る,農 業,化 学,生 物 医 学 等 の 各種 分 野 に お け

る専 門情 報 セ ン タ ーを有 機 的に 連 携 させ る こ とに よ る フ ラ ンス全 体 の コ ンピ ュー

タに よ る ネ ッ トワ ー ク化 は,首 都 パ リに 集 中 す る情 報 文 化 を地 方 へ も平均 的に 分

散 化 し,フ ラ ンス全 体 と して の 社会 経 済 の発 展 を期 した 情報 計 画 を推進 す る こ と

を可能 に して い る。

い ずれ に しろ,BNISTが1974年 よ り実 質 的機 能 を開 始 してか ら日 は浅 い な

が ら,活 溌 に活 動 して お り,年 間予 算 も着 々 と増 加 して きて い る こ とは,一 貫 し

た 国家 的要 請 もさ りな が ら,全 て の 大 プ ロ ジ ェ ク トの ベ ース とな る情報 を極 めて

重要 視 し,こ れ らの情 報 の 収 集,整 備,分 配 の た めに 各 省 庁 が積 極 的に 協 力 して

い る こ とは 賞 讃 に 価 す る。

2.詳 論

BNISTの 構 成 は,前 述 の5省 庁,産 業研究省,大 蔵省,外 務省,支 部省 大学

庁,国 防 省 か ら各1名 派 遣 され た 代表 者 お よび科 学 技 術 関 係 の 専門 家1名 の6名

か らな る理 事 会 と,そ の 下に ミッ シ ェル氏(JacquesMighel)を 長 とす る事 務

局 か ら成 って い る。

BNISTは 科 学 技 術 情 報 活 動 を奨 励 す るた め に,公 共機 関 や民 間機 関 に 対 して

契 約 に基 づ く基 金 を支給 して い る。 ま た,科 学技 術 情報 の 国家 的 ネ ッ トワ ー ク と

して,原 子 力,化 学,繊 維,エ ネル ギ ー,電 気,金 属,農 学,海 洋,生 物 医 学,

環 境 等 の 専 門 セ ン タ ー間の調 整 を行 い,総 合 的 な情 報 活 動 の利 用 に積 極 的 に取 り

組 ん で い る。 こ のBNISTで 推 進 して い る専 門 情 報 機 関 を次表 に示 した。BNIST

の年 間 予算 は,1976年 は 約950万 フラ ン,1977年 に は約1,300万 フ ランに

達 して い るが,そ の 内 訳 は以 下 に示 す とお りで あ る。

e



虜

(1)各 種情報資金 構成 費

運営費

2

3

4

5

6

7

8

9

情報の 自動化

図書関係

情 報処 理(オ ン ラ イ ン)

200万F

240万F

94万F

70万F

練

進

係

訓

行

蒙

関

・

啓

際

育

及

促

国

教

刊

普

80万F

80万F

20万F

25万F

56万F

77万F

(1976年 予 算) 計 942万F

以 上 の項 目に つ いて以 下 に その概 要 を示 した。

(1)BNISTで は,農 業,鉄 鋼,化 学,医 学 等 あ らゆ る分 野 に 関連 す る文 献,図

書 を購 入 し,ユ ーザ,特 に 中小 企 業 に対 す る情 報 サ ー ビス を 実 施 し て い る。 特

に,地 域 情 報 サ ー ビス と して のARISTは,ナ ン ト,ツ ー ルー ズ,リ ヨ ンの3

地 区 に サ ー ビス 局 を 設置 し,サ ー ビス を行 って い る。 さ らに,今 年 度,ア ル サ

ッ ク ・ロ ー レンお よ び マ シ フ ・セ ン トラル の2局 が 開 設 され た。 農 業 お よび 食

品 業 分 野 に お いて,BNISTはINRA(国 立 農 耕 学研 究 所)図 書 施 設(動 物 学,

植物 薬 学,気 候風 土 学,消 化 生 理 学 等)の 完 備 を,Agris1シ ステ ムの フラン

スの責 任分 担 の 一 環 と して 行 うよ う努 力 した 。

(2)BNISTで は,各 種 図 書 文 献 の購 入 とこれ らの 情報 の 自動 検 索 処理 の た めの

変換 作 業 を行 って い る。 これ らの情 報 はω で も述 べ た中 小 企 業 ユ ー ザ に サ ー ビ

ス す るの を主 目的 と して い るが,リ フ ェ ラル ・サ ー ビス と して の この サ ー ビス

はSOS-DOC(Serviced'OrientationverslesSources,d'Informa-

tionetdeDocumentationScientifiqueetTechnique)サ ー ビス と呼

ばれ,月 間350か ら400の 問 い 合 わせ が あ る。

(3)コ ン ピ ュー タに よ る文 献検 索 サ ー ビス(RIB)に 対 しBNISTは 援 助 を行 っ
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て い るが,こ の中 には 本 の カ タ ロ グ ・シス テ ム(CAPAR)と か定 期 刊 行 物

(AGADシ ス テ ム)な どが含 まれ て い る。 図 書 関係 の 主 目 的 は,ユ ーザ の 要求

に 適 応 した形 で 即 時 に サ ー ビス で き る よ う,ド キ ュメ ンテ ー シ ョ ン類 の 自動 化

を行 うこ とに あ る。 な お,こ の(3)の 分 野 は,し ば しば(2)と も密接 な関 連 が あ る。

(4)オ ン ライ ン をベ ース とした 情 報 処理 関係 に 対 し,BNISTで は援 助 を行 って

い る。特 にIRIAが 開 発 し た ネ ッ トワ ー ク,CYCLADES(将 来 この ネ ッ トワ

ークはTRANSPACに 置 き換 え られ る)に 対 す る援 助 とかEURONETの 窓 口 と

しての役 割 等,こ の 分 野に お い て積 極 的 に活 動 し て い る。

この他 国立 テ レ コ ミ ュニケ ー シ ョン研 究所,CNET(CentreNational

d'EtudesdesT616co㎜unications),国 立 科 学 研 究 セ ン タ ー,CNET

(CentreNationalScientificResearchCentre)に 対 して も助 成 が行

わ れ て い る。

また,オ ン ラ イ ン情 報 検 索 用 ソ フ トウェ ア ・シ ス テ ムに 関連 す るMISTRAL

(M6morisationd'InformatiueS61ection,TraitementetRecherche

Automatique)の 開 発 に関 して,CII-HBに 対 す る援 助 を行 っ てい るが,こ

の シス テ ムは,CYCL,ADESネ ッ トワー ク を通 じて,ヨ ー ロ ッパ宇 宙 航 空 局,

ESA(EuropernSpaceAgency)の コン ピ ュー タで 利用 され て い る・

(5)ド キ ュ メ ンテ ー シ ョ ン関係 の整 備 と自動 化 がBNIST設 立 の 主 目的 の1つ で

あ る だけ に,図 書 関 係 の 情報 処理 に は 非常 に力 を入 れ て お り・中 で もフ ラ ン ス

の図書 協 会 の コ ン ピ ュ ー タ化 に対 して は相 当 の 援助 を行 っ て い る。 その 他,ミ

ニ コ ン ピ ュー タの発 展 と,図 書 関 係 の近 代 化 に も努 力 して い る。

(6)BNISTで は,国 際 活 動 を行 うた めEURONETの 窓 口 として のCEE(CID

ST),UNESCO,FAO,ICSU/AB,OECDに 対 し,専 門家 を派 遣 す る とか,

BNIST自 体 が 参 画 す る な ど積 極 的 に取 り組 ん で い る。また ・2国 間 協力 とし

て,ア ラ ブ諸 国 あ る いは西 ア フ リカ諸 国等 と密 接 な連 絡 を とって い る。

(7)ユ ー ザ とか メ ー カの要 員 に対 す る再 教 育,発 展 途 上 国に対 す る教 育 ・訓 練 を

行 って い る が,こ の 分 野 で は,特 に ドキ ュメ ンテ ーシ ョ ンに 関す る教 育 に力 を
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入れ てい る。 例 え ば,BNISTで は1976年 以 来,大 学 卒 業 者に 対 す る短期 の

ドキ ュメ ンテ ー シ ョン関 係 の専 門家 を育 成 す る た め の コー ス を設 け て い る。

(8)BNISTで は,1976年 以 来 ワーキ ン グ ・グ ル ー プ を設 け,科 学 技 術関 係 の

文 献,定 期 刊 行 物 の発 行 を行 っ てい る。

(9)科 学 技 術 の普 及 啓 蒙,一 般 大衆 に対 す る認 識 を深 め るた め,ワ ーキ ン グ ・グ

ル ープ を設 け 積極 的 な活 動 を展 開 し て い るが,こ の 活動 に は 以 下 の ものが あ る。

*科 学 コ ミュ ニ テ ィに 関 す るプ ロ ジ ェ ク ト:

一セ ミナ ー ,会 議,討 論 会 等 の ア レ ンジ

*メ デ ィア分 野 に対 す る活 動

一科 学 技 術 文 献 編 集 者に 対 す る教 育

一科 学 技 術 関 係 フ ィ ル ムに 関 す る プ ロ グ ラム

ー一般 文献等 の 発 行

*科 学 技 術 に 関 す る博 物 館 等 に 対 す る活 動

*科 学 技 術 に 関 す る若 人 の 集 ま り等 へ の援 助

一工 業 研 究省 後 援 の子 供 展 示 会 等 へ の参加

最 後 に,表1にBNISTが 推進 して い る専 門 情 報 機 関 名 を,ま た 表2に1977

年 第1四 半 期 に お け るBNISTの 受 注 業 務 の 内容 に つ いて そ れ ぞれ 示 した。

●

3.参 考 資 料

・フ ラ ン ス に お け る科 学 技 術 情 報 サ ー ビス 活 動 の 進 展 状 況 と 日 本 と の 対 比

(情 報 管 理Vol.19,Ma3)

・Bulletind'Information

(nO1/1977)
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表1:BNISTで 推 進 して い る専 門 機 関

%セ クター 中 心 的 実 務 機 関 R&D(助 成)テ ーマ

1原 子 力 AFDIN(原 子 力 情報 ・ドクメ ンテ ーシ ョン協会) INIS

BREVATOM(原 子力 分野特 許情報 セ ンター)

CEDOCAR(軍 事 ドク メ ン テ ー シ ョンセ ン ター)

2化 学 AFDAC(化 学 自動 ドクメ ンテーシ ョン協会)

CNIC(国 立 化学 情報 セ ンタ ー)

PRETEXTII

{TYMSHARE
ARDIC(化 学情報科学研究開発協会) DARCシ ステ ム

3繊 維 ITF(フ ラ ンス繊維研 究所) TITUS2,3

4エ ネルギー ㎝RS暗 記::瓢 蒜 、
言 語 シ ソ ー ラ ス

s 録の 自動翻訳
IFC(フ ラ ンス燃 焼研究 所)

5電 気 Soci6t6Merlin-G6rin '
SEER(Soci6t6desElectricien,"う

SDI(CNRS)

電 気 ・電 子 ド クメ ン ・ネ ッ トワー ク

ELDOCグ ル ープ(CNRS,CNET,SGCE,EDF,

Thompson-CSFMcrlin<}6rlin)

6金 属 METAI.DOCグ ル ープ

CNRS 金 属 ド ク メ ン ・ネ ッ トワ ー ク

CDS(鉄 鋼 ドク メ ンテ ーシ ョン セ ン ター) SPIM(金 属 情 報 ・ドクメンシステム)

CETIM(機 械 ド ク メ ス セ ン タ ー) TITUS3応 用

CETIF(鋳 物 〃) CNRSSDIMシ ソ ー ラス

IS(溶 接)

7農 学 CNRS農 林 省 ドクメンテーシ ョンサー ビス

INRA(国 立農耕学研究所) AGRIDOCネ ットワーク

GERDAT(熱 帯 農業研究 開発 グル ープ) `AGRIS参 加)

CNEEMA(国 立 農業機械実験研 究セ ンター)

CDIUPA(農 産 物利 用工業 ドクメン・センター)

8海 洋 BNDO(国 立 海洋 デ ータ局) MISTRALシ ステム応用

CNEX【)(国 立 海洋開発 センタ ー) デ ー タ セ ン タ ー

9生 物医学 INSERM MEDLARS,MEDLINE

CNRS CNRS-MEDLARSの ダブリ検討

BIAM(薬 物 自動化情報局)
〈
Hgpit・lN・ ・ker

InstitutGustave-Roussy

10環 境 AFEE(AssociationFrancaiscspour

1'E'tudedesEaux)

国連環境計画

ECのCIDSTと 協 力

(出 典 情報管理Vol.20ffal)
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表2:1977年 第1四 半 期 に おけ るBNISTの 受注 業 務 内 容

プ ロ ジ ェ ク ト 内 容 依 頼 主 期 間 金 額

汎 用 ミニ コ ン文 献 ・多 種 の 言 語 ,文 書 フ ォー マ ッ トに 適 合 す る シス テ ア ン ジ ェ ニ リ ー ・イ ン フ 12ケ 月 250,000フ ラン

検 索 シス テ ムの 開発 ム を開発 す る。
オーマテ ィック社

研究 ・複 数 言 語 シ ソ ー ラス の概 念 を取 り入れ て シス テ ム
(Ing6nierie

を イ ン プ リ メ ン トす る。 Informatic)
・技 術 レポ ー トを提 出 し,シ ス テ ム の商 品 化 に協 力

す る。

SEMS社 のMITRA ・基 礎 研 究:外 部 イ ン タ フ ェ ー ス
,フ ァ イル 構 造, TITN社 8ケ月 250,000フ ラン

125ミ ニ コ ン向 け の アル ゴ リズ ムの研 究

SDIシ ステムの研 究 ・シ ステ ム設計:上 記 の 成 果 を もとに プ ロ グ ラム構

開発 造,チ ェイ ン構 造 を検 討
・プ ロ グ ラ ミン グ と テ ス ト

・実 際 の フ ァ イル を使 った シス テ ムの 実 働 テ ス ト

Cycl凪e-ESAの ・TICE変 換 イ ン タ フ ェ ー ス を 使 っ てRECONシ ス
CAP-SOGETI社 ? 23,418フ ラ ン

変 換 イ ン タ フ ェ ース テ ムの 利用 統 計 を と る。

TICEの 改 良
・

変換検索 システム
・シ ソ ー ラ ンス ,自 動 索 引機 能 の研 究 フ ラ ン ス ・ ドキ ュ メ 12ケ 月 180,000フ ラン

MISTRALの 機 能 改 ンテーション協 会

善(完 全 な テキ ス ト

を効率良 く処理 で き

る よ うに す る。)
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プ ロ ジ ェ ク ト 内 容 依 頼 主 期 間 金 額

Soudageシ ソー ラス

に お け る複 数 言 語 シ

ス テ ムの 開発

溶接協会 9ケ月 50,000フ ラン

TITUS皿 システム の

英 語,独 語 自動 翻 訳

シス テ ム の開発

・英 語,独 語 生 成 文 法 モ ジ ュ ールの分 析

・FORTRANに よ る シ ス テム の プ ロ グ ラ ミン グ

フランス繊維 協会 12ケ 月 150,000フ ラン

ヨー ロ ッパ宇 宙 航 空

局(ASE),宇 宙航 空

文 献 サ ービス(SDS)

デ ー タベ ースの フ ラ

ンス にお け る普 及活

動

・潜 在 ユ ーザ の調 査

・ユ ー ザ ・グル ー プの編 成

・ユ ーザ に対 す る技 術 援 助

フランス

技術調査協会

7ケ月 50,000フ ラン

フ ラ ン スエ ネル ギ ー

燃 料協 会(IFCE)の

文 献情 報 サ ー ビス活

動 の 援助

・汚染,暖 房,太 陽熱等に 関す る研究資料の流布活

動 を援助 す る。

フランスエネルギー

燃 料 協 会

(IFCE)

12ケ 月 50,000フ ラン

仏におけ る情報科学

の基 礎研究,応 用 研

究の 目録作 成

・これ ま で の研 究 成 果 の 目録 を作成 す る。 ギ ュ ス タ ブ ・ル シ ー

協 会

(Gllstave-

R・ussy)

10ケ 月 48,000フ ラン

与
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プ ロ ジ ェ ク ト 内 容 依 頼 主 期 間 金 額

仏の科学技術関係の フラ ンス ・エ クスパ ンジ 3ケ月 222,000フ ラン

定期刊行物 に関 す る ユン社

フ ァイル の作 成 (France

Expansi・n)

ナ ン ト地 区に おけ る ロワール地庁 12ケ 月 150,000フ ラン

科学技術情報 サ ービ 商工会議所
スの実験的試 み

科学技術情報 の普及, フランス国書文献協会 12ケ 月 150,000フ ラン

情 報 ス ペzシ ャ リス ト

の養 成,情 報 ユ ーザ

の養成に関する活動

1965年 か ら1975年 ボル ドー(皿)大 与 9ケ月 10,000フ ラン

までに発行 され た 日

刊(ま たは週刊)新

聞 の科 学技術情報の

分析比較



2.12土 木 ・建 築 関 係 の ユ ニ ー ク な デ ー タベ ー ス ・

サ ー ビス を 行 うCATED

調 査 先;

所 在 地;

調査 期 日;

面 接 者;

調 査 員;

Centred'AssistanceTechniqueetdeDocumentation

14th,RueLaperustParis16th,France

1977年11月16日

Mr.Ravinet

楯 沢,山 鳥

1.概 要 およ び所 感

CATED(Centred'AssistanceTechniqueetdeDocumentation)は フ

ラ ンス の 土木 連 盟 に所 属 す る建 築 技 術 援 助 ・ドキ ュ メ ンテ ー シ ョ ン ・セ ンタ ー で

あ る。CATEDは 同 連 盟 に加 盟 す る土 木 建築 業 者 に対 す るARIANE(Arrange-

mentReticu1'edesInformationpour1'ApprochedesNotionspar

leurEnvironnement)シ ス テム と名 付 け られ た 建築 関係 の あ らゆ る情 報 に 関す

る デ ータベ ース ・サ ー ビ ス を実 施 して い る。 またCATEDで は,こ の他 建 築 土 木

関係 の現 場 もし くは オ フ ィス内 で の援 助,規 則 に準 じて 作 業が 実施 され て い るか

の チ ェ ッ ク,左 官 コー ス等 の地 方 単 位(ギ ール,リ ヨ ン等)で の 教 育 訓練,雑 誌,

カ タロ グ類 等 刊 行 物 の発 行,各 国 の 専 門 土木 建 築 連 盟 との交 流 等 積 極 的 な活 動 を

展 開 して い る。

CATEDが 行 って い る事 業 の中 で も,特 にARIANEサ ー ビ ス は全 世 界 の 大手

7,000社 の建 築 器 材 メ ー カの70,000種 類 の 製 品 と,こ れ に関 す る200.OOO件

の技 術 開連 情 報 を持 つ 大 規 模 な デ ー タベ ースで,こ の 中 に は,日 本 の本 田技 研 の

芝 刈機 な ど も含 まれ て い る。 ま た,土 木建 築 関 係 の規 則,例 えば防 火,防 災,教

育 関係 施 設 の 壁 の厚 さ,部 屋 の 明 る さな ど も格 納 され て お り,業 者 か らの問 い合

わ せ に 対 す るサ ー ビス を 実施 し て い る。 現 在,サ ー ビス は パ リ市 内 のCATED内
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タ

にあ るHOSTコ ン ピュ ー タ と リール,リ ヨ ン,マ ルセ ーユ,ス トラ ス プル グ,ツ

ール ー ズ
,ナ ン トの6地 区 に設 置 され た ヴ ィ デオ ・デ ィス プ レイ をベ ー ス とした

タ ー ミナ ル を通 じて行 わ れ て い るが,CATEDのHOSTは,ま たCYCLADESネ

ッ トワ ー ク(将 来TRANSPACに 移行)の1ノ ー ドと もな っ て お り,さ らに将 来

EURONETと も接 続 され る。

現 在,CATEDで は約100人 の ス タ ッ フが約6,000の カ ス トマ ー の年 間約4

万件 の問 い 合 わせ に対 し,デ ィス プ レイか らの アウ トプ ッ トを ベ ース と して,電

話 に よる回 答 サ ー ビス を行 っ て い る。 イ ン プ ッ ト ・デ ー タは メ ー カの製 品案 内 を

もとにCATEDの ス タ ッフが イ ンプ ッ ト用 に 作 成 し,そ の結 果 を メ ー カに送 付 し

チ ェ ッ クを受 け た後,イ ン プ ッ トす る ステ ップ を経 て い る た め非 常 に精 度 の 高 い

デ ー タとな って い る。 現 在,製 品数 は 増 加 中 で あ り,ま た規 制 関 連 の デ ー タ も着

々 とア ップ ・デ ー トされ て い るた め,業 者 に対 す る き めの 細 か い サ ー ビス が 実施

され るこ とに な ろ う。

一 方 ,業 者 か らは,製 品 の評 価 に つ い て の情 報 を提 供 して欲 しい 旨 要求 が あ り,

第3者 機 関 と して,い か に この 情報 を取 り扱 うか は今 後 の課 題 で あ る。 また,当

初 は,タ ー ミナル数 もフ ラ ン ス内 に20以 上 設 置 し,完 全 に オ ン ライ ンでサ ー ビ

スす る計 画 で あ っ たが,問 い 合 わせ 数 が 当 初 の予 定 よ り少 な か っ た こ と もあ っ て,

電 話 に よ るサ ー ビス とな っ て い る。 今 後 は,問 い合 わせ 数 の増 加 に 伴 っ て,タ ー

ミナ ル数 を増 加 し,ユ ーザ に 直 接 設 置 して完 全 にオ ン ライ ン で サ ー ビス を行 うと

か,全 情 報 を マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュに す るな どの計 画 を持 って い る。 現 在BNIST

か らの援 助 と,連 盟 か らの補 助 に 依 存 して い る所 が 大 で あ るが,今 後 は カ タ ロ グ

販 売等 に よ って 研究 開 発 費 に 当 て た い と して い る。

ヨ ー ロ ッパ で も,こ の 種 の サ ー ビスは極 めて ユ ニ ークで あ り,EURONETを

通 じて 他 のEC諸 国 へ の サ ー ビスが期 待 され て い る。 他 国語 へ の 翻 訳,特 に規 制

関係 の情 報 は 各 国 に よ って 異 な るな どの問 題 は 残 され て い る もの の,CATEDで

開発 され た技 術 は そ のま ま生 か す こ とが で き る。 日本 で も消 防 法 等,規 制 関連 が

複 雑 で あ る上,新 建 材 な ど急 激 な製 品 の増 加 か ら考 え て も,適 用 が検 討 され るべ
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き シ ス テ ム で あ ろ う 。

2.詳 論

ここで は,CATEDの メ イン ・プ ロジ ェ ク トであ るARIANEシ ス テムに つ い

て,そ の詳細 を述 べ る こ とに す る。

ARIANEシ ス テ ム開 発 に 当 っ てCATEDで は,以 下 に 示 す5ス テ ー ジに分 け

て検 討 を行 った 。

(Dデ ー タ構 造

(2)デ ー タ処 理

(3)コ ス トお よび 完 成 期 間

(4)利 用 方 法

㈲ 拡 張(そ の 他 の 分野 で の 利 用)

(1)デ ー タ構 造 で は,ま ず イ ン プ ッ トすべ き デ ー タに つ い て検 討 を行 い,メ ー カ

名(住 所,電 話 番 号),製 品 名,技 術 関 係,規 制,価 格,ビ プ リオ グラ フィ,

ドキ ュ メ ンテ ー シ ョン等 土 木 建 築 に関 す るあ らゆ る情 報 が含 まれ る よ う努 力 し

た 。 また,ア ウ トプ ッ トすべ きデ ー タ ・メ デ ィ ア,各 種 タ ー ミナル,ネ ッ トワ

ー ク化 の 可 能 性 等 に つ いて も検 討 を行 った。 収 集 され た デ ー タに は例 えば,、学

校 建 築 の場 合 の 器 材(床,カ ーペ ッ ト,屋 根,天 井,壁 等)に つ い ての メー カ

名,製 品 名等 の 他,小.中,高,大 学 等 に よっ て異 な る規 制 情 報(教 室 の壁 材,

厚 さ.防 音(デ シベ ル),教 室 内 の 明 か る さ(ル ッ クス))等 が 含 まれ てお り,

き めの 細 い情 報 を得 る こ とが で きる。

、

●
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(2)デ ー タ処理

① シ ステ ム構 成

CYCLADESネ ッ トワー ク

(TRANSPAC)

,"
,'

(将来EURONETと 接続)

4800bps

ナ ン ト

(CRTデ ィスプレイ2台)

パ リCA ・TED本 社

IBM370/158

4800bps

リー ル(CRTデ ィスプ レイ2台)

4800bps

4800bps

4800bpsリ ヨノ(CRTデfス プ レイ2台)

(CR紅 二 三,㈲
マルセ イユ

(CRTデ ィ スプレ イ2台)

ブ イ ー ド ・バ ッ ク

λ

デ ー タ

処 理

プログラム

エデ ィテfン グ

プロ グラム

検 索
プログラム

口 ・一・ナ・

口

口
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② ソ フ トウ ェ ア

プ ロ グ ラム は以 下 の3種 の メ イ ン ・プ ログ ラム か らな る。

Oオ ペ レー テ ィ ング ・シス テ ム

○デ ー タ処理 シス テ ム

o検 索 お よ び編 集 プ ロ グラ ム

アウ トプ ッ トは,リ クエ ス トに単 に回 答 す る方 法 と,フ ァイ ルに 含 まれ る

コ ンセ プ トの完全 な 情 報 を提 供 す る方 法 の2種 類 が あ る。

(3)デ ー タベ ース

技 術 関係,規 制 関係 等,イ ンプ ッ トされ て い る デ ー タの ア イ テ ム数 は 約20万

件 に 達 して い る。 こ の うち,土 木 建 築 関係 の製 造 に つ い て は,世 界 中 の主 な メ

ー カ約7
,000社 の製 品70,000件 が含 まれ て い る。

技 術 情報 と して は,メ ー カか ら送 付 され て く る製 品 仕 様 だ け で は不 充 分 と し,

研 究 所等 に よ る製 品 の テ ス ト ・デ ー タ,土 木 建築 業 者 の 過 去 の使用 実 績 に よる

資料 等 に よ り,メ ーカ仕 様 との 比 較 を行 うな ど,特 色 を持 たせ てい る。

基 本 とな る デ ー タは 以下 の と お りで あ る。

・メ ー カ名

。販 売 店

o住 所

。連 絡 先(電 話 番 号,TELEX番 号 等)

'
。製 品名

o製 品 仕様 お よび評 価

,

●

*規 制 関連 デ ー タ

規 制 関 連 に つ い て は,例 えば学 校 建 築 に つ い て,壁,床,ガ ラス等 建 築 資 材,

防 音 設 備,内 部 照 明 に 細 い 規制 が あ るが,こ れ らの規 制 につ い て の デ ー タを イ

ン プ ッ トして い る。 しか し,全 て の規 制 に つ い て細 く インプ ッ トす る こ とが で

きない た め,一 応 基 本 的 な情 報 の み を カバ ー し,詳 細 に つ い て は 例 え ば,学 校
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動

に 関 す る規 制 法 の 第 何 章,第 何 項 を参 照 に しな さい とい っ た形 で 回答 が 行 え る

よ うに して い る。 な お,将 来 は,こ れ らの 規制 につ い て は,全 て マ イ ク ロ ・フ

ィ ッ シュ化 し よ うとの計 画 も持 っ てい る。

*デ ー タの 収 集 お よび アッ プ デー ト

デ ー タの 収 集 は 主 と して,各 種 文 献,メ ー カの カ タ ロ グ,各 種 研 究 所 の テ ス

ト成 果,外 部土 木 建 築 業 者 か ら送 付 され て くる資料 等 に よ る。 ま ず,こ れ らの

資 料 を基 にCATEDで は,ARIANEシ ス テ ムの フ ォー マ ッ トに 合 った 形 商 ン

プ ッ ト ・デ ー タ を作成 し,こ れ らの デ ー タを詳細 に検 討 し,修 正 を加 え改 めて

検 討 した結 果 を コ ン ピ ュ ー タに イ ン プ ッ トす るこ とに して い る。 この た め,利

用 者 だけ で な く,メ ー カ側 か らも デ ー タが 非 常 に正 確 で あ る との 評 価 を得 て い

る。

一 方 ,ア ップ デ ー トに つ い て は,常 に新 しい デ ー タを収 集 す る よ う努 力 を行

っ て お り,こ の ため 新 しい製 品,旧 製 品 に つ い ての 改良 等 の デ ー タ をCATED

宛 送 付 す るよ うメ ー カに 呼 びか けて い る。 収集 され た デ ー タは,専 門 の技 術 者

が分 析,検 討 し,関 連 す る もの だ け を ピ ック ア ップ,そ の後現 在 イ ンプ ッ トさ

れ て い る情 報 を比 較 し,新 デ ー タ だけ を ア ップ デ ー トす る こ とに して い る。

■

●

(3)コ ス トお よび完 成 期 間

CATEDで は,こ のARIANEシ ス テ ムの完 成 に,4年 間 の期 間 と6百 万 ドル

の コス トを必 要 と した 。 ま た マ ンパ ワ ーと して は,随 時7～30人 の コ ン ピ ュ ー

タ関連 技 術 者 と約10人 の ドキ ュ メ ンテ ンテ ー シ ョン専 門 家 が活 躍 した が,所

期 の 目的 は 一応 達 成 した もの の現 在 シス テム の拡 張,新 ア プ リケ ー シ ョンの 開

発 に努 力 して い る。 な お,現 在CATEDの 要員 は 約100名 で 内訳 は 以 下の とお

りで あ る。

資料 の収 集,分 析,整 備20名

ユ ーザ ・サ ー ビ ス,デ ー タ ベ ー スの マ ネ ー ジ メ ン ト50～70名

管理職,事 務 約20名
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システ ム開 発 の ア プ ロ ーチ,い わ ゆ るデ ー タの収 集 とサ ー ビスは 以 下 に 示 す

第1ス テ ー ジ よ り1頂次 第2,第3ス テ ー ジへ と進 めて い った。

第1ス テ ー ジ:一 般 住 居,独 立 ハ ウス

第2ス テ ー ジ:大 建 造 物(ビ ル デ ィ ン グ)

第3ス テ ー ジ:共 通 の 技 術 的 解 決 に お け る最 も経 済 的 な方 法

各 ター ミナ ル(全 国6ヵ 所)で は,日 に約20件 の コ ール数 が あれ ば,1人

の オペ レ ータ と1人 の秘 書 の給 料 も含 め,維 持 で き る として い る。 この ため,

ク ライ ア ン ト1社 が 年 平 均50の コ ール を行 うと した場 合,予 約 金 は 約240ド

ル とな る こ とに な る。 現 在,ARIANEシ ス テ ムへ の イ ン ク ワ イ ア リは,年 間予

約 の形 を取 っ て い るが,連 盟 加 盟 者 の会 員 に対 して無 料 で サ ー ビ ス を行 って い

る。 一 方,非 加 盟 者 の 一 般 ク ライ ア ン トに 対 して は ・650～750フ ラ ンの料 金

を課 して い る。

■

(4)利 用 方 法

ユ ー ザは ま ず電 話 に よ り,自 分 の要 求 をCATEDに 伝 え るが,こ の場 合,AR

IANEシ ステ ムの最 も近 い ホス トもし くは,タ ー ミナ ル の オ ペ レ ー タに接 続 さ

れ るこ とに な る。 そ の後,オ ペ レ ー タはサ ブ ス ク ラ イバ ーの番 号 を チ ェ ッ ク し,

そ の要 求 に従 って デ ー タの呼 び出 しを行 い,デ ィ ス プ レイ上 の ア ウ トプ ッ トを

電 話 にて 伝 え る こ とに な る。 もし,ク ライ アン トの要 求 が 複雑 で,通 常 のオ ペ

レー タで は処 理 が 困 難 な場 合 は,そ の 要求 に最 も適 した オペ レー タに回 送 され

るこ とに な る。 従 っ て,今 日のARIANEシ ス テム で は ・ ク ライ ア ン トが 直接

コ ン ピュ ー タに 関 与 す る こ とはな い。'

当初 の計 画 で は,タ ー ミナル数 も20以 上 とし ・完 全 な オ ン ライ ン ●ネ ッ ト

ワ ー ク を組 み,ク ラ イ ア ン トが 直接 コ ン ピ ュー タに 介 入 す る こ とがで き る。 オ

ンライ ン ・シス テ ムの 構想 を持 って い た が,以 外 に イ ン ク ワイ ア リが 少 な く・

結 局 タ ー ミナル数 を6と し,イ ン ク ワ イ ア リ も電 話 で行 うこ と とな った。 ま た,

マ イ ク ロ フ ィ ッシ ュ も利用 し,ユ ーザに 対 す る きめ の 細 い サ ー ビ ス を実施 す る

、

●
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予 定 で あ っ た が,今 の 所 パ ー フォ マ ン ス を与 えた場 合,ペ イ しな い た め 中 断 さ

れ てい る。 しか し,将 来構 想 とし ては,規 制 関係 情報 の マ イ ク ロ フ ィ ッシ ュ化

は考 え て い る。

現 在 の コ ール 数 は,年 間約4万 件 で,パ リだけ で1日 の イ ン ク ワ イ ア リは

100件 に 達 して い る。

■

●

■

(5)拡 張 お よび 将 来構 想

。CATEDで は,現 シス テ ムの バ ー ジ ョン ア ップ とし て,ま ず 現 在 イン プ ッ ト

され て い る各 種 製 品 の評 価 を行 い た い とし て い る。

○これ は,最 近 カス トマ ーか ら,製 品 に つ いて,利 用 者 が ど う評 価 して い るか

を知 りた い との要 望 が非 常 に強 くな.って きて い るた めで あ る が,メ ー カの 競

合 状 況 もあ り,第3者 的評 価 を与 え る ことは 困 難 な 問題 で もあ る。 次 に,各

種 土 木建 築 に 関 す るプ ロセ スに つい て の情 報 をイ ンプ ッ トす る ことを計 画 し

て い る。 これ は,特 に 新 製品 な ど を利用 して,壁 に作 成 す る場 合,ど うい う

プ ロセ スで建 築 して い くか を詳 細 に説 明 した 情報 を イ ンプ ッ トし,業 者 が即

時 に 建 築 課 程 で 性 報 を得 られ る よ うに す る もの であ る。

。当初 の 計画 に あ った 規 制 関 連 の 情報 につ い て の マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ化 につ い

て は,将 来 実 施 す る予 定 で あ る。 これ が完 成 すれ ば,業 者 が各 種 エ レメ ン ト,

例 え ば耐 火,耐 音 の基 準',照 明度,壁 の厚 さに つ い て の 規制 な どに つ い て規

制 内 容,施 行 年 月 日等 の 情 報 が即 時に デ ィス プ レイ あ るい は ハ ー ド ・コ ピ ー

で 得 られ る こ とにな る。

・CATEDで は,ARIANEシ ス テム を将 来EURONETに 接 続 す る計 画 を持 っ

て い るが,こ のた め現 在,英 語 へ の翻 訳,OS関 係 の修 正等 を手 が け て い る。

・現 在 イ ンプ ッ トし てい る製 品 に は,リ ースお よび レ ン タル 関連 の もの は含 ま

れ て い な いが,将 来,プ ル トーザ ー,工 具 等 リ ース ・サ ー ビス会 社 の もの に

つ い て もイ ンプ ッ トす るべ く,現 在 す で に作 業 が始 ま っ て い る。

。財 政 的 に は,現 在BNISTを 含 め50%以 上 外 部か らの補 助 で賄 っ て い るが,
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将 来 カ タ ロ グ販 売,新 規 カス トマ ーの開 拓等 に よ りも,

よ うに し た い と して い る。

50%以 上 自社で 賄 う

D

、

,
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2.13薬 剤 情 報 デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス を提供 す る

ネ ッカー病院

調 査 先;

所 在 地;

調査期 日;

面 接 者;

調 査 員;

GroupeHospitalierNecker-Enfants-Malades

149,RuedeS6rres,

75730ParisCedex15

1977年11月17日'

ProfesseurH.Ducrot

楯 沢,山 鳥

France

亀

■

1.概 要 お よ び所 感

私 共 が 訪 問 した ネ ッ カー ・小 児 病 院 は,か つ て は,ネ ッ カ ー病 院 と小児 病院 に

分 か れ てい た もの で,こ れ らは いずれ もフ ラン ス革 命 前後 に 創 立 され たパ リの 由

緒 あ る病 院 で あ る。 特 に ネ ッカ ー病 院 は,ラ エ ネ ッ クが こ の病 院 に勤 務 して い る

時 に 聴 診 法 を発 見 した こ とで 有 名 で,ま た同 じ構 内に 隣接 し てい る小 児 病 院 は,

「フ ランス小 児 科 学 の メ ッ カ 」 として よ く知 られ て い る。 な お,現 在 は2つ の病

院 が 組 織 上1つ とな って ネ ッ カー ・小 児病 院(GroupeH・spitalierNecker-

Enfants-Malades)と 呼 ば れ て お り,腎 臓,尿 外科,心 臓,レ ン トゲ ン,産 婦

人科 等 を含 む1,200の ベ ッ ドを持 つ 総 合病 院 と なっ て い る。

フラ ン ズに お け る医 療 分 野 へ の コ ン ピ ュー タの利用 は,他 の先 進 国,わ が 国 と

比 較 し て も決 して進 ん で い る とは 言 えな いが,私 共 が訪 問 した ネ ッカ ー ・小児 病

院 で は,か な り前 か ら研 究 グ ル ープ を組 織 し,コ ン ピ ュー タの効 果 的利 用 に つ い

て研 究 し,そ の 成 果 が着 々 と現 われ つ つ あ る。 以 下 に示 した の は,そ の研 究 成 果

の主 な もの で あ る。

(1)コ ン ピ ュ ータ を利 用 した診 断

。一 般 的疾 病 の 診断

。電 気 信 号 の 自動 分 析
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(2)診 療 フ ァ イル の 自動 化

(3)重 症 者 の 自動 監 視(モ ニ タ リン グ)と コ ン ピ ュー タに よ る コ ン トロ ー ル

(4)臨 床 検 査 室 に おけ る情 報 科 学 の応用

(5)医 師 に対 す る医 療 情報 の提 供

。医 学 ドキ ュメ ンテ ー シ ョンの 自動 化

o医 学 デ ー タ ・バ ン ク

(6)病 院 に お け る情 報 科 学

o病 院 に お け る情 報 の流 れ

。病 院 情報 の組織 化 と処 理

私 共 は,こ の研 究 グル ープ の チ ー フで あ り,腎 臓 の専 門 家 で あ るデ ュ クロ教授

に,特 に 医学 に おけ る デ ー タ ・バ ン クの 研究 成果 に つ い て語 っ て もらっ た。 な お

② 診 療 フ ァイ ルの 自動 化 も,も ちろん デ ー タ ・バ ン クの一 部 を構 成 して い るが,

今 回は 最 も進 歩 し た研 究 の1つ として ク ロー ズ ・ア ッ プ され た医薬 品 につ い て の

デ ー タ ・パ ン ク を紹 介 して も らっ た 。

この研 究 開 発 の 目的 は,利 用 者(主 として 開業 医)に,通 常 の 薬品 の 取 り扱 い

に 関 し て直 ちに 利用 で き る情 報 を提 供 す る こ とで あ る。 こ のた めに,1,500種 類

の基 本 的 活 性 物 質,2,800の 化 学 分 析 デ ー タ,8,500種 類 の商 業 化 した専 門 品 に

関 す るデ ー タが収 集 され,大 容 量 の磁 気 デ ィ ス クに イ ンプ ッ トされ て い る。 こ の

検 索 に は,DEC社 のPDP10を 中 心 と した コ ン ピュ ー タ ・シス テム に よ り,タ

イ ム シ ェ ア リン グ ・モ ー ドで行 われ るが,操 作 は 非 常 に 簡 単 で,情 報 処理 に 関 す

る予 備 知 識 が な くて も,容 易 に 習 得 で き る言 語 に よっ て,会 話形 式 で シス テ ム と

応 答 す るこ とが で き る。 この よ うに して,あ る既知 物 質 の性 能 の全 部 ま た は一 部

を 「編 集 」 した もの と,あ るい は一連 の基 準 に対 応 し てい る1つ ・ もし くは複 数

の 物 質 を 「選抜 」した もの を得 る こ とが で き る。 この シス テ ム の応答 例 に つ い て

は,こ の章 の最 後 に添 付 した。 現 在,シ ステ ム との 応答 は6台 のデ ィ ス プ レ イ を

中 心 と した ター ミナ ル に よ り,ク ライ アン トに対 して は 電 話 で行 わ れ て い る。 こ

れ は,個 人 の医 者 に各 々 ター ミナ ル を設置 す る程 需 要 が現 在 の 所 な い た め で,将
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来,簡 単 な専 用 タ ー ミナル を各 ク ライ ア ン トに設 置 す るこ と も考 え られ て い る。

2.詳 論

ネ ッ カー ・小 児病 院 に よ るBIAM薬 剤 デ ー タ ・バ ン クの研 究 開発 の 目的 は,医

師 とか薬 剤 師 に 対 し,薬 品 の取 り扱 い に 関 し,そ の効 能,副 作 用 等 の 情報 を直 ち

に 利用 で き る よ う提 供 す る こ とに あ る。 も と もと保 守 的 な開 業 医 に 対 して コ ン ピ

ュー タを利用 した客 観 的 薬 剤 情 報 を納 得 させ る とい う問 題 は あ る もの の,最 近,

医 者 の投 薬に 関す る裁 判 沙汰 も増 加 して い る こ とか ら,新 薬 の副 作用 等,こ れ ら

の 問 題 に対 す る意 識 は高 ま っ て い る。 医 者 の投 薬 ミスは,以 前 は 医 者 の責 任 と し

て追 求 され て い たが,こ の シス テ ム を利用 した場 合 に は,BIAMシ ス テ ム の 回答

に よ る投 薬 だ と して責 任 の所 在 を明 確 に し,自 己 防衛 の手 段 とす る ことが で きる。

した が っ て,同 シス テ ム で は,医 師 の 問 い合 わせ に対 す る回 答 につ い て保 険 を 掛

け て い る。

(1)デ ー タベ ー ス

(旬 薬剤 の 効能,使 用 方 法,化 学 的分 析

(B)専 門 デ ー タ,購 入 方 法,化 学 的特 性

デ ー タの ニ ーズにつ い ては,特 に 新 薬 に つ い て の効能,副 作用 等 に つ い て の

情 報 に 対 す る ものが 高 い。

収 録 デ ー タ:

① 基 本 的活 性 物 質 情報:1,500

② 化 学 分 析 デ ー タ:2,800

③ 専 門 デ ー タ(商 業用):8,500

(2)デ ー タの収 集 と ア ップ デ ー ト

デ ー タの収 集:

(A)薬 品 の 化学 的 特 性等

パ リ市 内 の医 師,薬 剤 師 が,資 料,文 献,専 門誌 等 よ り収 集 。

(B)営 業用
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製 薬 メ ー カか らの 情 報 に よ る 。

ア ッ プ デ ー ト:

情 報 の ア ッ プ デ ー トは,薬 品 の 新 し い 作 用,新 薬 の 効 能,副 作 用 等 につ い

て,製 薬 メ ー カ,医 師,薬 剤 師 等 の 情 報 に よ り,化 学 カ ウ ン セ ラー,パ リ大

学 の 教 授 等 の コ ン トロ ー ル の 下 で 行 う。

(3)BIAMシ ス テ ム 構 成

(A)oホ ス ト ・コ ン ピ ュ ー タ:

DEC社 製PDP10

・周 辺 装 置:デ ィス ク(3千 万 キ ャ ラ ク タ),デ ィ ス プ レ イ(ハ ー ド・ コ ピ

ー 可)
,プ リ ン タ,カ ー ド ・リ ー ダ等

oタ ー ミ ナ ル:DEC,DATAPOINT,CJM等 の メ ー カ の 製 品 を ミ ッ ク ス し

て 利 用

*タ ー ミナ ル の 設 置 場 所:

一ネ ッ カ ー小 児 病 院

一サ ル ・バ ト リ エ 病 院

一製 薬 組 合

一自 家 医 者 セ ン タ 一

一パ リ薬 剤 セ ン タ ー

(4)シ ス テ ム 開 発

シ ス テ ム ・ ザ

に デ ー タの 収 集 も始 め た 。

台2

台1

台1

台1

台1

デ'イ ンお よ び プ ロ グ ラム 開 発 は1970年 よ り開 始 した が,同 時

この シス テ ム作 成 に は プロ グ ラ ム関係 者 は 医 甲,薬 剤 師 と常 に コ ン タ ク トを

取 りな が ら行 っ た。 ま た,デ ータ収 集 には10人 ～20人 が パ ー ト・タイ ムで作

業 を行 い,ご く最 近 完 了 した。

現 在,BIAMシ ス テ ム はCYCLADESネ ッ トワ ー ク に接 続 され て い るが,将

来 同 ネ ッ トワ ー クはTRANSPACネ ッ トワ ー ク とな る。 ま たEURONETと も接

続 す る予定 で あ る が,ス ペ ッ クの調 整 は ど うす るか な どの 問 題 が残 されて い る。
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⑤ 研 究 開 発 費

。政 府 に よ る研 究 開 発 補 助:百 万 フ ラ ン

。製 薬 メ ー カ:百 万 フ ラ ン

合 計2百 万 フ ラ ン

(6)サ ー ビス

現 在,情 報 の提 供 は 全て 無 料 で 行 われ て い る。 これ は,医 者 が この 種 の サ ー

ビス に対 して対 価 を支払 うこ とは 抵 抗 が あ る こ と,ま た シス テ ム の 維持 に 対 し

製 薬 メ ー カが 充 分援 助 を行 って くれ るた め と して い る。

通 常 イ ン ク ワ イア リ ・サ ー ビスは,医 師,薬 剤 師か ら電 話 に よ り行 われ た 問

い 合 わ せ に 対 し,デ ィ ス プ レイ に よ って得 た ア ウ トプ ッ トを用 い て レ ター で 回

答 す る こ とに な って い る。

BIAMシ ス テ ムの現 在 の利 用 状 況 は,

0自 家 営 業 医 師 約3分 の1

0病 院 約3分 の1

。薬 局 の薬 剤 師 約3分 の1

とな っ て い る。 問 い 合 わせ ば年 間 約1万 件 に達 して い るが,特 に 多 い質 問 内容

は,新 薬 の効能,副 作 用 につ い て で あ る。

な お,現 在 一 般 開 業 医 は約5万 人 い るが,も し1人 当 り年 間30～40フ ラン

の 料 金 を伍せ ぱ充 分 〔 イす るた め 将 来 製 薬 メ ーカへ の依 存 を な くす よ うに し

た い と言 っ てい る。 しか し,わ ず か30～40フ ラ ンで も,医 師 に 対 し て,そ の

価 値 を納 得 させ るこ とが 問題 で,こ れ を解 決 す るた め には まだ 時 日 を要す る と

して い る。

(7)問 題 点

① 製 薬 メ ー カの 援 助 が あ っ て現 在 金 銭 的 には 問題 は ないが,将 来 で きれ ば 自

主 営 業 と した い 。

② 一般 開 業 医 は,保 守 的 な面 が あ るた め コ ン ピ ュー タを利 用 した 客 観 的 薬 剤

情 報 を納得 させ るの に 問題 が あ る。
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③ 医 者に 対 す る コ ン ピ ュー タ の基 本 的 教 育,訓 練

④

⑤

薬 剤等 医療 分野にお ける情報処理 の医学 会へ の普及

EURONETへ 接続 す るた め の ス ペ ッ クお よ び言 語 の問題(フ ランス 語,英

語,デ ン マ ー ク 語,オ ラ ン ダ 語,イ タ リ ー 語,

な ろ う)。

ドイ ツ語 が 利用 され る こ とに

b

*BIAMシ ステ ムへ の問 いか け の例
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質問:そ れ程 しば しが傾眠 をひ き起 こさず,ま た妊娠中 には絶 対に禁 忌では抗

ヒスタ ミン性の主要作用 を持つ医薬品 は何 か?

・ドイツでは何 とい う名称 の専門品で あるか?

(必 要 と され る質 問,特 に強 調 され る言 語は利用者 に よって タ イプされ る)

8

㊨

■
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2.14化 学構 造 デ ー タベ ー ス分 野 で活 躍 す るCIDA

調 査 先;

所 在 地;

調査 期 日;

面 接 者;

調 査 員;

CentreInformatiqueetdeDocumentationAutomatique

Universit6ParisV皿

1ruedelaBrosse,75005Paris,France

1977年11月17日

Mr.J.C.Bonnet

栩 沢,山 鳥

■

'

1.概 要 お よ び 所 感

パ リ第7大 学(工 学 部)は,有 機 化 学,化 学 構 造,物 理,電 子 工 学 等 を専 門 と

し て い るが,こ の 中 に 自 動 情 報 資 料 セ ン タ ー と してCIDA(Centred'Infor-

matiqueetDocumentationAutomatique)が 設 け られ た 。

現 在CIDAの 要 員 数 は,教 授,研 究 員,コ ン ピ ュ ー タ技 術 者 を 含 め て 約30名

と な っ て い る。CIDAで は,化 学 構 造 物 を 主 体 と し た デ ー タベ ー ス を 開 発 し た が,

こ の シ ス テ ム はDARC(Description,Acquisition,Retrieva1,Conception)

・PLURIDATAシ ス テ ム と 呼 ば れ て い る
。な お,シ ス テ ム 開 発 に 要 し た 費 用 は,

BNISTの デ ー タ ・バ ン ク開 発 補 助 金 を 当 て た 。

こ の デ ー タ ベ ー ス に 含 まれ る ア イ テ ム は:

(1)原 子 力 関 係8,000件

(2)結 晶 関 係15,000件

(3)化 学 化 合 物 関 係25,000件

と な っ て い る 。

DARCシ ス テ ム で 特 に 注 目 を 引 い た の は,化 学 構 造 物 の3次 元 表 示(濃 淡 に よ

り遠 近 を 表 わ す)と そ の 構 造 を 回転 さ せ る こ とに よ り,ど の 角 度 か らで も見 れ る

よ う デ ザ イ ン され て い る こ と で あ る 。 シ ス テ ム は,ま たCYCLADESネ ッ トワ ー
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ク と接続 され て お り,将 来EURONETと 接 続 す る予定 も持 っ て い る。

DARCシ ス テ ム の開 発 は,パ リ第7大 学 の デ ュボ ァ教 授 の 下 で 数 人 の研 究 者 に

よ って1965年 に開 始 され た。 こ の研 究 開 発 の中 に は化 学 構 造物 の ス ペ ク トル分

析,独 特 の コ ー ド化 手法,デ ィス プ レ イへ の ア ウ トプ ッ ト ・シス テ ム,シ ステ ム

全 体 の融 通 性,た と えば 化学 構 造 を デ ィス プ レイ上 に 自由 に画 き,そ れ に似 た 化

学 構 造式 の 検索 等 を含 む 大 規 模 な プ ロ ジ ェ ク トとな った。 シ ス テ ム構 成 は,PDP

11/35を 中 心 に88メ ガ ・バ イ トの デ ィス ク ・パ ック,カ ー トリ ッジ ・テ ー プ,

グ ラフ ィ ッ ク ・デ ィス プ レ イ,ハ ー ド ・コ ピー用 機 器,図 型 処 理 用 の ポ テ ン シャ

ル ・メ ー ター等 か ら成 って い る。 また 現 在 はCYCLADESと 接 続 され て い るが,

これ が将 来TRANSPACと な っ た場 合2,400bpsの 通 信 回線 で 結 ば れ るこ とに な

る。

一方 ,CIDAで は,化 学 文 献 ア ブ ス トラ ク トの サ ー ビス もア メ リカ の オ ハ イ オ

大学,コ ロ ン ビ ア大学 等 と交 流 しな が ら行 って お り,現 在 ア ブス トラ ク トの 収 録

数 は125,000に 達 し てい る。

これ らの シス テ ム研 究 開 発 費 は,IRIAお よ びGASTか ら出 て い たが,現 在 の

ス ポ ンサ ーはBNISTと な って い る。 従 っ て,現 在 の所 サ ー ビス は 無 料 で あ るが,

これ も今 後6ヵ 月 まで とな って お り,そ の後 は 有 料 に す るべ く検 討 中 で あ る。

ユ ーザ は,主 とし て化 学 関 連 企 業,大 学 の研 究 室等 で あ るが,特 にCNRSは,

ユ ーザ で あ る と同 時 にCIDAへ の協 力機 関で もあ る。国 立 フ ラ ン ス科 学 研 究 本 部

CNRS(CentreNationaldelaRechercheScientifique)は,フ ラ ン ス内

の数 百 あ る試 験 研 究 所 の研 究 者 に対 す る情 報 提 供 の責 務 を持 って 設 立 され た が,

1971年 に は 文献 情 報 の 自動 選 択 編 集 の た めのPASCALシ ス テ ム を開発 し,IB

M370/168を 導 入 して,基 礎 科 学 分 野 に お け る総 合情 報 セ ン ター と して,国 内

は もとよ り世 界 的 に有 名 で あ る。

2.詳 論

現 在DARCPLURIDATA SYSTEMに は3種 類 の デ ー タ ・バ ン クが あ るが,
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これ らは,(1)Carbon-13原 子 核 磁 気 結 合 ス ペ ク トル,(2)化 学 質 量 ス ペ ク トル,

(3)結 晶 デ ー タ ・パ ン クで あ る。 これ らの デ ー タ ・バ ン ク の 概 要 は 以 下 に 示 す と お

りで あ る 。

(1)C-13原 子 核 磁 気 結 合 デ ー タ ・バ ン ク

① ソ ース

最 も周 知 され て い る出版 物(1971～1977)と フ ラン スお よ び海外 文 献

(1977)をCIDAが 編 集 し イン デ ク シ ン グ を行 った もの。

② 内 容

。構 造 デ ー タ:

JACS,JCS,JOMR等 か らイ ン デ ック スを行 い,こ れ を 「 トポ コ ーダ

ー 」イ ン プ ッ トに よっ て コ ー ド化 した 化学 構 造 。

Oス ペ ク トル ・デ ー タ:

あ い まい な 核結 合 ス ペ ク トル を化 学 的 に 転移 す る こ とに よ る検 索

oテ キ ス ト ・デ ー タ:

実験 状 況,目 録 ソ ース

③ ボ リ ュー ム(1977年7月 現 在)

6,500の 混 合 物 と7,000の スペ ク トル,月 間300の 割合 で新 混 合物 を

追 加 。

④ 検 索 用 ソ フ トウ ェア

o構 造 お よび サ ブ構 造 検 索 用 の グ ラ フィ ック とアル フ ァニ ュ ーメ リッ ク ・イ

ン タラ クテ ィ ブDARCソ フ トウ ェ ア

o目 録 検 索 用 イン タ ラ クテ ィ ブDARCソ フ トウ ェ ア

・核 磁 気 結 合 ス ペ ク トル ・マ ッチ ング用DARCソ フ トウ ェ ア

⑤ 目 的

Oド キ ュメ ン テ ー シ ョン

構 造,サ ブ構 造,目 録 か らの ス ペ ク トル検 索 お よび 磁気 結 合 スペ ク トル
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か らの構造検索

oCAD

CADに よる核 磁気結 合スペ ク トルか ら知 られ ていない構造物の解説

② 化 学 質 量 ス ペ ク トル ・デ ー タ バ ン ク

① ソ ー ス

oア メ リ カ 国 立 保 健 研 究 所NIH(NationalInstitutesofHealth)お よ

び 環 境 保 護 局EPA(EnvironmentProtectionAgency)… … ア メ リ カ 標

準 局NBS(NationalBureanofStandards)か ら の リ ー ス … …

o化 学 ア ブ ス ト ラ ク ト ・サ ー ビス

② 内 容

○構 造 デ ー タ

CASRIII/SDFコ ネ ク シ ョ ン ・テ ー ブ ル か らDARCコ ー ドに コ ー ド変

換 が 行 わ れ た 化 学 構 造

Oス ペ ク トラ ・デ ー タ

完 全 な低 転 化 ス ペ ク ト ラ の各 ピ ー ク に対 す る質 量 の 強 度 結 合

oテ キ ス ト ・デ ー タ

実 験 状 況,目 録 ソ ー ス

③ ボ リ ュ ー ム(1977年7月 現 在)

22,560化 学 混 合 物

④ 検 索 ソ フ トウ ェ ア

。構 造 お よ び サ ブ 構 造 検 索 用 グ ラ フ ィ ッ ク と ア ル フ ァ ニ ュ ー メ リ ッ ク ・イ ン

タ ラ ク テ ィ ブDARCソ フ トウ ェ ア

oNIH/EPAイ ン タ ラ ク テ ィ ブ ・ソ フ ト ウ ェ ア(質 量 ス ペ ク トル検 索 用 と

してPDP-11/35の た め に 開 発)

⑤ 目 的

oド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン

一121一



構 造 とサ ブ構造 か らの ス ペ ク トル検 索 お よび質量 ス ペ ク トルか ら の構 造 検

索

oCAD

CADに よ る質 量 ス ペ ク トル か らの知 られ て い な い構造 の 解 説

(3)X線 結 晶 デ ー タ ・バ ン ク

① ソ ース

ケ ン ブ リ ッ ジ 大 学 化 学 研 究 所(CIDAは ケ ン ブ リ ッ ジ大 学 結 晶 デ ー タ ・セ

ン タ ー と提 携 し て い る セ ン タ ーで あ る)

② 内 容

o構 造 デ ー タ

結 晶 デ ー タ ・セ ン タ ー の コ ネ ク シ ョ ン ・テ ー ブ ル か らDARCコ ー ドに 変 換

され た 化 学 構 造

Oニ ュ ー メ リ カ ル ・デ ー タ

結 晶 デ ー タ(バ リ エ ー シ ョ ン ・デ ー タ,原 子 のXYZ座 標,結 合 の 長 さ)

oテ キ ス ト ・デ ー タ

目録 ソ ー ろ,学 名

③ ボ リ ュ ーム(1977年7月)

15,0'OO化 学 構 造 物

④ 検 索 ソ フ トウ ェ ア

。自 然 化 学 言 語 に よ る構 造 お よ び サ ブ 構 造 用 グ ラ フ ィ ッ ク と ア ル フ ァ ニ ュ ー

メ リ ッ ク ・イ ン タ ラ ク テ ィ ブDARCソ フ トウ ェ ア

。目録 の 検 索 用 結 晶 デ ー タ ・セ ン タ ・ソ フ トウ ェ ア(PDP-11/35で の イ

ン・タ ラ ク テ ィ ブ 処 理 用)

。3次 元 デ ィ1プ レ イ 検 索

⑤ 目 的

oド キ=メ ン テ ー シ ョ ン
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構 造,サ ブ構 造,目 録 か らの結 晶 デ ー タ検 索

oCAD

CAD .によ る相 互 関 係 の把 握,構 造 の解 説,エ ネル ギ ーの最 適 化

DARCPLURIDATAシ ス テ ム は,以 下 に示 す よ うな 化学 デ ー タ ・バ ン クの

作 成,イ ンテ ナ ンス,質 問 等 に 関 す る処理 を行 う。

。化 学 構 造 の 自動 イ ンプ ッ トお よび登 録

*「 トポ コ ー ダ ー 」と名 付 け られ た特別 装 置 を用 い る化学 構 造 の直 接 入 力

*化 学 ア ブ ス トラク ト ・サ ー ビス ・コネク シ ョン ・テ ーブル お よびWiswesser

線 型 ノー テ ー シ ョ ンとい った コー ドをDARCコ ー ドに 変 換 す る こ とに よ る

入 力

o種 々の ソー ス か らの構 造 フ ァイ ルの チ ェ ックお よ び マ ー ジ ング

oア ル フ ァニ ュ ー メ リッ ク もし くは グ ラフ ィ ッ ク ・タ ー ミナル に よ るSDBの

構 造 お よび サ ブ構 造 の イ ン タ ラク テ ィブ検 索 。 特 に グ ラ フ ィッ ク ・ター ミナ

ル を使用 す る場 合 は,構 造 もし くは サ ブ構造 を直接 画 くこ とに よ って 自 然 化

学 言 語 で問 い 合 わ せ が 直 接 で き る。

。プ ロ ッ ター もし くはCRTタ ー ミナ ルに2次 元 もし くは3次 元 の構 造 ダ イ ヤ

グ ラム をア ウ トプ ッ トす る。

o直 接 も し くはSDBを 通 じてIDBを イ ン タラ クテ ィ ブに 検 索 す る
。

・CRT上 のス ペ ク トル 分 析 お よ び数列 の 合 成 等 の ア ウ トプ ッ ト

2次 元 イ メ ー ジで 蓄 わ え られ て い る トポ ロ ジ カル な構 造 情 報 を画 面 か らの指 示

に よ り3次 元 イ メ ー ジで 表 示 した。
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第1章 総 論

は じ め に

1.テ ーマ の選 定

ア メ リ カで は コ ン ピュ ータ をベ ー スに し た様 々なサ ー ビス が発 展 して い る。

60年 代 の終 りか ら,商 用 ベ ース で開 始 され た い わ ゆ るタ イム シ ェア リング ・サ

ー ビス も
,10年 以 上 の歴 史 を経 て,最 近 は ヨ ーロ ッパ や 日本 な どへ の 進 出 が

活 発 化 してい る。 しか もアメ リ カの場 合 に は,ユ ーザ 側 の ニ ー ズに 応 じて,続

続 と新 しい サ ー ビスが 誕 生 す るの も大 きな特 色 で あ る。 最 近 数 年 を例 に と っ て

も,第3者 メ ンテ ナ ンス,フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ジメ ン ト,中 古 デ ィー ラ ー,V

AN(付 加 価値 通 信 網),デ ー タ ベ ースな ど多様 な サ ー ビス の誕 生 発 展 が あ る。

これ ら諸 サ ー ビス は,必 らず し も同一 の レベ ルで 論 じるべ き もの で は な い が,

デ ータベ ース ・サ ー ビスに 関 して は,そ の 国 際 的 利用 可能 性,情 報 資 源 の有 効

活 用 とい った面 か ら,わ が 国 に お い て も急速 に関 心 が 高 ま っ て い る。

わ が 国 で も特定 の分 野 に つ いて は,1部 の ベ ン ダー に よる サ ー ビス が 提 供 さ

れ て い るが,ア メ リカの よ うに 「デ ータ ベ ース ・サ ー ビス の流 通機 構 」が 確 立

され るまで に は 至 って いな い 。 ア メ リカで は政 府機 関 な どに よ るソ ー ス ・デ ー

タ の 作 成 提 供 に は じま り,デ ータ ベ ースの プ ロデ ューサ,そ のデ ィ ス トリ ビュ

ータ ,そ して ユ ーザ へ と一 貫 し た分 業態 勢 が見 られ,オ ン ラ イ ン化 の 進展,市

場 規 模 の拡 大 に拍 車 が か け られ てい る。

わが 国 にお い て も,近 い将 来 デ ータ ベ ース ・サ ー ビス の需 要 が ク ロ ー ズ ア ッ

プ す る といわ れ て い る と こ ろ か ら,今 回 のテ ーマ を 「アメ リカに お け る デ ータ

ベ ー ス ・サ ー ビス の現 状 」と設 定 し,特 に流 通機 構 の解 明,各 部門 の 役割 り,

各 社 の現 状 を調 査 す る こ とに した 。

こ こで言 うデ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス とは,多 様 な デ ー タ を コン ピ ュータ に ス
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トア ーし,各 種 の形 態 で,商 用 ベ ース で利 用 者 に 提供 す るサ ー ビス を意 味 す る。

つ ま り・ 取扱 われ るデ ーダ に は,個 人 信 用 情 報 か ら一 般経 済 情 報,あ るい は科

学 技 術 文 献情 報 な ど まで,様 々な もの が含 まれ る。 また,サ ー ビス形 態 も,手

紙 や電 話 に よ る要 求 に 郵 送 で 応 える バ ッチ ・モ ー ドか ら,利 用 者 が直 接 タ ー ミ

ナル か らア クセ ス す る オ ン ライ ン ・モ ー ドまで,し か も出力 の 仕 方 とな る とペ

ーパ ー
,磁 気 テ ー プ,デ ィス プ レイ な ど,こ れ ま た多 種 多 彩 とな る。

な お,デ ータ ベ ー ス ・サ ー ビス と い う言 葉 自体,現 段階 においては 「デー タ ・

バ ン ク ・サ ー ビス 」あ るい は 「イ ンフ ォ メー シ ョン ・バ ン ク ・サ ー ビス 」な ど

の言 葉 と共に用 い られ る傾 向に あ る。 アメ リカ の調 査 会 社Auerbachに よ る と,

デ ータ ベ ース の容 器 と考 え られ るソ フ トウェ ア,い わ ゆ るDBMS(DataBase

ManagementSystem)と の 混乱 を避 け る ため に,「 イ ンフ ォメ ー シ ョン ・バ

ンク 」 とい う言 葉 が 適 切 と し てい るが,ア メ リカの コン ピ ュ ータ 産 業 関係 の ジ

ャ ーナル で は,「 デ ー タ ベ ース ・サ ー ビス 」が 多 く使 用 され て い る よ うで あ る。

言 葉 は と もか く,こ こで は既 に 触 れ た よ うに,「 フ ァイ ル 化 され コ ン ピュ ー

タ に ス トア ー され た デ ー タ を商用 ベ ース で一 般 に提 供 す るサ ー ビス 」を,デ ー

タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス として 定 義 して い る。

'

2.調 査 先 の選 定

以上 の観 点 か ら,ア メ リカの デ ータ ベ ー ス ・サ ー ビス の現 状 を探 るた め,主

要 な ベ ン ダ ー,政 府機 関,調 査 会 社 な ど12機 関 を調 査 対 象 に選 定 した 。選 定

に 際 して は,調 査 期 間 の制 限 もあ り,特 に オ ン ライ ンでサ ー ビス して い る とこ

ろ を重 点的 に ピ ッ ク ア ッ プ した。 次表 は,今 回 の訪 問先 を,カ テ ゴ リィ別 に 分

類 した もの で あ る。 デ ータ ベ ース を作 成 して い る企 業,い わ ゆ る デ ー タベ ー ス

・プ ロ デ ューサが 抜 け て い るが ,こ れ は 制 限 され た 日程 の中 で,う ま く先 方 と

の コ ンタ ク トが とれ な か っ た もので,別 の機 会 に フ ォロ ー ・ア ッ プで きれ ば と

考 えて い る。

なお ・調 査 会 社 ・InternationalDataCorp・(IDC)お よびInput社 は,
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表1 ア メ リ カ調 査 先 一 覧

カ テ ゴ リ ィ 訪 問 先 調 査 事 項

調 査 会 社 oIDC 。 ア メ リ カ に お け る デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス 市 場 の 現 状

oInput 。参入企 業お よび政府機 関の役割

ネ ッ トワ ー ク 業 者 oRapidata oデ ー タ ベ ー ス の デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ と し て の 役 割

。ADP(NSI) oど ん な デ ータ ベ ース をサ ー ビス して い るか ,ま た,特 に 売 れ

oLockheed(1)ialog,) て い る ものは 何 か

OSDC(`Search,) 。海 外 に お け るサ ー ビス提 供 の現 状

デ ータ ベ ー ス の oN .Y.Times 。デ ータ ベ ース作 成 に 関 す るコ ス ト

作成&提 供者 InformationBank ・ ビ ジ ネ ス ・ニ ュ ー スDBサ ー ビ ス の 成 長

政 府 機 関 oBllreauofCensus ・ソース ・データの作 成,提 供 に関 す る政 府機 関 の 役割

oNLM(`Med'lars『) 。政 府 サ ポ ー トに よ る医療DBサ ー ビス の現 状

oNTIS ・科 学 技 術 文 献 の ク リア リン グ ハ ウ スの役 割

大 学 oUniYofMichigan ・ デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス 利 用 者 と し て の コ メ ン ト

oStanfordUniversity ・デ ータ ベ ース ・サ ー ビス全 般 に 関 す る識 者 の コ メ ン ト

。図 書 カ タ ロ グ ・デ ータ ベ ー スttBallot"の 現 状



各論 で は触れ ず,両 社 で得 た情報について は総論 あ るい は資料編 に入れ てあ る。

ア メ リ カのデ ー タ ベー ス ・サ ー ビスの 現 状

1.流 通 機 構 の 確 立

ア メ リ カの デ ータ ベ ー ス ・サ ー ビスの 大 きな特 長 の ひ とつは,流 通機 構 の確

立 に 見 る ことが で き る。 デ ータ の 発生 か ら利 用 者 が サ ー ビス を受 け とるま で に,

確 固 た る分 業態 勢 が 介在 し,し か も情 報 の流 れ は 極 め て ス ム ー ズで あ る。 勿 論,

あ る企 業が1社 で,デ ータ を収 集 分 析 し,デ ータ ベ ース を作 成 し,自 社 の ネ ッ

トワー クに 乗 せ て提 供 す る とい う形 態 も存 在 す るが,通 常 の オ ン ラ イ ン ・モ ー

ドの場 合,大 半 は「デ ータ ベ ース をつ く る人 」と 「運 ぶ 人 」が 明確 に分 離 して い

る。

つ くる人 は い わ ゆ るデ ータ ベ ース ・プ ロデ ュー サ で あ り,運 ぶ 人 は タ イ ム シ

ェ ア リン グ会社 あ るい はVAC(ValueAddedCarrier)な どの ネ ッ トワ ー ク

・サ ー ビス ・ベ ンダ ーで あ る。

収 集 ・整 理 ・分 析 ・統 計

(バ ッチ)/

〈 ソー ス ・デ ータの作成 ・提供 〉

(オ ンラ イン)

〈 デー タベー スの 作成 ・提供 〉

〈 デー タベー スの運 搬 〉

〈 デー タベ ースの利用,デ ー タ

の報告 〉

図1:デ ータ ベ ース ・サ ー ビス の流 通 機 構 概 略 図
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図1は アメ リカに お け る典 型 的 流 通機 構 の概 略 で あ るが,政 府 機 関,プ ロ デ

ュ ーサ,デ ィス トリビ ュ ータ の3者 が 各 々重要 な 役割 りを果 し てい る。 これ は

オ ン ライ ンに よ る デ ータ ベ ース ・サ ー ビス の流 通 状 況 を簡 略 化 して示 した もの

で あ り,パ ッチ を含 め た 実際 の サ ー ビス形 態 で は,流 通 を示 す線 も もっ と複 雑

に な る。

例 えば,政 府 機 関 は ソ ー ス ・デ ータ を作 成 し,こ れ を安 く民 間 に提 供 す る だ

け に と ど ま らず,統 計 局 の よ うにデ ータ を加 工 して 付加 価 値 の つ い た情 報 を磁

気 テ ープ に販 売 した り,あ るい はNLMの よ うに 医療 デ ータ ベ ー ス を売 って い

る と ころ もあ る。 プ ロ デ ュ ーサ に し て も,例 えばDataResourcesInc.(DR

I)の よ うに,自 らデ ータ ベ ース を作 成 し,独 自 の ネ ッ トワ ー クで 流 して い る

と ころ もあ る。 ま た,バ ッチ ・モ ー ドの場 合 に は,プ ロデ ュ ーサ か らネ ッ トワ

ー ク業 者 を経 ず に ,直 接 利用 者 に デ ータ が送 付 され る。 ネ ッ トワ ー ク業 者 に し

た と こ ろで,単 一の プ ロ デ ュ ーサ と契 約 す る訳 で は な く,優 秀 な デ ータ ベ ー ス
＼

が あれ ば数 多 くの プ ロ デ ュ ーサ と契 約 して い るの が実 状 で あ る。

さ らに,概 略 図 に 示 され て い る企 業 ・機 関 の外 に,こ うした流 通 機 構 をサ ポ

ー トす る様 々な機 関 も存 在 す る
。 例 え ば,業 界 の 協 会,学 会,ソ フ トウ ェ ア会

社,メ ー カ な どで あ る。 業 界 の 組 織 は,同 一 業種 に 有用 な デ ータ ベ ー ス を作 成

し て,デ ィス トリ ビ ュ ータ を介 し て こ れ を メ ンバ ーに提 供 して い る ケ ー ス もあ

る し,独 立 系 ソ フ トウ ェ ア会社 開 発 の優 秀 なDBMSを デ ィス トリビュー タが 利 用

して い る場 合 もあ る。 ま た,使 い易 い端 末 の開 発 普 及 とい う点 で は,メ ー カ の

役 割 が 大 き い。

これ ら各 分 野 の様 々な機 関 や企 業 が,効 率 よ く機能 して,ア メ リカの デ ータ

ベ ー ス ・サ ー ビス の流 通 機 構 が 支 え られ て い る。 そ して,オ ン ラ イ ン ・サ ー ビ

ス とい う点 に焦 点 を あて た場 合 には,概 略 図 に示 した政 府 機 関,プ ロデ ュー サ,

デ ィス トリ ビ ュータ が3大 要 素 と い え る。
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2.デ ィ ス トリ ビ ュ ータ の 役 割 と メ リ ッ ト

オ ン ラ イ ンに よ る デ ー タ ベ ー ス ・サ ニ ビス の 提 供 で は,特 に デ ィ ス ト リ ビ ュ

ー タ が 重 要 な 役 割 を 果 し て い る
。 既 に 述 べ た よ うに,こ れ ら デ ィ ス ト リ ビ ュ ー

タ は,ユ ー ザ に デ ー タ ベ ー ス を運 ぶ 役 割 を荷 っ て お り,ユ ー ザ か ら み れ ば サ ー

ビ ス の 窓 口 に 当 る。 デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ は い わ ゆ る タ イ ム シ ェ ア リ ン グ の 会 社,

あ る い は ネ ッ トワ ー ク 業 者 と 呼 ば れ る 企 業 で あ り,既 に コ ン ピ ュ ー タ ・リ ソ ー

ス を持 っ て い る。 ネ ッ トワ ー ク に 関 し て も,AT&Tか ら の リ ー ス あ るい は

Telenet,Tymnetな ど のVACを 利 用 す る こ と に よ っ て 確 立 し て い る 。

つ ま り,デ ィ ス トリ ビ ュ ー タ は,従 来 の 処 理 ビ ジ ネ ス の リ ソ ー ス と し て,デ

ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス の い か ん に 関 係 な く
,コ ン ピ ュ ー タ ・リ ソ ー ス,ネ ッ ト

ワ ー ク,販 売 ス タ ッ フ,カ ス トマ ー,ベ ー ス を もっ て お り,新 し い サ ー ビ ス ・

メ ニ ュ ー と し て デ ー タ ベ ース を 手 が け る こ とが で き る わ け だ 。 デ ー タ ベ ー ス の

プ ロ デ ュ ー サ 側 か ら み て も,デ ー タ ベ ー ス を作 成 し,ネ ッ トワ ー ク も組 ん で 自

ら販 売 す る と な る と,初 期 投 資 の 回 復 に か な りの 年 月 を 要 す る。 ま た,プ ロ デ

ュ ー サ に と っ て は,コ ン ピ ュ ー タ と ネ ッ トワ ー ク を介 し て 自 ら販 売 す る の は,

全 く畑 違 い の 分 野 で あ る者 も多 い 。 こ の 点 で,プ ロ デ ュ ーサ と デ ィ ス ト リ ビ ュ

ー タ の 結 び つ き は ,極 め て 自然 の 成 行 き と 言 え よ う。

図2は,プ ロ デ ュ ー サ,デ ィ ス ト リ ビ ュ ータ,ユ ー ザ そ し て ソ ー ス ・デ ー タ

提 供 者 と して の 政 府 機 関 の 関 係 と金 の 流 れ を 示 し た も の 。 プ ロ デ ュ ー サ は,デ

ィ ス ト リ ビ ュ ー タ か ら ロ イ ヤ ル テ ィ ・チ ャ ー ジ を,ユ ー ザ か らは 加 入 料 金 を受

け 取 る。 この 外,バ ッ チ 形 式 に よ る サ ー ビ ス 収 入 が あ る。 一 方,デ ィ ス ト リ ビ

ュ ー タ は,ユ ー ザ か ら コ ン ピ ュ ー タ ・リ ソ ー ス の 使 用 料 金,回 線 接 続 料 な ど を

と る。

ボ ス トンのDataResorcesInc.の よ うに,デ ー タ ベ ー スの 作 成 か ら デ ィス ト

リ ビ ュ ー シ ョ ン ま で,一 貫 し て 独 自で 手 が け て 成 功 し て い る例 も あ る が,通 常

は 図2の よ うな 分 業 態 勢 を と っ て い る。 こ れ は プ ロ デ ュ ー サ,デ ィ ス ト リ ビ

ュ ー タ 相 方 に と っ て,リ ス ク の 分 散 に もな っ て い る。 デ ィ ス トリ ビ ュ ー タの 場
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図2:流 通 機 構 と金 の 流 れ

合は,プ ロ デ ュ ー サに ロ イ ヤル テ ィ料 金 を支 払 うが,デ ータ ベ ー スが 優 秀 で あ

れ ば,ユ ーザ の利 用 も増 大 し,そ れだけ リソース使 用料が ころ が り込 ん で く る。

しか も,不 幸 に して デ ータベ ースに お客 が つ か な けれ ば,プ ロ デュ ーサ との契

約 を最 初 め期 間 で と りや め,サ ー ビス ・メ ニ ュ ーか ら除 外 すれ ば いい 。 この場

合 ・デ ータ ベ ース そ の もの を自 ら作 成 した わけではないか ら,リ スクは 極 めて 小

さ くて 済 む。

デ ィ ス トリ ビ ュ ータ は ま だ,デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス その もの で も うけ よ う

とい う意 識 は 低 い。 これ は,オ ン ラ イ ン ・デ ー タ ベ ース ・サ ー ビスが アメ リカ

で もま だ発展 初 期 の 段 階 に あ る こ とに もよ るが,む しろ ネ ッ トワ ー ク業 者 は デ

ータ ベ ー ス ・サ ー ビス を① コ ン ピュ ータ ・リ ソー ス の使 用 とい う従来 の ビ ジ ネ

ス の拡 張 の一 環② 新 し いサ ー ビス ・メ ニ ュ ーの追 加 に よ るユ ーザ ・サ ー ビ ス 策

の 拡 大③ 大 手 カ ス トマ ーの獲 得 ・確 保④ デ ータ ベ ー ス ・サ ー ビス利 用 者 に パ ッ

ケー ジな ど他 の 製 品 を売 り込 むな どの 販 売 拡 張 の一 環 と考 えて い る。
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今 回 訪 問 し たADPNetworkServicesの 場 合 も,デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス

に よ る収 入 は 現 在 の と こ ろ 総 売 上 高 の5%し か 占 め て い な い が,新 し い サ ー ビ

ス の 目 玉 と し て,こ の サ ー ビ ス を 重 視 して い る と の こ と で あ っ た 。 デ ィ ス ト リ

ビ ュ ータ は さ らに,デ ー タ ベ ー ス を海 外 市 場 で 提 供 す る と い う重 要 な 役 割 も果

し て い る 。 例 え ば,デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ は ア メ リ カ 国 内 でTymnet,Telenet

な ど の 回 線 を利 用 し,こ れ がRCAと かWUIと い っ たInternationalItecords

Carrier(IRC)を 介 し て,ヨ ー ロ ッ パ な ど と接 続 さ れ て い る。

デ ィ ス トリ ビ ュ ー タ の も うひ とつ の 役 割 と し て,複 数 の デ ータ ベ ー ス を 提 供

し て い る こ とが 指 摘 で き る。Rapidataの 場 合 は 後 述 す る が,経 済 関 係 の デ ー

タ ベ ー ス を6種,ま たADPNetworkServicesの 場 合 も5種 提 供 し て い る。

SDCと かLockheedInformationServicesの よ うに,文 献 検 索 サ ー ビ ス を

手 が け て い る と こ ろ と な る と,デ ー タ ベ ー ス の 数 は 極 端 に 多 く な る。 例 え ば,

Lockheedで は,年 間15～20の ペ ー ス で デ ー タ ベ ー ス の数 を 増 大 し て お り,

78年 末 ま で に は100に 達 す る と し て い る 。SDC提 供 の デ ー タ ベ ー ス は37

種 と,Lockheedと 比 較 した 場 合 少 な い が,こ の う ち20種 は プ ロ デ ュ ーサ と

の 契 約 に よ っ て,SDCか ら し か 入 手 で き な い と い う独 自 の や り方 を打 ち 出 し

て い る。

3.オ ン ラ イ ン ・デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス の 発 展

デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス を 市 場 規 模 で み た 場 合 に は,依 然 バ ッ チ 型 の サ ー ビ

ゾ

ス が 大 きい が,近 年 オ ン ライ ン ・サ ー ビス の伸 び率 が 非 常 に大 ぎ く,ま た,パ

ッチか らオ ン ラ イ ンへ の移 行 も進 ん で い る。

デ ー タベ ース ・サ ー ビス 自体,当 初 は 各種 情 報 を レポ ー トの形 で 提供 して い

た もの で あ り,完 全 に マ ニ ュ ア ル/バ ッチ形 態 で あ っ た。 これ が 情 報 量 の拡 大

に 伴 な い,利 用 し易 い形 で コ ン ビ ュ ー 々に フ ァイル され るよ うに な り,即 時 デ

ータ が 必 要 な 情 報 につ いて は,オ ン ライ ンに よ るサ ー ビスが 提 供 され る よ うに

な って き た。 従 っ て,情 報 に よ って は レポ ー トの郵送 な どに よ る バ ッチ型 で も

一132一

、



●

●

十 分 な もの もあ る し,一 口 に デ ータ ベ ース ・サ ー ビス と言 っ て も,バ ッチ型/

オ ン ライ ン型/ミ ックス型 と様 々の提 供 方 式 が あ る 。

情 報 の 内容 とそ の主 な 提 供 方 式 をま とめ る と表2の よ うに な る。

表2:デ ータ ベ ース ・サ ー ビス の種 類 と提 供 方 式

デ ータ の 内容 提 供 方 式

企業信用情報 バ ッチ(オ ン ライ ン化 進 行 中)

消費者信用情報 パ ッチ(1部 オ ン ライ ン化)

マ ーケ テ ィ ン グ情 報 バ ッチ

科学技術文献情報 オ ン ラ イ ン

経 済 情 報 オ ン ラ イ ン

証 券 情 報 オ ン ラ イ ン

ビ ジ ネ ス ・ ニ ュ ー ズ オ ン ラ イ ン

法 例 情 報 オ ン ラ イ ン

表1で 見 る限 り,オ ンラ イ ン形 式 に よ るサ ー ビス の方bs多 い が,市 場 規模 と

い う こ とにな る と,既 に触 れ た よ うに 現 在 の とこ ろ バ ッチ型 が 依 然 と して 大 き

い。 ちな み に,Frost&Sullivan社 の 調査 に よ る と,デ ータ ベ ー ス ・サ ー ビ

スの 総 市場 の う ちバ ッチ 型 が80%を 占有 す る とさ えい わ れ る。 た だ し,近 年

に お け る① 通 信 回線 コ ス トの低 下 と信 頼 性 の向上 ② 特 にTelenet,Ty㎜etな ど

VACの 出現 ③ 効 率 の よい タ ー ミナ ルの 出現 ④ 高 度 なDBMSの 開 発 な どに よ っ

て,こ れ らバ ッチ型 の サ ー ビス で もオ ン ライ ン型 に移 行 す る傾 向 に あ る。

将 来 は,全 て の タ イ プ の 情 報 が オ ンラ イ ンで 提供 され る よ うに な る と考 え

られ る 。 しか し,情 報 の 提 供 とい うサ ー ビス の 性格 上,オ ン ラ イ ンでは カバ ー

し きれ な い ものが あ る。 例 えば,文 献 の 原典 とか年 度 あ るい は 過 去 の トレ ン ド

を ま とめ た レ ポ ー トとか の有用 性 も高 く,提 供 者/利 用 者 側 と も,オ ン ライ ン

/バ ッチ 両 方式 を効 率 的 に ミッ クス して使 うよ うに なろ う。

現 在,オ ン ライ ン ・デ ータ ベ ー ス ・サ ー ビスが 最 も進 ん で い るの は,経 済/

証券 情報 で あ る。 経 済 情 報 の場 合 に は,各 種 経 済 デ ータ の ミッ ク ス あ るい は利
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用 企 業個 有 の財 務 デ ータ との オ ーバ ー ラ ッ プな ど,処 理 を伴 な う利 用 が 多 いか

らオ ン ライ ン型 が 急 速 に発 展 して い る。 証券 情 報 の 場 合 は,例 えば 株価 の即 時

デ ータ な ど,迅 速 性 が 売 り もの とな り,当 然 オ ンラ イ ンの需 要 が高 くな る。 今

回訪 問 したRapidataお よ びADPNetworkServicesは,経 済/証 券 デ ータ

ベ ー スの デ ィス トリ ビ ュ ータ で あ るが,何 れ もこの 分 野 の デ ータ ベ ー ス提 供 に

多 大 の期 待 を寄 せ て い .る。

4.経 済/証 券 デ ー タ ベ ー ス

オ ン ラ イ ン ・デ ーみ ベ ー ス ・サ ー ビス の 中 で は,現 在 最 も活 況 を 呈 し て い る

分 野 で,Input社 に よ れ ば 年 率29%と い う高 い 伸 び 率 が 予 測 され て い る 。特

に,経 済 情 報 デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス は,デ ー タ ベ ー ス の プ ロ デ ュ ーサ と デ ィ

ス ト リ ビ ュ ー タ が 明 確 に 分 れ て お り,オ ン ラ イ ン ・デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス の

典 型 的 形 態 を示 し て い る。 た だ し,DataResorcesInc.の よ うに,自 ら デ ー

タ ベ ー ス を作 成 し,'流 し て い る と こ ろ も例 外 的 に あ る 。 証 券 情 報 デ ータ ベ ー ス ・

サ ー ビ ス の 場 合 に も,即 時 情 報 を 提 供 す る も の お よ び 歴 史 的 デ ー タ を提 供 す る

もの に区 分 け され る。 前 者 は,BunkerRamo,GeneralTelephone&Elect-

ronics(GTE),Quotronが3大 ベ ン ダ ー と な っ て お り・ 後 者 は ・い わ ゆ るT

SS会 社 が サ ー ビ ス を 提 供 し て い る。

こ の 分 野 の プ ロ デ ュ ー サ に は,政 府 機 関,銀 行,経 済 コ ンサ ル タ ン ト会 社,

金 融 業 界 の 出 版 社,調 査 会 社 な ど様 々 な 企 業/機 関 が 参 入 し て い る。 デ ィ ス ト

リ ビ ュ ー タ と し て は,InteractiveDataCorp.,GEInformationSys-

tems,ADPNetworkServices,Rapidataな ど を は じ め,有 力 ネ ッ ト ワ ー

ク 業 者 が 顔 を そ ろ え て い る。 表3は ど の デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ が ど こ の デ ー タ ベ

ー ス を 提 供 し て い るか を ま とめ た もの 。

同 表 に 明 らか な よ うに,ひ とつ の デ ィ ス トリ ビ ュ ー タ は ・ 複 数 の デ ー タ ベ ー

ス を提 供 し て い る。 し か も,例 え ばNBER(NationalBureauofEconomic

Research)と かChaseEconometricな ど,優 秀 な 経 済 デ ータ ベ ー ス は 数 多
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表3経 済 デ ータ ベ ース の プ ロデ ュ ーサ と デ ィス トリ ビ ュータ

ディス トリビュータ プ ロ デ ュ ー サ

ADPNetworkServices Chase,NBER,Compustat,Bancall,

MSF,HSF

Boeing Wharton,WFEAEconomic,WFEA

Regional

Compu-Serv NBER,KentEA

DataResources DRI,NBER,SPNB,ValueLine

Compustat,OECD,IMS

GeneralElectric NBER,ValueLine,Telstat,IMS,

NEME,Compustat,AHAM,JBD

InteractiveData Chase,MerrillLynch,ValueLine,

COmPustat

NationalCSS MBER,FDIC.IMS,MerrillLynch

Rapidata NBER,FRBSF,Rapidquote,Value

Line,BAMACS,IFS

RemoteComputing Merlin

ServiceBureau NBER,Telstat,FDIC

(ソ ー ス:Input)

く の デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ の ネ ッ トで 流 され て い る。 ま た,デ ィ ス トリ ビ ュ ー タ

か ら見 た 場 合,同 じ経 済 証 券 情 報 で も,更 新 頻 度 や カ バ ー範 囲 の 違 っ た も の を

ネ ッ トワ ー ク に 乗 せ,総 合 的 利 用 を ね ら っ て い る。

例 え ばRapidataの 場 合 は,NBER,FRBS(FederalReserveBankof

SanFrancisco),BAMACS(BankofAmericaMoney&CreditSta-

tistics),IFS(lnternationalFinancialStatistics)な ど の 経 済 情 報 と

Rapidquoteと 称 す る株 価 情 報 を提 供 して い る。 こ れ ら各 デ ー タ ベ ー ス の 詳 細

は 各 論 に ゆ ず る が,例 え ば,NBERに は46年 か ら現 在 ま で の経 済 全 般 の 歴 史
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的 デ ータが 含 まれ,更 新 は 月 間 お よ び四半 期 な の に対 し,BAMACSは 国 内/

国 際 的金 融 デ ー タ を カ バ ー し,デ イ リーで更 新 され て い る。 ま だIFSは デ イ

リー ・ベ ースで の 通貨 お よび 国 際貿 易 の評 価 で は な く,歴 史 的記録 あ る いは過

去 の トレン ドの 分 析 が 目 的 に な って い るな ど,各 デ ータ ベ ース を総 合的 に利用

す る と効 率 が 倍 化 す る よ うに な って い る。 しか もRapidataの 場 合,Probeと

称 す る独 自開発 の シ ス テ ムに よ っ て,こ れ ら各 デ ータ ベ ー ス と カス トマ ー個 有

の デ ータ ・フ ァイ ル を総 合 的 に ミ ック ス し,予 測/分 析/レ ポ ー テ ィ ン グ/プ

ロ ッテ ィ ン グな ど の機 能 を売 り もの に して い る。

、

,

●

'
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第2章 各 論

2.1経 済 デ ー タ ベ ー ス を重 視 す るRapidata,lnc.

調 査 先;

所 在 地;

調査期 日;

面 接 者;

調 査 員;

Rapidata,Inc.

20NewDutchLane,Fairlfield,NewJerseyO7006

1977年11月29日

Mr.R.Bergmaqn

Mr.J.Leonard
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1.概 要 お よ び 所 感

Rapidata社 は,1967年 に 創 立 され1976年 度 で約1,500万 ドル(約37.5億

円)の 売 上 げ を持 つ,中 堅 の リモ ー ト ・ア ク セ ス ・コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス会 社

で あ る。

サ ー ビス の 内容 は,公 共 事 業,銀 行 業 務,財 務,工 業,そ して政 府 関 係 と幅 広

い もの とな って い る。 しか しそ の中 で は,財 務 情報 シ ステ ム(FinancialIn-

formationSystem)を 中 心 業 務 と考 え て お り,ま た公 共事 業 の 中 で は電 話会 社

に 対 す るサ ー ビス も無 視 で きず,売 上 の25%を 占 め て い る。

現 在 の とこ ろ約1,000社 の 顧 客 を持 ち,ア メ リカ国 内 で15ヵ 所 の営 業 所 を拠 点

と して営 業 活 動 を行 な い,ニ ュー ジ ャー ジ州 フ ェア フ ィー ル ドの本 社 に隣i接す る

コンピュータ ・セ ンター で,リ モ ー ト ・ア ク セ ス ・サ ー ビス を行 な って い る。

海 外 の 拠 点 と しては,ロ ン ドンに支 店 を持 ち ヨー ロ ッパ 特 有 の デ ー タベ ー ス販

売 等 を推 進 し て い る。 ま た,フ ラ ンス,西 ドイ ツに於 い て も現 在 代理 店 契 約の 交

渉 が進 行中 で あ る。 日本 の 市 場 に対 して も大 いに 興 味 を示 して お り,海 外 市 場 へ

の 進 出 に 関 しては,積 極 的 で あ る と言 え る。

デ ー タベ ー スに 関 し ては,財 務 関 係 を中 心 に現 在10～12種 サ ー ビス され てお
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り,全 顧 客 の約30%が,こ の サ ー ビス を使 用 してい る。 以 下 この デ ー タベ ー ス

・サ ー ビス を中 心 に 詳 論 を述 べ るこ とと す る。

2.詳 論

(1)デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス の背 景

Rapidataで は,大 手 企 業 へ の豊 富 な財 務 ア プ リケ ー シ ョンの 提 供 とい う方

針 に 合 わ せ,財 務 関 係 の デ ー タベ ー ス を中 心 に サ ー ビス を行 な って い る。 その

た め利 用 者 は,銀 行,金 融 ブ ロー カ,企 業 の財 務 担 当 者,企 画 部 門,調 査 部 門

等 が 中 心 とな ってい る。

サ ー ビス され て い る デ ー タ ベ ー スは,全 て他 の デ ー タベ ー ス提 供業 者 よ り提

供 され メ ンテ ナ ンス され て い る もの で,Rapidata自 身 で 作 成,あ るいは メ ン

テ ナ ン スを行 な う こ とは ほ とん どな い。 ア メ リカ に於 い て は,デ ー タベ ー ス作

成 ・メ ンテ ナ ン ス業 者 と,エ ン ド ・ユ ー ザへ の デ ー タベ ー ス業 者 の 分 業体 制が

確 立 され てい る。 ま た 特 殊 な 例 と して は,サ ー ビス業 者 が 複 数 の 既 存 デ ー タベ

ー ス を統 合 してサ ー ビス す る とい う形 態 も生 じて 来 てい る。

Rapidataに 於 け るデ ー タベ ー スrサ ー ビスの 位 置 付 は,マ ー ケ テ ィ ング戦

略 の1つ と しては っ き り した もの で あ る。 す な わ ち,Rapidataで はデー タベー

ス の利用 料 金 で 収 益 を 得 る 目的 は な く,.デ ー タベ ー ス は サ ー ビス と して提 供 し,

その 利 用 に伴 な う コ ン ピ ュー タ ・リソ ー スの 使用 料 で収 益 を あ げ る とい う考 え

方 で あ る。 ベ ル ク マ ン氏 の 話 に よれ ば,こ の考 え方 は 「コ ダ ック商 法 」,つ ま

りカ メ ラを た だ 同様 の 値 段 で売 って フ ィル ム で儲 け る とい うや り方 に通 じ る と

の こ とで あ った。 した が って,エ ン ド ・ユ ー ザ が 支 払 うデ ー タ ベ ー ス使 用 料 金

は,そ の ま ま デ ー タ ベ ー ス作 成 業 者 に 支 払 わ れ る。

デ ー タベ ー ス使 用 料 金(SubscriptionFee)は,年 間契 約 料 と して支払 う

もの,検 索 度数 に よ っ て支 払 う もの 等,そ の デ ー タベ ー ス作成 業 者 に よ って支

払 い方 法 が 異 な る。 金 額 も,デ ー タベ ー スの 内 容 に よ っ て大 き く差 が あ り,年

間 契 約 料 で200ド ル か ら2,000ド ル,更 に は,20,000ド ル に達 す る もの もあ
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る。 ま た料 金 の 徴 収 方 法 も,サ ー ビス業 者 が 一 括 徴 収 して 作 成 業 者 に収 め る も

の や,エ ン ド・ユ ーザが 直接,作 成 業 者 と契 約 を して料 金 を払 い込 む もの 等,種

々の 方 法 が あ る。Rapidataで は,基 本 的 に 前 者 の 徴 収 方 法 を取 って お りデ ー タ

ベ ー スの種 類 に よ って は,多 少 の 中 間 マ ー ジ ンを取 って い る場 合 もある様 で あ る。

`

●

② サ ー ビ ス 中 の デ ー タ ベ ー ス

現 在Rapidataで サ ー ビ ス され て い る デ ー タ ベ ー ス の う ち 主 な もの は 次 の 通

りで あ る。

ONBER;NationalBureauofEconomicResearch

ORapidquote

Oサ ン フ ラン シ ス コ連 邦 銀 行;FederalReserveBankofSanFranciseo

oIFS;InternationalFinancialStatistics

OBOA;BankofAmerica

Oユ ー ロ ・コ モ デ ィテ ィ;Euro-Commodity

o市 場 統 計;MarketStatistics

上 記 の デ ー タ ベ ー ス の う ちIFS,BOAお よ び ユ ー ロ ・コ モ デ ィテ ィ の3つ

は,ロ ン ドン で もサ ー ビス し て お り,特 に ユ ー ロ ・コ モ デ ィ テ ィ は,極 く最 近

ロ ン ドン で 発 表 さ れ た ヨ ー ロ ッパ 専 用 の デ ー タ ベ ー ス で あ る。

(A)NBER

NBERは,非 営 利 の 独 立 団 体 で あ るNationalBureauofEconomic

Researchに よ っ て 作 成 及 び メ ン テ ナ ン ス さ れ て い る,ア メ リ カ経 済 動 向 マ

ク ロ デ ー タで あ る。 こ の デ ー タ ベ ー ス は1969年 末 に,Rapidataに 於 け る

最 初 の デ ー タ ベ ー ス と し て サ ー ビ ス 開 始 され た もの で あ る 。

ま たRapidataに て 重 要 視 さ れ て い る経 済 ・財 務 デ ー タ ベ ー ス の う ち で も

中 心 と な る位 置 に あ り,全 顧 客 の10～15%が 利 用 し て い る。NBERは 一 般

的 に も,そ の デ ー タ の 正 確 さ,信 頼 度 に 於 い て 高 く評 価 さ れ て お り,Rapi-

data以 外 で も多 く の サ ー ビ ス業 者 が,そ の サ ー ビ ス を 展 開 し て い る。
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内 容 的 に は1946年 以 来 の 種 々 の 経 済 ・財 務 デ ー タ が,月 間 あ る い は 四 半

期 ベ ー ス で 収 録 さ れ て い る 。

月 間 ベ ー ス の 主 な 内 容

oTotalFederalReserveMem.b .erBankReserves

OMoneySupply

OAggregateCommercialBankAss'ets

oTotalPublicDebt

oFederalGovernmentReceipもsandDisbu.rsement

oMoneyMarketRates

oForeignExChangeandInterestRates

forsMajorCountries

OMortgageYieldsandDebtOutstanding

。Standard&Poor,sCommonStocklndices

oNewYorkStockExchangeCustomerDe.btand

CreditFigures'

oOutstandingConsumerCredit

oBusinessFailures-NumberandLiabilities

四 半 期 ベ ー ス の 主 な 内 容

oBalanceofPayments

OPablicDebも

oHighEmploymentBudgetReceiptandExpenditures

olnterestRatesonShortTermBusinessLoans

oOutstandingMortgageDebt

OStandard&Poor,sPriceEarningsRatio

ODeliquencyRatesonBankInstallmentLoans

NBERの デ ー タ は,銀 行 や 各 種 金 融 関 係 の 協 会,経 理 ・財 務 関 係 の 調 査 会

社,政 府 機 関 等 か ら 収 集 さ れ て い る 。 こ れ ら の ソ ー ス ・ デ ー タ 提 供 者 が,そ
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れ それ の分 野 で 信 頼 され てい る機 関 で あ る こ と も,NBERデ ー一夕 ベ ー スの 評

価 を高 め'る要 因 とな って い る・ 各 機 関 か ら収 集 され た デ ー タは,NBERの 職

員 に よ り端 末 機 を 通 じ て 直eCRapidataの デ ー タ ベ ー ス に 入 力 され,デ ー タ

ベ ー ス の 更 新 が 行 な わ れ て お り
,Rapida白 で デ ー タ ベ ー ス の メ ン テ ナ ン ス

を す る 必 要 は 全 くな い 。

主 要 ソ ー ス ・デ ー タ 提 供 機 関

OFederalReserveBoard

oFederalReserveBankofSt .Louis.

oNationalCreditUnionAdministration

OUnitedStatesTreasuryDepartment

OInstituteofLifeInsurance

OFederalHomeLoanBankBoard

OUnit'edStatesDepartmentofHUD

OMoody,sInvestorsService

OBoardofGovernorsoftheFederalReserveSystem

OStandard&Poor,sCorporation
,

ONewYorkStockExchange

OAmericanBankersAssociation

oDunandBradstreet

ONationalAssociationofMutualSavingBanks

(B)Rapidquote

Rapidquoteは,ア メ リ カ 国 内 各 地 の 各 株 式 取 引 所 に 於 け る株 式 及 び 債 券

の 価 格 を 中 心 に,そ の 他 株 式 売 買 に 必 要 な 情 報 を加 え た デ ー タ ベ ー ス で あ り,

そ の 規 模 は14,000銘 柄 を 越 え る 。 価 格 や そ の 他 の 情 報 は 当 日 分 だ け で な

く,取 引 市 場 の 開 設 日 ベ ー ス で66日 以 然 迄 遡 る こ とが で き,ま た 週 間 の 情 報

は53週 分 す な わ ち 過 去1年 間 の 情 報 が 検 索 可 能 で あ る 。

Rapidqu・teに 含 ま れ る株 式 取 引 所 は 次 の 通 り。
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Oニ ュ ー ヨ ー ク取 引 所

○ア メ リカ ン取 引 所

○パ シ フ ィ ック コー ス ト取 引 所

。 ミ ッ ドウ ェ ス ト取 引所

OPBw取 引 所(Philadelphia-Baltimore-washington)

上 記 の各 取 引 所 で 扱 わ れ る株 式 の他 に,店 頭売 買 市 場,ニ ュー ヨ ー ク と ア

メ リカ ン取 引 所 で 扱 われ る債 券 類 及 び連 邦 政 府 の 公 債 に 関す る情 報 が 登 録 さ

れ てい る。

この デ ー タベ ー ス に 含 ま れ る情報 の ほ とん どは,テ ル ス タ ッ ト社 よ り提 供

され て い る。 ま た 政 府 の債 券 に 関 す る情 報 は,ケ ミカル バ ンク よ り提 供 され

て い る。 その 他 に は,ウ ォー ル ス トリー トジ ャー ナ ル な どか ら,Rapidata

独 自に も情 報 を付 加 して い る。 これ は,デ ー タベ ー スの サ ー ビス業 者 が,自

らデ ー タベ ー スの 内 容 に 関 係 して い るめず ら しい例 とい え'る。

デ ー タベ ー ス の 内 容 は,主 要 市場 指 標,株 式 毎 の 一般 情 報,株 式 の 種 類 別

の情 報 に大 別 され る。

主 要 市場 指 標

○業 種 別 の ダ ウ ジ ョー ンズ アベ レー ジ

o個 々の ダ ウ式 平均 株 価 に対 す る収 益 率

O各 取 引所 で の 出来 高

○ニ ュ ー ヨ ー ク取 引所 平 均 株 価

○ア メ リカ ン取 引所 平均 株 価

○店 頭 取 引 指 標

OStandard&Poor,s社 レ ポー ト

OValueLine社 レ ポ ー ト

oMoodys社 レ ポー ト

株 式 別 一 般 情 報

○ 会 社概 要o株 式 種 類
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o取 引 コー ドo借 入金

O年 間 最 高 ・最 低 価 格O最 近 の 価 格 トレ ン ド

O最 近 の 出来 高 トレ ン ドO前 日 最 高 ・最低 価 格

株 式 種 類 別 情 報

o一 般 株

過 去 四半 期 の 一 株 当 り利 益,配 当 金 額,配 当 日,無 償額,無 償 実施 日

○オ プ シ ョ ン株

オ プ シ ョン価 株,満 期 日,取 引 コー ド,オ ー プ ン ・イ ン タ レ ス ト,

基 礎 株 価

○優 先 株

配 当 金 額,満 期 日

O転 換 優 先 株

配 当 金 額,取 引 コー ド,満 期 日,転 換 率,

○債 券

発 行 価 格,発 行 日,利 率,償 還 日,Moody'sレ ー ト

○転 換債

転換 株 式取 引 コー ド,転 換 率,最 終 決 算 日

Rapidquoteは,Rapidata社 全 顧 客 の 約20%が 利 用 してお り,王 に銀 行,

金 融 ブ ロー カ,保 険 会 社等 に多 く利 用 され そ い る。 利 用 目 的 と して は,前 述

NBERの 全 般 的経 済 動 向 デ ー タ と組 み合 せ て,株 価予 測 や ポー トフ ォ リオの

評 価 に 使 わ れ る ケ ー ス が 多 い。

Rapidquoteの も う一 つ の 特 徴 と して,デ ー タベ ー スに 付随 した プ ロ グ ラ

ム ・ラ イ ブ ラ リが用 意 され て い る。 こ の ラ イ ブ ラ リは,次 の様 な機 能 を 含 ん

で い る。

○ポ ー トフ ォ リオ の 作 成 と評価

○株 式 一 覧 表 の 作 成

○連 邦政 府 公債 の レポ ー テ ィン グ
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○株 価 ト レ ン ドの グ ラ フ 化

○ ポ ー ト フ ォ リオ の ス'ワ ッ プ モ デ ル

O特 定 銘 柄 情 報 の リ ト リ ー ブ

Oポ ー トフ ォ リオ 最 適 化 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

○税 引 後 の 株 式 ス ワ ッ プ モ デ ル

こ の 様 に,Rapidquoteは 多 く の 情 報 量 と 機 能 を 合 わ せ 持 ってお り,NBER

と 共 にRapidata社 の 中 心 的 デ ー タ ベ ー ス で あ る。

(C)FederalReserveBankofSanFranci、sco

サ ン フ ラ ン シ ス コ連 邦 銀 行 に よ り提 供 さ れ て い る デ 一 夕 ベ 〒 ス で,金 融 機

関,雇 用 状 況,産 業 全 般 の 経 済 活 動 に 関 す る 内 容 を持 ち,毎 日 更 新 が 行 な わ

れ て い る。 この デ ー タ ベ ー ス はNBERよ 、り,更 に 詳 細 な 経 済 動 向 デ ー タ を提

供 す る た め に 用 意 さ れ た もの で あ り,こ こ 数 年 間 サ ー ビ ス を 続 け て い る が,

あ ま り利 用 され て い る デ ー タ ベ ー ス と は 言 え な い 。

Rapidata社 の ス タ ッ フ に よ れ ば,こ れ は 内 容 が 詳 細 な デ ー タ を狙 っ て い

る に も か か わ らず,中 途 半 端 な もの に 終 っ て い る た め と の こ と で あ っ た 。 よ

り詳 細 な 経 済 動 向 デ ー タ ベ ー ス と し て は,

ODataResourcesIneorp .

OADPNetworkService

ONationalCSS

OInteractiveDataCorp.

OBoeingComputerServices

な ど が 提 供 して い る もの の 方 が 良 い と の こ と で あ る。

顧 客 の ニ ー ズ に 合 わ な い,デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス の 一 つ の 失 敗 例 と言 え

よ う。

(D)IFS(InternationalFinancialStatistic8)

世 界150ケ 国 に 渡 る国 際 金 融,国 際 貿 易 情 報 の デ ー タ ベ ー ス で,IMFに

よ り管 理 さ れ て お り,月 一 回 更 新 さ れ て い る。 こ の デ ー タベ ー ス は,全 顧 客
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の 約15%に 利 用 され てお り,そ れ らは 主 に,銀 行,金 融 ブ ロー カ,そ して

貿 易 会 社 で あ る。

この デ ー タベ ー スは,日 々の 国 際 通 貨 の 変 動 を見 るの で は な く,国 際 通 貨

及 び貿 易 に 関 す る長 期 的 な 過 去 の トレ ン ド分 析 等 に利 用 され る こ とを 目的 と

し て い る。

尚,IFSは ロ ン ドンに於 い て もサ ー ビス され てい る。

(E)BOA(BankofAmerica)

BankofAmericalcよ り管 理 され てい るこの デ ー タベ ー スは,金 利,外

為 レー ト,メ イ ンバ ン クの フ ァン ドの 流 れ,更 には 国 内 ・国 外 の様 々 な金 融

デ ー タ を カ バ ー してお り,毎 日更 新 が 行 なわ れ てい る。 した が って金 融 デ ー

タ ベ ー スを利 用 す るユ ー ザ は,長 期 的 な 分 析 に はBOAを と使 い 分 け て い る。

それ ぞ れの デ ー タベ ー スの 遡 及 可 能 期 間 は,IFSが2～3年,BOAが 平 均

90日 間 で あ る。

BOAに 含 ま れ る主 な情 報 は 次 の 通 り。

O国 内通 貨相 場 と債 券 の 利 回 り

o政 府 公 債 の 利 回 り

○外 為 レー ト

Oユ 一 口 ダ ラ,ユ ー ロ カ レ ン シー ト

O海 外 の金 利 情 報

○国 内金 融 市 場 の 動 向

O銀 行 間 フ ァン ドの 流 れ

O連 邦政 府 内 の フ ァン ドの 流 れ

これ らの情 報 の ほ とん どは,BankofAmericaの 市 場 調 査 部 で 作 成 し て

い るが,一 部 外 部 の 機 関 か ら も情 報 を得 て い る。

主 な リソー ス提 供 者 は 次 の 通 り。

Oニ ュ ー ヨ ー ク連 邦 銀 行

O政 府 の 連 邦 銀 行 委 員 会

一145一



。財 務 省

OBondBuyer社

OMoody,s社

oReuters通 信 社

(F)そ の 他

MarketStatisticsとEuro-Commodity

共 に,市 況 情 報 デ ー タ ベ ー ス で,前 者 は ア メ リ カ 国 内,後 者 は ヨ ー ロ ッパ

市 場 を 取 扱 っ て い る。,

MarketStatisticsは,Sales&MarketingManagementMagazine

社 のAnnualSurveyofBuyingPow
.erに 基 づ い て 作 成 さ れ て お り,ア メ

リ カ 国 内 の 地 域 別,年 令 別,商 品 種 類 別 の 市 況 情 報 を 提 供 す る。

Euro-Commodityは,極 く 最 近 ロ ン ドン で サ ー ビ ス を 開 始 し た デ ー タ ベ

ー ス で
,ロ ン ドン 市 場 に 於 け る取 扱 い 品 目 に 関 す る 市 況 情 報 で あ る。 現 在 イ

ギ リ ス 内28の ユ ー ザ に 利 用 され て お り,そ の 中 に は エ ク ソ ン,ダ ン ロ ップ,

チ ェ イ ス 等 大 企 業 が 多 く 含 ま れ て い る。

デ ー タベ ー スの新 しい 利用 形 態

従 来 の デ ー タベ ー スの 使 わ れ 方 は,単 一 デ ー タベ ー スへ の ア ク セ スが 中 心 で

あ った が,同 一 シ ス テ ム上 に準 備 され,ま た デー タ を取 り扱 うDBMSが 整 備 さ

れ るの に 伴 ない,複 数 の デ ー タベ ー ス を 組 み 合 せ て処 理 を 行 な うこ とが,一 般

化 して きて い る。Rapidata社 の 場 合 は,NBERを その 中 心 に 於 い て,NBER

とRapidquoteを 利 用 した 株 価 予 測,NBER,IFS,BOAを 利用 した 外 為動

向 分 析 等 の 使 い 方 が一 般 的 に な って い る。 また,汎 用 デ ー タベ ー ス ど う しの組

合 わ せ だ け で な く,会 社 の 個 有 チ ー タ とNBERの 組 合 わ せ 利用 等 も盛 ん に行 な

わ れ て い る。

この様 な 利用 形 態 が一 般 化 して きた理 由 と しては,正 確 性,信 頼 性 の 高 い 多

くの デ ー タベ ー スが用 意 され て きた ば か りで な く,そ の デ ー タ を取 扱 うDBMS
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の 進 歩 も見逃 す わ け には い か な い。

(4)ProveとX2C

Rapidata社 に 於 け る デ ー タ ベ ー ス ・マ ネ ジ メ ン ト ・ツ ー ル と して は,Prove

とX2Cが 用 意 され て い る。

Proveは,本 来 の デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン トの 機 能 に,そ の デ ー タ を 分 析,レ ポ

ー トす る 機 能 を 付 加 した 新 し い タ イ プのDBMSで あ る
。 特 に 時 系 列 的 に デ ー タ

を 分 析 す る こ と に 威 力 を 発 揮 し,予 測 や プ ロ ッ トの 機 能 も合 わ せ 持 つ,高 度 な

デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト言 語 で あ る。

現 在300社 以 上 の ユ ー ザ に よ っ て 利 用 さ れ て お り,汎 用 デ ー タ ベ ー ス の リト

リ ー ブ と レ ポ ー トに 利 用 さ れ る ば か りで な く,多 くの ユ ー ザ が こ の 言 語 を 利 用

し て 自 らの デ ー タ ベ ー ス を 構 築 し て い る。 こ の 様 に,エ ン ド ・ユ ー ザ が 自 ら,

言 語 を 自 由 に 扱 っ て 自 分 で 自 由 な シ ス テ ム を 組 み あ げ る と い うの が,現 在 の ア

メ リ カ の コ ン ピ ュ ー タ 業 界 で は 一 般 的 と な っ て き て お り,一 方,サ ー ビ ス 業 者

で も ま た エ ン ド ・ユ ー ザ の 使 い 易 い,よ り高 度 な 機 能 で 且 簡 略 な 言 語 を 開 発,

サ ー ビ ス し て い る。

X2Cも,Proveと 同 様 汎 用 のDBMSで あ るが,Proveよ り も細 か い 機 能 を

持 っ て お り,し た が っ てProve程 に は,使 い 易 く な い と 言 え る 。X2Cは,様

々 な デ ー タ ・フ ォ ー マ ッ ト,デ ー タ ・ス トラ ク チ ャ を扱 う こ とが で き る た め,

Rapidata社 で は,新 し い デ ー タ ベ ー ス を セ ッ トす る場 合 の,ソ ー ス ・デ ー タ

・コ ン バ ー トに 使 用 し て い る。

Rapidata社 で は,全 く 新 しい デ ー タ ベ ー ス を サ ー ビ ス す る場 合,そ の 準 備

に は 一 般 的 に 言 っ て6人 月 位 の 労 力 を か け て い る との こ と で あ る。 但 し,こ れ

は 人 工 量 と し て つ め て 計 算 し た 場 合 な の で 実 際 に は5～6人 で3ケ 月 と い っ た

と こ ろ で あ ろ う。 現 在,既 存 デ ー タ ベ ー ス の メ ン テ ナ ン ス 要 員 は7～8人 で あ

る。
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(5)フ ァ シ リ テ ィ

Rapidata社 は,ニ ュー ジ ャ ー ジ州 フ ェ、ア フ ィ ー ル ドの 本社 の セ ン ター に,9セ

ッ トの メ ジ ャ ー ・コ ン ピ ュ ー タ を 設 置 し て サ ー ビ ス を行 な っ て い る。 内 訳 は,

Honeywell-437デ ュ ア ル プ ロ セ ッサ が6セ ッ ト,PDP-10が3セ ッ トであ

る。HoneywellとPDPの 関 係 は,特 に 使 い 分 け て い る とい う訳 で は な く,セ ン タ

ー の 拡 張 時 にH・neywellの か わ りにPDPを 入 れ た との こ とで あ っ た
。

回 線 関 係 は,Tymn・et及 びTelenetと 専 用 線 を 使 用 して お り,セ ンタ ー と ノ

ー ドの 間 は9
,600な い しは4,800bpsで 結 ん で い る。

ラ ピ デ ー タ ・シ ス テ ム の ユ ー ザ 利 用 形 態 は,TSSが85%を 占 め,バ ッチ が

10%,リ モ ー ト ・バ ッチ が5%で あ る。

、

、

`
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2.2急 激 に カ ス トマ ー を拡 大 す るNewYorkTimes

lnformationBank

調 査 先;

所 在 地;

調査期 日;

面 接 者;

調 査 員;

NewYorkTimesIuformationBank

1719ARoutelO,Parsipl)any,NJ

1977年11月29日1

PaulBerthiaumeV.P.Maketing

AlanGreengrassDepManagerEditor

GordonRunnerV.P.Technic&Operation

栗 原 松 村

駕

1.概 要 お よ び 所 感

NewYorkTimesで は,従 来 新 聞 の 切抜 き を集 め た デ ー タベ ー ス を作 成 し,自

社 の 業 務 で 利用 して い た が,そ の 量 の増 大 に伴 い,資 料 の 活用 が 困難 に な っ て き

た 。 ま た,社 会 的 に も,多 くの 分 野 か ら,こ の 種 の デ ー タベ ー スの 必 要 性 が 生 じ

て来 た。 この2つ の 理 由 か ら,NewYorkTimesで は1969年 に デ ー タベ ース

を コ ン ピ ュ ー タで 扱 うべ くlnformationBankを 発 足 させ た。1972年 に は,

IBMが 開発 した 専用 の ソ フ トウエ ア を得 て,デ ー タ ソー スは新 聞,雑 誌 約70

種 を カ バ ーす るま で に拡 大 され た。1974年 に は,こ の デー タベ ー スで 商 用 デー

タベ ー ス ・サ ー ビス を開 始 した。1977年 現 在,サ ー ビスの 範 囲 は世 界各 国 に拡

り,オ ー ス トラ リア,フ ィ リ ッピン,ヨ ー ロ ッパ を含 め約600の ユ ー ザ を持 って

い る。この ユ ー ザ は最 近 急 増 し て きて い る。

NewYorkTimesの この サ ー ビスの 特 徴 は,デ ー タベ ー スの 作 成 か ら販 売 ま

で を一 社 で 行 っ てい る点 で あ り,分 業 の 盛 ん な ア メ リカで は めず ら しい例 で あ る

が,因 って 来 た る処 を 見れ ば うな ず け る。NewYorkTimesのluformation

Bankに つ い ては,既 に 種 々の 資料 が あ るの で,以 下 に今 回 の 調 査 に 関 す る事 項

に つ い ての み 記 す る こ と とす る。
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2.詳 論

(1)デ ー タベ ー スの ソ ー ス及 び量

現 在 の デ ー タベ ー ス の記 事 の 数 は,約140万 件 あ り,年 間20万 件 の割 合 で

増 加 し て い る。 最 も古 い記 事 は1969年1月 のNewYorkTimes紙 か らの もの

で,同 紙 の 記 事 は それ 以 降全 て収 容 され て い る。 この 他 に 新 聞,雑 誌 約70種

か らの ソー スが あ るが,NewYorkTimes紙 の 記 事 との 重 複 は避 け て い る。

デ ー タベ ー スの ア ッ プデ ィ トは,そ の 資 料 が 刊 行 され てか ら1週 間 以 内 に行

な わ れ るが,内 容 的 に 重 要 な もの を優 先 して 行 な ってい る。

② イ ン デ ッ クス と ア ブ ス トラ ク トの 作 成

デー タ ベ ー スの デ ー タその もの は,マ イ ク ロ フ ィ ッシ ュに 収容 され る。 た と

えば 新 聞1紙1日 分 は マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ1枚 に 入 れ られ てい る。 利用 す る側

か らの 最 も重要 な もの は イ ンデ ック スで あ るの で,イ ンデ ック ス作 りに 力 を入

れ て い る。 現在 この 作 業 に60人 が 従 事 し(1人 に1刊 行 物 を対 応),年 間20

万件 を処 理 して い るが,こ の 約50%がNewYorkTimes紙 であ る。 イ ンデ ッ

ク スに 使 用 され るTermは,全 て シ ソ ー ラ スに 登 録 され たControledVoca-

kuraryを 使 用 して い る。

ユ ー ザ の 要求 に対 し ては原 文 を提 供 す るよ り もア ブス トラ ク トを提 供 す る こ

とが 多 く,ま た,ア ブ ス トラ ク トで 満 足 され て い る。 ア ブス トラ ク トの 作 成 に

は,直 接 タ ー ミナル か らタ イ プ イ ンす る こ とが で き る。 この ター ミナル は 商 用

に供 され てい る本番 マ シ ン とは 別 の マ シ ンに接 続 され てい て,こ こで1日 分 の

ア ブ ス トラ ク トを磁 気 テ ー プに ま とめ,こ れ に よ り本 番 フ ァイル の ア ッ プデ ィ

トを行 な って い る。

イ ンデ ックサ ー と し て,特 に 専 門 家 を雇 う こ とは な く,訓 練 の 方 法 はOJT

を主 に して い る。 約2ケ 月 で だ い た い の 仕 事 が 出来 る よ うに な り,1年 程 度 で

1人 前 に な る。

イ ン デ ッ クスに 要 す る コス トは5～6ド ル/件 見 当 で あ るが,ど の 範 囲 ま で
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含 ん で い るかは さ だか で は な い。

φ

㈲ 設 備

使 用 され て い る コ ン ピュ ー タはIBM360/67で あ るが1978年 に は370/

148(1セ ッ ト)に リ プ レ イスす る計 画 で あ る。 ア ブス トラ ク トを 収 容 して い

るデ ィ ス クは 現 在3330-1×15ス ヒ。ン ドル便 用 してい るが,370/148に

リ プ レ イスす る時 点 で3,350×8ス ピン ドル に移 す 予 定 で あ る。 ア ブ ス トラ ク

トは 将 来 も全 て デ ィス クに収 容 す る考 えで あ る。

曲 線 は300ビ ッ ト/秒 と1200ビ ッ ト/秒 の2種 類 の もの が 使 用 され てい て,

前 者 の 方 が数 は 多 い が,使 用 され て い る時 間 数 は 同程 度 で あ る。

(4)顧 客 の獲 得 と市 場

ユーザ数 の推移 をみ る と,1975年3月 には20,1976年6月 には150,

1977年10月 に は600と な って い る。成 長 の理 由 と して は,積 極 的 な 販 売 作

戦 と ネ ッ ト ・ワー クの 普 及 が あ げ られ る。 実 際 に,フ ォー チ ュ ン上 位1,500社

に ダ イ レ ク トメ ー ル を 発 送 した り,NewYorkTimes紙 に数 回広 告 を 行 な っ て

い る。

o新 聞 広 告 の 結 果 約1,500件 の 照 会 が あ った 。

ニ ュー ヨー ク,シ カ ゴ,サ ン フ ラン シ ス コ に セ ー ル ス オ フ ィスが あ り,

ポ ー タ ブル ・ター ミナ ル を用 いた デ モ ン ス ト レイ シ ョン,説 明会,新 聞 広

告 な ど各 種 の 販 売 活 動 を行 な って い る。 分 野 別 に市 場 を み る と,テ レ ビ ・

ラ ジオ関 係,エ レ ク トロ ニ ク ス関 係,出 版 関 係,石 油 化 学 関 係,法 曹 関 係

が 多 く,当 初 市 場 と して期 待 した政府 関 係,大 学,図 書 館 関 係 は 少 な い。

商 用 ベ ー ス で考 え た 場 合,NewYorkTimesも1ユ ー ザ に過 ぎな い。

日本 も重 要 な 市 場 と して考 え てい る様 で,足 が か りに な る 日本へ の ネ ッ

ト ワ ー ク の 実 現 性 に 関 心 を示 してい た 。

一151一



⑤ そ の 他

最 も興 味 あ る収益 率 につ い て は具 体 的 な 話 は得 られ な か った が,断 片 的 な 表

現 で は,

① 現 在 ま で に,こ の シ ス テ ムに は 総 額1,000万 ドル位 の コ ス トが かか ってい

る と推 定 され る。

②1977年 は良 い実績 を あ げ られ た と思 う。

③ 収益 上 昇中 で あ るの で,近 く発 表 可 能 とな るで あ ろ う。

との こ とで あ った 。

こ こ2～3ケ 月 の 新 商 品 と して 次 の 刊 行 物 を始 め た。 即 ち デ ー タ ベ ー ス を も

とに して,社 会 的に 関 心 の 強 い テ ー マに つ い て(た と えば 事 事 問 題 等)ま とめ

を レポ ー トし発行 して い る。

、
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2.3政 府 刊 行 物 情 報 に 関 す る総 合 サ ー ビ ス の 窓 口

NationalTechnicallnformationService(NTIS)

●

ρ

調 査 先;

所 在 地;

調査期 日;

面 接 者;

調 査 員;

U.S.DepartmentofCommerceNationalTechnical

InformationService(NTIS)

5285PortRoyalRoa(1,Springfield,VA22161

1977年12月1日

Mr.FranklinW.Leibsly

(SalesofComputerproducts)

Mr.Jennings(InternationalMarketDealers)

松 村,栗 原

1.概 要 お よ び 所 感

商 務 省 技 術 情 報 サ ー ビス局(NTIS).は,ア メ リカ連邦 政 府 の科 学技 術 情 報 に

つ い ての ク リア リ ン グハ ウス と しての 機 能 を担 うた め,1970年 に 設 置 さ れ た も

の で あ るが,今 や 国 際 的 に 最 も大 規模 な情 報 流通 サ ー ビス機 関 と して,そ の 機 能

を果 たす ま で に 発 展 して い る。

NTISの 発展 の経 過 を み る と,そ の前 身は 科 学 技 術 文 献 の 民 間 へ の 公 開 を 目 的

に1945年 に 設 置 され た 出 版局(PB=PublicationBoard)に さ かの ぼ る こ と

が で き,1950年 の 技 術 サ ー ビス 局(OTS=TheOfficeTechnicalService)

を経 て,1964年 に,標 準 局(NBS=NationalBureauofStandards)に 移

管 され,さ らに1970年 同局 か ら独 立 し,今 日 に至 ってい る もの で あ る。

NTISの 発 展 の 原 動 力 とな った もの は,科 学 技 術 の 進展 に伴 う情 報 量 の増 大 と

い う必 然 的 な 影 響 は 少 な くて,む しろ ア メ リカ連 邦 議 会の 科 学 技 術 情 報 に 関 心 と

支持 が 大 で あ った こ とに よ る とい え る。 特 に1963年 アメ リカ大 統 領 の 下 の科 学

諮 問委 員会 が科 学 技 術 情 報 の 問 題 に つ い て ま とめ た勧 告 書(ワ イ ンパ ー ク ・レ ポ

ー ト)が 提 出 され た 以 降
,一 般 の 科学 技 術 情 報 に つ い ての 認 識 及 び政 府 当局 の熱
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意 が 高 ま り,ア メ リカ連 邦 政 府 の科 学 技 術 情 報 の一 元 的管 理 体 制 の 整 備が 図 られ

て きた。

今 後 にお い て もNTIS関 係 者 の 情 報 源 の 拡 大 と情 報 の マー ケ ッテ ィ ン グに対 す

る意 欲 的 な姿 勢 を,今 回の 調 査 に お い てみ る とき,.さ らに そ の 発 展 が 予想 され,

主要 諸 国 にお け る科 学 技 術情 報 の ほ とん どが,NTISで 収集 され 販 売 され る時 期

が そ う遠 くな い 日に到 来 す る もの と思 わ れ る。 その 兆 は,1977年 か ら始 め られ

て い る海 外 代理 店 制 度 の 試行 や 国 際 ネ ッ トワー ク網 の 拡 充 な どの 条 件 整 備 状 況 に

み る こ とが で きる。 一 方,我 が 国 の科 学 技 術情 報 の 流 通 も,今 後 このNTISの 情

報 サ ー ビスの 進 展 に 種 々の 影 響 を 受 け る こ とが 多 くな る もの と考 え られ る。 この

意 味 にお い て もNTISの 今 後 の 動 向 に は,絶 えず 注 目 して い く必 要 が あ ろ う。

s

●

2.詳 論

(1)NTIS機 能 と体 制

NTISの 機能 は,「 政府 機 関 で作 成 され る科 学 技 術 に関 す る報 告 書 類 は,も

と も と国 民 の 税金 に よ って研 究 開発 され た結 果 で あ り,当 然 そ れ らは 国 民 に 環

元 され るべ きで あ る。」とい う要 請 に応 え る こ とを基 調 と した もの で あ る。

この た めNTISは,連 邦 政 府 の 行 な った研 究 開 発 の成 果 を民 間 に 技 術 移 転 す

るCentralpointの 役割 を果 たすた めの 機 能 を有 して お り,具 体 的 には ・ 次 の

3つ の機 能 に大 別 で き る。

θ アナ ウ ンス メ ン ト… … … 抄 録 誌,文 献 目録 の 発 刊

回 販 売 ……… 磁 気 テ ー プ,マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ,ペ ー パ ー コ ピー等 の 複 写

サ ー ビス

内 レ フ ァ レン ス ……… 文 献 調 査

NTISが 対 象 と して い る科 学 技 術 情 報 の 分 野,範 囲,種 類 及 び サ ー ビ スの推

移 に つ い てみ る と,逐 年,そ れ ぞ れ拡 大 を続 け てい る。

す な わ ち情 報 の分 野 は,当 初,科 学 技 術 情報 に 限 られ て い た が,次 第 に その

領 域 を拡 大 し,現 在 で は 非 技 術 的 な ビジ ネス の 分 野 に ま で も及 ん で い る。 ま た
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情 報 の 範 囲 は,ア メ リカ国 民 の 税 金 に よ って開 発 され た連 邦 政 府 機 関 の報 告 書

の み で な く,最 近 で は,州 政 府,民 間,諸 外 国 の 情 報 まで 取 り扱 って お り,累

積収 集 量 の 四 分 の 一 が,こ れ らの 機 関 の もの で 占 め られ て い る。

情 報 の 種 類 は,定 期 ・不 定期 刊 行 物 か ら次 第 に 非 市販 資料 や 磁 気 テ ー プ,ソ

フ トウ ェ ア(プ ロ グ ラム)の 領 域 ま で拡 大 して お り,そ の サ ー ビス もマ イ ク ロ

フ ィ ッシ ュ,磁 気 テ ー プ等 の媒 体 の 多様 化 ま た オ ン ライ ン検 索 サ ー ビスの 実 施

な ど,サ ー ビスの 向 上 を 図 って きて い る。

次 に,NTISの 組 識 体 制 をみ る と,NTISは,商 務 省 のAsistantSecre-

taryforScienceandTeehnology(科 学 ・技 術 担 当次 官 補)の 下 に 置 か れ,

現 在,局 長,W・T・ ノ ックス ・以 下,425人 の 職員 で 構成 され て い る。そ の 内

訳 は,編 集 出 版 関 係 が 約 半 数 で あ り,販 売 関 係20人 程 度,残 りが 管 理 関 係 の

職 員 で あ る。1971年 に 比 較 して み ると,当 時335人 で あ った もの が,そ の 後

6年 間 で90人 増 加 してお り,体 制 面 か ら も拡 充 が うかが わ れ る。

NTISの 予 算 規模 は,1971年 に は,350万$で あ ったが,1977年 で は,

1500万$に 達 して お り著 しい伸 び をみ せ て い る。 これ は1976年 に 大 幅 な 料

金 値 上 げ(2.4倍)を 行 な うな どの 増 収 策 を と った た め で あ る。 現 在 で は 政 府

の 研 究 開 発 の 結 果 は,で き るだ け安 価 に 一 般 に提 供 すべ きで あ る とい う強 い 要

請 と独 立 採 算 制 を と っ て い る機 関の 経 営 との 調 整 に 苦慮 して い る。

収 入 源 の 内 訳 は,情 報 販売 手 数 料 収 入80%,政 府 予算10%,情 報 の イ ン プ

ッ ト費 用 と して 情 報 源 か らの徴 収 金10%の 割 合 とな っ てお り,そ の ほ とん どは

情 報 提 供 サ ー ビスの 料 金 収 入 に よ って い る。

② 情報源 と情報分野

NTISの 情報源は,概 ね306機 関に達 してお り,そ れ らの機 関は,① 連 邦

政府機関② 独立行政機 関③各州 自治体④ 各大学,民 間の研 究所⑤民 間企業 ⑥諸

外国,に 大別で きる。 それ ぞれ代表的な機関 としては,次 のよ うな ものがあ る。

① 連邦 政府 各省
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国 務 省,国 防総 省,内 務 省,農 務 省,商 務省,労 働 省,保 健 ・教 育 ・福祉

省,住 宅 ・都市 開発 省,運 輸 省

② 独 立 行 政 機 関 、

環 境 保 護 庁,連 邦 通 信 委 員 会,共 通 役 務 庁,原 子 力 委 員 会,連 邦 エ ネ ルギ

ー局
,航 空 宇 宙 局 等

③ 各州 ・自治 体

ミネ ソ タ州 エ ネ ル ギ ー庁,ロ ス ア ンゼル ス市

④ 各 大学 民 間等 の 研 究 所

ラ ン ド研 究 所,ス タ ン フ ォー ド研 究 所,バ ッテル研 究 所

特 に 注 目 され るの は,1970年 以 降 の 情報 源 の 拡 大 方 針 に 沿 って,各 州 ・自

治 体,民 間企 業,諸 外 国 に範 囲 が 拡 大 され て い るこ とで あ る。

情 報 量 か らみ れ ば,国 防 省36%,NASA15%,エ ネ ル ギ ー研 究 開 発庁

23%と な っ てお り,こ の3つ の 機 関 だ け で全 体 の74%を 占 め て い る。

情 報 の 入 手 方 法 は,情 報 量 の 多 い上 記 の3機 関か らは 回線 を通 じ て テ ー プで

収 集 してお り,他 機 関 分 は 郵 送 に よ って い る。 情報 収 集 量 は,1日,平 均270

件,年 間6万 件 に達 して お り,コ ン ピ ュー タ処 理 が な され るよ うにな った1966

年 以 降 の 累 積 は,100万 件 に及 ん で お り,年 率12%程 度 の 伸 び とな って い る。

この よ うに多 くの 情 報 を収 集 で き るの は,各 省 が 法 令等 に よ って提 供 を義 務

付 け られ た こ とに よ る もの で は な く,NTISに お い て ク リア リ ン グハ ウスの必

要性 を説 得 す る努 力 に よ る もの で あ る。

情報 分 野 は,現 在,次 の26分 野 に及 ん でお り,自 然 科 学 と社 会 科 学 の ほ と

ん どす べ ての 分野 に わ た っ て い る。

① 経 営 ・行 政② 農 業 ・食 料 ③ 行 動 科学 ・社会 学 ④ 医用 生 体 工 学 ⑤ 建 築 工 学 ⑥ 事

業 と経 済 ⑦ 化 学⑧ 土 木 ・構 造 工 学 ⑨ 通 信⑩ 電 子 計 算 機 ・制 御 工 学 ・情 報 理 論

⑪ 電 子 工 学 ⑫ エ ネル ギ ー⑬ 環 境 汚 染 と制 御 ⑭ 保 健 ⑮政 府 機 関 の 発 明 ⑯ 機械 工 学

⑰ 図 書 館 学 及 び情 報 科 学 ⑱ 材 料 工 学 ⑲ 医 学 ・生 化 学 ⑳NASA地 球 資 源採 査計 画

⑳ 天然 資 源⑳ 海 洋 工 学 ㊧ 物 理 学 ⑭ 地 方 行 政 ⑳ 運 輸 ⑳ 都 市 工 学
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(3)情 報 サ ー ビスの 種 類 と実 績

NTISの 情 報 サ ー ビ スは,極 めて 豊 富 で あ り,次 の よ うな サ ー ビス を行 な っ

てい る。

(イ)抄 録 誌 の 刊 行(wGA,GRA&1)サ ー ビス

NTISで は,新 し く収 集 した レ ポー トを広 く利 用 者 に紹 介 す るた め に抄 録

集 を作成 し て い る。 これ に は2種 類 あ り,一 つ は26分 野 に つ い て 部 門 別 に

索 引抄 録 集(wGA=weeklyGovernmentAbstracts)を,一 週間毎.30,000

部 発 刊 して い る。 も う一 つ は,26分 野 を一 括 した総 合 索 引抄 録 集(GRA&1

=GovernmentReportsAnnouncements&lndex)で あ り,2週 間 毎 に

発 刊 して い る。

これ ら抄 録 集 の 内容 は い ず れ も,項 目,著 者,発 行 機 関 等 の 各 索 引 が 載 せ

られ て お り,利 用 者 は これ に よ って情 報 の 有 無 を知 る こ とが で き る。

(ロ)レ ポー ト複 写 サ ー ビス(SRIM)

NTISが 収 集 した レ ポー トは,ほ とん ど マ イ ク ロ ・フ ィ ッシ ュに収 録 され

てお り,利 用 者 か らの 申 込 み に よ って,① マ イ ク ロ ・フ ィ ッシ ュの 複 制,②

マ イ ク ロ ・フ ィ ッシ ュか らペ ー パ ー コ ピー ,③ 印刷 用 版 等 の 作 成,提 供 を行

な って い る。 これ は レポ ー トを要 約 せ ず,フ ル の情 報 を入 手 した い 場 合 に利

用 され る もの で あ り,オ リ ジ ナル報 告書 に比 較 し÷ の 安 ・・価 格 で 入 手 が 可 能

で あ る。

現 在, .725の 利 用 機 関 が サ ー ビス を受 け てお り,再 出 版 され る部数は10

～1 ,500部 で 利 用 機 関 に よ っ て か な り差 が あ る。 また現 在900種 の レポー ト

を用 意 してい る。

内 磁 気 テ ー プ ・サ ー ビ ス(GRATape)

電 子 計 算 機利 用 者 の便 宜 を図 るた め,磁 気 テー プに よ って も,レ ポ ー トの

抄 録 を 販売 して い る。 アメ リカの 主 要 な デー タサ ー ビス業 者,例 えば(L。c

kheed)社,SDC等 は,年 間 の リー ス販売 契 約 を結 び,こ れ を利用 して 自

らの デ ー タ ベ ー ス に 情 報 を 蓄積 して い る。
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⇔ 情 報 検 索 サ ー ビス

情 報 を早 く入 手 した い 利用 者 に 対 して は,個 々の 照 会 に も迅 速 に応 じ られ

るよ うLockheed社 に 委 託 してい るNTISの デ ー タベ ー ス か ら,直 接 抄 録 情

報 を 回線 を通 じて検 索 で きるサ ー ビス を行 な っ て い る。 利 用 料 は,一 質 問に

つ き,100$で ヒ ッ ト文 献件 数 が100件 を越 え る毎 に 料 金 が上 が る仕 組にな

って い る。

困 ソ フ トウ ェ ア登 録 ・販 売

政府 機 関 が 保 有 して い る ソ フ トウ ェアの うち 共用 性 の あ る もの につ い ては,

NTISに 登 録 され てお り,申 込みに応 じてそれ を販売 して い る。 これ は 新 しく

始 め た サ ー ビスで あ り,現 在 ま で に20,000件 が登 録 済 み で あ る。 ま た,ソ

フ トウ ェアの 流 通 を促 進 す るた め 「ComputerProducts」 の デ ィレ ク ト ・

ワー ク を作成 し てお り,現 在 ま で に① エ ネ ル ギ ー② 超 小 型 コ ン ピ ュー タ③ 環

境 ④ 一 般 技 術 の4冊 を ま とめ て い る。 た だ しNTISは,編 集 登 録 の み を行 な

う機 関 で あ り,ソ フ トウ ェア の品 質 管 理 は 行 な って い な い 。 ソ フ トウ ェアの

規 模 は,民 間 開 発 ベ ー スで70,000$～1,000,000$の もの で あ る。

そ の 他

以上 の サ ー ビス の 外,① 政 府 所 有 特 許 の 管理 ② 文 献 調 査 ③TechNoteの

刊 行等 を行 な って い る。

次 に 複写 レ ポー トの 販 売 実 績 を み る と,1976年 に は1971年 に 比 し2倍

の330万 件 に 達 して い る。 これ を利 用 機 関 別 に 分 け る と,一 般 企 業44%,

製 造 業20%,政 府 関 係 機 関17%,大 学 研 究 機 関18%,そ の 他3%と な っ

て い る。 政 府 関 係 機 関 が 少 な い の は,こ れ らの 機 関 が オ リ ジナ ル レポ ー トを

も ってお り,余 部 が な くな った 時 に依 頼 して く るか らで あ る。

情報 検 索 サ ー ビスの 実 績 は,年 間3万 件 に 及 ん で い る。

な お,利 用 者 の 申 込 み処 理 は,コ ン ピュー タ を利 用 してお り,keytotape

で入 力 され るとオーダー ・カー ド(郵 送 文 書,レ ポ ー ト作 成 指 示 書 等)が 出力

され,こ れ に よ って 処 理 を行 な って い る。

●
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(4)デ ー タ ベ ー ス作 成 の プ ロ セ ス

NTISで は,多 様 な サ ー ビ ス を行 な うた め に入 手 した 刊 行 物,非 市 販 報 告 書

等 の 情 報 を コ ン ピュー タに よ らて処 理 して い るが,そ の 入 力 作 業 の 主 な行 程 は,

次 の とお りで あ る。

① イ ン プ ッ ト係(4人)

この 係 で は,入 手 した 刊 行 物,報 告 書 等の 文 献 に頁 抜 け は な い か,マ イ ク

ロ フ ィル ム に撮 映 が 可 能 か,著 作 権 に 問 題 は な い か等 の チ ェ ッ クを 入 力 カ ー

ドに 必 要 事項 を記 入 しな が ら行 な って い る。

② 抄 録 ・目録 係(4人)

この 係 で は,レ ポ ー トの 内容 を判 読 し カ タ ロ グ作 成 の 作 業 を行 な って い る。

③ 情 報 分 析係(10人)

この 係 で は,各 分 野 の 専 門 家 が 検 索 用 の イ ンデ ックス用 語 を抜 き出 す と と

もに,レ ポー トの 著 者 が つ け てい る 「要約 」部 分 の チ ェ ック を行 な って い る。

ま た 必 要 に応 じて こ こで 「要 約 」を作 成 す る場 合 もあ る。

④ 刊 行 係(4人)

この 係 で は,レ ポ ー トに 関 す るイ ンデ ックス及 び 要約 デ ー タ を デ ー タベ ー

ス に 蓄 積 す る作 業 を 行 な っ てい る。 しか しNTISの デ ー タベー スの 管理 及 び

コ ン ヒ。ユ一 夕処 理 は,カ ル フ ォル ニ ア州 に あ るLockheed社 に 委 託 して お り,

NTISで は,端 末 機 に よ りデ ー タ を入 力 す るの み で あ る。 ま た 国 防 総 省,N

ASA,エ ネ ル ギ ー省 の デ ー タは,そ れ ぞれ の 省 で入 力 して い るの で,こ こで

は メ ッセ ー ジ ン グの み を行 な って い る。 なお,入 力 作業 に 使用 され て い る。

「FullDowmentProcessing」

(5)NTISの 課 題 と今 後 の 方 向

① 販売 網 の 整 備

NTISは,海 外 の 情 報 販売 網 の 整 備 を政策 の 一 つ に と りあ げ てお り,そ の

手 初 め に,1976年10月 か ら2年 間,試 行 的 に デ ィラー 制(輸 入 総 代 理 店
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制)を 採 用 した。 調 査時 点 では,一 年 間 を経 過 して い た が,関 係 者 の 話 で は

結 果 は 良 好 との こ とで あ る。 輸 入 総 代理 店 が 置 か れ て い る国 は,フ ラ ン ス,

イ ギ リス,日 本(三 菱 総合 研 究 所)で あ り,オ ラ ン ダ(本 年 契 約),オ ー ス

トラ リア及 び イ ン ド(交 渉 中)に も拡 大 す る予 定 で あ る。

この 輸 入総 代理 店 は,従 来 の 洋 書 輸 入 店 と特 約 店 契 約 を結 び,こ の 特 約 店

を総 括 す る立 場 に あ り,特 約 店 が 利 用 者 か ら注 文 を と り輸 入 総 代 理 店 を通 じ

てNTISか ら科 学 技 術情 報 を購 入 す る こ と と して い る。 なお,各 国の 政 府 機

関 が 購 入 す る場 合 は,輸 入 総 代理 店 を通 さな くて も直接 購 入 で き る。

輸 入 総 代理 店 制 度 は,NTISの 輸 出 代 金 の 清 算 手 続 を簡 便 に す る効 果 もあ

るが,基 本 的 に は,情 報 販売 ル ー トの 確 立 に真 の ね らいが あ る もの と思 わ れ

る。

② 著 作 権 のNTIS保 有

NTISは,著 作 権 の あ る レポ ー トの 複写 サ ー ビス を行 な って い るが,NT

ISと しては 将 来 複 写 サー ビス とともに政 府 の もつ著 作 権 を一 元 的 に 保有 し使

用 料 を徴 した い意 向 を も って い る。 これ まで に も1976年 ア メ リカ政 府 出版

物 に対 して著 作 権 を一 定期 間 認 め る とい う規 定 を下 院 法 案 に 盛 込 ま れ た こ と

が あ るが 上 院 で 審理 不 十 分 で撤 回 され た 経 験 を も って い る。

ノ
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2.4連 邦 政 府 の 医 療 文 献 デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス

NationalLibraryofMedicine(NLM)

◎

調 査 先;

所 在 地;

調査期 日;

面 接 者;

調 査 員;

National'LibraryofMedicine

8600RockvillePike,Bethesda ,Maryland20'014

1977年12月1日

Ms.MaryE.Corning

Mr.HarryBennett

Mr.JohnCox'

Ms.B.Sternick

松 村,栗 原

■

1.概 要 お よ び所 感'"

NLM(ア メ リカ国 立 医 学 図 書 館)'は ,DepartmentofHealth,Education

andWelfare(DHEW)の 機 関 で あ るNationa1'lnstituteof宜6tilth(NI

H)の 一 機 構 で あ る。 ア メ リカ議 会 か らの 要 請 に・よ り医療 ・保 険 分 野 の 発 達 の た

め に 広 くそ の 情 報 を提 供 す る ・ とを 目 的 とす る・ この 目的 に 沿 ・てNLMは,研

究 者,教 育者,開 業 医等 の た め に 有 効 な 医 学 情 報 を収 集 ・管理 し,更 にそ の 存 在

性 を 高 め,ア メ リカ にお け る新 しい 医学 図 書 サ ー ビス を展 開す るべ く,多 くの試 み

を行 な って い る。"・,一'

NLMに お け る医 学 図 書 の 収 集 は,1836年 アメ リカ陸軍のLib商ryofth,

Surgeon-GeneralsOffic・eと し て 開 始 さ れ
,'1865年 か'ら1895年 の 間 そ の

ラ イ ブ ラ リ ア ン で あ った シ ョー(JohnShaw)博 士 に よ っ て 国 家 事 業 と し て 確

立 さ れ た 。 そ の 後 ・1922年 にArmyMCdical・Libraryと
,更 に195・2年

ArmedForcesMedicalLibrhryと 名 称 を 変 更 した 後
,1956年 にDHEW

の 組 識 の 一 部 に 加 え られ た 。 こ のDHEwの 下 部 組 識 に 加 え る た め の 法 律 改 正 は
,

ヒ ル(ListerHi11)及 び ケ ネ デ ィ(JohnF
.Kennedy)両 上 院 議 員 に よ り成
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され た もの で,そ の 時 に 名称 も最終 的 にNLMと 決 定.され た。

NLMは,現 在 ア メ リカ国 内 にお け る医 学 情 報 シ ス テ ムの 中 心 で あ る。 そ こで,

医 学 専 門 家 か らの 需 要 の 増 大 に 対処 し,急 激 に 増 加 す る医学 情 報 を処 理 す るた め

に,NLMは 医学 情 報 ネ ッ トワー クの構 築 に努 力 を払 って い る。 そ して ま た・ そ

の ネ ッ トワー クを通 じて,迅 速 に 且 有 効 な情 報 流 通 が 図 られ る様,高 度 な情 報 検

索 技 術 の 研 究 と開発 に従 事 して い る。

2.詳 論

(1)MEDLARS/MEDLINE

概 要 に て述 べ られ た通 りNLMは,文 字 通 り医学 図書 館 と して着 実 な歩 み を

続 け て来 た。 そ して,そ の蓄 積 され た情 報 流 通 の 手段 と して1964年,バ ッチ

型 の 文 献 検 索 シ ス テムMEDLARS(MedicalLiteratureAnalysisand

RetrievalSystm)の 稼 動 を開始 す る。

更 に1967年 頃に な る と,よ り迅 速 な検 索 の需 要が 高 ま り,オ ン ラ イ.ン検 索

の 実 験 が 開 始 さ、れ,1970年 にはMEDLARSの 一 部 をSystemDevelopment

Corporation(SDC)のORBITシ ステ ムに 乗 せ て稼 動 させ 成 功 をお さめ る。

この 成 功 を踏 台 と して,NLMは 独 自の コ ン ピーユ一 夕 に よ る全 国 規 模 の 医 学

文献 オ ン ラ イ ン検索 シ ス テ ムMEDLINE(MEDLARSOn-Line)を1971年

10月 よ り稼 動 させ る。 この シス テ ムはSDCに よ って 開発 され た もの で あ り・

その 後1975年 には 同 じ くSDCに よ りMEDLARSの 改良版 であ るMEDLARS

-nが 納 入 され 現在 に 至 って い る。 現 在,ア メ リカ国 内で は バ ッチ 型 の 検 索 サ

ー ビス は一 切 行 な わ れ てお らず ,全 て.MEDLINEに よ るオ?ラ イ ン検 索 とな っ

て い る。

MEDLINEは ア メ リカ 国 内の 他 次 の 国 々に て検 索 可能 で あ る。

○カ ナ ダ 、 ○ス ウ ェー デ ン

○メ キ シ コ ○イ ギ リス

oフ ラ ンスoオ ー ス トラ リア

●
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■

○イ ラ ン ○南 ア フ リカ

この う ち,ス エー デ ン,イ ギ リス,オ'一 ス トラ リアは 自国 に セ ン タ を設 置 し

て,オ ン ラ イ ン検 索 サ ー ビス を行 な って お り,他 の 国 は直接 アメ リカの セ ンター

に ア クセ ス して い る。 ま た イ ラ ン,南 ア フ リカ も将 来 的 には 自国 オ ン ラ イ ン ・

サ ー ビ スに切 り換 え る予 定 で あ る。

ア メ リカ国 内 で は,NLM内 部 の セ ン タ とニ ュー ヨー ク州 立 大 学(SUNY)

の ニ ケ所 で サ ー ビスが 行 なわ れ て い る。 ニ ケ所 の セ ンタに 分 け られ て い る理 由

と しては,規 模 の 関 係 とバ ッ クア ッ プの 問題 が あげ られ る。 現 在 サ ー ビ ス中 の

27種 の デ ータベースの うち,片 方 の セ ン タで しか検 索 で きな い もの もあ るが,

一 般 的 に は
,ア メ リカ東 海 岸 標 準 時 間 で3時 よ り21時 迄NLM,NYSUど ち ら

かの セ ンターが稼 動 してお り検 索 が 可 能 で あ る。

,

(2)MEDLARSの 営 業 方 針

NLMは 前 述 し た 通 り,政 府 の 機 関 で あ り,ア メ リ カ 議 会 の 承 認 の 基 に サ ー ビ

ス を し て い る もの で,し た が っ て, .MEDLARSも い わ ゆ る 商 用 デ 一 夕 ベ'一 スで

は な い 。 国 内 外 共 に マ ー ケ テ ィ ン グ活 動 は 一 切 行 な っ て お らず,諸 外 国 と も国

家 機 関 の 関 係 で 取 引 き を 行 な っ て い る。 こ の 諸 外 国 と の 関 係 は,相 互 に リ ソ ー

ス を 提 供 しあ う こ と で 成 立 っ て お り,、 現 在 取 引 の あ る 国 々 は,前 述 の サ ー ビ ス

中 の 国 の 他 に,日 本,西 ドイ ツ 等 で あ る。

MEDLARS/MEDLINEの 使 用 料 は,、 一 般 商 用 デ ー タ ベ ー ス と比 較 す る と

非 常 に 安 い 。

〇一 般 使 用 料.$15.00/hour

Oピ ー ク 時 付 加 料 金$8.00/hour

(10:00～11:30,13:00～17:00の 時 間帯 に 一 般 使 用 料 に付 加)

○ プ リ ン ト料 、$0.10/pageL

基 本 的 な 料 金 は 上 記 の 通 りで あ り,現 在 一 日 当 り15,000Ae－ ジ の オ フ ラ イ

ン ・プ リ ン ト ・リ ク エ ス トと,・ 延350時 間 の オ ン ラ イ ン ・コ ネ ク トが あ る。 こ
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れ に よ る年 間総 収 入 は,約200万 ドル で あ るが,一 方 コ ン ピ ュー タ,人 件 費 ,

イ ンデ ック ス作 業 費 等 の 年 間運 用 経 費 は,500万 か ら600万 ドル にの ぼ って

い る。

MEDLARSの 利 用 者 は,医 科 大 学,医 学 図書 館,病 院,開 業 医,製 薬 会 社 等

で あ り,そ の 内訳 は 大 別 す る と次 の通 りで あ る。

○医 科 大 学

Oそ の 他 教 育 機 関

○病 院 ・診 療 所

○各 種 研 究 機関

〇一 般 企 業'

○その 他

%

%

%

%

%

%

32

2

20

14

10

22

る

(3)MEDLARSの デ ー タ ベ ー ス

'NLMで は
,年 間23,000に の ぼ る 文 献 を 収 集 し て お り,そ の 中 か ら 外 部 諮 問

委 員 会 に よ っ て セ レグ トを 行 な い,最 終 的 に そ の う ち の2,500前 後 の 文 献 を デ

Lタ ベ ー ス の リ ソ ← ス と し て い る
。 実 際 に デ 一 夕ベ ー ズ に 収 録 さ れ る項 目数 は,

月 間20,000～22,000件}年 間 で は24万 件 に の ぼ る。 現 在MEDLARSに は

27種 の デ ー・タ ベ ー ス が 収 録 さ れ て い るが,そ の う ち の 主 な もの を 以 下 に 説 明

す る。

(A)MEDLINE… … …Mcd'icalLit・eratureAnalysisand・

RetrievalSystemOn-Linef

約3,000種 に 及 ぶ 専 門 誌 よ り収 録 さ れ た 生 医 学 に 関 す る デ ー タ ベ ー ス で あ

る.更 新 は 月 に1回 行 な わ れ,1最 近3年 間 分 の 情 報 が 直 接 オ ン ラ イ ン で 検 索

可 能 で あ る。 そ れ 以 前 の 情 報 は,・BackFileど い う フ ァイル に 収 録 され て お

り,そ の 情 報 は 夜 間 の バ ッ チ 処 理 で 引 き 出 さ れ て 翌 朝 送 り返 さ れ る。 収 録 項

目件 数 は 約500,000件 で あ る。 こ の 他 に 最 近1ケ 月 分 の 情 報 の み を 収 録 し

てSDIサ ー ビス を 行 な う。SDILIINEも 用 意 さ れ て い る。
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MEDLARSの 中 心 的 な デ ー タ ベ ー ス で あ り,い1わ ゆ るMeSH語(Medical

SubjectHeadings)と 呼 ば れ る シ ソ ー ラ ス に よ り 検 索 ロ ジ ッ ク が,非 常 に

や さ し く な っ て い る 。 ま た,MeSH語 外 の 単 語 に よ る フ リ ー テ キ ス ト の 検 索

'が 可 能 で あ り
,MeSH語 に よ る 検 索(strueturedsearch)と 組 み 合 わ せ て

2段 階 サ ー チ が 可 能 で あ る 。'

(B)TOXLINEToxicologyInformationon-Line

毒 物 学,環 境 汚 染,副 作 用 等 に 関 す る 情 報 を 収 録 し た デ ー タ ベ 、一 ス で あ る 。

種 々 の 機 関 か ら 発 表 さ れ て い る デ ー タ ベ ー ス を 再 収 録 し た 形 の デ 』 タ ベ ー ス

で あ り,検 索 方 法 が 項 目 に よ っ て 一 定 し な い 場 合 が あ る 。'・

TOXL'INEの リ ソ ー ス と な っ て い る デ ー タ ベ ー ス は 次 の 通 り,尚 括 弧 内 は

そ の 提 供 者 で あ る 。 一.・

OChemicalBiOlogica'lActivities(CAS)・.:'.T'、

OTOxicityBibliography(NLM)'.、 ・J".;"iT

OAbstfactsonHealth『Effectsof'EnvironmentaL・:Pollutants

(BioSciencesInformatiohSe.rvice)

oInternationalPharmaceutic・alAbstracts"ピ ・・1'1、 、

(AmericamSocietyof:Hσs、pi,talPharmaciSts)

』
OPesticidesAbstradt's(Envir/onmentProtectionAgency.):

・D。.w.J.'Hayes,'J・'・ ・Fil・ …tt

OEnvi'ronfnentalN【ultagen'Information・.』:』

・・(0・kRidg6"N・ti・n・IL・b・ra-t・ ・y)

OToxicMaterialsInformation'Center・File"r,三

TOXLINEの 収 録 件 数 は37i5,℃00件 に め ぼ り',・ 更 に200,000件 に の ぼ

る1972年 以 前 の 情 報 がBackFi・leよ り オ フ ラ イ ン で 検 索 で き る 。

(C)CANCERLINE'CANCEROn-Line

国 立 癌 研 究 所 の 提 供 に よ る 癌 に 関 す る 文 献 検 索 デ ニ タ ベ ー ス で あ る 。 研 究

所 発 行 のCarcinogehesiSAbstractsとCancerTherapyAbstractsの 精
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報 を中 心 に 収 録,4ケ 月 毎 に 更 新 を 行 な っ て い る。 収 録 件 数 は6,000件 で

1963年 以 降 の 情 報 が 検 索 可 能 で あ る。 全 項 目 と も抄 録 が 付 加 さ れ て い る。

(d)CANCERPROJ

CANCERLINEと 同 じ く 国 立 癌 セ ン タ 提 供 の デ ー タ ベ ー ス で あ る。ア メ リ

カ 以 外 の 国 々 に お け る癌 研 究 プ ロ ジ ェ ク トの 概 要 を収 録 し た もの で ,件 数 は

20,000件 に の ぼ る 。 更 新 は4ケ 月 に1回 行 な わ れ る。

(e)CATLINE-∴ … ℃atalogOn-Line

生 医 学 分 野 出 版 物 の ブ ブ リオ 情 報 デ ー タ ベ ー ス で あ る。NLMが 所 蔵 す る

全 て の 雑 誌,文 献,研 究 論 文 の ビ ブ リオ を編 集 し たNLMの 刊 行 物Current

CaLalogに 基 づ い て,毎 週1回 更 新 さ れ て い る。 件 数 は1.50,000件,1965

年 に 購 入 され た も の 迄 遡 っ て検 索 可 能 で あ る。';

(f)CHEMLINE… … …Chemical'DictiionaryOn-Line.

CHEMLINEは,CAS(ChemicalAbstractsService)の デ ー タ を 基

に;NLMの'Spec・ia・1izedInf・rmationServiceが 作 成 した 化 合 物 辞 書 フ

ァ イ ル で あ る。CASの 登St)laや 分 子 式,同 義 語 等 の デ ー タ 項 目 を キ ー と し

て 該 当 化 合 物 を 引 き 出 す こ と が で き る。 こ の デ[タ ベ 〒 ス は 特 に 前 出 の

TOXLINE'の 検 索 補 助 用 デ ー タ ベ ー ス と し て の 機 能 を 備 え て お り,TOX-

LINEに 含 ま れ る 化 合 物 を 中 心 に 構 築 さ れ て い る。 し た が っ て,・ 利 用 者 は デ

ー タ項 目 や そ の フ ラ グ メ ン トを キ
ニ と して 該 当 物 質 を 引 き 出 し,次 に そ の 登

録 番 号 と そ の 他 の 検 索 情 報 を キ 「 と.し てTOXLINEよ り文 献 を検 索 す る。 現

在,.…270,000VC,の ぼ る 化 合 物 が 登 録 さ れ て い る。

(g)AVLINE-… ・・Audi・ovisua・lOn-Line'1、t

1967年,ア トランタに ある国 立 医 療 視 聴 覚 教 育 セ ン タ ー(Nac・ionalMedi-

calAudiouisualC'ent'er)カ ∫,NLMの 機 構 に 組 み 入 れ られ た 。AVLI

NEは,こ の 視 聴 覚 セ ン.タ の 多 く の 教 材 を 有 効 に 利 用 で き る様,そ の 教 材 に

関 す る カ タ ロ グ 情 報 や イ ン デ ッ ク ス,・ 保 管 場 所 等 を 集 録 し た デ ー タ ・S－ ス で

あ る。 こ の デ ・・一一夕 ベ ー ス は,`最 近MEDLINEに 登 録 さ れ た もの で あ り,現 在
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の と こ ろ 集 録 件 数 は 約900件 で あ る
。

(h)そ の 他 の デ ー タ ベ ー ス

前 述 の デ ー タ ベ ー ス群 の 他 に,て ん か ん に 関 す る 文 献 詳 録 を集 め たEPIL

EPSY,NLMと 取 引 が あ る 個 人 名 や 団 体 機 関 名 を集 録 し た
。NameAuth・ 一

・rityFile
,MEDLARSに 索 引 の 収 録 され て い る雑 誌,刊 行 物 に 関 す る 書

誌 事 項 を 集 録 し たJournalAuthorityFile等 が 用 意 さ れ て い るδ

こ れ らのNameAuthorityFileやJournalAuthorityFile
,ま た 後

述 す るMeSHVocばbularyFile等 の オ ン ラ イ ン ・サ ー ビ ス は
,・本 来 の 文 献

検 索 とは 内 容 を 異 に す る もの で あ る。 し か し なが ら
,'こ れ らの デ ⊥ タ ベ ー ス

は,ユ ー ザ が 文 献 検 索 を 行 な う際 の 助 け とな る 様
,ユ ー ザ ・サ ー ビ ス の 一 環

・と し て 提 供 され て い る
。'・ ・ 、'

■

(4)MEDLARSの シ ソ ー ラ ス

MEDLARSはMeSH(MedicalSubject'Headings)と 呼 ば れ る専 用 検 索

語 を 締 して い る こ とで もよ く知 られ て い る・ 文 献 検 索 シ ス テ ムの使 い易 さは
,

如 何 に 少 な い タ グで ノ イ ズの 少 な い適 格 な 文 献 を検 索 で'きる か に か か ってお り
,

その た め には その デ ー タベ ー ズに,良 い シ ソー ラス が準 備 され て いる 必 要 が あ

る こ とは よ く知 られ て い る。MeSHは 多 くの 文 献 検 索 用 シ ソ ー ラ ズの中 で も特

に 評 判 の よい もの の 一 つ で あ る。 ∴L　 、

現 在MeSHに は15,000語 に の ぼ るター ム が ,そ0>タ ー ム に 関 す る伺 義 語,

ク ロ ス リ フ ァ レ ンス〃 王 要 カ テ ゴ リ等 と共 に集 録 され て い る
。MeSHの 構 造 は,

7段 階 のTree構 造 に な ってお り,1つ の イ ンデ ッ ク スか ら約2,000・ の ター ム

へ 到 達 す る こ どが 可 能 で あ る。'・:

MEDLARSで は ・ カ タ ロ グ情 報 は も'ちうん の こ と,詳 録 に関 して も,MeSH

語 で 内容 を 記 述 す る 乙 ど を原 則 と してお り,こ れ に よ り確 度 の 高 い検 索 サ ー ビ

スの 提 供 を可 能 に して い るb-

MeSHの 更新 は,年 に"度 行 な わ れ て い る。 この作 業 は ,非 常 に難 し く面 倒
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で旦 時 間 の か か る作 業 で あ る。NLMで は,こ の 作 業 の た め に 常 時 二 人 の 尋 問

家 を 当 て,そ の二 人 が 中 心 とな って 内 外 の専 問家 と討 議 を重 ね 検 討 を行 な った

上 で,MeSHへ の 登 録 あ るい は 削 除 を行 な う。

この 様 に シ ソー ラ ス の 見直 し作 業 は 人 手 に よ り一 年 間 とい う時 間 をか け て行

な わ れ てお り,こ の 作 業 を何 とか 機械 化 し よ う とい う話 は:こ こ 数年NLM内

で検 討 され て い るがiな か な か難 しい との こ とで あ る。MEDLARSはMeSH

語 に よ るStructuredSearchと,一 般 の 自由 な チ ー ムに よ るFreetext

Searchの 二 段 階 サ ー チ が 可 能 で あ るが,こ のFreetextで 使 用 され た単語 を記

録 してお く こ とか ら,MeSH更 新 の た め の あ る程 度 の 情報 を得 る こ とは 可 能で

あ る。 しか しな が ら,質 の 良 い シソ ー ラ ス を作 るた め には 最 終 的 に は ど うして

も人 手 が 必 要 で あ り,NLMが その 人 手 を か け て良 い シ ソー ラ ス を作 り得 て い

るの は,や は り採 算 を第 一 義 に考 えず に す む国 家 機 関 で あ る こ とが,大 き く影

響 して い る もの と思 わ れ る。 、

このMeSH語 を有 効 に利 用 で き る様 に 種 々の サ ポ ー ト ・シ ス テ ムが 用 意 され

て い る。 あ る特 定 の 単 語 を含 むMeSH語 を全 てサ ーチ す る,NEIGHBORコ マ

ン ド,指 定 した単 語 のTree構 造 内に お け る上 位 語,下 位 語 を構 造 に したが って

サ ー チす るた めのITREEコ マ ン ド,MeSHの 階 層 構 造番 号 を表 示 す るた め の

MESHNOコ マ ン ド等 が 用 意 され て い る。 ・

尚,MeSH語 登 録 作 業 は 現 在 バ ッチ処 理 で 行 な わ れ て い るが,こ れ を オ ン ラ

イ ン化 す るこ とを検 討 中 で あ る。

●

∀

(5)NLMに お け るそ の 他 の サ ー ビス.

NLMが 通 常 の 図 書 館 業 務 を サ ー ビス して い るこ とは 当 然 で あ るが,そ の他

に,MEDLARSに 関 す る そ の サ ポー トサ ー ビス と して,ユ ー ザ教 育,オ リジ ナル

文 献 の検 索,MED{LARSを 基 に した 出版 物 の 作 成 等 の サ ー ビス を行な ってい る。

出版 物 で 代 表 的 な もの は,約2,250の 医療 関 係 刊 行 物の 最 新 医 学 情 報 に 関 す

ビブ リオ を ま とめ た,IndexMedicusと 呼 ば れ る刊 行 物 で あ る。Index
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M・di… は 毎 月 発 行 さ れ ・ 更 に 年1こ 一 度 月 刊 の も の が 八 巻i`ま と
、め ら れ 碑 版

さ れ る ・ 前 脚 ・ て 述 べ たM・S耳 蝉rr・COPIpd・ ・M・dt・q・ 十 号 の 別

冊 と し て 出 版 さ れ て い る 。 そ の 他 の 主 な 刊 行 物 を 次 に 示 め す 。
,。 ㌧.

oLi・t・fJ・ ・m・1・1・d…di・1・d・
.・,M・qi・u・tt

ONLMCurrentC・t・1・9 -
,..、,t、

OToxicityBibliography 、,

OD・ ・g
、1・t1・e「acti・ ・n・ 、 一 、一、・'・ ・1.・tt_ .

oSelecteq
.,Refe・rences・onEnvironrPentalQua「ity

a・
.itR・1・tρ 日 ・Hc・1匝

○・C・me・ ・t・Bib・1iggr・ ・phy・ ・f耳pi輌i・ology

OBibliographyoftheHistoryof 、Medici .ne

`4-'It

(6)07シ リ テ ¢
.い い ・.一.・tt…'.'e -::tttt・ ・..f-'

MEDLA耳Sは,t現 在IBM370/158の 〔 ル チ プ ロ セ サ に て運 用 され て お り,

フ ァ イ ル1関 係 の
.フ ァ シ リ テ ィ,cg,3,35,0デ ィ.ス クが24ス ピ ン ドル,.3330-ll

デ ィ ス ク が16ス ピ ン ドル で あ る。 シ ス テ ム は 当 初SDCに て 開 発 され た もの

で あ る が,現 在 の メ ン テ ナ ン ス はNLMで 行 な っ て お り,NLM独 自 の 修 正 もか

な り入 っ て い る と の こ と で あ る。 シ ス テ ム の メ ン テ ナ ン ス に は,3人 の 専 門 家

に5～6人 の ス タ ッ フ を つ け て 行 な っ て い る。

MEDLINEの サ ー ビ ス 開 始 当 初 は,コ ン ピ ュ ー タの 急 速 な 発 達 と ネ ッ ト ワ ー

ク の 需 要 に 通 信 回 線 が 追 い つ い て 行 け ず,シ ス テ ム の 問 題 点 と な っ て い た が,

1972年6月 のTymnetと の 接 続,そ し て1975年 に お け るTelenetと の 接 続

に よ り,通 信 回 線 の 問 題 は 大 き く 改 善 さ れ た 。 回 線 関 係 の 責 任 者 で あ る ス タ ー

ニ ッ ク 博 士(Ms.B.Sternick)に よ る と,1972年 のTymnetと の 接 続 は,

ま さ に 革 命 的 で あ っ た と の こ とで あ る。

一169r



(7)MEDLARSの 要 員

現 在NLM全 体 で は 約420名 の 職 員 が 働 い て い るが,そ の う ちMEDLARS

'の 運 用 に 携 わ
っ て い る 要 員 は 次 の通 りで あ る。`

○ 対 外 的 な 運 用 要 員 ∴… ・・:12名'

利 用 者 サ ー ビ ス の 部 門 を 担 当 す る 。

○ コ ン ピ ュ ー タ 運 用 要 員 ………50名

実 際 の コ ン ピ ュ ー タ 室 ま わ りの 運 用 を 担 当 す る要 員 で ニ オ ペ レ 一二タ,プ ロ

グ ラ マ,ゴ ミ『ユ ニ ケ ー シ ョ ン ・『エ ン ジ ニ デ,一 パ ン チ ャ 等 を 含 む 。'

○ カ タ ロ グ 要 員 ・…・∴112名

図 書 館 学 関 係 の 専 門 家 で ∫ 各 文 献 の ビ ブ リ オ を 扱 ぎ 出 し て 登 録 を 行 な う。

。イ ン デ 。 ク ス 要 員 一 …一・'20'名'『f

文 献 の 内容 に従 って,そ の 主題 に対 し検 索用 のMeSH語 を わ りつ け る。ビ

ブ リオ を抜 き出す 作 業 と こ とな り,医 療 関 係 の 内容 の理 解 で きる専 門 家 の

'

集 りで あ る。'但 し,NLMに て イ ンデ ック ズ付 け を 行 な ってい るの は,全

文 献 の 約20%程 度 で,'そ の 他 は デ ー タ提供 者 よ り,MeSH語 に よ るイ ン

デ ックスの 付 け られ た 状 能 で 提 供 され る。

一170一

■



■

■

2.5ソ ー ス ・デ ー タ提 供 で 重 要 な 役 割 を 荷 う

BureauoftheCensus

調 査 先;U.S.DepertmentofCommerceBureauoftheCensus

所 在 地;14ThandContitutionAvenue,・1.:,ぶ

N.W.WashingtonD.C.20230-一 、",_]:,.,、,1

調 査 期 日;・1977年12月2EI∴'・.,..・:,、 ・.

面 接 者;Mr.『LarryCar,baUgh・1.

Chief.・CustomerService'・'・'・ai:: 、….r

Branch,DataUserServlice.-t・..1㌦

Diuision

調 査 員;松 村,栗 原

1.概 要 お よ び 所 感 い ・"

1902年 に 設 置 され 古 い 伝 統 を1も つ 商 務 省 統 計 局 は,国 勢 調 査 を初 め 連 邦 政 府

統 計 の ほ と ん ど の 調 査 を 扱 っ て お り;連 邦 政 府 の最 も大 き な 情 報 源 と し て の 機 能

を 果 た し て い る。

従 来,統 計 局 は統 計 集 計 業 務 の 機 械 化(例 え ば 光 学 式 マ.イ ク ロ ・フ ィ ル ム 読 取

機FOSDicの 開 発)に つ い て,各 国 の 先 進 的 地 位 を 得 て い た が,最 近 で、は 統 計

の 利 用 を 高 め る た め に 利 用 者 に 対 す る デ ー タ提 供 サト ビス に 極 めて 積 極 的 で あ り・

この 面 で 先 進 性 を 保 っ て い る。

デ ー タ ・サ ー ビ ス の 基 本 的 な 目 標 は,「 情 報 め 公 開 」を原 則 とす る政 治 理 念 の

下 で,質 の よ い 情 報 を で き る だ け 安 価 に,容 易 に 提 供 す る こ と に お か れ て い る 。

具 体 的 に は,デ ー タ利 用 者 サ ー ビス 室 の 設 置 や デ ー タ ・サ ー ビ スの 多 様 化 な ど に

努 め て い る。`.;t-'Ltt・1

こ の 結 果 は 統 計 情 報 の 民 間 の 利 用 を 高 め て お り,セ ン サ ス ・デ ー タ を 収 録 し た

磁 気 テ ー プ の民 間 へ の 売 上 げ も増 加 す る傾 向 に 現 わ れ て き て い る。.
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こ の こ とは,ま た,ア メ リ カの デ ー タペ ーろ ・サ ー ビス 業 の発 展 に もよい 影 響

を与 え て い る もの と思 わ れ,そ の サ ー ビス の在 り方 に,'示 唆 を得 る点 も少 な くな

い。

2.詳 論 ・'.、,・

(1)統 計 局 の組 織 と業 務 ・t・ ∵

統 計 局 の組 織 は,1977年 現 在,職 員2,500人 で 構 成 ざれ て お り,そ の うち

300人 が コン ピ ュー タ部 門 に配 置 され てい る。L各 部 門 の構 成 は,人 口統 計部,

経 済統 計 部,統 計 研 究 部,統 計 管理 ・EDP部 の4部 門 よ・りな って い る。

各部 門 の 主要 業務 は,次 の とお りで あ る。:、・"t-・1

① 人 口統 計 部 … … 調 査 技 術 の開 発,国 際統 計 の企 画 調 整,住 宅統 計 の 企画管

理,人 口統 計 の企 画 管 理 、、・ ・㌧

② 経 済 統計 部 …… 経 済 統計,工 業 統 計,政 府 機 関統 計,商 業統 計,農 業 統計

③ 統 計 基 準 部 … …測 定 技 術 研 究,利 用 技 術 研 究 、.

④:.1統 計 管理 ・EDP部 …… デ ータ 入 力準 備,デ ー タ利用 者 サ ー ビス,コ ン ピ

ュー タ ・サ ーゼ ス,報 告 書 出 版,地 理 サ ー ビス の 企 画

統 計 局 が 行 う統 計 調 査 は,10年 毎 に行 われ る国 勢 調 査(人 口 と住 宅 セ ンサ

'ス)
;5年 毎 の経 済 統 計 ∴農 業 統 計,製 造 統 計,月 毎 の 雇用統 計,外 国貿 易 統

計,輸 出 統計,・ 建 設 統 計,'環 境 統 計,教 育 統 計,労 働 統計 等{ま とん ど全省 庁 及

び 州 政 府 か らの依 頼 に よ り特 別調 査 も行 っ^てい る1。.・ 一'…=

今 回 の調査 は デ ー タ ・サ ー ビス 業務 を中 心 に 行 っ たが ・ デ ご汐 利用 者サ ー ビ

'ズ室 で は デ ー タ:利用の 改 善;利 用 の拡 大 を図 るた め)次 の よ う一な業 務 を行 っ て

い る。1・.・t'1㍉.:tt・;-1・i

① 利 用 技 術 の開 発 及 び 試験t・t"lt:lt,

② デ ータ利用 者 の た めの サ ー ビス改 善 技 術 の 研 究'一.

③ デ ー タ ・テ ー プ,公 表 ・未 公表 デ ー 飢 地 図 そ の 他 の セ ンサ ス結果 に対 す

る諸 需要 の調 整 ・"・ ・ ▲'㌧ ㌦414L"・
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④ 「合衆国統 計概要 」「同解説 」等 の一般利用 者向け統計概要書及 び技 術的

業務報 告書 の刊行

⑤ 州 ・地方政府 職員 に対 す る技術援 助 の計画等

局 長

局 長 代 理

●

人 口統計部

調 査 技 術 課

国際纐汁企画課

住 宅 統 計 課

人 口 統 計 課

広 報 室

統計基準部

測 定技 術研究
セ ン ター

利用 技術研究
セ ンター

◆

'

管理 ・処 理部

デ ータ準備課

デ ー タ利 用 者

サ ー ビ ス 室'

管理 サービス室

出 版 サ ー ビス 室,

地 理 課

経済統計部

経 済 調 査i課

工業統計課

政府機関統計課

外鹸 易統繰

商業統計 課

農 業統 計課

`

図 ・1:統 計 局 組 織 図(1977年 現在)
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(2)EDP利 用 とデ ー タ ベ ース

商 務 省 統計 局 に お け る業務 の電 算 化 は,1950年 にUNIVAC-1が 導 入 され

た の が始 ま りで あ り,そ の 利用 技 術 は,高 い水 準 に あ る。特 に,電 算 機 の 入力

の 自動 化 に力 を入 れ,マ イク ロ ・フ ィ ッ シ ュ光 学 式 読 取 装置 を開発 して大 きな

効 果 を上 げ て い る。 この 装 置 は,統 計 調 査 票 を マ イ クロ ・フ ィル ム 化 す る撮 影

装 置 に マ イ ク ロ ・フ ィ ル ム ・デ ー タを磁 気 テ ー プ変 換 す る ミニ コ ン使用 の読取

装 置FODICを 組 み合 せ た もの で あ る。 これ に よって 入 力 の た め に2年 間×54

人 か か る仕 事 量 を6ヵ 月 ×80人 で 処 理 す る こ とが で きる よ うに な り,大 幅 な

省 力 化 が 可能 とな っ た。

現 在 の 電 算 機 の 保 有 台 数 は,総 計7台 で あ り,そ の機 種 構 成.Cま,UNIVAC

-1108 ,4台,UNIVAC-1110,2台,IBM360/40,1台 とな っ.てい る。

.主 要 な シ ステ ム と して は,① デー タ集 計 シス テ ム,② デ ー タ ・パ ンク ・シス

テ ム,③ 統 計 地 図 作 成 システ ム等 が あ る。 統 計局 の デ ー タベ ー ス に つい て は,

オ ン ライ ン ・デ ー タベ ー ス を開 発 す る意 向 を もって い るが ・現 段 階 で は み .るべ

き ものは な い。 例 え ば 「人 口増 加 率 」な ど も 一つ 一つ の 調 査 と比 較 して み る以

外 に は 直 接 に は検 索 が で きな い。 オ ン ライ ン ・デ ー タベ ー ス につ いて は,プ ラ

イ バ シー の問 題 もあ り㌧開 発 に は時 間 が かか りそ うで あ る。

統 計 デ ー タの保 護 に つ い ては,1974年 プ ライバ シ ー法が 成 立 したの に伴 い,

統 計 局 にお い て も特 に 神 経 を使 って 管 理 して い る よ うで あ る。 統計 局 の 業 務運

営 にあ た って規 定 を定 め,①E日 刷 に よ る報 告書 や 磁 気 テ ー プに よ る一 般 国 民 へ

q)情 報 の提 供 に は,特 定 の 個 人 が 認 定 可 能 な デ ー タは 提 供 しな い こ と,② 個 人

に 関す る デ ー タは,統 計 又 は研 究 目的 に 限 っ て利 用 させ る こ と,③ オ リ'ジナ ル

デ 一 夕を提供す る場 合 ぱ 特定 の個人 力S識別 で きない よ う・一 ド化 す るこ と・

④ 各 職員 に対 し情報の秘密性 につ いて周知 させ るこ と,⑤ 各職員に対 し局 の任

務につ くにあたって宣誓 書の主 旨 を厳守 す るよ う督促す ること,⑥ 定 め られた

職員以外 には個表の使用 を禁 止す る こと,⑦ 個 人 デー タが収録 されて い るテ ー

プを局外 で処理 す るとき・は 部外 の契 約 責任 者 に対 する,デー タの秘 密保持 のた め
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●

の監査方法 を定 めるこ と・⑧ その他保管 室等 の物理的管理 の徹底等 を期 してい

る。" . .一,

(3)デ ー タ利 用 サ ー ビ ス の 状 況.㌧ ・. .

統 計 局 に は,現 在,約6万 巻 の 磁 気 テ ー プ が 保 管 され て お ・り,そ の うち1970

年 に 人 口205,000千 人,世 帯 数71,000千 世 帯 を 対 象 に 行 わ れ た 国 勢 調 査 の テ

ー プ は ,2,000巻 で あ る 。

これ らの テ ー プ に 収 録 され て い る デ ー タ は,政 府 機 関,民 間,大 学 等 で 各 種

、の 目的 に・利 用 され る が,そ の 利 用 法 に あ っ て は,従 来 報 告 書 に 印 刷 され,提 供

され る の が 建 前 で あ っ た 。 し か し,報 告 書 で は 提 供 す る デ ー タ に 限 界 もあ り,

1970年 セ ンサ ス か らは サ マ リ ー ・テ ー プ と 称 す る ラ「一 プ 脅有 料 で 提 供 して お

り,ユ ー ザ の 利 用 の 便 宜 を 図 っ て い る。 ま た,マ イ ク ロ、フ ィ ッ シご に よ?て も

統 計 デ ーータ を提 供 し て い る。 統 計 デ ー タの 内容 に つ い て も・ よ り詳 細 な デ ー タ

を提 供 す る た め 「公 共 利 用 標 本 」 と呼 ば れ る。 オ リ ジ ナ ル ・デ ー タ を提 供 す る

な ど の サ ー ビ ス を行 っ て い る。 、

① サ マ リ ー ・テ ー プ ・サ ー ビス

サ マ リ ー ・テ ー プ は・,報 告 書 に よ る デ ー ダ よ り も数 倍 の デ 三 ダ が 入 っ て い

る。 例 え ば,従 来 の 報 告 書 で は 各 ブ ロ ッ ク に つ い て,25セ ル し か 示 され て

い な か っ た が,テ ー プ で は2S6セ ル の デ ー タ が 入 っ て い る 。 ま た,サ マ リ ー

・テ ー プ に は 調 査 区,市 町 村,郡,州 に つ い て,各 年 令 ご,と に 性,人 種 等 の

集 計 結 果 が 入 っ て い る(Pに 対 し1.ew告 書 で は 同 様 の 集 計 は 州 単 位 に つ い て の

.・み で あ る。

サ マ リ ー ・デ ー タ.の 構 成 は,次 の とお り第1カ ウ ン トか ら第6カ ウ ン トま

で6種 類 のiも の が あ る 。・'・.・ ・..L'

⑦ 第1カ ウ ン トtt/t+1:一

。範 囲 … … ・一州,選 挙 区, 、郡,MCD又 はccp,市 町 村,ブ,vッ ク ・グル

ー プ 又 は調 査 区 。
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o表 の 数 と セ ル 数 …・……・54表,400セ ル

◎ 第2カ ウ ン ト

・範 囲 … … … 州,標 準 都 市 統 計 地 域 と そ の 構 成 地 域,郡,MCD又 はCCD,

市 町 村,ト ラ ク ト。

。表 の 数 と セ ル 数 … … …93表,3,500セ ル

◎ 第3カ ウ ン ト

o範 囲 … … … ブ ロ ッ ク

。表 の 数 と セ ル 数 … … …36表,250ゼ ル

(∋ 第4カ ウ ン ト

・範 囲 … … … 州,標 準 都 市 統 計 地 域 と そ の 構 成 地 域,郡,MCDとCCD,

市 町 村,ト ラ ク ト

○表 の 数 と セ ル 数 … … …327表,13,700セ ル

㊥ 第5カ ウ ン ト

'
・範 囲 … … … 国 民 郵 便 番 号 地 域(全 国 に つ い て は3ケ タ,標 準 都 市 統 計 地

域 の み に つ い て は5ケ タ)

o表 の 数 と セ ル 数 … … …53表,900セ ル

◎ 第6カ ウ ン ト

}
o範 囲 … ・・:…州,標 準 都 市 統 計 地 域 、t首 都,郡,人 口5万 以 上 の 市,中 心

心

的 都 市

。表 の数 とセ ル数't-…・…440表,260,000セ ル

1② 公 共 利 用 標 本 ザ ー ビス1 '一

サ マ リ ー ・デ 三 夕 「テ ニ プ よ り さ らに詳 細 な デ ー タ を必 要 とす る利 用 者 に

は,「 公共 利 用 標 本 」(publicuseSamples)と 呼 ばれ るオ リジ ナ ル ・デ

]タ(調 査 個票)を テ ー プで 提供 して い る○ この よ うな デ ー タを利用 す るの

は,学 術研 究用 に利 用 され 例 えば調 査 区 単位 よ り大 きい地 域 の人 と住 居 単位

につ い て い くつ か の 属 性 の 詳 細 な 関 係 を分 析 す る場 合 で あ る。 標 本 の 抽 出率

は1%で あ り,aこ れ に は6種 類 の もの が あ る。 ・ い
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④ 国 勢 調 査 区別

◎ 州 別

◎ 郡 又 は郡 の 集 り

◎1/100世 帯 別

㊥1/1,000世 帯 別

◎1/10,000世 帯 別

な お ・ この デ ー タ の提 供 に あ た っては ・特 定 の個 人 が 識 別 され な い よ うに

氏 名 ・ あ るい は住 所 な どは コ ー ド化 され て い る。

③ マ イ ク ロ フ ィ ッシ ュ ・サ ー ビス' _,

各 種 の統 計 報 告 書 は,1,600種 に達 して お り,利 用 者 に と って は 必ず し も

使 い易 い もの で は な い。 そ こで,簡 単 に持 ち運 びが で き るよ うに 統 計 局 で は

報 告 書 を マ イ クロ フ ィ ッ シ ュに とっ て サ ー ビス して い る 。1冊 の 報告 書 が1

枚 の マ イ ク.ロ.フィ ッ シ'=Lに 収録 す る よ うに してお り,集 計 が終tLて2ヵ 月以

、内 に は・作 成 しサ ー ビス を行 っ て い る。.、 ・、

'lt'…-tt'・ 三 ,,`

(4)デ ー タ ・サ ー ビ ス の 実 績
、 、.tt.

サ マ リ ー ・テ ープ の 販 売 実 績 を み る と,1970年 セ ン サ ス の デ ー タ は1977

年 ま で に25,000リrル が 販 売 され て お り,そ の う ち53%.に 当 る12,500リ ー

ル が1972年 か ら1973年 の 間 に 売 れ て い る。

,統 計 局 の デ ー タ利 用 者 は,大 別 し て 政 府 機 関200(・,大 学 研 究 ・機 関40%,民

間40%の 割 合 と な っ て い る 。 最 近 で は,1カ ・月150～20qリ,一 ～レの デ ー タが

売 れ て い る 。 海 外 へ の 販 売 は 約200リ ー ル で,ほ とん ど 大 学 や 研 究 機 関で あ る
。

料 金 は 一 律 で,1リ ー ル 当 り80ド ル(1970年 当 初 は60ド ・?レ)で φ り,

コ ピ ー 代,tt送 料,オ ー バ ー ヘ ッ ・ド代 等 を含 ん で い る
。1970年 以 来,3,500千

ドル の 収 入 を上 げ て い る 。,な お ・ 料 金 は 政 府 機 関 と民 間 とは 同 一 料 金 で 民 間 に

情 報 を提 供 し,情 報 の 利 用 を 高 め て い る 。,,
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(5)統 計 デ ー タ利 用 促 進 のた めの 施 策

①PR活 動 の徹 底

統 計 デ ー タの利 用 を促 進 す るた め,デ ー タの 利用 者 が人 口,地 理,社 会,

経 済 及 び住 宅等 の統 計用 語 の概 念,サ マ リー ・テLプ の 内容 ・ 「公共利 用 標

本 」の技 術 的 事項 を理 解 で き る よ うに,例 えば,次 の よ うな 各 種 の案 内書 や

手 引 書 を積極 的 に 発 刊 し て い る。

④ 小地 域 デ ー タ ・'ノー ト

この 「小 地 域 デ ー タ ・ノー ト」(Small-AreaDataNote)は,毎 月発

行 され て い る もので,⑤ デ ー タ集 計 の結 果 と計 画 につ いて の 最 新 の情 報

・ ⑤ サマ リ ニ ・テ ー プ処 理 セ ン タ ー の活 動,◎ セ ンサ ス ・デ ー タ利 用 者 の 申

込 み案 内等 の記 事 が 載 ってい る。

◎1970年 セ ンサ ス 利用 者便 覧

この 「1970年 セ ンサ ス利 用 者便 覧(1970,CensusUsersGuide)

は,⑤1970年 デー タの 収 集 と処 理,デ ー タ送 付手 段 と地 理 的 参 照 資 料,

⑤ 人 口,住 宅 及 び地 理 につ い て の用 語 の定 義 した 辞引 ・◎ サ マ リー'テ ー

プの技 術 的 事 項等 が載 って い る。 。

◎ 『デ 三 夕入手 説 明書 ・"

'この 「デ ー タ入 手 説 明書 」(DataAccessDesbriptions)は,随 時 に

発 行 され る もの で,各 種 の パ ン フ レ ッ トか らな り,各 号 に は セ ンサ ス の特

殊 な 問題(例 え ば第4カ ウ ン トサ マ リー ・テ ープの 内 容,公 共 利 用ee'}仕

事 の場 所 に 関す るデ ー タ,低 所 得 デ ー タ)の 詳細 な取 り扱 い 方 法 が 載 っ て

い る。

◎1970年 セ ンサ ス と あな た

こ の 「1970年 セ ンサ ス,とあ な た 」(1970年CensusandYou)は,

セ ンサ ス ・デ ー タの潜 在 的 な利 用 者 に,セ ンサ スの地 理,デ ー タの諸 概 念,

デ ー タの諸 結 果,及 びセ ンサ ス に 関連 す る諸 問題 よ り詳 細 な説 明 資 料 に つ

い て,基 本 的 情 報 を載 せ て い る。
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② サ ー ビス体 制 の整 備.:、..:"、".

④ サ マ リー ・テ ー プ処理 セ ン タ ー二.・ ∂ 一

サ マ リー ・デ ー タや公 共 利 用 標 本 等 の デ ー タ提 供 サ ー ビ ス を拡 充 す る た

め,全 国各 地 に サ マ リー ・テ ー プ処理 セ ン ターを設 け て い る。'この セ ン タ

ーは ,統 計 局 の 下部 組織 で は な く,民 間,大 学,政 府 機 関等 の コ,ンピ ュ 一

夕 ・セ ン タ ーを セ ンサ ス ・デ ー タを扱 う機 関 と して統 計 局 に よ って指 定 さ

れ た もの で あ る。 統 計 局 は こ う した機 関が サ マ リ ー ・デ ー タの処 理 サ ー ビ

ス を行 うこ とを奨 励 して い る 。 この セ ン ター には,テ ー プ の コ ピ‥一及 び デ

ー タ の プ リン ト ・ア ウ トの よ うな一 般 業 務 を提供 す る もの と,地 域,コ ー

デ ィ ング,コ ン ピ ュ ー タ ・マ ッ プの作 成 あ る いは デ ー タ分 析 を行 う もの の

2っ の タ イ プが あ る。 .一

◎ デ ー タ提供 の た め の地域 別 セ ン ター構 想

現 在,統 計 局 に は テrプ 販売 従職 員 は,6人 が 配 置 され て い るが,最 近

の構 想 と し て,統 計 局 の デ ー タ を販売 す る 「地 域 セ ン タ ー 」を各 州政 府 あ

るい は 州 立 大学 に 委 託 に よ り設 け るこ と を考 えて い る。 す で に試 行 的 に 行

・うた め の州 を選 ぶ 段階 に あ り,デ ー タ販 売 に意 欲 を みせ てい る。'

,
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2.6ADPの ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビス の か な め

ADPNetworkServices

調 査 先;

所 在 地;

調査 期 日 ・;

面 接 者;

調 査 員 ヂ

ADPNetworkServices

'175Jackso
nPlaza,A皿Arbor,Michigan48106

1977年12月5日

Mr.JohnC .Duffendack(VicePresident)

栗 原,松 村

1.概 要 お よ び所 感

ADPNetworkServicesはAutomaticDataProcessingInc .(ADP)の

ネ ッ トワー ク ・サ ー ビス 事業 部 門 で あ る。ADPと 言 えば,ア メ リ カ最 大 規 模 の

バ ッチ処 理 サ]ビ ス会 社 の イ メ ージが 強 い が ,最 近 で は オ ン ラ イン.・サ ー ビス分

野 の 市場 可 能 性 に着 目 し,.・tネッ トワー ク をべLス と した サ ー ビズ の拡 大 に力 を入

れ て い るC'ADPNetwork・Services・ は',ADPd)こ う した経 営 路線 に よ って設

立 され た もの で あ り・L中核 ぱADPが 吸 収 したCYPhernet.ieSで あ る。 従 っ て,

ADPNetworkServicesに つ い て知 る には,ま ずADP,特 に その 企 業 吸 収 政

策 を 見 て お く必要 が あ る。

ADPの 総 売 上 高 は,77年6月30日 締 年 間 決 算 で2億4 ,000万 ドル に達 した 。

こ の うち半 分 以 上 は,依 然 として バ ッチ ・サ ー ビス に よ る収 入 で あ る。 アメ リカ

市 場 で は,同 社 の伝 統的 事 業 で あ る給 与 計 算 が最 大 の かせ ぎ頭 で,ア メ リ カ各 地

の35セ ンターで4万 社 の給 与 処 理 を引 き受 けてい る。これ は ア メ リカ全 体 で9 ,000

万人 の 就 業 人 口の3%を 占 め る数 字 で あ り,ADPが この分 野 で い か に 巨 大 か計

り知 れ よ う。

ADPは 設 立 当初 か ら,優 良 企 業 の合 併 吸 収 を基 本 戦 略 とし て,爆 発 的 成 長 を遂

げ て きた。 対 象企 業 は 当初,給 与 処 理 サ ー ビス を地 域的 に拡 大す る こ と を 目的 に

選 ば れ て いた が,最 近 は 従 来ADPが 手 が け て いな か っ た特 殊 なサ ー ビス を提 供

唱

'
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し て い る企 業,あ る い は オ ン ラ イ ン ・サ ー ビ ス を 得 意 とす る ネ ッ ト ワ ー ク企 業 に

変 っ て き て い る。ADPの 歴 史 は 即 吸 収 の 歴 史 で も あ る訳 だ が,こ う した 一 連 の 吸

収 策 に よ っ て,給 与 計 算 のADPか ら マ ル チ ・サ ー 〈"ス ・ベ ン ダ ー と して のAD

Pへ の 脱 皮 を着 々 と進 め て い る。

そ の 第1弾 と も言 うべ き 吸 収 が,1975年 β 月 に お け るCypherpeticsCorp.

(ミ シ ガ ン州 ア ナ ー バ ー)合 併 で あ る 。Cypherneticsは75年 当 時,年 間 総 売 上

高1,620万 ド ル、の 中 堅 ク ラ ■ のTSS会 社 で,ADPが ネ ッ ト ワ ー ク ・サ ー ビス へ

飛 躍 す る 土 台 と な っ た 。77年7月 に.は,.Cypherneticsを 中 心 に 新 た に 吸 収 し

た ロ ン ド ン のTimeSharingLtd.(TSU)お よ び ボ ス トン のF輌rstData

Corp.を 結 集 し,ADPNetworkServicesを 新 設 し た 。

従5て,ADPNetworkServicesはADPの ネ ッ トワ ー ク ∴ ビ ジ ネ ス を担 当

す る 事 業 部 門.で あ り,そ の 業 務 に は デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス だ け で な く 多 様 な も

の が 含 ま れ る 。'一'・ ・t .・;',・ 、 ・.,・'.

例 えば,各 種 の 情 報 処 理 サ ニ ビスニを は じ め,,銀 行 あ る い は 金 融 機 関 向 の多 様 な

パ ・ッ ケ・一ジ の 提 供,グ ラ フ ィ ッ ク ・サ .,一ビ ス な ど だ が,や は.り これ ら.の 各 サ 三 ビ

ス と デー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス を ミ.ッ ク ス して,総 合 的 ビ ジ ネ ス、・.アプ リ ケ ニ シ ョ

ン ・サ ー ビ ス を 売 り も の に し て い る。 .一 い

`,・ 、'二

2・ 詳'・ 諦:・tt!.・:,∴'-tt'・=.…'∵

(1)Cypher孕et・ …'・"tt.:…:一 ,:・

、ADPNetworkService.s,の ネ シ ト ワ .Tク は ・Cyphρrnetと 称 さ れ ・ 旧

Cyphernetigs社 時 代 の 名 残 り を と ど め て い る 。.新 組 織.と,し て ス タ,ニ ト'し た こ

と で も あ る の で,CtADP・NET".と 名 称 を変 更 ・す ・る か も 知 ・れ な い と の コ,メ ン ト

が あ っ た 。Cyphernetic'sは,吸 収 以 前 か ら ア ナ 「 ノ∴ 二 に .DEC-pDp-10を

導 入1し,.こ れ を ベ ー ス に ベ ル ギ ー,,オ ラ・ン ダ,西 ド ィ ッ,イ タ リ ア,入 イ ス の

各 オ フ ィ ス に 設 置 し たPDP-8を 結 ん で い た 。 ζ、れ に ロ ン ド ン ρ)TSILや よ び

ボ ス'ト ン のFirstData'Cgrp.が 連 結 し た こ と に な り ・今 や 、ア メiJ,カ 、一 ハ ワ イ
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一酉 ヨ ー ロ ッ パ と13の タ イ ム ゾ ー ン を カ バ ーす る世 界 規 模 の ネ ッ トワ ー ク と

な っ て い る。

CyphernetはAT&Tか ら リ ー ス し た 専 用 ネt7ト で あ り,パ ケ ッ ト交 換 を ベ

ー ス に
,100台 の ミニ コ ン を電 話 回 線 に よ っ て 連 結 し て い る。 同 ネ ッ トの 中

'枢 は
,旧'Cypherneticsの 本 拠 地 ミシ ガ ン 州 ア ナ ー バ ー で,こ こ に はDECの 大

型 機 シ ス テ ム10が 導 入 され て い る。 ま た,積 雪 量 が 多 い とい う同 地 方 の 気 象

条 件 に 対 処 す る た め,電 力 の バ ッ ク ア ッ プ施 設 に 万 全 の 措 置 を と っ て い る。 ち

な み に,自 家 発 電 用 に,750KBAの デ ィ ー ゼ ル ・エ ン ジ ン 発 電 シ ス テ ム を設

置 し て い る。

●

〆

(2)デ ー タ ベ ー ス ・ザ ー ビ ス ・

ADPNetworkServfcesが 提 供 し て い る デLタ ベ ー ス は,① 経 済/予 測

②BANCALL(銀 行 財 務 デ ー タ)③SITE(人 口 動 態)④MSSS(物 性)⑤ そ

の 他(自 動 車 デ ィ ー ラー/農 機 具 製 造 協 会 向)の 大 き く5つ に分 類 され る 。 こ

'

の う ち 主 力 は,経 済/予 測 関 係 の デ ー タ ベ ー ス で,こ れ は 主 に9ChaseEcono-

metficAssociates,lric.が プ ロデ ュLサ に な っ て い る。

(A)経 済/予 測 デ ー タ ベ ー ス

ア メ リ カ有 数 の 経 済 デ ー タ ベ ー ス ・プ ロ デ ュ ー サ,ChaseEconometric

Associates社(ChaseManhattanBankの 子 会 社)が 作 成 し て い る デ ー

タ ベ ー ス で,ユ ー ザ はCyphernetを 通 じ て ア ク セ ス で き る 。同 デ ー タ ベ ー ス

に は,7'メ リ カ 経 済 全 般 か ら企 業 財 務 ピ 国 際 経 済(IMF),卸/小 売 価 格 イ

ン デ ック ス,エ コ ノ メ ト リ ッ ク ・モ デ ル,予 測 フ ァ イ ル な ど多 様 な もの が 含

まれ る。 特 に 予 測 サ ー ビ ス に は,CyphernetTSAM(TimeService

Anal'ysis'&Modeling)シ ス テ ム が 用 意 され て わ り,デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン

ト,デ ー タ'デ ィ ス プ レ イ お よ び レ ポ ー テ ィ ン グ,'デ ー タ分 析 の 重 要 な ツ ー

ル と し て 利 用'さ れ て い る 。

Cyphernetで ア ク セ ス で き るChaseの 経 済 デ 一 夕ベ 』 ス を ま と め る と表
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表1ADP NetworkServisesの 経 済 ・財 務 デ ー タ ベ ー ス

(Chase作 成 の もの)

デ ー タ ベ ー ス 名 更新頻度 遡 及 年(timespan) 備 考

US.EcopomicDataBase デ イ リ ィ 1948(週,月,四 半 期 年)
ア メ リ カ経 済全 般(GNP,消 費 動 向,卸 価 格,

出荷 動 向,etc.)

FinancialDataBase デ イ リ ィ 1948(週,月,四 半 期)
FederalReserveBulletinの 主 な表 全 て

(金 利,証 券,マ ネ ー サ プ ラ イ,etc)

InternationalData∫Base デ イ リ ィ
1948(年),1957(四 半 期)

1964(月),1965(週)
IMFデ ー タ(交 換 レー ト,財 務統 計,政 府財 務,etc.)

BusinessConditionsDigest デ イ リ ィ ,1946(月,四 半 期,年)
U.S.BureauofEc〔)nomicAnalysis

(ビ ジ ネ ス ・サ イ ク ル の 転 換 点 を 示 す 各 種 デ ー タ)

WholesalePriceIndex- 月' 1958 2700の 商品1こ 関 す る価格

Agricll!turalDataBasC デ イ リ ィ 1954(月,四 半期 ハ年) . 農 産 物 の 価 格,在 庫,生 産 量,etc.㌔

ConferenceBoardDataBase 四糊 . 1952(四 半 期)
、ConferenceBoardの メ ン バ ー の み 利 用 可 能

(バ ッ・ク ロ グ,キ ャ ピ タ ル ・エ ク ス ペ ン デ ィ チ ャ ア,etc.)

'

'

C・nS・merp・i・eI・d・ ・ ..
・
r

月' 194.7

'

A

アメ リカ全体 や よび地域別 の小売 り価格
'



1の よ う に な る。

ADPNetworkServicesで は 表1に 示 し た デ 一 夕 ベTス の 外,や は り

Chaseに よ る 経 済 ・財 務 の 多 様 な 予 測 デ ー タベ ー ス あ るい は エ コ ノメ ト リ ック

.モ デ ル も提 供 し て い る。 こ れ ら はChaseの メ ン バ ーに な らな い と・Cyph－

ernetか ら は ア ク セ ス ,で.き .な い 。

表2:予 測 デ ー タ ベ ー スお よび エ コ ノ メ ト'リッ ク ・モ デ ル

予

測

デ

1

タ

ベ

|

ス

L
short〔TerlhMacrbeconomicForec'ast

Long-TermMaCro.economicForecast
、:

Monthly、Inter6stRateForecast .
Short-TerniIndustryForecaSt,'「

メ 」

「 「

-JapaneseForeCastDataBase
,

InternatiOhalFOrecaSt".
Agricul加ralFo:reqastDataBase._ ,
InsuranceForecastD.ataBase、`..,、

エ

コ

ノ

メ

ト

リ
ッ

ク
・

モ

デ
ル

} ・
Short-TermMacroModel..

FinancialForec'ast・ingModel" '」
InternationalgM:od61'1㌧. ヤ プ".

INPRO(.Sh』,で 一丁 曼迦1・d・ ・.t・ial・P・ ・du・ti・nM・de!)オ
Agricultural・!V【ode.1…..・

, .
「.",

3'

(B)BANCALLrB・nkFi・ 乞・・i・lD・taBasβ'

AD・N・ ・;・rkS・t'v・6・1が 重eCし て、い る・/S・epン ゲ'ア プ リケ ー シ ・ン

の中 の主 要 な㌍ ビスの ひ と「ら、銀 行 の経 営 幹 部 ・,自社 あ るい は 他 の鎚
も の

の 財 務 状 況 を把 握 す る'.;]ズ が 増 大 し て.U.・る と こ 醐 らパ ・derallRese「ve
　 ロ ヒ う

C。llR。p。rL、 を ベ ー ス1・,ア メiJts国 内 で ・.4・・….e・ の ぼ る'商 響 行 の財

務 デ ー タ を提:供 す るデrタ ベ ース で あ:る・ 町 一 タベ ース は ・Cyphemet
ロ　 く

TSAMあ る・]は 他 の デ 一 六 ー社 共 に ・銀 行 の 業 績 比 較 マ ー ケ ッ ト'シ

。 ア,吸 収 萌 雌 な どの調 査 に利 用 さ品P ..、.
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(C)SITE－ 人 目 情 報 デ ー タ ベ ー ス

ア メ リ カで は,人 の 移 動 が 活 発 で,こ の 動 向 を把 握 す る の は 企 業 経 営 者 な

ど に と って 重 要 な 意 味 を持 っ て い る 。 例 え ば,新 し くブ ラ ン チ を設 立 す る か

らジ 商 品 を売 り込 む 場 合,そ の 地 域 に ど の 程 度 の 人 口 が あ り,.移 動 の 状 態 は

ど う か,あ る い は 家 族 構 成,教 育,職 業 な ど意 思 決 定 の 際 に は 不 可 欠 の デ ー

タ と な る 。SITEデ ー タ ベ ー ス は,統 計 局 の ソ ー ス ・デ ー タ を も と に,CACI,

Inc.が 作 成 して い る。

(D)MSSS-MassSpectralSearchSystem.'..f

39,000種 に の ぼ る 化 合 物 の ス ペ ク トル 分 析 に よ る物 性 デ ー タ ベ ー ス。政 府

機 関 あ る い は 産 業 界 で,汚 染 源 お よ び 汚 染 の性 質 を調 べ る た め に 利 用 され て

い る。 ま た,医 療 分 野 で も,薬 品 の毒 性 な どに 関 し て 利 用 して い る 。ADP

NetworkServicesは,'ビ ジ ネ ス 向 デ=1タ ベ ース が 圧 倒 的 に 多 い カ},こ の

MSSSの み が 唯 一 の 例 外 で あ る 。 同 デ ー タベ ー ス は 当 初 ・NIH(Natiopal

InstituteofHealth)で 開 催 され た が,現 在 はEPA(Environmental

ProtectiohAgency)提 供 の デ ー タベ ー ス も組 み込 ま れ て い る 。

(E)そ の 他 の デ ー タベ ー ス

以 上 の デ ー タ ベ ニ 子 の 外 に,ADPで は 自動 車 デ ィ ー ラ ー 向 デ ー タベ ー ス と

農 機 具 製 造 協 会 の デ ご タ・ベ ー ス をCyphernetに 乗 せ て い る 。後 者14農 機 具 製

造 業界 の全般 的動 向 を把握 す る ものだが,利 用率が低 いた め廃 止の予定 とし

てい る。

(3)デ ー タ ベ ー ス の マ ー ケ テ ィ ン グ戦 略

既 に 述 べ た よ う に,ADP全 体 の 総 売 上 高 は.2億4,000万 ド ル ・ 従 業 員 も

8,000人 と い う 軍 夫 サ ー ビ ス 会 社 と な っ'て い る 。ADP-NetworkSlervices

・・は ・ ・ の う ち約58・ 人 働 い て ・'る ・Nrピ ・kSer・'cesの デTタ ベ ー ス

.サ ー ビ ス に よ る 売 上 高 は,ADP総 売 上 高 の 約5%程 度 で あ る 。 .これ は ・ ま

だ ま だ 低 い 比 率 だ が,・ デ ーータベ ー ス ・サ ー ビ ス は ネ ッ トワ ー ク 事 業 の 販 売 戦 略

一185一



上,重 要 な 要 素 と して と らえて い る。

す な わ ち,デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスの提 供 に よ っ て,大 手 ユ ーザ の獲 得, .確

保 に 役 立 つ 外,こ れ らユ ー ザが デ ー タベ ー スだ け で な く,ADPの 他 のサ ー ビ

ス,例 えば処理 とか パ ッ ケー ジな ど も利用 す る可 能 性 が あ る。 こ うした 見解 は,

や は りデ ィ ス トリ ビュ ー タ と して知 られ るRapidataで もほ ぼ一致 した もの で

・あ っ た。

デ ー タベ ース ・カ ス トマ ーは,全 ユ ー ザ数6,000の うち5～10%を 占 め て

い る。ChaseEconometricの デ ー タベ ース に 関 して は,自 動 車,銀 行,公 共

事 業,電 話 会 社,政 府 機 関(運 輸 省 な ど)な どが 主 要 ユ ーザ とな っ て い る。

MSSSの 場 合 に は,デ]タ の性 格上 研 究 所 な どの利 用 が 多 い。

海 外 市場 へ の進 出 に つ い て は,所 感 の 項 で述 べ た よ うに,か な り積 極 的 で あ

り,日 本 に も関 心 が強 い。 吸収 合併 を主体 と し.たADP型 の 海外 進 出 には,今

後 と も注 目 してお くべ きで あ ろ う。

2億

(ド功

1億

50万
73年74年75年76年

図1:ADPの 業 績 推 移(73年 ～77年)
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2.7MERlTシ ス テ ム で 知 ら れ るUniversityof

Michigan,GraduateSchoolofBusiness

Administration

調 査 先;TheUniversityofMichigan,

GraduateSchoolofBusinessAdministration

所 在 地;824BusinessAdministration,Tappan&Monroe

AnnArbor,MI

調 査 期 日;1977年12月5日

面 接 者;Prof.AlanMerten

調 査 員;栗 原,松 村

1.概 要 お よ び 所 感

Mi・higan大 学 に お け る コ ン ピ ュ ー タ 利 用 形 態 は,学 生 や教 授 が 研 究 用 に使 用

す る も の と,大 学 の 経 営 の た め の 事 務 処 理 用 の も の と に 大 別 さ れ る 。 前 者 に は

Amdahl/470を,後 者 に はIBM370/1ρ8が 用 い られ て い る。 こ のAmd砕1/

470に は ・MT$(Mich'ganTe「mina'
.System)と い う独 自 のOS拠 肌 ・

TSSを 運用 して い る。MTSは,使 い易 さ を考 慮 され て作 られ た もので,同 時 に

300の タ「 ミナル、か らの使 用 が 可 能 で あ る。

訪 れ た経 営学 部 の大 学 院 で は .、就 学2年 間 の最初 の6週 間 でMTSの 使 い方 を

マ ス ターす るこ とに な って い る。1974年 に は タ ー ミナ ル数 が3,ζ れ に使 用 す

る学 生 数50人 で あ っ たが ・1977年 に{よ ・.タ ーrナ ル数1 、2・学 生 蜘000人,

この 間 ・ 回線 の 伝送 雄 は2倍 に な って し'る・1978年 にCS・9Tミ 才 ルtWC4

24～36,学 生 数 は1,200人 の計 画 と な って い る。RJEと して,IBM360/20

及 びData/100が 大学 構 内10ケ 所 に設 置 され てい る。

ミ シ ガ ン 州 の3大 大 学 問 はMERIT(MichiganEd .gcationalResearchInst-

「uctionT「ai"ingSystem)と 呼 ば れ て い 財 ・
1トワ ー ク で細 まれ て い る ・ 即

ち,Mich.StateUniv.,WayneStateUniy.?Univ. ,ofMich.の 各 大 学 間 は
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ネ ・ト・一ク施 して互剛 の大学 の 戊・一口 使用 る砧 が可蹴 な ・てお り,

メ リ・ トを発 揮 して.いる.こ の ネ ・ トワ 一夕に?い て{挨 で詳 レ 鑓 べ る こ とに

す る。

上 述 のMERIT以 外 に,Telenetを 通 して 多 くの デ ー タベ ー ス ・ベ ンダが提 供

して い る各 種 の デ ー タ ベ ー ス を使 用 す る こ とが で き る。 経 営 学 部 の学 生 の使 用 す

るデ 一夕ベ 一三は圧 倒的に財 政 関係 の ものカ・多 いが,人 事関係 ・生 産 関係江 業
　

　 ほ ド メ

関係 の もの も使用 され る6こ の'ヒ うに大学 が デ ー タ ベ ー ス を利 用 す る場 合,一 般

に 比 べ 安 い料 金 で 提 供 され て い るの が 普 通 の よ,うで あ る。

以上 のよ うな囎 の中 で ・学生は 凄 授 か ラ与 え られ アこ課 題 ζ1とり組桓 力iら

・ンピ_タ 鞭 う習慣 を禦 つ け・デー タベ ースを働 こな 酬 縮 受けてい

る。 この こ とが 将 来 の実 社 会 で の デ ー タベ ー スの 需 要 につ な が りを持 って い て,

層 の厚 さ を感 じ させ る。

■

∀

2.詳'論

M頭 付 ン ピi-9・'i。tト ・ づ{と っ い で 以下 に述 べ る・'

MERITコ ジ ピ';三 夕 ・ネ ジ ドウー)は 現 在'ミ シ ガ ジ州 立 大 学 と ミシ ガ ン大 学,

ウ:。イ ン州 立 大 学 の3っ の ゴ パ_タ ・シス:テム 編 ん でい る強 加 テ レ`コ ・

。ニ ケー シ 。ン.シ ス テム で あ る.そ の シ◇ス』テ ムは 法 学 の'学生 蛾 鵬 ・研 究

ス'ジ プの 鋤 三ジ 已 三 夕 ・リ ・ノー スの 共 同利 用 に 役 立 うて い る と 同時吃 他

大幸 や他 の ネ ッ トヴ ニ ク と も接 続 し'てい る。

以 下 ピ こ のネ 。㌧卜。 一 ク醗 の簡 単 遮 史,糸 レご シ ・ ンの 翻 ∵ お よ び

各是 舶 ⑳ 戸 スにっぽ 途べる。'・ ∵ ∴ ㌧
'・

`'、 ・ 、/パ'・ 《

■

●

(1)ネ ッ トワ ー ク の 開 発

'

1ig6・6'年,:1"ジ ガ シ州 め'3犬 り・1泣大輪 あ!る 一ミ漣 シ州 立 美学 ・(MrSu)・ ・

シガ シ 大学lUM)1ウ'iイ ン州 立 大 学(WSU)が 共 同 で'「情 報 シ ス テ ムに関'す

る ミシ ガ ン州 大学 間委 員 会{(M'ICI'S)」 を設 立 じ'た○ 当初 の 目的 ぽ,1最 大 限 に
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相互 のつ な が りを促 進 し,3大 学 の情 報処 理 の広 範 な 分野 に わ た る研 究 を,効

果 的 かつ 意 義 深 く結 び付 け,コ ン ピ ュ ー タそ の 他 の 電子 的 媒 体 を 通 じて交 換 し

よ うと い う もの だ った。 こ の目的 はMICISの 協 議 を通 して練 り上 げ られ,州

内 の 大学 内 コ ン ヒ。ユ 一 夕 ・リソ ースが共 同 利 用 され増強 され る よ うな 全 州 に わ

た る コ ン ビ。ユ 一 夕 ・ネ ッ トワ ー クの建 設 とい う提案 に発 展 した 。

「一つ の大 学 の コ ン ピュ ー タ ・フ ァ シ リテ ィが 共 通 の ネ ッ トワ ー クに よ って

他 の 大 学 の フ ァ シ リテ ィに結 ばれ る時,コ ンピ ュ ー タ ・・リ`ソース は ネ ッ トワ ー

ク内の 全 大学 の リ ソース の 合 計 よ り も大 きな もの にな る。'この考 え方 が成 り立 つ

のは,シ ス テ ム の性 格 が そ れ ぞ れ異 な るマ シジ同 士 の協 力 的接 続 のだ め で あ り,

潜 在 的 に さま ざ ま な シ ス テ ムの 要求 を利用 で き る とい うネ ッ トワ ニ クの能 力 の

た め で あ る。 こ うし て,ネ ッ トワ ー ク内 の どの地 点 で もユ ニザ に どら て は 全 体

の シ ス デ ムが よ り強 力 に み え,個 々 め シス テ ム の集 合が は るか に広 い ニ ニ ズに

応 え て くれ る。」 ㍉ 『"

1969年 に は ミ シガ ン州 議 会 がMERITネ ッ トワー クの法定:化 ζ:費用 充 当 を

承 認 した 。総 額40万 ドルが 開発 に 認 め られ,ま だ アメ・リ'力科 学 財 団(theNa－

し呼1興 ・・eF・ 輌 ・…n .)・か ら8・ 万 ドル継 れtg9"と れ・iζ3大学 か

らの コ ンビ・ 一タ'タ イ ムおよびその他サ ー ビスの もちよ りが120万 煙 四

'

っ た こ,.,・t
ハ

NERITの 概 括 的 な 目的 は,ネ ッ トワ ー クの開 発 と運 用 を通 して,確 立 され

ヒリ コ 　 ト ら

た 教 育 的 コ ン ピ ュ ー タ施 設 に お け る ネ ッ ト ワ ー ク ・オ ペ レ ー シ ョ ンに お げ る 諸

問 題 に 関 す る知 識 と解 決 法 を得 る こ と だ っ た。・

ネ ッ ト ワ ー ク ・シ ス テ ム の ハ ー ド ウ ェ ア お よ び ソ フ トウ ェ ア は3大 学 の 科 学

者,技 術 者 に よ っ て 設 計 され た 。 特 別 なパ ニごド ヴ ニ ァの 最 終 的 設 計,組 み 立 て

ば ミ シ ガ ン州 セ イ ラ イ ンのRelianceElectric社0)応 用 ダ イ ナ ミ ッ ク ス 部 門

の 手 に な っ た 。 第 ・1回 目 の 情 報 の コ ンgユ ー タ.一.一コ ン ビ三..三 夕 聞 伝}送!ま1971

こ

年12月 に 実 施 され た 。'コ'ン ピ ュ 一夕 の う ち の2者 間 の ネ ッ ト ワド ク接 続 が,

1972年4月 に 完 成 し・3つ の コ ン ピ ュ ー ダ ・セ ン タ ー間 の 全 面 的 稼 動 は そ の
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年 の10月 に 達 成 され た・。

こ の時 以 来,ネ ッ トワ ー クは広・範 な タス クに 有 効 性 を示 し,計 画 立 案 者 が意

図 レた よ うに,3っ の主 要 大学 の学 生,教 職 員 の ニ ー ズに こた え る大学 間パ ケ

'ッ ト交 換 ネ
ッ トワー ク と'なっ た。 現 在 毎 月5,000万 バ イ トを超 え る情 報 が,平

均500の 個 人.・arザ に よ って ネ ッ トワ ーク上 を伝 送 され て い る。

(2)ネ ッ トワ ー クの概要

MERITネ'ッ トワ ー クで結 ばれ て い る3つ の 大型 シ ス テ ムは,単 一 の きわ め

て多 様 で きわ めて パ ワ フ ル な コ ンピ ュ ー タ ・リソ ー ス として 相 互 に 作用 す る こ

.とが で き る。相 互 接 続 は各 大 学 に1台 ず つ お かれ た3台 の ミニ コ ン ピュー タ

(DECPDP-11/20)で な され て い る。 これ らはttコ ミュニ ケー シ ョン ・コ

ン ピ ュー タ"あ るい は"CC"と 呼 ばれ,そ れ ぞれ 各 自の ホ ス ト ・コ ン ピュ ー

タに 接 続 され て お り,全 二 重 電 話 回 線 を通 じて 互 い に結 ばれ て い る(図1)。

謂 。

,綿D

、認 。

●

、

■

●

図 ・ ・MERIT・ ン ピ ー-9'・ ネ 。 卜 ・一 ク の シ ス テ ム 繊
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'

MERITネ ッ ト ワ ー ク の 提 供 し て い る サ ー ビス に は以 下 の 種 類 が あ る
。 』

① ク ラ シ ッ ク'イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ・サ ー ビ ス ー 長 距 離 電 話 用 通 常 料 金 を か

け ず に2つ あ るい は3つ の ホ ス ト間 で 行 わ れ るサ ー ビ ス 。 ネ ッ トワ ー ク に よ

っ て エ ラ ー発 生 率 が 減 少 し,ま た ユ ー ザ に と っ て 慣 れ た タ ー ミナ ル ・・オ ペ レ

ー テ ィ ン グ ・コ ンベ ン シ
ョ ンお よ び キ ー ボ ー ド ・エ デ ィ テ ィ ン グ ・モ ー ドで

動 か す こ と が で き る 。

② 強 化 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ・サ ー ビ ス ー ホ ス ト ・コ ン ピ ュ ー タ の う ち の1者

の デ ー タ ベ ー ス が 実 行 プ ロ グ ラ ム に よ っ て他 の ホ ス トで も利 用 で き る
。 ま た

ど の ホ ス トで も ネ ッ トワ ー ク か らデ ー タ を デ ィ ス プ レ イ あ るい は プ リ ン ト ・

ア ウ トす る こ と が で き る 。

③ ダ イ レ ク ト ・ タ ー ミナ ル ・ア ク セ ス ・サ ー ビ ス ー タ ー ミナ ル か ら ネ ッ ト

ワ ー ク に 直 接 ダ イ ヤ ル し,ロ ー カ ル ・ホ ス ドを 通 さず に 離 れ た ホ ス トに ア ク

'セ ス で き る
。・こ の 機 能 はMERITの ネ'ッ ト ワ ー ク 一 夕 ー ミ、ナ ル 間 イ ン タ フ

ェ ー ス の整 合 を と るHERMESに よ っ て 提 供 され る 。HERMESは 各CCの 中

で 作 動 す る 。'『

④ ネ ッ ト ワ ー ク ・バ ッ チ ・サ ー ビ ス ー 全 て のMERITサ ー ビ ス の 中 で 最 も

経 済 的 な もの 。 大 量 の バ ッ チ'・ ジ ョ ブ で どの 地 点 で も ネ ッ トワ ー ク に 組 み 込

まれ,ど の ホ ス トで もエ グ ゼ キ ュ ー トされ,ア ウ トプ シ トを 希 望 の ど の ホ ス

トに で も運 ぶ こ と が で き る。

⑤ フ ァ イ ル 伝 送 サ ー ビ ス ー デ 一 夕が1つ の ホ ス トか ら他 の ホ ス ドヘ コ七 一

さ れ る 。'た と え ば デ ィ ス クか ら デ ィ ス クへ,デ ィ ス ク か ら テ ー プへ 。 デ ィ ス

ク か ら プ リ ン タへ な ど。 、

⑥ イ ン タ ー プ ロ セ ス ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・サ ー ビス ー1つ か そ れ 以 上 の

ホ ス ト ・コ ン ピ ュ ・一 夕 で 同 時 に 進 行 して い る プ ロ グ ラ ム の プ ロ セ ス の プ ロ グ

ラ ムは 同 時 に ・ あ る い は 継 続 的 に用 い られ,デ ー ダ を ホ ス トか らホ ス トに 伝

送 す る。:∵,

⑦ 外 部 ア ク セ ス ・サ ー ビ ス ー 現 在2本300・ ボ ー の電 話 回 線 た、よ っ て な さ

一191一



れ て お り,TelenetとMERIT間 の接 続 を して い る。 これ に よ ってTelenet

の ユ ーザ は3台 のMERITの ホ スートの どれ に で も アクセ スで きる。

ネ ッ トワー クの 利 用 法 として,た とえ ば,WSUで 手 に入 る ミシガ ン州 の 輪

郭 地 図 か らの デ ー タとUMに あ る水 質 監 視 デ ー タを結 び合 わせ て結 果 をCRT・

タ ー ミナ ル に グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ィ ス プ レイ した り プ リン ト・・ア ウ トす る こ とが

で きる。 ・

あ る大学 の ユ ーザ が 他 の コン ピ ュー タ ・セ ン ター の リソ ー ス を利 用 す る場 合 ・

典 型 的 に は 以 下 の4段 階 の プ ロセ ス を通 る 亡 とに な る:④ ロー カ ル ・ポrト を

通 じて ロ:一 カル・・ホ ス トに ア クセ ス,◎ ロrカ ル にCCを 通 じ てMERITネ ッ

トワー クに ア クセ ス,◎ 離 れ た ホ ス トにそ のCCを 通 じて ア クセ ス,⇔ 演算 作

業 の実 施 。 また,た と えば.ロ ーカル ーホ ス トとリ モ ー ト ・ホス ト間 の フ ァ イル

伝 送 の よ う な,演 算 作 業の 必 要 の な い ユ ー ザ の場 合 に は上 記 の過 程 は簡 略 す る

こ とが で き る。-eれ は,ロ ー カル のHERMESを 通 じ て ネ、ッ ト、ワ・一 クに 直 接 に

ダ イヤ ルす る こ:と・で,結 果 と してス テ ップ◎ か'ら始 め.る こ とが 可 能 に な る。

(HERMESは 現 在UM,WSU,MSUの ネ ッ トワー ク ・ノ ー ドに設 置 され て い

三る')・^.戸 こ 」`』'÷-

MER・ITネ ッ トワ:ク の結 果 と して さま ざ ま な恩恵 が3大 学 に も た・らされ た。

ネ.ヅ トワ ーク の お か げ で初 めて各 大学 は 経 費 のか か る厄 介 な デ.一.タを共 同 で購

入 で き る よ うに な っ た 。 た と えば,統 計 調 査 デ ー ダ ・・ユ ー ザ の団 体DUALABS

の共 同 会 員 権 にご・よ って セ ミナ ー§コ ンサ ル テ ー シ'ヨン,統 計 デ ー タの 格安 購 入

な どの恩 典 を入 手 で き.るよ うに な った。 ま た,以 前 は ビジ.ネ ス/経 済 デ ー タ ・

フ ァ イル は各 キ ャ ン パ ス で重 複 した り,他 の キ ャンパ スで は入 手 で き なか っ た

りした6こ れ に 対 し,現 在 デ ー タに対 す る要 望 を調 整 して グ ル ー プ購 入 し,州

が サ,ポ ニ、トし て い る全組 織 の 学 生,研 究者 に役 立 つ よ うな方 向 で努 力が な され

て い る。 この種 の 共 同 購 入 と リ ソ ース ・シ ェア リ ングは ネ ッ トワー クの メ ン バ

ーに相 当 の節 約 と な っ た。

'こ れ ほ ど直接 的 で は ない が,よ り重要 な 恩 恵 と して は,ネ ッ トワー クに よ っ
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て大学 間 の情 報 フ ロ ーが 増 大 し た こ とが あ げ られ る。MERITを 通 じて の 情 報

交 換 に よ って 研 究 者 は 同 じ問 題 を協 同 で研 究 す る よ うに な り,そ うで なけ れ ば

見 落 して いた よ うな近 隣 キ ャ ンパ ス の デ ー タを手 に 入れ る こ とが で き るよ うに

な っ た。 こ うした学 問 的 交 流 の 増 加 は,経 済 状 態 の切迫 に 伴 な って 州 立 大 学 に

お け る重 複 した研 究 の保 持 が 困 難 に な るに つ れ て,大 学 相 互 の協 力 を強 め る こ

とに な っ た。I

MERITネ ッ トワ ー クは そ の基 本 的 目的 を達 成 し た。異 な る3つ の大 規 模 な

学 術 的 コ ン ピュ ータ施 設 の相 互 接 続 の 可能 性 を証 明 し,3大 学 間 の 人 間 お よ び

マ シ ンの リソ ース を相 互 に 役立 つ よ うに共 用 で き る こ とを示 した 。

'
(3)ネ ッ ト ワ ー ク の リ ソ ー ス"I

MERITを 形 成 す る3大 学 は 合 計 で1・0万 人 を超 え る学 生 と1万5,000人 近

い 教 職 員 を か か え る。 各 々 の 大 学 が そ'の 学 生,教 職 員 .1研 究 ろ タ ッ プ の ニ ー ズ

に こ た え る 大 型 コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ ー を もつ 。 各 コ ン ピ ュ ー タ は それ ぞれ サ

イ ズ と デ ザ イ ンが 異 な り,異 な っ た 機 能 を もつ 。 一.・

① ミ シ ガ ン州 立 大 学(MSU).,

MSUの ホ ス ト ・コ ン ビ'ユ 一夕 は,10万 ワ ー ド近 い 主 記 憶 と5,0r万 ワ ー ド

の 補 助 記 憶 を もつCDC6500で あ ・る。.この マ シ ン は と ぐに シ ス テ ム に 重 い 負

荷 の か か る 算 術 的 ジ ョ ブ の 高 速 処 理 に 強 い 。MSU・ の ホ ス トは9つ の リ モ ー

ト ・バ ッ チ ・ス テ ー シ ョン と,ネ ッ トワ ー ク ・ポ ー トに 加 え て79の イ.ン タ

ラ ク テ ィ ブ な タ ー ミ ナ ル ・ポ ー トを もつ 。'、

MSUの シ ス テ ム は 経 費 の安 い 計 数 処 理 が 特 徴 で あ る た め,そ の ネ ッ トワ

ー ク へ の 寄 与 は 主 と して ロ
.一 ・コ ス トの 計 数 分 析 と計 算 サ ー ビ スの 分 野 で あ

る 。FORTRAN,BASIC,APL,PASCALと い った プ ロ、グ ラ ミン、グ言 語 と

SPSSの よ うな プ ロ グ ラ ム が 他 よ り安 く・利 用 で き る。

こ れ らの 言 語 に 加 え て,MSUに 特 徴 的 な ソ フ トウ ェ ア ・ リ ソ.一 ス に は 以 下

の も の が あ る 。
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④ プ ロ グ ラ ム

・APEX-L数 学 的 プ ロ グ ラ ミ ン グ ・シ ス テ ム で
,大 規 模 の リ ニ ア ・プ ロ

グ ラ ミン グ ・モ デ ル を 作 り,オ プ テ ィ マ ル な 解 決 を 見 出 し,分 析 し,結

果 と し て レ ポ ー トを 作 成 す る。

・GPE(GeographyProgramExchahge)一 空 間 的 デ ー タ の 記 述
,分

析 用 プ ロ グ ラ ム の 国 際 的 ク リ ア リ ン グ ハ ウ ス 。

・・NA'STRAN(NASAStructualAnalysis)一 数 種 類 の 構 造 分 析 用 プ

幽
ロ グ ラ ム ・シ ス テ ム

・CIVCO(CivilEngineeringComputation'System) 一 土 地 調 査 に

お け る計 算 用 のCDCの プ ロ グ ラ ム

・ELAS75一 線 形 平 衡 問 題 プ ロ グ ラム
。 骨 格 構 造,板 金,貝,弾 性 固

・形 体
,お よ び これ らの 結 合 体 を 扱 う。

・MANAGEMENTGAMES－ 学 生 に 意 志 決 定 過 程 を 教 え る た め に 設 計

され だ 指 導 用 プ ロ グ ラ ム の グ ル ー プ 。'

・PERT/TIME(ProgramEvalutionandReViewTechnique) 一

マ ネ ジ ャ ー が プ ロ ジ ェ ク ト を企 画,モ ニ タ ー,評 価 す る た め の も の
。

・'UPDATE－ 大 き い プ ロ グ ラ ム用 の テ キ ス ト'・エ デ ィ'々 一 と関 連 し て 使

わ れ る プ ロ グ ラ ム開 発 ツ ー 『ル 日 に よ る;あ る い は プ ロ グ ラ ム に・よ る プ ロ

グ ラ ム 変 化 の 記 録 を つ け る。

◎ デ 一 夕 ベ 」 ス

・SPE-ED－ 指 導 用 ,職 業用 資 料 に 関 す る摘 要 お よ び サ ー チ ・デ ー タ

・Agti-gate－ 株 式 市 況 デ ー タ

・・DigitizedMapsofMichiganCitiesandCounties'

・G .1.A.WorldDataBank'一 世 界 の 沿 岸 線 お よ び 政 治 区 分 に 関 す る デ

ー タ が65
,000集 め られ て い る。・経 緯 度 線 区 分 別 。

・NavalWeaponsLad
.WorldCoastl・inesData・Bank(海 軍 兵 器 研

究 所 世 界 沿 岸 線 デ ー タ バ ン ク
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・SYMAPCoordinateFiles－ ア メ リ カ大 陸 内 各 州 の 輪 郭 お よ び 各 州

の 地 理 的 中 心 。

② ミシ ガ ン大 学

ミシ ガ ン 大 学 で 最 近 設 置 さ れ たAmdahl470V/6コ ン ピ ュ ー タ が ,よ り高

度 の フ レ キ シ ブ ル な ホ ス トを加 え る こ と に よ り,拡 張 され た ネ ッ トワ ー ク ・

リソ ー ス を持 って い る こ とは 意 味 深 い こ と に一あ る 。Amdahlは ,現 在,4百 万

バ イ トの リ ア ル'メ モ リ を 備 え て お り・ そ の 能 力 は,ウ エ ィ ン 州 立 大 学 と 同

様,ミ シ ガ ン 大 学 で も,バ ー チ ャ ル メ モ リ ・オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム に

よ っ て,強 化 され て い る 。 ミ シ ガ ン大 学 のMTSは,音 声 応 答 装 置 も備 え て お

り・ コ ン ピ ュ ータ は ・ タ ッ チ ・ トー ン ・テ レ フ ォ ン を 通 じ て ア ク セ ス で き る。

ミ シ ガ ン大 学 セ ンタ ー は,12の リ モ ー ト ・バ ッチ ・ス テ ー シ ョ ン と167の

イ ンタ ラ ク テ ィ ブ な タ ー ミ ナ ル ・ポ ー トをサ ー ビス し て い る
。

ミ シ ガ ン大 学 独 自 の ソ フ ト ウ ェ ア ・リ ソ ー ス に は,次 の もの が あ る
。

⑦ プ ロ グ ラ ム

OMIDAS－ 統 計 ・コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ ・パ ッ ケ ー ジ で あ り
,多 種 多 様 の

統 計 分 析 を 行 い 、 デ ータ 処 理 で は,多 量 の フ レ キ シ ビ リ テ ィが 可 能 で あ

る 。

。pIL(pittsburghInterpretiveLanguage)一 端 末 使 用 用 に 特 別 に

設 計 され た,イ ン タ ラ ク テ ィ ブ な,手 続 き指 向 言 語

。GPSS/360一 不 連 続 推 計 シス テ ム(discretestochasticsystem)

の コ ン ピ ュ ー タ ・モ デ リ ン グ用 のIBM言 語

。OSIRISIII－ 社 会 科 学 の デ ータ ・マ ネ ジ メ ン トお よ び 分 析 用 の 一

連 の プ ロ グ ラ ム

oWIREWRAP－ 製 造 業 者 の ロ ジ ッ ク ・シ リ ー ズ か ワ イ ヤ ・ラ ッ プ ・パ

ネ ル を 使 い ・ デ バ イ ス の 設 計 に 使 用 され る ロジ ッ ク 設 計 用 の 汎 用 シ ス テ

ム

・SYSTEMSENGINEERINGLABORATORY－ 非線 型 ,微 分方 程
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式 の 大規 模 シス テ ム を正確 かつ 迅 速 に統 合 で き る数 字 パ ッケ ー ジ

。SPIRESandTAXIR－ 大規 模 なデ ータ ベ ース 処理 が 可能 な プ ロ グ

ラ ム

6
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2.8提 供 デ ー タ ベ ー ス の 豊 富 さ で 勝 負 す るt'-

LockheedInformati:qn,,$IY.SteMs・t/t「.:,

}"・'L』A-、'.、 、・'『 ・い ・.・tttt■``・ ・

調 査 先.;LockheedInfgrmat'ion`Sys'tems"パII::-t・t・ ・

所 在 地,;;.Bldg.201,3251'Hanover.S敏eet','Palo'Alto,/Ca・lifornia

調 査 期 日;'、1977年 『12月7日i'.・z・,・..二 ・'t'1・'1)'1.tfl::

面 接 ・者;Dr.Ro'gerK.Summit'lt::・t、 ・'戸 ・'∴ ・こ'.・.

Ms.:tF.ranSpigai',1.・"・'∴1』:':!・ ・'㌔

調 査 員;松 村,栗 原 ・.・ 、1∴:バ 畠三"・

'

"一 、'、 ・'・ 「!`.㊨ 「 ピ ㌧ ・・ コ'

1.概 要 お よ び 所 感,＼ ズ'

Lockhe.edInformationgSystems・ はLockheedMissi・le&Space,社 の コ

,ン ピ ュ ← タ,・ ザ ー ビ ス部 門 で あ り',.技 術 分 野 を 主 力 に ビ ジ:ネス 分 野 も含 め た 文 献

情 報 サ ー ビ ス'を メ イ ン業 務 に して い る。 同 サ ー ビ入 は ダ イ ア ロ グ(Dira1'og)と 称

され,』Syst,emDevelopmen・t社(SDC)のSearchサ.-rビ ス と共1こ,t't'ア メ リ

カ の 二 大 オ ン ラ イ ン 文 献 情 報 サ ー ビ ス と な っ て い る 。LockheedInformation

Systemsの 場 合,・ 売 上 高 の90%は －Di-alo9サ ー ビ ス ・ 残 り10%は 請 負 い プ ロ グ

ラ ミ ン、グt・ サLビ ス とい う比 率 で,ま ずDial.Ogサ ー ビ ス の た め の 部 門 と言 え よ

う。'lt-

Di,alo9サ ≡ ビ ス の 特 長 は,デ ータ ベ ー ス の 豊 富 さ に あ ・る。 ち な み に,78年 末

ま で に は ・1・OO種 の デ ー・タ ベ ー ス'を 用 意 す る と の こ,と で あ つ た 。1ま'た},D・i・a'1:.Ogと

言 え ば,通 常 科 学 技 術 関 係 の 文 献 検 索 サ ー ビ ス と い う イ メ ← ジ が強 い が,最 近 の

デ エ タ ベ ≡ ス め 整 備 状 況 か ら見 て 必 ず し もそ う で は な いbL6ckh6edの や 」り方 は ・

分 野 毎 の デ ー タ ベ ース の 拡 充 で あ り,最 初 に 社 会 科 学 ジ 次 い で 科 学 技術,そ し て

現 在 は ビ ジ ネ ス/経 済 分 野 に 努 力 を傾 注 し で い る。 さ'ら に 将 来 は ピ 各 種 の 分 析 デ

ー タ あ る い は 統 計 デ ー タ の 提 供 に も力 を 入 れ る との こ と で'広 範 な 分 野 の カ バ ー

をね ら っ て い る。 ∵ ＼
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2.詳 論 ,`∵.・'.T-

(1)DialOgデ 一夕 ベ ー ス ー その 種類 と料 金 ・

L・・kheedで は,同 デ ータ ベ ースの3大 特色 と し て,① デ ータ ベ ー ス の種類

が 多 い② シス テ ム利 用 が易 しい③ 利用 料 金 が安 い,の3点 を あげ て い る。

デ ー タ ベ ース は,(イ)科 学(ロ)応用 科 学 お よ:び技 術的 社 会 科学 お よび人 文科 学⇔

ビ ジネ ス お よ び経 済 とい った4分 野 に関 し,51種 が用 意 され て い る(77年6

月発 行 の リス ト)。 しか も,年 間 に15～20種 の デ ータ ベ ー スが 新 た に追 加 さ

れ て い る との こ とで,こ れ が 事 実 とすれ ば,77年 末 に は約70種,78年 末 に

は100種 近 くがDia10gの サ ー ビス ・メ ニ ュー と して 整 備 され る こ とに な る。

Lockheedの 目標 は,78年 末100種 と して い たが,こ れ もそ う無 理 な こ とで

は な い か も知 れ な い。1;

Dia'10g'デ ータベ ース の う ち,「特 に利 用 度 の 高 い もの は,科 学 分 野 で3種,

社 会 お よび人 文科 学 分 野 で3種 の計6種 が指 摘 され た6こ れ らを まと め る と表

㌍1の よ うに な る。 な お,将 来 に お け る利 用 の 大 き さ とい う点 で は,ビ ジネ ス/

経 済分 野 をあ げ て お り・・目下 この分 野 の デ ータ ベ ー ス拡 充 に 最 大の 努 力 を払 う

てい る』

Dialog－ デ ータ ベ ー ス の プ ロジ=・一サ は,政 府 機 関,学 会,民 間企 業 な ど,

多 彩 な'と ころが 顔 を そ ろ え てい る。文 献 情 報 の売ち もの の ひ とつ で あ る ア ブス

トラク トは,プ ロジ ューサ が 付 け て い る。

Dia10gの も うひ とつ の特色 で あ る利 用 料 金 の安 さにっ い ては,77年 よ り

幾 つ か の料金 引 下 げ措 置 を と って お り,DialOgの 利 用 が 以前 と比較 して か な

り安 くな っ た とい わ れ る。

新 しい措 置 の 主 な もの に は,① 利 用 度 合 の 多 い場 合 の割 引(5時 間/月 間 に

つ いて は 自動 的 に 割 引)② あ る種 の デー タ ベ ー スに は 一律 料 金 カ ッ トを適用 ③

回線 料 金 の大幅 引 下④ グル ー プ利用 に よ る割 引 な どが含 まれ てい る。

alO9デ 〒夕 べ ー ス ・サ .一ビス の料 金 は,

oタ ー ミナル接 続 料 金
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表1 Dia10gベ ス ト ・ セ ラ ーiデ ー タ ベ ー ス

デ ータ ベ ース名 主 一 題'

"

.DB,元 ジ ュ ー サ レ コ ー ド数 遡及年月

BIOSIS .PREVIES 科 学 ・BiologicalAbstr包ctsIn㌧ 1.290000 72年1月

CACONbENSATES. 科 学 .. Am6ricanChemicalSociety 2,500,000 70年

CAPATENT
coNCORDANCE 科 学

阿

こ
㎞ericanCh・ 中i・alS・ ・i・ty

,こ

75,000 72年1月

ERIC
.

社会科学'
〆

NationalInstituteofEducation 278,000 66年

SOCIAL-SCISEARCH 社会科学 TheInstitute'forScientific'Information 420,000 72年

SOCIOLOGICAL
二ABSTRACTS 社会科学 Sogiologi『alAbstractsInc .

へ

77,000 63年



。回線 使 用 料 金

Oタ ー ミナル ・リー ス料 金

・ オ ・ ラ ・ ン 酪 料 金li/':t・ t.,

.訓 練 経 費il:

∴ 、'∵:.,.,1"・ …

に大 別 で き る。以 下,DialOgl利 用 に か か わ・る主 な料 金 あ るいは 装 置 に つ い て

ま と め る と 。 ・ ・:
シ

ま ず ・D・ ・1・・サ ー ビxleptxけ ・㌶・ζ・ま・
.D」:;1:・99・drl・F・rmザ し て必

要 事 項 を書 込 み,LockheedK送 付 すれ ば よい 。FOrmは 二:ユrヨ ー ク;,ワシン
'1:'

・ンDC・ パ ・ アル … サ 迦 塑 各 わ ・ ス(:・7昧 迄 ・ご呼 ゴ1'イ

ギ リス・・も開 設 予 定)あ る いCl・L・ ・kheedl≒In・ ・rm;…n;S・ ・t'・m・麺 の

電 話(無 料)で 入手 で きる。契 約 事務 処理 ば2週 間程 度 で,30日 以前 の申 し

出に よるキ ・ンセル も可能・齢 てけ ニ ビ註 釦 已 細 鱗 調 て酷

な ものに な ってい る・:':・ ・ ㍉ ∴・ ・ …:ニ

サ ー ビス 料金 は,接 続時 間 が ベ ー ス と な る・が;月 間:5時 間 以上 の利 用 に つ い

て は,利 用 量 に 応 じて 時 間 当P5ド ル か ら,15ド ルの 割 引 が適 用 され.る:。

タ ー ミナ ル は ダイ アル ・ブ プ ・サ ー ビズに 適 した も:のな ら・全 て め モ デ・レ

が利用可能となる・3・ キヤ涜/秒 砿 リンぽ 一ミぎルの畦 剛

リース料金は輸 ・ドル・卿 デ・1控 ゴ:'ξ 一ミ才 ル;場 合も・i{まr同

一 の料金 だ が 通 常 は これ に プ リ ン・ 鮒 四 か6
,,一・・E:間巧 ぷo亨 ル の リ

ー ス料 金 とな る.タ ー ミナ ル ゆ い て1‡・=・1'・.ザーがメ ー カ ーあ るい ぼ ・一

。 一か ら嘩 ⇒ 入す る。.、.・ ∵ ∴':∵ ∴ パ

D・・1・9の 繍 ユーザー に は ・司ll練・t"ス が臆 され て↓'るが,こ れ{1強 制 的

な もの で はな い ・基 本 訓 練 ㌃ ゆ 場 合 ・ 回 訓 鋭 賑 し て:闘 の1ケ 月

当 り一 ルは免除される・減 アEiバ ンス ≡ スをは 醐L・;kheed

オ フ ィス に お け る訓 練,ユ ーザ ー・しサ イ トへ の 出張 訓 練 なづiビ各種 の オ プ シ ョ ンが

ある・出張訓練の場合・1日 ㌍00 .ドルぽ 三倭 剛)・ オ1イ ス}こ

お け る 場 合 は50ド ル/1人/i
.'7シ ヲ で 。.IL.。 、.・..二'…

-200一

'



通 信 ネ ッ トワ ー ク とし て は,Tymshareお よびTelenetが 利用 で き る。1時

間 当 りの 回 線 料金 は各 々8ド ル,5ド ル で,120キ ャ ラクタ/秒 ま での サ ー ビ

スが 可能 で あ る。 この外,WATSやFTSに よ るサ ー ビス あ るい は480CPSと

い う高速 サ ービス ・ユーザ ーには,特 殊 な タ ー ミナル を通 じ.Lockheedの 専 用

通 信 ネ ッ トワ ー ク も用 意 され て い る。

実 際 の利用 料 金 は,利 用 す る デ ータ ベ ー ス の種 類 や接 続 時 間 の差 に よっ て異

な るが,平 均 的 料 金例 とし て は,以 下 の 幅 が 指 摘 され る。

1件 当 りの サ ーチ時 間 を10分 と した場 合,ERICと かAGRICOLAな ど政

府 提 供 の デ ータ ベ ース は5ド ル,最 も高 い デ ータ ベ ース で16ド ル(回 線 料 金 は

含 むが,オ フ ラ イ ン ・プ リ ン ト代 は 含 ま な い)。 なお,大 量 利用 に よ るDiolog

割 引 ・を受 け た 場 合,10分 間 の サ ーチ 料金 は,、最 低2.5'ド ル か ら最 大13ド ル と

い う平 均 値が 出 され て い る。

σ

(2)Diolo9マ ーケテ ィ ン グ戦 略

LockheedInformationSystemsで は,デ ータ ベ ー ス ・サ ー ビス成 功 の

キ ー ・ポ イ ン トとし て,① デ ータ ベ ース の種 類 の豊富 さ② カ ス トマ ー ・サ ー ビ

ス の充 実 と信 頼 性 確 保 の2点 をあ げ て い る。

① の デ ータ ベ ース の拡 充 にr)い ては 既 に触 れ たが ・最近 は特 に ・ 大手 カ ス ト

マ ー獲 得 ・確 保 の鍵 とし て,ビ ジ ネ ス/経 済 分 野 の デ ータ ベ ース 充 実 を目 指 し

て い る。 また,い わ ゆ る文 献 検 索 型 デ ごタベ ース と,.統 計 デ ータ あ るい は 分 析

デ ータ な ど デ ータ型 デ ータ ベ ー スの将 来 性 に つ い て は,両 ダ イ ブ共,同 様 の可

能 性 が あ ると指 摘 して い る。 一般 に は,オ ン ラ イ ン ・デ ータ ベ ー ス ・サ ー ビス

と しで は,経 済 分 野 を対 象 と した デ ータ 型 が大 きな 可能 性 を秘 め て い る とい わ

れ る。Lockheedで も,こ の 点 は十 分認 識 し て い るよ うで,将 来 は デ ータ型 も

や る予定 と述 べ て い る 。 つ ま り,Lockheedは 今 後,ま ず ビ ジ ネ ス/経 済 関係

の 文 献 情 報 の 充 実,そ して 次 の 段 階 と し て,デ ータ型 の提 供 と い う具 合 に サ ー

ビス を拡 充 して い くこ とに な ろ う。 これ をLockheedの い う分 野 毎 の デ ータ ベ
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一 ス拡 充路 線 に 沿 っ て並 べ る と
,社 会/人 文 科 学→ 科 学 技 術→ ビ ジ ネス(以 上

文 献 情報)→ デ ー タ型(統 計,分 析 な ど)と い う進 行 に な る。

② の カ ス トマ・一 ・サ ー ビスに 関 して は,最 低1年 に1度 は 各 カス トマ ーと接

触 す る こ と を重 視 してい る。 ま た,既 述 した よ うな 割 引 策 に よ る利 用 料 金 の低

下,訓 練 コ ース の 充 実 も,カ ス トマ ー ・サ ー ビス の一 環 とみ られ る。 事 実,オ

ン ライ ン文 献 検 索 サLビ ス に お け る最 大 の競 争 相 手,SDCと の サ`ビ スの違 い

を 「デ ータ ベ ース の豊 富 さ と料 金 の安 さ 」に あ る と して お り,乙 の2点 は,

Dialogの 基 本 的 戦 略 と言 え よ う。

海外 市場 に つ い て も,意 欲的 政 策 を と っ てい る。 ヨー ロ ッパ に はTymshare

の ネ ッ トワー クで 既 に進 出 して いる が,目 下 日本へ の参 入 を計 画 して い る。 日

本進 出の 時 期 と して は,1978年 中 あ るい は79年4月 とい うか な り具体 的 な

プ ラ ンを あげ たが,国 際 電 々(KDD)の ビ ー ナス稼 動 あ るい はTymnetとWUI

の接 続 な どの 々 イ ミン グ を見 て い る との コ メ ン トが あ った。

な お,現 時 点 に お け るDialOgサ ー ビス の サ ー ビス時間 帯 は 表2の よ うに な

っ て い る。 ・'

表2:DialOgサ ー ビス 時 間 帯

曜 日 太 平 洋 時 間 東 部 時 間' グ リニ ツヂ 時間

月 12:30AM-5:00PM 3:30AM-8:00PM 8:30AM-1:00AM

火 12:30AM-5:00PM

6:00PM-9:00PM

3:30AM-8:00PM

9:00AM-12:00PM

8:30AM-1:00AM

2:00AM-5:00AM

水 12:30AM-5:00PM

6:00PM-9:00PM

3:30AM-8:00PM

9:00AM-12:00PM

8:30AM-1:00AM

2:00AM-5:00AM

木 12:30AM-5:00PM

6:00PM-9:00PM

3:30AM-8:00PM

9:00AM-12:00PM

8:30AM-1:00AM

2:00AM-5:00AM

金 12:30AM-5:00PM 3:30ぷ 一8:00PM 8:30AM-1:00AM

土 6:00AM-Noon 9:00AM-12:00PM 2:00PM-8:00PM
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表3:Lockheed社Dialogデ ー タ ベ ー ス 一 覧

ー

トo
O
ω
ー

主 題
.

デ ー タ ベ ー ス 名 デ ー タ ベ ース ・プ ロ ジ ュ ーサ
,

遡及年月

.

レコー ド数 更 新
頻 度

料 金

備 考オンライン
接続/時

オンライ ン・プ
リン ト/フ ル ・
レコー ド

科 学 AGRICOLA Natl.Agricu[turalLibrary,U .SDept.ofAg 1970 920ρ00 月 $25 5¢ .
BIOSISPREVIEWS Bi《,sciencesInfo .ServiceofBoiLAhs,lnc. ]972 1290,000 月 45 10

CACONDENSATES1970-1971 A川ericanChe【nicalSociety 1970-1971 月 35 8

CACONDENSATESl972-1976 AmericanChemicalSociety 1972 1櫻 鶉 月 35 8

CAPATENTCONCORDANCE AmericanChemicalSociety 1972 75,000 半 年 45 12

CASUBJECTINDEXALERT(CASIA) AmericanChemicalSocietv プ 1972 月 60 12

CHEMNAME 1972 月 60 12

CO迦OWEALTHAGRICULT皿AL

BUREAUXABSTRACTS

ColmnonwealthAgricultualBllreaux
1973 480,000 月 65 15 1

COMPREHENSIVEDISSERTATION

ABS,

.

XeroxU.MicrofilmS
1861 560,000 月 55 12

INSPEC-PHYSICS Instituti・n・fElectricalEnglneers 1969 887000 月 45 10

SCISEARCH InsいtuteforScientificInfomation 1974 1470,000 月 70 10

応用科学&

技術

APTIC AirPoUI`tionTechnicalInformation

Center.US.E.RA.andTheFrankinInsti-
tllteResearchLaborator輌es

1966 83,000 月 35 10

'

AQUATIC'SCIENCE&FISHERIES .

ABSTRACTS

(NOAA)NationalOceanicand
AtlnosphericAdlninistration 1975 10,000 月 35 10

CLAIMS/CHEM IFI/PlenumDataColnpany 1950 36α000 4半 期 150 10

CLAIMS/GEM IFI/PlenUmDataCompany 1975 50,000 4半 期 90 10

COMPENDEX 品gineeri㎎lndex,Inc. 1970 565,000 月 65 10

CURRENTRESEARCHINFORMA-

TIONSYSTEM
層 1974 24,000 月

.

40 10

ENVIROBIB Intematl.Acぷ 玉atSantaBarbara 1973 50ρ00 隔 月 60 15

ENVIROLINE Enviro㎜entalInfonnationCenter 1971 60,000 月 90 20

INSPEC-ELEC/COMP Inst汕te・fElectricalEngineers 1969 887ρ00 月 45 10
9

1SMEC DataCourierInc,・ 1973 58ρ00 月 65 12
.

METADEX(METAISABSTRAC-

TSAILOYSINDEX)

AmericanSocietyforMbta匡s

1966 300,000
L,

月 80 12 ALLσYSINDEXは1974年 より含む

METEOROLOGICALABS. AmMeteoro[oalcalSoc .a㎡ 】寸ational
Oce胆icandAtniosphericAdministration

1972 30,000 不規則 50 1.0

L__－
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ー

ll題

応 川 科学&

技術

学科

&

交

会

人

社

、

ビ.ジ ネ ス

デ ー タ ベ ー ス 名.

NTIS

OCEANICABSTRACTS

POLLUTIONABSTRACTS

WORLDALUMINUMABSTRACTS

AIM/ARM.

AMERICA;HISTORY&LIFE

ARTBIBLIOGRAPHIESMODERN

ERI.C

EXCEPTIONALCHILDEDABS

HISTORICALABSTRACTS

LANGUAGE&LANGUAGE

BEHAVIORABS.

NICEM

PSYCHOLOGICALABSTRACTS

SOCIALSCISEARCH⑩

SOCIOLOGICALABSTRACTS

ABI/INFORM

CHEMICALIND,NOTES

DEFENSEMARKETMEASURES

SYSTEM

FOUNDATIONDIRECTORY

FOUNDATIONGRANTSINDEX

PHARMACEUTICALNEWSINDEX

PTSDOMESTtCSTATISTICS

PTSEISPLANTS

PTSFEDERALINDEX

PTSF&SINDEXES

PTS[NTERNATIONALSTATISTICS

PTSMARKETABSTRACTS

PTSMARKETABS&F&S

ABSTRACTSWEEKLY

デ マ.タベ ース ・フロ ジ ュー サ

NationatTechnicalInfo、Service,

DataCourier,Inc,

DataCourierInc.

AInericanSocietyforMhtals

CenterforVaeationatEducation

ABC-CLIO,Inc.

ABC-CLIO,Inc.

Ed"cationatResourceInformationCenter

C・u。・ilf・ ・EX・eptChird・e・
コ ぐ

ABC-CLIO,Inc,

SocialAbs,工nc。

Nationa)11、f'onnationCenterf《 レr
E伽cε しtionalMedia

←

AmericanPsychotufficalAssoc.

InstitutgforScientiflcInformation

SociologicalAbstracts,Inc.

DataCourier,Inc.'

AII、.Che川ieatSoc,'

Frost&Sullvan,Iric,

TheFolmdati`)1)Cellter

TheFoundationCenter

DataCourier,Inc.

PredicaSts,lnc.

EeonomicInfonnatiOnSystelns,Inc.

Predicag.ts,Inc.

Predicag.ts,Inc.

PrediじaSts、Inc,

Predicasts,Inじ.

Predicasts,Inc.

〆

'

.

遡及年月 レ コー ド数
更 新

頻 度

料 金

備 、 杉

.

オンライン

接 続'時

オンライン・プ
リン ト/フ ル ・
レコー ド

J.S.Dept。of
O㎜erCP

1964 575,000 隔 週 さ35 10C 層

1964 95ρ00 隔 月 55 10
.

1976 46500 隔 月 65 10

1
.1968 50000 月 50 10 ・

1967 17500 隔 月 25 10

1964 43,000 4半 期 65. 15

]974 21POO 4半 期 60 .15

Center 1966 278,000 月 25 10

1966 25ρ00 4半 期 25 10

1973 37DOO 4半 期 65 15
L

1973 21POO
「

4半 期 55 15

1964 400DOO 月 70 20

1967 230ρ00 月 50 10

ion 1972 420DOO 月 70 10

1963
.

77ρ00 4半 期 55 15
.

1971 52,000 月 65 10

1974 170000 週 90 20

1975. 80DOO 4半 期 90 20

新年度 半 年 60 30 基金百万 ドル以 ヒの2500財 団のデータ

1973 40DOO 隔 月 60 30

1975 17ρ00 月 65 ]5

1971 160ρ00 90 20

c. 新年 度 117ρ00 4半 期 90 50

.

年 間売 上50万 ドル以上の117.000工 場のチ タ

1976 月 90 20.

1972 760,000 月 90 20

.
1972 160ρ00 90 20 更新頻度はSllbfileに よ り異 なる

1972 135ρ00 月 99 20

新年度 15,000 週
層

90 20

'

'

テ



2.9図 書 カ タ ロ グ 情 報Ballotsサ ー ビス の 拡 充 を 計 る

StanfordUniversity,BallotsCenter

ふ

調 査 先;

所 在 地;

調 査 期 日;

面 接 者;

調 査 員;

StanfordUniversity,BALLOTSCenter

EncinaCommons,Stanford,CA

1977年12月7日

LoisKershnerl

栗 原,松 村

●

1.概 要 お よ び 所 感1,、:・ 、

ス タ ン フ ォ ー ド大 学 の 図 書 館 処 理 自 動 プ ロ グ ラ ム はBALLOTS(Biblographic

Automatignof'1.argeLibrary.Oper ,ationsUsingaTinlie-sharing'Sys-

tem)と 呼 ば れ る 。BALLOTSは オ ン ラ イ ン ・イ ンタ ラ ク テ ィ ブ な シス テ ム であ

っ て,.'1969年 開 発 に 着 手 し,1972年11月 以 降,日 々 の 図 書 の 購i入 処 理,図

書 目 録 へ の登 録 作 業 を サ ポ ー ト・し て い る。BALLOTSに 登 録 され て い る 書 誌 は,

ス タ ン フ ォ ー ド大 学 の 図 書 館 に あ る 本 の み な ら ず ・ ワ シ ン ト ン の 国 立 図 書 館 に あ

る 図 書 の もの も あ り,図 書 の デ ータ ベ ー ス で あ る 。 こ の シ ス テ ム の 特 徴 は,図 書

検 索 に よ り,そ の 図 書 の 所 在 もわ か る よ うに な っ て い る こ とで あ る。 ・

こ・の シ ス テ ム は,現 在Tymnetに 接 続 され て お りs西 海 岸 を 中 心 と し た ア メ リ

カ,Qナ ダ の 大 図 書 館 や 病 院134か ら ア ク セ ス され て い る。 図 書 館 以 外 に も一

般 企 業20～25社 が サ ー チ ン グ契 約 を・し て い て ・ そ の 企 業 に 関 連 の あ る 書 誌 の リ

ス トア ッ プ を行 っ て い る(3～4時 間/週)。

コ ン ピ ュ ー タ はStanfordlnformationProcessingCenterのrBM370/

168に よ り運 営 され て い るが,1980年 頃 ま で に はBALLOTSセ ン タの 専 用 機 を

導 入 す る希 望 を も っ て い る 。

一205一



2.詳 論

(1)BALLOTSの フ ァイ ル と イ ン デ ッ クス'◆

BALLOTSに は 次 の4種i類 の フ ラ イ ル が あ る。

①MRC(MachineReadableCatal・gFile)-LibraryofC・ngress

か ら磁 気 テ ー プ の 形 で 入 手 す る書 誌 フ ァ イ ル で,こ れ をBALLOTSの 内 部 フ

ォ ー マ ッ トに 変 換 す る。 即'ちLCのMRCか らBALLOTSのMRCを 作 成 す る 。

ア ッ プ ・デ ー トは 週i回 の 周 期 で 行 わ れ て い る。MRCの フ ァ イ ル に つ い て

は 次 の4つ の イ ン デ ・ ク ス が あ り,1種 の イ ン デ ・ ク ス の 使 い 方 も イ ン デ 。

ク ス を 組 合 せ た 使 い方 も で き る。

⑦ 人 名(personalname)

◎ 会 社/会 議 名(corporate/・onferencename)

◎ 書 名(titleword)

◎ 国 会 図 書 館 の カ ー ド番 号(LibraryofCongre'sscardnumber)

②IPF(ln-Pr・ ・essFile)一 注 文 中 の 図 書 の 書 誌 や 入 手 情 報 も含 ん で い

る 。IPFに つ い て は5種 の イ ン デ』ッ ク ス が あ り,そ の 中 の4種 類 はMRC

と 同 じ上 記 ④ ～ ◎ の イ ン デ ッ ク ス で あ り,他 の イ ン デ ッ ク ス は

㊥BALLOTSレ コ ー ド個 有 番 号(BALLOTSrecordidentification

number)で あ る 。

③CDF(CatalogDataFile)-CDFに は,完 全 な 書 誌 や 本 の保 存 し て あ

る棚 の 位 置 な ど の 情 報 が 記 載 され て い る。CDFの 書 誌 はLCやNUC等 か ら

出 され た 本 の カ タ ロ グ か ら来 る場 合 もあれ ば,カ タ ロ グ され る に 際 し て 新 し

く作 成 され る こ と も あ る 。IPFの 記 録 は 本 がCDFに カ タ ロ グ さ れ る と きに'

自 動 的 に 移 され る。

CDFに つ い て は イ ン デ ッ ク ス が7種 類 あ り,そ の 中 の5種 類 はIPFの イ

ン デ ッ ク ス と 全 く同 じ もの が あ り,他 の2種 類 は,

6》 国 会 図 書 館 で 登 録 され て い る主 題(LibraryofCongresssubject

heading)
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㊦ 整理 番 号(callnumber)

で あ る。

④REF(Referen・eFile)一 検 索 語 が 明 確 で な い場 合 で もCDFの 標 題 が

わ か るよ うな参 照用 記 事 が記 載 され て い る フ ァイ ルで あ る:。これ らの記 事 は

3つ の タ イ プに 分 け られ る。 即 ち,

aを 見 よ。b .

で あ る 。

REFに は 次 の5種 類 の イ ンデ ッ ク ス が あ る。

⑦

◎

◎

O

㊥

も見 よ。Cl.説 明的 または 歴 史 的 な 記 事 。

人 名(perOnalname)・ ・

会 社/会 議 名(corp・rate/conferencename)

書 名(titleword)

主 題(Subjectheading)

BALLOTSレ コ ー ド 個 有 番 号

表1に フ ァイル と検索 で き る イ ンデ ックズ の 関係 を示 す 。

表1:BALLOTSの ファイル とインデックス

BALLOTS

lFile

MRC CDF JPF REF

INDEX

CRD ○ ○ ○ 一

PN ○ ○ ○ ○

C'N ○ ○ ○ ○

T ○ ○ ○ ○

S 一 ○ 一 ○

CAL 一 ○ 「一 一

RI 一 ○ ○ ○

注INDEX

CRD:LCCardNumber

PN:PersonalName
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CN:Corporation/conferenceName

T:TitleWord

S:LCSul)jectHeading

CAL:CallNumber

RI:BALLOTS-RecordIDNumber

フ ァ イ ル ・ レ コ ー ド数

MRC:603,519件

CDF:524,325件

(2)BALLOTSセ ン タ ー の 要 員 構 成

BALLOTSセ ン タ ーは 現 在24人 で 運 営 さ れ て お り,そ の 内 訳 は 表2の とお り

で あ る 。

表2:BALLOTセ ン タ ー要 員 構 成,

部 門 人 数
、

記'事:

'

ラ イ ブ ラ リ ア ン グ ルーー プ 7
マ ー ケ ッ テ ィ ン グ'2"

イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン5

開 発 グ ル ー プ,、 10 .ソ フ ト ウ.エ ァ 開 発 、 、

、

"

経 理 ・管 理('秘 書)
`

4
(3),

㌧

;

合 .計
,

21
(+3)

●'↓

、i

1'=}

セ ンタ櫛 器 の運 用 はStanf。,dI・f・ ・m・ti・ ・p・ ・9・s・i・,,C・pterが'

行 って いる。.'…

(3)今 後 の 計 画'

BALLOTSの 収 支 状 況 は赤 字 で あ り,支 出 の80%を ユ ーザ が,残 りの20

%を 大学 が飽 しているのが現状 で ある・に れ の蹟 策 としては・ フ・イルの

内容 を豊富 に し,ゴ ーザの利用価値 を高 めて収入 を見込 むこ とが考 え られ てい
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る 。 ハ ー バ ー ド,エ ー ル,コ ロ ン ビ ア の 各 大 学 図 書 館 及 びM.Y.PublicLi-

braryの 加 入 が 予 定 され て い る の で1年 位 で 採 算 点 に 達 す る 見 込 み が あ る 。

ま た 別 に 運 営 され て い るOCLC(OhioCollegeLibraryCenter)と も将

来 は シ ス テ ム 結 合 す る こ と も考 え て い る よ うで あ る 。

♪

i

8
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2.10独 占 提 供 の デ ー タ ベ ー ス で 勝 負 す るSystemDevelopment

.Corporation(SDC)

調 査 先;SystemDevelopmentCorporation

所 在 地;2500ColoradoAvenue,SantaMoniea,CA90406

調 査 期 日;1977年12月9日

面 接 者;Mr.R.A.Freeman

Mr.C.A.Cuadra

調 査 員;栗 原,松 村

、

}

1.概 要 お よ び所 感

1956年 アメ リカ連 邦 政 府 は,政 府 の ソ フ トウ ェア開 発 民 間 委 託 先 と して,そ

れ 迄 特 に空 軍 関 係 の 演 習 シ ミュ レー シ 。ン業 務 の 委 託 先 で あ ったRand社 を 選 び

そ の 中 に,SDCと い うデ ィ ビ ジ ョンを 設 立 させ た。 当 時 は,ソ フ トウ ェア産 業

もま だ 盛 ん で な く,政 府 の 委 託 先 も限 られ て い た。 しか しな が ら1960年 代 にな

り,ソ フ トウ ェア産 業 が 大 きな 伸 び を 見せ るに従 い,一 社 だ け が 非 営 利 の 形 で,

政 府 の 仕 事 を独 占す る こ とは,不 公 平 で あ る との 声 が 高 ま り,1969年SDCは

別 会 社 と して独 立 し,営 利 ベ ー スの ソ フ トウ ェア 会 社 とな った。SDCの 業 務の中

心 は,飽 く まで シ ス テ ム 開発 で あ るが,設 立 当初 よ り会話 型 検 索 シ ス テ ムの 開 発

と運 用 に 力 を注 い で い る。

最 初 の 会 話 型 検 索 シス テ ム と し てSDCは,1960年 にPROTO-SYNTHEX

を開 発 して い る。 そ して1965年 に は,国 防 省 の 援 助 の 下 に,実 験 的 で は あ るが,

最 初 の オ ン ラ イ ン検 索 シ ステ ム を 開 発 し,13の 政 府,民 間 機 関 に 対 し,約20万

件 の 海 外技 術 文 献 デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス を行 な って い る。

更 に1970年NationalLibraryofMedicine(NLM)の 文 献検 索 オ ン ラ イ

ン化 の 実 験 サ ー ビス を テ レ ッ ク ス網 を 利用 して行 な い成 功 す る と共 に ,NLMよ

りオ ン ラ イ ン文 献検 索 シ ステ ムELHILL－ 皿の 開 発 を 受 注 す る。1964年SDC
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はELHILL－ 皿 をNLMへ 「納 入 す る と 共 にiそ の シ ス テ ム をORBIT－ 団(Ofi-

LineRetrievalofBibliographicIn・formatibn .T・ime.rShared)と し て,

独 自 の オ ン ラ イ ン検 索 サ ー ビ ス を 開 始 す る。 こ のORBIT－ 皿 は)現 在Lockheed

のDIALOGシ ス テ ム'と 並 ぶ 二 大 オ ン ラ イ ン 文 献 検 索 シ ス テ ム の 一 つ で あ る
。・

`

J

2.詳 論 く

(1)ORBIT－ 皿 の 特 徴1・ ・ll

ORBIT－ 皿 は,Tymnet及 びTel6netと 接 続 され て お り,利 用 者 は;SDC

と 検 索 サ ー ビ ス の 契 約 が で き れ ば,自 動 的 にTymne、t(Telenet)を 利 用

で き る 。 利 用 者 は,Tymnet(Telenet)の 入 口 迄 の 電 話 料 金,・'Tymnet

(Telenet・)の 料 金(ア メ リ カ 国 内$10・/時 間,ヨ2ロ ヅパ$ 、22/時 間 。

但 し,Tymnetの 場 合),及 び デ7タ ベ ー ス 毎 に 定 め られ た 料 金 を 支 払 う こ と

に よ っ て こ の サ ー ビ ス を 受 け'る こ と が で ぎ る
。 初 期 経 費 や,基 本 料 金 制 度 は 一

切 存 在 し な い 。.t・ 一 、'・:い 一.、 ・、'_t'v1

.ま た,ア メ リカ 国 内 の 主 要 地 区 に は,、 ア クシ .ヨ ンデ ス ク・と称 す る 問 合 せ 用 の

電 話 を準 備 し,相 談 係 員 が 常 時 待 期 し て,検 索 方 法 等 の サ ポ ー トを 行 な っ て い

る。 ・….1・ ・ ,'、 プ ・・

ORBIT－ 皿 に 登 録 さ れ て い る デ ー タ ベ ー ス の 大 きな 特 徴 は・,現 在 サ ー ビ ス

中 の36種 の デ ー タ ベ ー ス の う ち19種 迄 が,ORBIT－ 皿 の サ ー ビ スを 通 し て

の み,検 索 可 能 で あ る と い う .こ と一で あ る。 こ れ はORB・IT-mの 営 業 方 針 で あ

り㌧ リ ソ ー ス 提 供 者 と,期 限 付 の 独 占 契 約 を し て,サ ー ビス を 行 な ら て い る。

も う一 つ の 特 徴 と し て は,特 にSDI用 の フ ァイル が な く て もts牙 ン ラ ィ ン で

SDIサ ー ビ ス を 提 供 で き る と い う こ とが あ げ ら れ る。.こ れ は,一 般 の 検 索 用

フ ァ イ ル 上 で 常 に 最 新 文 献 に は ,・ フ ラ・グ を つ け て お く と い う方 法 に よ り可 能 と

な っ て い る。.一 ピ ∫.,..,㌧,.

ORBIT－ 団は,ア メ リ カ 西 海 岸 標 準 時 で1.:30～17,:00迄 サ、一 ビ ス され てお

り,こ れ は,ア メ リ カ 国 内 及 び ヨ ー ロ ッパ の ビ ジ ネ ス 時 間 帯 に 合 わ せ ら れ て い
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る。 ア メ リ カ 以 外 で,本 シ ス テ ム を 良 く利 用 す る国 々 と し て は,カ ナ ダ,イ ギ

リ ス,、 オ ラ ン ダ,北 欧 諸 国,フ ラ ン ス,ス イ ス 等 で あ る。 西 ドイ ツ か らの 検 索

も あ る が,西 ドイ ツ に はTymnetの 入 口 が な い た め 多 少 利 用 率 は 落 ち て い る・。

利 用 さ れ る デ ー タ ベ ー ス は,化 学 関 係 及 び,特 許 関 係 が 中 心 で あ る。

(2)ORBIT-1皿 の デ ー タ ベ ー ス

以 下 に 現 在 サ ー ビ ス 中 の デ ー タ ベ ー ス の 王 な 内 容,料 金,リ ソ ー ス 提 供 機 関

、等 を 述 べ る 。 尚,頭 に*の 付 加 さ れ た もの は.ORBIT-Mだ け で 検 索 可 能 な

デ ー タ ベ ー ス で あ る♂.,'

①*ACCOUNTANTSINDEX

会 計,税 理,財 務 管 理 等 に 関 す る文 献 を 対 象 と し,ア メ リカ 国 内 を 初 め,

カ ナ ダ,イ ギ リ ス,オ ー ス ト ラ リ ア,南 ア フ リ カ,日 本 等 の 英 語 の 出 版 物,

演 説 集,'パ ン フ レ ヅ ト.↓政 府 刊 行 物 等 を カ バ ー し て い る。 リ ッ ー ス の 提 供 は

AmericanInstiuteofCertifiedPublicAccountantsで,4半 期 毎

ご 藤 豆念1階 竺㌔1
一 ビ ス を 受 け る場 合 は

,一 文 献 当 り$0.10で あ る。

②'AGRICOLA"^"`

U.S.Nati・naLAg+icultUralLibraryに よ っ て 提 供 さ れ て い る農 林

全 般 に わ た る文 献 を 対 象 どす る。 内 容 は 非 常 に 幅 広 く,一 般 農 林 関 係 か ら,

農 村 社 会 学;農 業 経 済,栄 養 学;・ 動 物 学 〆 獣 医 学,林 業,資 源 問 題,昆 虫 学,

農 業 工 学 等 と,バ ラ エ テ ィ・に 富 む ピ こ れ らの 情 報 は 次 の 三 つ の サ ブ プ ァ イ ル

1に 分 け て 集 録 さ れ て い る 。 ・'t'

oCAIN・ … ・-t…Catalogi'ngandIndexing

OFNC… … …FoodandNutritionCollection

oAgricultu`ra1'Economicsl－

毎 月 約12,bOO件 に の ぼ る サ ィ テ ー シ ョ ンが 追 加 更 新 され て お り,1970
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年1月 迄 遡 及 可 能 で あ る。 料 金 は$35/connecthour,オ フ ラ イ ン ・プリ ン

トは,サ イ テ ー シ ョ ン 当 り$0.06で あ る。

③*APILIT

ORBIT－ 皿 の デ ー タ ベ ー ス 中 で も利 用 率 の 高 い デ ー タベ ー ス の 一 つ で あ

る。 石 油 の 精 製,石 油 化 学,環 境 保 全,石 油 の 輸 送 と貯 蔵 等 に 関 す る 文 献 を

対 象 とす る。API(AmericanPetroleumInstitute)の 提 供 に よ る も の

で,利 用 者 は,SDCと 契 約 す る と 共 に,APIのCentralAbstractingand

IndexingServiceの 顧 客 と してAPIと 契 約 す る必 要 が あ る 。

毎 月 約1,500サ イ テ ー シ ・ ンの 更 新 が 行 な わ れ,1964年1月 迄 遡 及 可能

で あ る。

料 金 は$65/connecthour,オ フ ラ イ ン ・プ リ ン ト$O.11/サ イテ ー シ ョ

ン で あ る。

④*APIPAT・

APIL.ITど 同 様APIよ り提 供 され て い る デ ー タ ベ ー ス で,利 用 率 も高 い,

ア メ リ カ の 他,ベ ル ギ ー,カ ナ ダ,フ ラ ン ス,ド イ ツ,イ ギ リ ス,オ ラ ン ダ,

イ タ リL,日 太,南 ア フ リ カ 各 国 の 石 油 関 係 特 許 文 献 を 集 録 し た もの で,内

容 的 に はAPILIITと 同 じ 分 野 を カ バ ー し て い る。 毎 月 約600サ イ、テ ー シ ョ

ン の 更 新 が 行 な わ れ て三お一り－J- .1964年1月 迄 遡 及 可 能 で あ る。 料 金 もAPIL

㌔㌔隠隠鷲 ◎ 一一め
⑤*ASI… … …AmericanStatististicsIndex

雇 用 関 係,国 家 財 政,産 業 統 計 資 料 等,広 範 囲 に 渡 る 社 会 関 係,経 済 関 係

に つ い て の 連 邦 政 府 統 計 刊 行 物 に 関 す る デ ー タ ベ ー ス で あ る。 内 容 は,月 刊

年 刊 の 刊 行 物,調 査 ・分 析 レ ポ ー ト等 で,ア メ リ カ以 外 の 統 計 資 料 も含 ま れ

て い る。

CongressionalInformationServiceInc.の 提 供 デ ー タ ベ ー ス で ・

CIS社 の 契 約 客 に は$100/connecthourで,一 般 利 用 者 に は$1'20/
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connecthourで サ ー ビス され て い る。 オ フ ライ ン ・プ リン トは,共 に$O.25

/サ イ テ ー シ ョ ン で あ る。

更 新 頻 度 は 毎 月,1973年1月 迄 遡 及 可 能 で,更 に1部 の 刊 行 物 に 関 し て

は,1960年 代 の も の 迄 検 索 で き る。

⑥BIOSIS/BIO6973一

生 科 学 分 野 の デ ー タ ベ ー ス で,BA(BiologicalAbstract)とBioI

(BioResearchIIndex)の 部 分 に 分 け られ る。 生 物 学,生 医 学 分 野 に 関 係

す る 約8,000Ptの 雑 誌s'文 献,論 文 等 の 情 報 が 集 録 ざれ て い る 。Biological

>S
ciencesInformationServiceの 提 供 に よ る も の で,1969年 迄 遡 及 可

能 で あ る 。Biolは 週 に 一 度 約8,000サ イ テ ー シ ョ ン,BAは2週 間 に 一 度 約

6,000サ イ テrシ ョ ンの 割 で 更 新 さ れ て い る。 料 金 は,$65/connecthour

オ フ ラ イ ン ・プ リ ン トは,$0.10/サ イ テ ー シ ョ ンで あ る。

⑦*CAMBRIDGESCIENTIFICABSTRACTSGROUPE

こ の デ ー タ ベ ー ス は,こ れ か ら サ ー ビ スの 開 始 が 予 定 さ れ て い る もの で,

現 在 は ま だ ア ク セ ス で き な い 。 現 在 の と こ ろ2種 類 の デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ

ス が 予 定 され て お り,1つ は,電 気 通 信,コ ン ピ ュ ー タ ・情 報 処 理,集 積 回

路 技 術 に 関 す る もの,も う1つ は 技 術 開 発 に 伴 な う環 境 保 全 に 関 す る もの で

あ る 。1975年 迄 遡 及 可 能 で あ る。 料 金 は 未 定 。

⑧CDI・ 一 ・…ComprehensiveDissertationIndex

ア メ リ カ 国 内 及 び ア メ リ カ 国 外125以 上 の 大 学 に お け る 学 位 論 文 の デ ータ

ベ ー ス で あ る。 ア メ リカ 国 内 の も の と そ れ 以 外 の ・2つ の フ ァ イ ル に 分 け られ

そ お り,分 野 も人 類 学 か ら 社 会 科 学,科 学,技 術 分 野 と 広 範 囲 を カ バ ー し て ・

い る ∴

'U
niversityMicrofilmsInternationalに よ・り提 供 さ れ て い る も の で,

1861年 迄 遡 及 可 能 で あ る。 月 間 約3,000サ ィ テ ー シ ョ ン が 更 新 され て お り,

料 金 は,$55/connecthour,オ フ ラ イ ン ・ プ リ ン トが,$O.・12/サ イ テ

ー シ ョ ンで あ る
。
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⑨CHEMCON/CHEM7071

CAS(ChemicalAbstractsService)提 供 の 化 学 文 献 デ ー タ ベ ー スで

あ る。12,000を 越 え る雑 誌,26ケ 国 に わ た る 特 許 情 報
,新 刊 書,学 会 議

事 録,政 府 機 関 の 調 査 レ ポ ー ト等 の 文 献 を カ バ ー し て お り,そ の 分 野 は 生 化

学,有 機 化 学,か ら 応 用 化 学 ま で 約80の セ ク シ ・ ン に 及 ん で い る。CHEM

7071に は,1970年1月 か ら1971年12月 迄 約60・O ,OOO件 の 情 報 が 集

録 さ れ て い る。CHEMCONは1972年1月 迄 遡 及 可 能 で,現 在 も2週 間 お き

に 約12,000サ イ テ ー シ ョ ン が 更 新 され て い る」。 料 金 は$60/c6nnecthour
,

オ フ ラ イ ン ・プ リ ン トが,$0 .12/サ イ テ ー シ ョ ン で あ る。

⑩CIN… … …ChemicalIndustryNotes

ア メ リ カ 内 外 の 約80種 の 出 版 物 か ら集 録 し た
,化 学 工 業 業 界 に 関 す る文

献 デ ご タ ベ ー ス で あ る。 製 薬,石 油 化 学,紙 パ ル プ,農 業 及 び 食 品 業 等 の ,

製 品,価 格,販 売 高,設 備,生 産 状 況 プ 関 連 事 業,政 府 の 動 き ,雇 用 問 題 等

に 関 す る 文 献 を 検 索 す る こ とが で き る。'ttl

CHEMICONと 同 様CASの 提 供 で,1974年12月 迄 遡 及 可 能 で あ る。

毎 週 約1,000サ イ テ ー シ 。 ン が 更 新 さ れ て お り,料 金 は$7'0/c6nnecthour ,

オ フ ラ イ ン ・プ リ ン トは ,$0.10/サ ィ テ ー シ ョ シ で あ る。

⑪*CIS-INDEX

ア メ リ カ 議 会 の 刊 行 物 を 集 録 し た もの で
,公 聴 会 資 料,委 員 会 報 告 書,上

院 下 院 レ ポ ー ト,そ の 他 特 別 刊 行 物 等 が 含 ま れ て い る。'

ASIと 同 様CopgressionalInformationService
,Inc.の 提 供 で,C

ISと の 契 約 が あ る 場 合 と そ う で な い 場 合 で は ,料 金 が 異 な る。 非 契 約 利 用

者 の 場 合 の 料 金 は$120/'connec:thour,契 約 者 の 場 合 は
,$100/con-

ne'cthour,オ ン ラ イ ン ・プ リ ン トは 共 に$O .25/サ イ テ ー シ ョ ン'で あ る。

1970年1月 迄 遡 及 可 能 で ○ 毎 月 約1 ,000サ イ テ ー シ ョ ン が 更 新 され てい る。

⑫COMPENDEX… ・・…・Correspondsto:Engineeri・ngIndexMonthly

社 会,環 境,地 質,鉱 業,石 油,機 械,宇 宙 航 空 ,電 気,化 学,農 業,食
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品 と広 分 野 に 渡 る 工 学 関 係 の 文 献 を 集 録 し た も の で あ る 。

EngineeringIndex,Inc.提 供 の デ ー タ ベ ー ス で_1,500の 雑 誌,900

以 上 の 書 籍 の 情 報 を 含 ん で い る 。 毎 月 約6,000サ イ テ ー シ ョ ン が 更 新 さ れ,

1970年1月 迄 遡 及 可 能 で あ る。 料 金 は$65/connecthour,オ フ ラ イ ン

・プ リ ン トは$0 .10/サ イ テ ー シ ョ ン で あ る。

⑬*CRECORD・ … …f-Congressiona1'Record

上 院 ・下 院 を 含 む ア メ リ カ 議 会 の 正 式 議 事 録 を 集 録 し た デ ー タ ベ ー ス で,

毎 週 更 新 され て い る た め,常 に 最 新 の 情 報 を 検 索 す る こ とが で き る。 内 容 的

に は,本 議 会 の 他 に,委 員 会 や 小 委 員 会,そ の ス ケ ジ ュ ー ル,ま た 議 事 の 提

出 資 料 等 を 含 ん で い る。 イ ン デ ッ ク ス 付 で ア ク セ ス す る こ と が で'き ・275の

分 野 に つ い て ク ロ ス リ フ ァ レ ン ス が 可 能 で あ る。

毎 週 約1,750iサ ン.テ ー シ ョ ンが 更 新 され て お り,1976年 の 第94回 本 議

会 の 第2セ ッ シ ョ・ン 迄 遡 及 可 能 で あ る。CapitolServicesジInc.の 提 供

で,料 金 は$80/connecthour,オ フ ラ イ ン ・プ リ ン トは$O.15/サ イ テ ー

シ,ゴ ンで あ る。: .'

tt⑭ 、,*ENERGYLINE

200以 上 の 中 心 的 な 専 門 誌 及 び2,000以 上 の 他 の 雑 誌 か ら集 録 され た ・エ

ネ ル ギ ー 問 題 に 関 す る デ ー タ ベ ー ス で あ る。EnvirgnmentCe.n.ter,Inc.

に よ り提 供 さ れ て い る も の で,内 容 は,エ ネ ル ギ ー に か ら む 経 済 問 題 ・ ア メ

リ カ政 府 の 方 針 と、プ ラ ン,エ ネ ル ギ ・一開 発,資 源 と 備 蓄,環 境 問 題 ・ 電 力 ・

石 油, .原 子 力 等 に お よ ん で い る。 、

1971年1月 迄 遡 及 可 能 で,2ケ 月 に 一 度 約800サ イ テ ー シ ・ ンの 更 新

が 行 な わ れ て い る。 料 金 は,ECIと の 契 約 者 は$85/connecthourと

$O.20/サ イ テ ー シ ョ ン の オ フ ラ イ ン ・プ リ ン ト,非 契 約 者 は,$95/con-

∵:?鑑 二 ㌶ ピ ∴ こ一スも'ORBIT

'
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⑮ERIC

国 立 教 育 研 究 所(NationalInstituteofEducation)が 発 行 し て い る

教 育 関 係 の レ ポ ー トを ま と め たRIE(ResourcesinEducaton)と 雑 誌 か

らの 教 育 関 係 ト ピ ッ ク ス を ま と め たCIJE(CurrentIndextoJournals

inEducation)の 内 容 を 集 録 し て い る。

毎 月 約2,500サ イ テ ー シ ョ ン が 更 新 され て お り,1966年1月 迄 遡 及 可 能

で あ る。 料 金 は$35/connecthour,オ フ ライ ン ・プ リ ン トが$0.08/サ イ

テ ー シ ョ ンで あ る。 ト

⑯FSTA… ・…・・FoodScienceandTechnologyAbstracts

InternationalFoodInformationServiceで 発 行 し て い る 同 名 の 刊

行 物 の 内 容 を 集 録 し て い る 。 一 般 の 食 物 学 か ら微 生 物 学,毒 物 学,包 装 の 問

題 や 酒,食 物 関 係 の 法 律 や 規 格 等 の 内 容 に つ い て 広 く 海 外 の 情 報 も献 察 す る

こ と が で き る。

,/>ig69年 迄 遡 及 可 能 で,毎 月1,500レ コ ー ドが 更 新 さ れ て い'る 。 料 金 は,

$65/connecthour,'オ フ ラ イ ン:プ リ ン トは().12/サ イ テ ー シ ョ ン で あ

る。

⑰*GeoRef… … ご∴GeologicalReferenceFile

ア メ リ カ地 質 学 会(TheAmericanGeologicalInstitute)提 供 の 地 球

科 学ic関 ず る デ ー タ ベ ー スで あ り,約3,000の 雑 誌,学 会 ・シ ン ポ ジ ウ ム の

報 告 書,研 究 論 文 等 の 情 報 を 集 録 して い る。

1967年1月 迄 遡 及 可 能 で,毎 月 約4,000:サ イ テ ー シ ョ ン が 更 新 さ れ て

い る 。 料 金 は,$75/connecthourlオ フ ライ ン ・プ リン ト$020/サ イ テ

ー シ ョ ンで あ る
。'"

⑱*GRANTS

連 邦 政 府,州 ・地 方 政 府.そ の 他 の 組 織 や団 体 等 に よ る 許 可 ・認 可 事 項 を

ま と め た,ユ ニ ー ク な デ ー タ ベ ー ス で あ る:

OryxPressに よ り提 供 され て い る もの で,毎 月 そ の 時 点 で の 許 可 ・認 可
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事 項 が そ っ く り入 れ 替 え られ,そ の 数 は 約1,500レ コ ー ドで あ る。 料 金 は,

$60/connecthour,オ フ ラ イ ン ・プ リ ン トは,$0.35/サ イ テ ー シ ョ ン

で あ る。

⑲INFORM

ビ ジ ネ ス経 営 管 理 の 分 野 に 関 し て,DunsReview,HarvardBusiness

Review,Nations!Businesls等 を 初 め と し約300種 の 雑 誌 の 内 容 を 収 録

し て い る。 内 容 は,会 計,事 務 管 理,広 告,金 融,デ ー タ 処 理,経 済,雇 用

問 題,財 務,保 険,貿 易,労 務 管 理,資 産 管 理,社 会 情 勢 等 々,多 方 面 に 渡

っ て い る。 ..-

DataCourien,Inc.の1部 門 で あ るABIに よ り提 供 され て いQも の で,

更 新 は 月1回 約1,200サ イ テ ニ シ ・ ン,遡 及 開 始 年 月 は ユ971年8月 で あ る。

料 金 は,$65/connecthour,オ フ ラ イ ン ・ プ リ ン ト は$0.10/サ イ テ ー シ

ョ ン で あ る 。

⑳INSPEC

InstitutionofElectricalEngineers発 行 、のPhysics、Abstracts,

Electrieal&ElectronicsAbstracts,Computer&Control

Abst・actsに 対 応 す る.,物 理 学 及 び電 気1電 子 工 学 の 文 敵 に関 す!る デ 一 夕

ー ベ";Tス で あ る。 毎 月 更 新 処 理 が 行 な われ 年 閻 の更 新 規 模 は.・150・OOOレ コー

ドに 及 ぶ 。 遡 及 は1970年 迄 可 能 で,料 金 は$45/connecthour,オ フ ラ

イ ン ・プ リ ン トは$0.10/サ イ テ ー シ ョン で あ る。

⑪*LIBCON/E・LIBCON/F.・

ア メ リ カ 議 会 図 書 館(U.S.Li.bra・y・fC・ng・ess)の 図 書 目 録 検 索 用

デ ー タ ベ ー ス で あ る 。LCに て 作 成 さ れ るMARC(MachineReadable)レ コ

ー ドと
,3-Mに て 作 成 さ れ るMET(Main/Entry/Title)レ コ ー ドの.2種

類 の 情 報 を 持 つ 。LIBgON/Eに は,英 語 で 書 か れ て い る 図 書 目 録 が,年 間

約102,000レ コ ー ド登 録 され て い る。 一 方,LIBCON/Fに は,英 語 以 外 ・

す な わ ち フ ラ ン ス 語,ド イ ツ 語,ポ ル トガ ル 語,ス ペ イ ン語 の 図 書 目録 が 登
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録 さ れ て お り,ま た そ の う ちMETレ コ ー ドに は 更 に 他 の ア ル フ ァベ ッ ト使 用

言 語 の 図 書 目録 が 含 ま れ,件 数 は 年 間 約72,00、0レ コ ー ドで あ る。

MARCに1関 し て は1968年 登 録 分 か ら,METに 関 し て は1969年 登 録 分

か ら検 索 可 能 で あ り,図 書 の 発 行 年 月 で い う と19世 紀 以 前 の もの も含 ま れ

て い る。

LIBCON/Eは 週 間2,100サ イ テ ー シ ョ ン,LI'BCON/Fは 月 間6,000

サ イ テ ー シ ョ ンの 割 で 更 新 ざれ て い る。 料 金 は ど ち ら も$120/bonnecthour

オ フ ラ イ ン ・プ リ ン トは$O.25『/ザ イ テ ー シ ョ ン で あ る。

⑫LISA… ・・:…Library&InformationScienceAbstracts

イ ギ リ ス のLibraryAssociation提 供 に よ る 図 書 館 の 運 営,図 書 館 学,

ラ イ ブ ラ リ ア ン,専 門 図 書 館 等 々 の 文 献 を 集 録 し た デ ー タ ベ ー ス で あ る。

1969年 迄 遡 及 可 能 で,隔 月 で 約700レ コ ー ドつ つ 更 新 され て い る。・ 料 金

は$50/connecthour,オ フ ラ イ ン ・プ リ ン トは$0.10/サ イ テ ー シ ョ ン

で あ る。 ・ ・

@)MANAGEMENT

ManagementInformationServicesに て 月2回 発 行 さ れ て い る

ManagementContentsの 内 容 に 対 応 した デ ー タ ベ ー ス で,ア メ リ カ 内 外

の ビ ジ ネ ス 情 報 の 文 献 を 集 録 し て い る。

1974年9月 迄 遡 及 可 能 で,更 新 は 月 間 約1,000サ イ テ ー ・シ ョ ン行 なわ れ

て い る。 料 金 は$65/connecthour,オ フ ラ イ ン ・プ リ ン トは$0.10/サ

イ テ ー シ ョ ン で あ る。1

⑭NTIStt

ア メ リ カ 商 務 省 の 下 部 組 織 で あ るNTIS(NationalTech'niealInfor-

mationService)に て 収 集 され た 科 学 技 術 情 報 の 献 索 デ ー タ ベ ー ス で あ る。

200以 上 に 及 ぶ 政 府 機 関 が,委 託 し て 調 査 あ る い は 関 発 した,科 学 技 術 情

報 で そ の 内 容 は,宇 宙 工 学 か ら 医 療,農 業,地 球 科 学,社 会 科 学 等 々,あ ら

ゆ る分 野 に 広 が っ て い る。
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NTISが,毎 週 発 行 し て い るGovernmentAbstractsと 月2回 発 行 し て

い るGovernmentReportsAnnouncementsの 内 容 に 対 応 し て い る。

1970年1月 ま で 遡 及 可 能 で,2週 間 に1度 約2,300サ イ テ ー シ ・
,ン の 更

新 が 行 な わ れ て い る。 料 金 は$45/connecthour,オ フ ラ イ ン ・プ リ ン ト

が,$O.08/サ イ テ ー シ ョ ン で あ る。

⑳*PAPERCHEM

世 界 中 の 工 業 国 に お け る紙 パ ル プ業 界 の 文 献 を 集 録 した もの で,そ の 中 に

は,主 要6ケ 国 の 紙 パ ル プ に 関 す る特 許 情 報 も含 ま れ て い る。20ケ 国,1,0

00種 に 近 い 刊 行 物,シ ン ポ ジ ウ ム の 資 料 等 を 情 報 源 と し て,Institute

ofPaperChemistryに よ り提 供 さ れ て い る。

月 間 約1,000サ イ テ ー シ ョ ン の 更 新 が 行 な わ れ て お り,1968年1月 迄 遡

及 可 能 で あ る。料 金 は2段 階 に な っ て お り,'IPCと の 契 約 者 及 び 研 究 機 関 に

は,$80/connecthour,$0.10/サ イ テ ー シ ョ ン,オ フ ラ イ ン ・プ リ ン

トで あ り,そ の 他 に 対 し て は,そ れ ぞ れ$110/connecthour,$0.15/

サ イ テ ー シ ョ ン で あ る。

⑳*PATENT・:'t

世 界 的 に 有 名 な イ ギ リ スDerWelntPdblications,Ltd.の 特 許 情 報 デ ー

タ ベ ー ス で あ る。 主 要 工 業 国 の 特 許 庁 に て 発 行 さ れ る特 許'情 報 を ま と め た も

の で,1963年 以 来 カ バ ー し て い る国 々 は 次 の 通 り'で あ る。

oベ ル ギ ー

○ 日 本

○南 ア フ リ カ

○ カ ナ ダ

oソ 連

○ イ ギ リ ス

Oフ フ ン ス

oオ ラ ン ダ

○西 ドイ ツ

o東 ドイ ツ

○ス イ ス

○ア メ リ カ

更 に1965年 以 降 次 の 国 々 が 加 わ っ て い る。

○ ポ ル トガ ルoス ウ ェ ー デ ン,
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○ オ ー ス ト リ ア ○ ブ ラ ジ ル

○ チ ェ コOハ ン ガ リ ー

○ イ ス ラ エ ル ○ ル ー マ ニ ア

Derwent社 発 行 のCentralPatentsIndex及 びworld'Pa'tentIndexに

対 応 す る 。

遡 及 開 始 年 月 は,分 野 に よ っ て 異 な る 。』

。薬 口口

o農 業化 学

○プ ラ スチ ック

oそ の 他 の 化学

○機 械 ・電 気 ・その 他 一 般

1963年

1965年

1966年

1970年

1974年

月 間 で 約19,500の 新 規 登 録 が 行 な わ れ る'。 料 金 は,$120/Connecthour

オ フ ラ イ ン ・プ リ ン トが,$O.15/サ イ テ ー シ ョン で あ る が,DetWent社

と 契 約 す る こ と に よ り,特 別 料 金 で 利 用 す る こ とが で き る。-・"

㊧*P/ENEWS'

石 油 及 び エ ネ ル ギ ー 分 野 の 王 要 専 門 誌5誌 の 情 報 を 集 録 した デ ー タ ベ ー ス

で あ る。 ・1'・'・

・OPlattsOilgramNewsService・'ttt'

OMiddl'eEastEconomicSurvey

O・PetroleumIntelligenceweekly

OPetroleumEconbmist

OOiIDaily

ア メ リ カ 石 油 協 会(API)のCentralAbstracting・IndeXingServ-

iceに よ り提 供 され て い る。

毎 週500サ イ テ ー シ 。 ン が 更 新 さ れ て お り,1975年1月 迄 遡 及 可 能 で あ

る 。 料 金 は,契 約 者 が$95/connecthour,非 契 約 者 は$115/connect

hou'rで オ フ ラ イ ン ・プ リ ン トは 共 に$O.11/サ イ テ ー シ ョ ン で あ る。
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@PNI… ・・… ・PharmaceuticatNewsIndex

製 薬 業 界 誌4誌 の 情 報 を 集 録 し た デ ー タ ベ ー ス で あ る 。

ODrugResearchReports(TheBlueSheet)

OFDCReports(ThePinkSheet)

OThePMANewsltter

oThewashingtonDr .ugandDeviceLetterl'『

DataCourier,Inc .に よ っ て 提 供 さ れ,毎 月 約700サ イ テ ー シ ョ ン が

更 新 さ れ て い る 。 遡 及 開 始 年 月 は,FDCReportsが1974年1月,他 が

1976年1月 で あ る 。 料 金 は,$65/connect・hour,オ フ ラ イ ン ・ プ リ ン

ト が$0.15/サ イ テ ー シ ゴ,ン で あ る 。 ・,∵

⑳POLLUTION'・:",・'1;

環 境 公 害 に 関 す る 文 献 を 集 録 し た ・も の ・で,、Data℃ouri:er,Inc.の 隔 月 刊

・、行 物 で あ ・るPollutionAbstra'ctsの 内 容 に 対 応 す る
。

隔 月 で 約1,000・ サ イ テ7シ 、ヨ ン の 更 新 が 行 な わ れ て お り,197.0年1月 迄

遡 及 可 能 で あ る 。 料 金 は,$65/connecthour,・ 才 フ'ラ イ シ ・ プ リ ン ト は

$O.・15/サ イ:テ ー シ ョ ン で あ る 。t・t.・tt-te"t・

⑳PSYCHABSTRACTS

AmericanPsychologicall.Ass二 〇c掘t'ion,・ ～1'n'c・.;.発 行 のPsychological

Abstractsの 内 容 を デ 一 夕 ベ ・-r・ス と ・し た も、の でi心 理 学 及 び 行 動 科 学 分 野 の

文 献 を カ バ ー し て い る 。 年 間 約25,00、0,レ ・コ ・一 ド の'更 新 が 行 な わ れ,1967

年 迄 遡 及 可 能 で あ る 。 料 金 は$50/connect・.hoUr,オ フ ラ イ ン ・ プ リ ン ト は

$O.10/サ イ テ ー シ ョ ン で あ る 。;'‥ 一

⑪*RINGDOC.・':・ ・ ㌧・,':':.t4∴;

PATENTと 同 様 イ ギ リ スDerwent社 の 提 供 す る 薬 学'関 係 の 文 献 を 集 録

し た デ ー タ ベ ー ス で あ る 。 月 間 約4,00・Oサ イ テ ー シ ョ ン の 更 新 が 行 な わ れ て

お り,196 ,4年7月 迄 遡 及 可 能 で あ る が,・Derwen't社 と 直 接 契 約 を 結 ば な い

限 り 検 索 す る こ と は で き な い 。 料 金 に 関 し て も 別 途 契 約 で あ る 。
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⑫'*SAEABSTRACTS

自 力 推 進 の 可 能 な 乗 物,す な わ ち 自動 車 か ら電 車 ,飛 行 機,ミ サ イ ル に 至

る迄 の 全 て の 乗 物 に 関 す る 文 献 を 集 録 し た デ ー ・ ベ ー ス で あ る
.S。,i。 、y

ofAutomotiveEngineers
,Inc.が 提 供 して い る もの で,安 全 性,騒 音

等 に 関 す る 文 献 ま で 対 象 と して い る。

4半 期 毎 に 約200レ コ ー ドが 更 新 さ れ て お り
,1965年1月 迄 遡 及 可 能 で あ

る・ 料 金 は$80/・ ・nne・t'h・u・,オ ・ パ ン ・'プ リ ン ドは$O
.15/サ イ テ

ー ソ ヨ ンo

ee*SSIE-… … ・Smi・h・ni・nS・i6・C…f・ ・m・ ・i・nE'。Ch。ng61:『

ス ミ ソ ニ ア ン科 学 情 報 交 換 機 関 に よ'り 提 供 さ れ そ い る デ ー タ ベ ー ス で
,

連 邦 政 府 を 初 め 州 政 府,大 学,国 立 科 学 財 団 ,NASA,ア ン リ'力 心 臓 協 会,

ア メ リ カ が ん 学 会
,原 子 力 庁 等,"1,300に の ぼ る機 関0)持 つ 科 学 技 術 情 報 文

献 を集 録 し て い る 。 　 :一'

毎 月 約9,000レ コ ー ドの 更 新 が 行 な わ れ ,1974年 迄 遡 及 可 能 で あ る 。 料

金 は$110/connecthour ,オ フ ラ イ ン ・プ リ ン トは,$025/サ イ テ ー

シ ョ ンo

⑭*TITUS

InstituteTextiledeFranceの 提 供 に よ る繊 維 関 係 の 文 献 検 索 デ ー

タ ベ ー ス で あ る。 ア メ リ カ 国 内 で は
,ORBIT－ 皿 の 独 占 サ ー ビスで あ るが,

ヨ ー ロ ッ パ で は
・ 他 か ら も サ ー ビス さ れ て い る。 毎 月 約1,500レ コ ー ドの 更

新 が 行 な わ れ,1970年1月 迄 の 遡 及 が 可 能 で あ る
。 料 金 は$75/connect

hourオ フ ラ イ ン ・プ リ ン トは$O .15/サ イ テ ー シ ョ ン。

⑮*TULSA

TULSA大 学 のInf・rmati・nServicesDepartmentが 出 版 し て い る
,

PetroleumAbstractsの オ ン ラ イ ン版 デ ー タ ベ ー ス で
,石 油 ・天 然 ガ ス の

開 発,お よ び そ れ に 関 係 す る地 質 学 の 文 献 情 報 を 集 録 し た もの で あ る
。 月 間

約1・500サ ィ テ ー シ ョ ンの 更 新 が あ り,1965年 迄 遡 及 可 能 で あ る
。,料 金 に
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は,契 約 者,準 契 約 者,非 契 約 者 の 別 が あ り,契 約 者 ・準 契 約 者 が$100/

connecthour,非 契 約 者 は$125/connecthour,一 方 オ フ ラ イ ン ・プ リ

ン トは,契 約 者 が$O.15/サ イ テ ー シ ョ ン,準 契 約 者 ・非 契 約 者 は$0・50/

サ イ テ ー シ ョ ン で あ る。

(3)フ ァシ リテ ィ

ORBIT－ 団は,AMDAHL470/V5に て運 用 され て い る。 こ れ は,極 く最

近IBM370/158よ り,リ プ レー ス された もの で あ るが,IBMの 搬 出 ・AM-

DAHLの 搬 入 ・イツ ス トー ル 全 て を,1回 の 週 末2日 間 で 行 な い,月 曜 日には

通 常 通 りの サ ー=ビス を行 な った との こ とで!こ れ は 現 在 の 日本 の 実 情 か ら考 え

る と驚 異 に 値 す る事 実 で あ る。 デ ー タ ベ ー スの 基 本 とな る,磁 気 デ ィス ク装 置

J9)容 量 は,200億 バ イ トに達 し合 計 す る と毎 週 約50・OOOレ コー ドの 情 報 が 追

加 され て い る。

、
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昭 和53年3月 発 行

財団法人 日本 情 報 処理 開 発協 会
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